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凡  例  r 

、本書は 『書 書 骨董 叢書』 第拾壹 編と して、 朝 倉 文 夫 氏の 講述に 係る、 建築 及 彫刻の 二 篇を 收錄す 
る。 朝 倉 氏は 文部省 美術展 覽會 審査 委員ょ リ 引き續 き. 現に 帝國 美術 院展 覽會 審査 委員と して、 我國 
隨 一の 彫刻 大家で ある。 その 最も 得意と する 所は 塑像に して、 銅像 原型 作家と しては 他に 匹を 見 ざ 
る 優秀なる 技倆を 有する。 固ょ リー 般 彫刻の 知識に 精 M すると 共に、 近頃 思 ひを 建築の 硏究に 潜め、 
その 蘊蓄 も 亦、 專門 の學 者を 壓 して ゐ る。 今玆に 此の 兩 方面の 講説を 得た のは、 編者 深く 謝する 所 
にして、 讀者 諸君と 共に、 欣喜に 耐へ ない。 

、本書の 體裁 は、 他の 諸卷 との 關係 及び 卷 中の 便宜上、 建築と 彫刻との 二部に 分ち、 更に 各々 を 日 
本 及び 諸外國 に區 分して、 四 編を 成さし める 豫定 であつ たが、 頁數 意外の 增加の 爲め 、第 四 編 諸 外 
國の 彫刻を 全く 割愛す るの 止むな きに 至つ た。 讀者 幸に これを 諒とせ ちれん ことを。 而 して 講述の 
順序は 史的 年代を 追つ たのは、 讀 者の 了解に 便じた 爲め で、 必ずしも 一貫せ る 歴史の 體を爲 さしめ 
たのでは ない。 從つ て、 前後 紛雜 宜しき を 得ざる 場合 も あるが、 一に 讀過の 便を 考 へた 次第なる こ 
とを 諒せ られた い。 その 記述に 繁簡 精粗 往 々にして 等しくない もの、 要するに 萬 門 的 攻究に 亘るこ 
とを 猪き、 同時. に 普遍的の 知識を 網 M せんと 欲した に 依る。 


本番の 編 述に 際して、 參照せ ちれた る 主なる 文獻を 列記 すれば 
稿本 日本 帝 國 美術 略史 
建築 雜誌 . 

■]■ 洋美 術大覜 
國華 

關野 X 學 博士 日本 美術史 講義 筆記 
佐々 木靑葉 村. 氏 H 本の 彫刻 
黑田鹏 心氏大 H 本 美術史 
Ferousso p Hisotorv  cl  Architectere 
Mechel、 Historv  of  Architecture 
大村两 崖 氏 支那 彫塑 篇その 他 

而して 本書の 完成には 建築家 和 田順顯 氏の 注意に 得る 所 多かった のを 謝する と 典に、 本書に 對 する 凡 
ての 責任は 專ら 編輯 者に 在る ことを 明記して 置く P 尙ほ 本書 口繪は 便宜上 コロ タィプ 十二 面の 外は 悉 
く 本文 中に 柿 入して ある。 
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建 j  美術と しての 建築 Is 始の； ：術は 建築— 美的 雄 築の 起源 

築； 第二 章 日本 建築の 特色 . 

及' 

_  世界 «'lli 一の 木材 S  — 特色 ある 佛敎砘 築— 各 時代の 特色 

彫  第三 章 最古の 建築 樣式 . . . 

営 殿と 神社の 同一 - 天地极 源 造 ！ 大社 造の 樣式 L 大社 造の 特色 I 太古 建築の 特質 — 大鳥 造と 住吉造 —— 唯 

目  神明 造と 神明 造  太古 建築の 二 系統— 應 P、 仁德® s 建築， i- 太古の 喷某建 築 

次  第 四 章 飛鳥時代の 建築 . . 

|  飛鳥 ! fiF 代 fit 築の m 値 —— 我 邦 最初の 佛敎 建築 飛鳥時代 5(!!) 珑の 寺院 —— 四天王 寺の 平面 百 濟式 七堂伽藍— 法 輪 
寺の 三 a 塔 —— 法 起 寺の 三 茧塔 —丨 飛鳥時代 美術と 法 降 寺 ——法隆 寺の 創建 I 法隆 寺の 平面.— 古代 寺院の 平而 ！ 
再建 說 、非 W 建說 —— 非； 5： 雄 s£ の依拟 ！ 法隆 寺の 金堂— 金堂 細部の 特色— 金堂の 内部— 金堂の 美的 m 値 —— 法 
隆 寺五茧 塔 —— 五 m 塔の 美 旳價値 —— 法隆寺 の 中 I'l 
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第五 章 白 鳳 時代の 建築 . 2 五 

白 m 雄 築の 特色 -I 常 代の 宮殿 逑築 I 常 代の 寺院 雄 築 I 興 福 寺の 創 速 I 興 福 寺の 配 E I 藥師 寺の 配 R ! 藥 師 
寺の 三重 塔— 同 塔 e 特色 —— 常 麻 寺 si 西 塔 —— 悔 龍王 寺と 柚 樂院 S 小 塔 

第 六 章 天平 時代の 建築 . . . . 五 七 

天平 建築の 槪觀 ！ 當 代の 宮殿 建築 ——當 代創述 の 寺院 ——來大 寺の 建造 ——见大 寺の 平面 配 fit —— 3E 大 寺大佛 殿の 規 
模 ___ ^大寺 建築の 沿革 I 來大寺 三月 堂 I 西大寺 3 平面 配 E 1 Mr 招捉寺 2 命 堂 __ ^招提 寺 講堂— 新藥師 寺 本 
堂 1 法隆 寺東院 ——法隆 寺の 夢 殿^ — 法隆寺 傳法堂 —— 西院の 四 建^ — 榮 山寺の 八 角觉 ——— 海 前 王 寺 西佥堂 

第 七 章弘仁 時代の 建築 . . •八 一一 

弘仁 建築の 特色 —— 平安 帝都の 槪觀— 平安 皇捞 の 槪略 - 平安 內裡 2 建築 - 日 造 c r 子 造：}— 流 造と 加 茂 社 一 . 

當代の 佛寺 建築 ——延曆 寺の 諸 建築— 廷曆 寺の 平面 配 ® I 金剛 搽寺の 平面 配置一 M 生 寺の 建^ — 室 生 寺 五 m 塔 
金堂 

第 八 章 藤 原 時代の 建築 . . . . 交 

藤 原 期 建築 2 特色 - ^當 代の 宮殿 建築 - ： ：：吉 造と 0 吉 神社一^ 八幡 造と 宇佐 神. W - 宇治 上 神社 本殿 - 卷日 神社の 

建築— 寢殿 造の 槪嬰 —當 代の 寺院 建造— ——法成 寺の 規模 —— 法 勝 寺の 規模 - 醍醐 寺の 諸 建築 - 醍醐寺五筑舉1 

1 大原 三千 院 (極 樂院〕 —— 法隆寺 大講觉 ^ — 淨瑠璃 寺 本堂 —— 法界 寺 阿 彌陀 堂— 平等 院鳳凰 堂 ！ 鳳凰觉 の 内部^ ___ 


鳳凰 堂の 美的 m 値 — 興 福 寺北圓 堂と H ffi 塔— 中尊 寺の 金色堂！ 中尊 寺の 經藏 — 石山 寺 本堂と 冬 寶塔 M 樂夺 
藥 M 赍 —— 三佛寺 投入 堂 —— 富貴 寺の 本 党 - 鶴 林 寺 s 太子 堂 

第 九 章 鎌倉時代の 雄 築 . 一 

鎌 倉 建築の 特色 —— 殿 城 建築 3 變 革— 嚴島 神社 諸 建築— 赏代 創建の 寺院— 和 樣と唐 樣の區 別 1 天竺 採と 觀心寺 

樣 —— 速 華王院 (三十 = 間 堂  >— 海 住 山寺 五重塔 - 室 生 寺の 灌頂堂 - - 石山 寺の 多寶塔 - 其 他の 和樣 遺物 __ ^ IM! 覺 

寺 舍利殿 —— 禪宗 寺院の 平而 配 置 i M 大寺 大佛殿 醍醐 寺經 藏と淨 土 寺の 二 堂 - 觀心 寺の 本堂 ^智恩 院 S 諸 建 

築— 東大寺の 鐘樓 

第 十 章 室町 時代の 建築 . 

室町 讓 S 色 一 ¢5 代 創建の 寺院 —— 束 福 寺 S 築 揉 式— 安樂 寺 八 角 四 京^ - 氷 保 寺 開山 堂 I 其 他の 唐 採 建築 

I 興 福 寺 金堂 —— 興； s 寺 五 m 塔— 法 觀寺五 重 塔— 鶴 林 寺 本堂— 常 樂寺觀 音 堂 — 道 成 寺 本堂 1 大傳法 院多寶 
塔 —— 鹿 苑寺命 閣 i 慈 照 寺 銀閣^— 慈 照 寺 東 求 堂 —— 書院 律 築の 創始 1 吉備津 神社 — 土 佐 神社 社殿 I 寶飯 八幡 
太 殿 1 ^ ^ 住吉神 社 本殿 - ^ 建 水分 刺 社 其 他 

第 十一 章 桃山時代の 建築 . 

兆 山 建築の 特色^ — c '« 代 宮殿 建築^ — 桃山時代の 邸宅 - 酸 醐^ 一一 寶院 - ^ IMl 城 寺と 西 本願 ^ .茶室 建築'‘ 城® 5t 

築 1 安土 城と 天守閣 I 聚落 城 0 規模 _ ^阪 城の 規模— 伏 見 桃 山城 一 其 他の 名械 一^ 廣寺 大怫殿 —— 東 寺の 


次 目 刻 彫 及 築 建 


四 

s I 松 A 瑞齩寺 —— 商 a 寺と 痫所 —I 大德寺 三 H と废門 I 西本願寺 1 J 門 I 相 K 寺 法觉 ！ その他 I 擗 
現 造の 创始 —— 北 野 神社 社殿 ——大峙 八幡 社殿 —— 盥國 神社と 唐門— 都 久夫須 麻 神社 拜殿—— 其 他の 神社 lit 築 

第 十二 章徳川 時代の 建築 . 一一 一一 一一 一 

常 代の & 掊 雄 築 一 戶城の 槪舰 —江 口 城内の 諸 建染 _ ^常 代の 邸宅 迚築 I 寬承 寺の 創 姐 I 佾上券 の 创 迚 I 近 
世 の 塔と その 特色一^ 寺の 五 — 智恩院 の 法 影 堂 I 1® 禪 寺と 三 I'1] 1 w> 心 寺の 法 - i£ と佛 ® I 大徳 寺の 法觉— 

1 滞 水 寺の 本堂 ——W 建 S 大佛 殿— 善 光寺 本堂 一 S 示 禍寺 S 述築 —— 黃蘗 3 茁福 寺— 瑞 M 寺佛殿 IW 姐 築の W 校 
——：： 一光 來照宮 鹿 I 來照 宮の 平而 形— 陽 明 門の 價値 1 Mr n と 坂 下 門 —— U 光大猷 院- M —— 芝と 上野の 徳川商 一 = 
久能山 東照宮 —— 當代の 神社 建築— 八 阪神 社と 祗阑造 I 儒 敬® 築 (聖堂〕 ^ 場 姐 ^ __ 西洋式 $lt 築 

第二 編 諸 外國の 建築 . 一一 五 九 

第一章 ヱ ジブ トの 建築 . . . 一一 五 九 

エヂ， フト 建築 fe 槪 I— 古代 家屋の 構造 I ビラミッド(金字塔： II スフ イン クス— 祖墓 の內部 ——才べ リスク I 二 
樣の殿 堂 —一 ta 殿 雄 築一 住宅と 迷 堂 

第二 章 アッシリアの 建築 . . . 一一 七 五 

アッ シリアの 槪觀 - バビロン 期の 建築 - アッシリア 期の 建築 

第三 章 ペルシャの 建築 . . 一一 七 八 
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ペルシャ 姓 染の槪 觀 

第 四 章 ギリシャの 建築 . 一ー ハ。 

ギリ シャ站 築槪一 ベラ スギ-建築 — ヶ—ネ 獅子^ __ .三 樣 式の 區別 I ァ クロ ポク ス —— 住宅 及び 劇場 建 平 
—へム 衆® 築 - ドリ ャオー ダ _ イオ-ー ヤ オーダ „ 3 リント オ—ダ - ロ ー マ 式 建築 

第五 章 マ. マの 建築 . 一八 プ 

ユ トラスク 雄^ _1 口-マの 樣式 1 口丨マ 殿堂 S 物— パンテオン 殿堂 1 フオ 11 1 カラカラ 大 浴？！ i ― ® 

陽 (テァ ー トル) 一 . — コロ シゥム 劇場 一 . — 宮殿 建築 

. . . 一一 九 七 

第 六 章 初期 キリスト 敎 ^ 篆 . 

バ •シリカ 式 建築— サン 0 クレメント 寺院 — サン ••ホ ー ル 寺院 1 洗禮堂 

第 七 章 衆 口 1 マ 建築 . .  一一-。。 

ビザ ン チン 式 Q 時 色 前期と 後期と ー サンタ ソフィァ 寺院 I サン •マルコ 夺院 

. 霞 

第 八 章 ロ マネスク 建築… . . 

B マネスク 式の 特色と 稀 類 ！ 中部 ィタ リ- 式 — ピサの斜塔と 洗禮堂 — 北部 ィ タリ-式 — 南部 イタ？ 式 — フ 

ランス 〇ロマ ネス ク - ドイツ •ロマネスク - アングロサクソン 式  ノルマン 式 

第 九 章 ゴシック 建築 . 一'' 二 

.  五 


次  自刻彫 及 築 建 


六 

ゴシック 式の 基 W - ■ゴシック 式の 特徵と 種類 - イギリス ,•, ゴシック - フランス •ゴシック - ド— ツ •ゴシック— 

1 イ タリー •ゴシック - スバ ニ シユ •ゴシック 

第 十 章 ルネ スサ ンス 建築 . 一一 二 七 

ルネ ス サンス 式の 多樣 一 フロレンス 派 - ^ フルネ ル スキ - . — ロ ー マ 派 - ミケ ラン ゼロ - サン •ビ —ク I 大寺院 

1 ヴエ II ス派 - フランス • ルネ ス サンス - フランシス ー世 式 11 シャット •ド •シヤン ボルト - ル I ヴル宮 设 

.  ゥ エル サイ ユ宮殿 - ド I ム •オフ •イング リ I ド 寺院 - パンテオン 宮殿— ドイツ •ルネ ス •サンス - ドイツの 

名 建築 - - スバ-ー シュ •ルネ スサ ンス 11 エス キュ リアル 宮殿 - エリ •サベ ス式 - ジヤ n ビン 式 - 純 イギリス •ルネ 


ス サンス 

第 十一 章  ロシア 建築と アメリカ 建築 . 5111 

ロシア 建築の 特色 — クレムリン 王宮 —— ロシアの 古寺— 聖母 昇天# — ^聖ブ ラセ / ィ 寺院 II 近代 式 建築 I アメ 
リカ 古代 建築 I 獨立 期の 建築 ！ 最近の アメリカ 建築— 摩 天 建築 

第 十二 章 印度 建築 . . . . …… . …： 一一 一四 0 

印度 建築 (〇 六^ — 佛敎 建^ — 健 駄羅式 建^ — — .ジャィ ナ敎 建築— 波 il 門敎 建築 I 囘敎式 建築と シク 敎式 建築 

第 十三 章 支那 建築 . * . 一一 一四 八 


支那 建築の 特色 ！ 艾 那 建築の 四大期 ！ 古代 宗敎 建^ 儒敎 建築 一 ^敎 建築^ — 道敎 建^ — 囘敎 建築 —一 一呂 殿 
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城郭© 築 

第 十四 章 朝鮮 建築 . . . . . ーーー莹 

新 1¢ 朝の 雄 築 —— 高麗 朝の 姐 築 —— 朝鮮 朝 lo 建築 

第三 編 日本の 彫刻 . . . . . . . . . . 一 

第一章 太古の 彫刻 …： . . ix 六 一 

口 本 最古の 彫刻 —— 埴輪 : 1-. 偶 __ ^石 人 石 馬 

第二 章 飛鳥時代の 彫刻 . 一一 一六 七 

佛 像の 傅 米 — 佛像の 製作 — 试 代 3 佛像 H1— 飛鳥 彫刻の 111 來 ~~ _ ~ .11: 利佛 ftli と 止 利 派  法 隆寺藥 nil 釋迦- 一一 尊  法 

隆靠殿 救世馨 1 鋈蠢袁 奎 11法_盡 馨像 — ■中宮 寺 彌絜 — 篇基 一蠢繁 ■殺 M 十 

八體佛 I その他の 作品 

第三 章 白 鳳 時代の 彫刻 . . . . . i = 七 六 

白 E 彫刻の 槪說 —— 白 風 彫刻の 手法 __ .白 鳳 時代の 造 像 法 ！ 橘 夫人 念 持 佛彌陀 三 尊像 I 藥 邮 寺 東院 堂聖觀 音像 I 
藥師寺 講堂 藥師三 尊像— 賴師寺 金堂 藥師三 尊像 — 法 隆寺 五 m 塔 內 M 像 — 長 谷 寺千體 釋迦佛 銅 版 法 降 ^ 來 pi 繪 
違 觀 音像磬 殿 

第 四 章 天平 時代の 彫刻 . . . . .  < .... . — . ，:； - 一 一一 八 五 
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天平 彫刻の 槪觀 - 稀 類 及び 材料 1彳 塑像の 製作 法一；一 乾漆像の 製法 一 . — 天平 彫刻 Q 樣 式. - 細部の 手法の 特^  人 

平時 代の 彫刻家 ——柬大 寺 法 華 堂 本尊— 柬大寺 法 ■堂 日光 月光 I 3K 大寺法 華 堂 四天王と 仁王— 诳大 寺法维 蛍 執 金 
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第一 編 日本 建築 
第一章 建築 美術の 發達 

— 美術と しての 建築 I 凡そ 繪畫 にせよ、 彫刻に せよ、 造形美術は 全然、、 實用の 意味、 應用の 意味を 
離れて 存在し 得る ものでは ない が、 建築に 於て は 殊に 然リで ある。 今日 にても、 建築は これを 美術と 
して 考ふ ベく 餘 々に 實用 分子の 重大なる を 感ずる 次第で、 如何なる 場合 にても、 實 用を 全然 離れた る 
建築は ない と 言つ てよ い。 然しながら、 飜つて 更に 藝術 として 見た る 建築を 考 ふるに、 此の 場合 藝術 
としての 建築は また 甚だ 重大なる、 廣汎 なる 意義を 有する ことを 知る ので ある。 蓋し 繪晝や 彫刻の 如 
きも、 建築とは 甚だ 密接なる 關係が あって、 三藝 術の 分離 獨立 して 存在す る 今日 すら、 實に その 背景 
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をな し V 愈は 中心を なす ものは 建築で あると 云つ てよ い。 建築の 一部分と して これ 等を 見た る 場合は 
一 勿論、 然らざ る も" その 形式に その 內容 に、 多くは 建築を 條件 として 存在す る ものである" 若しも 劇 
若く は 歌劇が、 凡ての 藝 術を 綜合した ものと 言 ひ 得るなら、 建築は また あらゆる 造形美術の 粽合で あ 
|  ると 言つ て^ p よい。 

一 最始の 美術は 建築 一 更に これを 歷 史的に 見る 時、 最も 始めに 起つ たものは 建築で あ 一る。 何しろ 人 
一間の 生活に 取つて、 最先最 要の ものは 衣食住の 三であつて、 藝術も 亦 玆に發 程の 第一 步が あるが、 中 
にも 住居は 最も 人爲を 要する ものにして、 假令 穴居 時代に せよ、 人 これを 掘ら ざれば 穴 在 ^ ず、 これを 
I 掘る に 方た るか 圓た るか、 或は 又 側面よ 及す るか 上 土よ j する か、 これ 等は 皆 人間の 心的 作用と、 抜 
一 巧の 力と を俟 たなくて はならぬ。 玆に 於いて か 種族の 性情、 個人の 性情が 働いて、 穴居は 一種の 藝術 
一 の 端を 啓かざる を 得ない、 代 上 生活、 遊牧 生活に 於いて 亦同樣 のこと が あ 3、 ニス キモ ー の 氷 穴 生活 
| にて すら、 rJ の 種の 藝術 的發 現を M るので ある。 されば、 よしや 野 果走獸 を 生 食し、 裘褐を 採つて 衣 
j とする 最原始 の 民族 にても* 住居の みは 彼等の 作 爲に俟 たねば ならぬ。 而し てこれ が 作 爲に當 つて、 
若干の 技巧を 用 ひ、 性情 趣向を 表現す る 時、 これ やがて 藝 術の 分化の 始ま リと なる" 故に、 何 處の藝 
術を 見ても、 その 最端 をな す ものは 建築で あ 夕 、而 して これは、 廣義の 住宅 建築で ある。 又 その 住宅 


達 發の術 美 築 建 章 一 第 


建築は、 未だ 必ずしも 實用 と美 術との 分離を なさず して、 今日の 問題た る 「生活と 藝術」 とは： 原始 
の 生活に 於いて、 殊に 建築に 於いて 全然 合致して ゐ るので ある。 

I 美的 建築の 起源 I 斯 くして、 人間の 作爲 技巧の 第一 樣式 として、 建築なる ものが 起る ので あつ 
たが、 しかし その 美術的 方面へ 發 達する を 促が したのは、 統治者の 住宅、 及び 宗敎 若く は 迷信の 對像 
としての 建築の 起つ たこと である。 會 長、 族長、 王 等の 如き、 征服者 中の 首長が、 自已の 生活 欲を 滿 
たす 爲め 、並びに 長者の 權 威を 誇る 爲め 、及び 內 外の 害 敵を 防衞 する 爲め に、 自己の 住宅を 美に し嚴 
にし、大にせんとするのは、當然にして且つ普通であ '§ 。これ卽ちァッシリァ、エヂプト、ィンド等の 
大古 王城の 起つた 所以に して、 秦の 始皇の 阿房 宮 も、 歷山 大帝の 城府 皆然 々で、 今日に 於ても 同じで 
ある。 而 して それが 爲めに 征服者の 英雄的 意志と、 絕大 なる 威壓 とを 以て、 自己 及び 臣從 者の 藝術的 
衝動を 振起して 宮 ，殿 城郭の 莊麗輪 奥を 現出し、 建築を して 美術た るの 所以を 示す に 至つ たので ある。 
それと 共に、 原始人の 宗敎 心、 若く は 迷信 力が、 偉大なる 建築 的 業蹟を 達成して、 其處に 美術の 向上 
を圖つ た 例 も、 擧 ぐるを 要しないで あらぅ。 或は 巨石を 建て、 大 塔を 組み、 エヂ ブトの 金字塔 や、 才 
ベ？ スクや 、實に 千 萬 載の 後に 彼等の 藝 術の 精 *. と 創造性と を 語つ てゐ るので あるじ 卽ち 宮殿、 社寺、 
墳墓が、 美術と しての 建築を 以て 最も 見る 可き 所以で、 人間の 力が 斯る 方面に 働く に 及んで 始めて 建 

三 


築 美が 發揮せ ちれた 次第で ある。 

以上は 卽ち 建築の 美的 發展の 一般的 徑路を 語つ たので あるが、 我が 國の それを 見る に、 また 同様で 
あると 言は ねばならぬ) 
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第二 章 日本 建築の 特色 

一 世界 唯一の 木材 建藥 I 然らば 日本 建築は 如何なる もの かとい ふこと を 槪說す るに 先ち、 我々 の 民族 
の 建築に 關 する 特色を 知らねば ならぬ。 言 ふ 迄 もな く、 我々 の 民族は 二三 千年 以前ょ リ 、東海に 分離 
して 一 團の國 民 的 生活を なし 來つ たもの、 その 間 支那 大陸から 著しい 影響を 蒙つ て、 恰かも 雲から 落 
す 陰影に 依つて、 色彩 や 光度の 影響を 免れざる 如く、 大陸の 文化を 離れて 日本 文化を 考察す る ことは 
出來 ない ので あるが、 同時に 日本 民族は、 數 千年に 亙る 團結に 依つて、 別種の 特色を 發 揮し、 個性を 
形成した ことを 否定は 出來 ない。 況ん や、 建築の 如きは、 上古 旣に 一種の 樣 式を 有し、 發展の g 射は 
その 中に 含まれて ゐた ので ある。 その上、 海國 的、 或は 島國 的の 地勢、 氣 象、 生產 、經濟 、政治な ど 
の 特色 かちして、 他に 類のない 建築を 見た。 例へ ば その 材料と して、 殆ど 全く 木材を のみ 使用して ゐ 
る 如き これで ある。 巨石の 多い 地方には 巨石 建築 在リ 、粘土 多き 地方には 粘土 建築 あるが 如く、 木材 
の豐 富なる 山國 には、 木材 建築の 起る のは 當然 であつ た。 がそ こに、 土地の 溫暖 にして 濕氣の 多い こ 
とは、 空氣と 光線との 透過し 易い 木材 及び 木材 製品 (例へ ば 紙) を 主要 材料と して 建築すべく、 且つ 國 
民 性は 淡白に して 單 純を 好み、 複雜 なる 技巧ょ” も、 なるべく 自然 その 儘に 近き 建築 術に 從は ぅとし 
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たので、 玆に國 民 性と 木材 建築とは 離るべからざる 關 係を 生じた。 斯 くして、 我國 は、 所謂 世界 唯一 
の 木材 建築 國に なつた ので ある。 

一 特色 ある 佛敎 建築 I 次に、 日本の 建築物に 著しい 特色と して、 その 樣 式に 佛敎の 影響が 殆ど 各 時 
代を 通じて 見られる ことで ある。 從來 、殊に 古代から 中 世紀に かけての 人間 生活に、 最も 大きい 基調 
をな して ゐた のは 宗敎 、若く は 迷信 的 傳統の 勢力で あつて、 これが 建築の 上に も 可な 及 濃厚に 獻娜ゾ 
てゐ るので ある。 例へ ば 西洋の ゴシック 建築の 如き、〆 ネス サンス 建築の 如き、 キリスト 敎の 影響と 
いふょ リも 、寧ろ キリスト 敎の爲 めに 建てられ、 その 爲め に發 達した 建築で ある。 ひ 鋤へ つて 我々 の國の 
建築を 見る に、 その 近代を 除く 殆ど 全部が 宗 敎的關 係に 基く 建築で ない ものは ない。 しかし その 太古 
の 全部と 中古 以後の 一部と に 神社 建築が あリ 、近古 以來の 極めて 小 部分 に キリスト 敎 
建築が あ j、 又往 々道 敎 式の 影響を 見る の 外には、 宗敎 建築 その物が、 やがて 寺院で あ”、 佛敎 建築 
である ことを 思は せられる。 啻に 宗敎 上の 建物の みならず、 宮殿 その他の 住宅， 公共 的の 建築 等に も 
亦佛 敎的樣 式の 加味せられ ない ものは ない と 言つ てょ い。 實に 日本の 建築 樣 式に 占める 佛敎の それの 
範圍は 極めて 廣汎な ものが あ々、 今日 特別 保護 建造物と せられる 大部分は、 寺院 又は 寺院 式 建築なる 
を 見る ので ある。 由 來佛敎 の 本 地は 印度に して、 支那は 勿論 朝鮮に も大 なる 勢力が あつて、 その 遺物 
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も 多く 見る ので あれ ど" それが 獨占 的と いふ 程では ない。 ひと リ 日本に 於いては、 假令獨 占で ない ま 
でも、 それに 近い ほど 多數に 佛敎的 建築の、 しかも その 優秀なる ものを 見る ので ある。 
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八 

第三 章 最古の 建築 樣式 

|~| 宮殿と 神社の 3— 右の 次第で、 日本 最古の 美術は 先づ 建築に 始まる とせねば ならぬ が、 しかし、 
日本 固有の 建築は、 殊に その 太古に 於いては 未だ 美術と して 見る だけの 物では なかつ た， 當 時の 建築 
の 種類と しては、 宮殿と 神社と が 主な ものであつた のは、 宮殿が 統治者 又は ^' *' ^' 階級の 住宅 (减 r\' 窓) 
であ リ 、神社が 宗敎 的の 意義を 有する の 故を 以て、 共に 上述の 理由から 然る可き ことで あつた 〇 た r 
玆に 考慮を 要すべき は、 日本の 太古に 於いては、 他に も屢々 例を 見る 如き 祭政一致の 制度であつた。 
のみならず、 日本の 固有 的 思想と して、 族長 崇拜と 祖先 崇拜 との觀 念が 頗る 强い 上に、 死した る 祖先 
に對 しても 生者と 同じ 態度を 以て 望ん £ で、 こ、 に 神？ 裏と S 別 f  4 つた Q で I。 族氧 
又は 家族 死 すれば その 住宅、 卽ち 宮殿は 卽ち 神社と な $、 子孫 臣民は これに 對 して 「生ける が 如く」 
齋き 配つ た？ t から" 神社と 住宅と S 別が なかつ た。 そ 会 形式 上に 比較的 明瞭に なつた のは 
崇神 天皇の © • に、 神 家を 分離され た 如き 時代からで あるが、 それでも 建築 上の 樣 式、 奉祀の 上の 風習 
等には、 此の 兩 つを 同じ 物と する 傾が あつた。 た C、 神社と 宮殿と 同じで あつた 頃の 遺 勿 ft 、 今日 一 
つも ii る ことが 出來 ない ので あるが、 僅に 出雲大社が 嚴存 して ゐる ことに 依つ て、 その 大體を 想 象 t 
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し tQ で 倉。 (但し— が、 當時 QB 本國民 S 築樣 式— かは— る。) 

厂 天地 根 源 神； t 建築 等と して 最も 古き 樣式は 神を 祭るべき 神殿な  < 、雲 (シ^.) 又は 神 
離 「ヒ モロ ギ) と 云つ て. 神聖なる 土地を 選びて、 周圍に 石塊 又は 樹木を 植て 神を 祭る 所と した。 大和 
〇三輕口 にある 太郞 神社 之れ だが、 これ も 後に 神殿を 造つ た。 この 後に 神社 建築と して 現 はれた るは 
大社 造と する。 故 SSS 存 する 建義 式で 一番 古式と の は fi< s ln 
で 常時の 宮殿を その 儘 神社に 當 てし もので ある が、 しかし 事實 は、 それょ— 一層 
古い 原始的な 形式 があ つたこと を 思は せ—。 これを 今日では m と 1 於 厨」 と 
稱す るので t が、 名は 甚だ S か レ h もの'  實は 一種の ブリ ミチ ふな 掘 立 小 
舍 に過ぎない。 勿論、 想像では あれ ど、 大社 造と 今日 南洋 地方 等に I 民の 住 
宅と か盒 ひ 合せて、 二 本 Q 丸木を 墓 £ に 土中に 掘 立て、 允を 上方で 交錯し 
て、 蔓か繩 かで 結びつけて 、その 交叉 點 から 眞 下へ 向けて 別の 丸太を 謹に 立て、 
これを 支柱と した。 卽ち式 sf 前へ 一つ 後へ 一つと 相當 の 距離を 置いて 二 f に樹 一」、 更に 此の 
二つの、 結び目の 上を 橫に 丸木 一本 渡す、 すると A 圖の 形の ものになる、 これへ 持？ 行つ て 前後 左 
右から 茅 か 藁の 賞 tQ で、 被 ひ、 同じ 材料で 屋根を 葺 XI 参。 これ だけ S は、 今日で 


も 漁村へ 行く と 船小屋な どに ょく 見受ける ことが 出來 る。 そして 
此の 場合 入口には、 中央に 丸木が あるので、 これを 避けて 左方 か 
右方 かに 設ける のを 常と した。 これが 實に 「天地 根元 宮 造」 で、 
日本 民族の 最初の 住宅で、 同時に 宮殿で も あれば 神社で も あつた。 
と 云 ふこと に 依つ て、 何も 吾々 の 祖先を 侮辱す る譯で はない、 其 
の 頃、 我々 には 旣に 木材 建築の 濫觴を 見た ので あるが、 他の 多く 
の 民族 —— 今日の 文明 國の —— 間には、 まだ 穴居 や 遊牧の 民で あ 
つて、 主 宅ら しい もの さへ もなかつ たので ある。 

式 U 此の 「天地 根元 宮 造」 が、 何時の 頃から 「大社 造」 の 樣 式に 發達 した かは 知 
ちない が、 兎に角、 上に 述べた 掘 立小舍 の、 地に 掘 6 埋めた 支柱の 部を をの 儘 
にせ.^ 上げて、 それを その 儘に 屋根と なし、 同時に、 斜 なる 支 木から M 直な 
支柱を 四 本 取*^ つける と、 それが やがて 「大社 造」 の 形式になる ので ある。 
卽ち B 圖の樣 な ものである。 出雲大社に ついては 後に 詳しく 說明 する が、 要 
する に その pik 圖は C 圖に示 す 如く、 四方の 柱の 外、 その 中間に 一本 宛、 別 


に 中央に 一本と、 都合 九 本の 柱が あつて、 正面の 右側 一間を 入口と し、 中央の 柱から 右の 中央へ 支 切 
リ をして、 それから 奧を神 座と 稱す るので ある。 今では この 樣式が 神社の みに 見られる ので あれ ど、 
勿論、 神社と 住宅との 分離し なかつ た 時代、 及び 分離 後も當 分の 間は、 住宅 —— 宮殿 も 此の様 式で、 
第 | そ e 神 Mi に當る 部 分に、 現つ 神た る 生 jji た 神々 が鎭座 まし^-た 次第で あらう。 所謂 宮柱 太し く 立て 
1 1 て、 宮殿を 造つ た— るのは こ Q 事で、 宮 柱は 卽ち 中心の 柱を 始め、 周圍 Q 支柱で、 宮殿とは 「根元 
最 I 宮 造」 の 掘 立 式に 對 して 言つ たこと でも あらう ■か。 尤も、 此の 時代に なつて ^ 臺石は 用 ひず、 掘 立で 
古 j あつたら う。 今の 出雲大社は、 その後、 年代を 經る 中に ずつ と發 達した もので、 原始的の 「大 1± 造」 
建 j と 同日 ^ 論ずべき ではない が、 併し その 平面を 始め 內 部の 間 取 6 などは 少しも 變つた 所は ないて あら 
築ぅ。 

探 I  L 大—社 「大社 造」 について は、 日本人の 住宅 習慣、 及び 固有の 日本 建築の 土臺 をな 
す ものであるから、 今少し 詳しく述べて 置かう。 伊東 博士の 說に 依る と ( ^ 後^、屬々&東博 :± の說を引53 

W 续给： ？1仏：2 :0 蓋し、日本建築に關し伊東博士の如きが最も權成 0 ある先 « で、©士！#に衣つて的&て4\‘ 
j 本建築の 史 ■^研 ^ 力出來たのてあつたから、それも止むを得なぃ」特に博士2敬意を表じて $(- して'^く。 .1- 右の平面圖の入口 

の 扉から 入る と、 其 處の四 分の 一室は 玄關 に相當 し、 その 左 寄の 四 分の 一室が 應接 室で あ 6、 更に そ 
の 奥に 突き 當つた 四 分 Q 一室は 居間で あ 6、 曲つ て 一番 奧の四 分の 一室が 家人の 靈と いふ 工合で あ 
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つたら しい。 勿論、 嚴然た る それ 等の 區別が あつた ものとは 思は れない が、 一番 奥の、 神社の 神 座に 
相當 する 處は 、貴人の 居室と して 神聖 視され てゐ た。 そして 此所は 一段 高く 設けられ、 若く は 床几 樣 
~ の 寢臺か 何 か r 在つた の. かと も 思は れる d  (Igg 4 ば 1 sf 」 南) 「床の間」 なる ものが 後來 神聖な 場所 
I とされ、 且つ 一段 高く しつら へられた のには、 さう した オリジンが あつたか も 知れない 。それから 本 
::來 の 「大社 造」 の 特色と しては、 掘 立 柱で ある こと、 日本 建築は、 假に臺 石を 用 ひたとしても、 今 n 
一 尙ほ掘 立 式を 脫し てゐ ない。 屋根が 茅 か 藁葺で あつた こと、 乙れ 亦、 日本 建築の 特色を 成す こと 言 ふ 
まで もない。 それに 千木、 堅緖 木なる ものは、 神社 建築の 最も 著しい 特色を なして ゐるが .しかし 現 
| 在は 粧飾 的に 置いて あれ ど、 大社 造では 構造 的であつた。 卽ち 屋根の 兩 上端が 交錯して 蔓で 結ばれた 
| 所、 やがて 千木で あ $、. その 結節した を 示す か、 又は 壓 への 爲めに 置いた 物の 遺留 形式が 堅緖 木で あ 
ると せねば ならぬ。 

j  それから 屋根の 形は 妻 入み で、 切妻 造ぅ である。 これ も 「天地 根元 宮 造」 及 
j び 「大社 造」、 の 由來す る 所から 當然の 形式で あつた。 そして 凡ての 線が 直線で ある こと も、 亦、 その 
某 根 的 材料が 丸木で ある ことょ 夕 、及び 眞直な ものを 尙ぶ國 民 性ょ 6 當然な ことで あつた。 故に 「大 
社 造」 には、 ffll 線の 部分は 一つ もない。 それに、 部分的の 裝飾 、例へ ば 彫刻、 装飾品の 附加 等の こと 
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は 全く 行 はれず* 凡て 率直な、 あらの 儘の ！ 神ながら の 自然 性を 被は ず 僞らず に 示して あつた。 眞 
率 性は 實に 日本 藝 術の 一大 特色で ある。 勿論 色彩の 應用な どはなかつた。 太古の 日本人には、 まだ 人 
エ 的 色彩の 材料は なかつ たのみなら ず、 白色を こそ、 眞に淸 い 聖い ものと して ゐたの だから、 首飾リ 
の 勾玉な どの 外に 色彩 感覺を 見る ことは 出來 ない。 それは 今日の 神社を 見ても ょく 解る 0  (|帽3|鴻 «5: 
SSSO 彩) 次に、 「大社 造」 となつて は、 壁は 草を 用 ひずして 板を 用 ひて ゐたら しい 。無論、 板であつた 
か 比較的 板ら しく 割つ た 丸木 削 $ であつ たかはょ く 解らない、 校倉の 樣な もので あつたか も 知れない。 
しかし 床は 板 張-^ になつ て ゐた らしい。 尤も これ も、 「根元 宮 造」 に 於いて 假に その 樣式が あつたか も 
測リ 難い。 アィヌ 人な どは 土間に 直接 坐れ ど、 南洋 系統の 民族には、 相當の 高さを 保つて 板張リ にし 
たもの が ある。 兎に角、 以上の 如きが、 「大社 造」 の 主なる 特色で、 同時に 日本 固有の 建築の 方向を 示 
して ゐ る。 

i 「大鳥 造」 と 「住 吉造 」 I 然し 我々 の 生活様式が、 時と 所と 人と に 依つて、 各相異 るは 免れざる 次第で 
斯る 太古の， 建築 型式 も、 別な 類似の 他の 樣 式に 分化した ものを 生じた。 その 遺 型の 今日 ^ 見られる 主 
な ものは、 「大鳥 造」 と 「住吉 造」 とこれ である T 大鳥 造」 とい ふのは、 今に 和 泉の 大鳥 神社に 見る や 
ぅな もので、 「大社 造」 では 方 二 間にな つて ゐた 平面が、 一間 二 面の 平面に 變つ てゐ る。 卽ち 「大社 造」 
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.では 正面. の 中央に 柱が， あつ. て 二 面に 分れ、 そ 0 一  側を 入口と したので あるが、 これでは その 正面の 柱 
，がな くな つて、 正面 一 極を 自由に、 任意に 入口に 使 ふこと が 出來る やうに なつて ゐる 。それだけ 玄關 
つきが 廣ぐ 、且つ 自由にな つた 譯 である。 そして 內 部は 二 間に 別れて'  その 前の 一間を 外陣 •後の 一 
| 間を 內陣 とし、 その 隔てと して！^ を 取リ つけ、 內陣に 神 座 ^ あつて、 外陣 から 禮拜 するとい ふ 式て あ 
t 一る。 つま 9 室 取々 がそれ だけ 手廣 くな つて、 何となく ゆつ たうした 上に、 神 座 又は 家長の 居室と、 從 
r 者の 侍 室と が 劃然 區 別し 得る に 至つ たので ある。 しかし 乍ら、 構造の 大體は 「大社 造」 と 同様で、 そ 
日 i の 「切妻 s  〇 「妻 入り」 で ある 如—、 「神明 S  @ の 系統に 對 して 著しい 特色で—。 「住吉 造」 
本 j とい ふのは、 此の 「大鳥 造」 の 內外陣 を 一層 廣く した もので、 正面が 三 間にな つて、 入口は 無論 中央 
R つき、 屋根は 「切妻 造」 で、 同じく 「妻 入 3」 である。 そして、 「住吉 造」 は 別に 正面へ 向 拜を取 6 つ 
けた 點が 、一段の 發展を 語つ ' t: ゐ る。 今の 和 泉の 住吉 神社は、 前に 拜殿 も附い てゐ るし 種々 複 11 し 
築た 部分的 樣式も 施されて ゐるが 、大體 に 於いて 此の 「住吉 造」 の 標本と 見て ょい。 要するに、 此の 三 
者は 同じ 系統に 屬 する" 漸次に 發 達した 太古 建築の 一 系統と 見て ょから う。 

一 r 唯 ど— i_ ui 所が、 我國 現存の 神社の、 古式を 考察す ると、 他 R 今一つの 系統に 屬 する 建 
築が 想 象され る。. それは 伊勢神宮を 標本と して 考 へられる 「唯一 神明 造」 及び それから 分化した 「刺 


式樣築 逑 の 古 最章三 第 


明 造」 これで ある。 伊勢の 內 外宮の 建築に ついては 別項に 語る であらぅ が、 原始的の 建築に 屬する こ 
一 とを 思は せる。 況んや 此の 神宮が、 我が 皇室の 大廟 として、 神代以 來 尊崇せられ たのみなら ず、 いた 
く 古式を 重んぜられて、 今の 內 外宮は、 永き 以前からの 習慣と して、 二十 年每に 新しく 造られる にも 
拘はら ず、 掘 立 柱で 石を 敷かれざる 上に、 千木 も 構造 的であつて、 太古の 有樣 その 儘で ある。 されば 
j 構造 上から 云 ふと、 「唯一 神明 造」 の內 外宮は、 「大社 造」 の 出雲大社ょ j も 一層 原始的の ものであるが 
しかも その 平面から 見る と、 著しく 相異つ た 特色が あつて、 「大社 造」 は 入口が 偏つ てゐ たリ 、中央に 
柱が あつた々 して、 「唯一 神明 造」 ょリも 原始的で ある ことを 首肯せ しめる。 殊に、 「大社 造」 と異 つて 
\ 平面が 三 間 二 面に なつて ゐる 。(一間とは 柱と 柱の 間を 間と 云 ふ) そして 屋根が 「切妻 造」 では あれ ど、 
\  「平 入々」 になつ て、 「妻 入々」 なのとは 甚 しく 趣を 異にする。 その上、 破風の 下 ^ 「棟 持 柱」 と稱す 
j る、 遊離した 柱を 樹 て、、 その 長く 突出した 棟を 支へ る 手法を 用 ひて あるが 如 さは、 「大社 造」 とは 全 
く 別な 系統に 屬 する ことを 思は ざるを 得ない。 

I  古 建築の 二 系統 1 玆に 至つ て 我々 は、 太古に 於け る 建築に、 二つ の 系統が あつたかを 想像せ し 
めら れる 。蓋し、 今日に 於ても、 「大社 造」 が、 出 雲を 中心として、 他に 及ぼし、 「神明 造」 が、 大和 朝 
廷から 起つ てゐる ことを、 假 にも 出雲大社と 伊勢神宮 とに 依つ て考 へさせられる。 此の 二 系統の 民族 
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的 研究に 就いては 玆に 語らない が、 神代に 出 雲 文明と 大和 文明と が あつた ことは、 疑は れない 。そし 

て 出 雲の 民族は、 「大社 造」 の 建築を 有し、 大和の 民族は、 別に 「神明 造」 を 造つ たの か、 それとも 大 

和の 方に も 大社 造の 様な 建築 様式であつて、 それが 「神明 造」 に 進化した のか、 或は 傳說に 在る 如く 

出雲民族の首長” 0° 1王命が國讓々の際に、大和の朝廷から宮殿を出雲に建て、貰つたので、その樣式 
第 

一  は 大體を 大和の 民族の 風に 依つ て、 それ R 出 雲の 民族の 風習を 加味した のか、 さぅ いふ ことは 漠 とし 
Q r て 解らない 。兎 R 角、 此の 二つ は 系統が 根本的に 異 つて ゐる樣 k 思 はれる ので ある。 そして 「神明 造」 
の 方が 概して 進歩して ゐ る。 且つ 我國の 神社 建築の 上に、 最も 注意すべき ことは、 何處 まで も 此の 二 
本 系統に 分れて、 —— 殊に 「妻 入 9」 と r 平入リ 」 とを 主な 特色と して、 ずつ と進步 して 來てゐ る こと 
である。 以上で、 我國の 太古には、 「大社 造」 と 「神明 造」 とが あつた ことは 知られる。 

I 應 神仁德 頃の 建築 一 上述の 諸樣 式は、 純日本式の 建築 [C ついての 話であつて、 神代は 勿論、 神武 
築无 511 以後で も、 ずつ とこの 式であつた。 三韓との 交通が 始ま リ、 佛敎が 渡來 して 後 も、 一方に その 影 
| 響を 受け、 その 加味され た 式、 又は 殆ど 全く 大陸 式で ある 建築を 見る と共に、 神社の 如き 特殊の 意味 
を 有する 建築中には、 長く 古 來の樣 式を 殆ど その 儘に 踏襲し 來つ て、 今日の 諸 神社の それを 見る 次 
第で ある。 勿論、 神社の 樣式忆 も、 歴史的の 變遷の あつた ことは" 後來に 論ずる 通 及で ある。 併し そ 


れ にしても、 神 量— 一韓 征伐 1 火線と して ' 1M) 大陸 文明が 滔 々として、 國內に 浸染 
『する ことを 免 がれな かつた。 Q みならず、 時勢 S 移は 原始時代© 如く、 神社と 宮殿と を 同一な t 
| める 譯に 行かず、 崇神 天皇の 朝に 至つ て 霞 二途に 分れ、 隨 つて 大 座は 伊勢に 移されて、 只 三種の 申 
第 器を 宮中に 奉祀— る、 に 及んで、 神社と 宮殿とは 別々 5 達する 運命と なつた 〇加 之、 間もなく 三韓 
章の •文物が 押し寄せ 來つた Q で、 比較的 原始に 近 装 邦 本來の 建築 狀態 にも 革新が 行 はれ 出した。 例へ 
最一ば 神功皇 后の 時に、 新羅から 五彩を 獻 じたので、 建築に も 色彩を 施す の 術を 用 ひたと か、 t# l^ m* は 
M 営 殿の— を 1 ちれた とか、 ^ 同 天— 11 造さ れた とか、 或は §: 略 •天 •皇の 時 始めて 11 
建 ; し、 又囊を 設けられた とかい ふ傳說 又は 憶說 も、 强ち 無稽と 4 ひ 得ない 。けれども 要す— 
築：： は 一二の 例外で、 明治 初年に 洋館を 建てる よ々 も'  遙晶 外的— ので あつたら ぅ。 當 時の 生活 狀態 
^ 及 •ひ 保 1 よ々 して— で、 嘉 建築 S—、 神 1 築よ ff で I つたら 
'ぅ。 況んや 一般 民衆の 住宅 建築の 如きは、 比較的 後代に 至る まで 極めて 簡 m 素樸な もので、 「天地 根源 
宮 造」 か、 せゐ t 「大社 造」 程度 1 倉と 思 はれる。 ^ • •略 •天 m* は震縣 主の 人民が、 その 住宅 
に堅緖 木！ げた？ 露で 倉と し、， 雲に 徵し 霉 蓄醫尙 ほ 神社 式に 千 

木、. 堅 緒 木を 戴せ、 民衆は、 そんな ものを くつ 附 ける ことを 禁ぜられた ことを 知 ちれ、 同時に、 これ 
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1 八 

等が 段々 構造 的を 離れて、 装飾 化されて ゐた こと も 窺 はれる。 從 つて、 それだけは 形式的の 進化が あ 
つた ものとは 察せられる。 

I 太古の 墳墓 建築 I 太古の 建築の お 話を する 序に 逸して ならない のは、 墳墓 建築で ある。 併し 多 
くの 國の太 古史では、 墳墓の 研究に 大半 以上を 费 して あるが" 日本には それだけの 墳墓がない。 或は 
まだ 其處 まで 研究され てゐな いの かも 知れない。 我が 國大 古の 墳墓は、 大別して 古墳と 糈穴 との 二つ 
にされ る。 古墳とは 地上に 石 や 土を 盛つ て 築造され たもので、 椅 穴とは 丘陵の 側面に 掘り 込んだ 穴で 
ある。 そして 横穴の 方は、 大和民族の 物で あるか 何う か 不明で、 且つ 建築 的に 見る赝 値 も 乏しい が、 
古墳は、 太古の 建築 的實 物の 遺つて ゐない 今日、 相當に 參考に なる" 所で 此の 古墳に も 亦 二通り ある。 
1つは土饅頭形に土が盛リ上げられて、その平面は圓形をなしてゐるものである。冏塚と稱するのは 
これで ある。 他の 一つは、 瓢. V 半ば 土に 埋めた やうな 形を なし、 平面は、 一方が 角張 リ、 一方が 圓くな 
リ 、その 中央が 狹く 括られた やうに なつて ゐる 。故に これを 瓢 形と 俗稱 し、 前方 後圆 の墳乂 は 車 塚と 
も稱せ ちれて ゐる 。要するに、 古墳の 外形は これ だけの 無趣味な もので、 材料 も 土 か、 或は 石で ある 
に過ぎない。 そして その 意匠は 大體 、東亞 細亞諸 邦に 共通な ものである。 これ 等の 古墳の 內 部には、 
石で 築造した 室の 設けられた もの も ある。 所謂 石槨 これで、 それには 建築 的の 意義を 持つ てゐ る。 石 
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挪は聰 室の ^ 1: なし、 入口から 奥の 廣い 所まで 廊下の や 夕 になつ てゐる 事が あつて、 これを 美 道と い 
ひ、 奥の 廣い 室を 玄 室と 稱 する。 羡道は 長い こ ともあれ ば 短い こと も あつて、 玄室 にも、 一室の 場合 
が 多い けれど、 稀に 二 室、 三 室 も 同一の 方向に 並んで ゐる ことがある。 その 四 壁は 悉く 大小の 石を 積 
I み 重ね、 天井に も 大きい 石を 蓋って あリ 、底には 丸石 か 砂利を 敷き、 そして 其處へ 石棺が 置いて ある。 
I 石棺 も 亦 方形の 石で、 工作の 頗る 精巧な、 建築 的な 形を 備へた ものであるが、 固ょ々 古墳-石槨、 石 
I 棺 共に、 原始的の 樣柑 を脫 しない。 只、 その 住宅 I 宮殿、 神社 等と、 此の 古墳とは、 似ても つかな 
I い 程に 趣味 や 構造 やが 異なって ゐ るのは、 一が 一時的な、 植物 性 材料で あリ 、他が 永存 的な、 鑛物性 
I 材料を 用 ひて あるから でも あ £> ぅ。 


s  . 

第 四 章 飛鳥時代の 建築 

a 鳥 時 S 築 101 [11: 3 我 5 太古には 旣に 、上に 述べた 樣な赢 神社 又は 墳菅 云つ た 原始的な 逮 
築 物が あるには あつたが、 何 h も 簡單な 幼稚 t ので •しかも 遺物と しては 蠢老 震の 正しい® 
墓を 見る の 外、 唯 神社 建築 SS みが、 今日 •まで 保存され るに 過ぎない から、 建築 史 S 一  頁は 爲 
すけれ ども、 未 星 震 術 その物の 話には 人 H い。 然る SS かき 産 文明 S 人、 殊に 欽 
&„士ーー年に佛敎1來してからと1、建築は玆に全く面目を一新するに至つた。日本の 
文化の 凡て q 方面 £ つて、 此 Q 時代から 一時期を 劃した 飛 1 見る ので— が、 殊に それが 建築 方 
面に 於いて 著しい ので ある。 建築 t い 建築が、 初めて 出來 たのみなら ず、 美術史 上の 所謂 飛鳥 朝 ~ . 
これを 長く 區 切つ て佛敎 Q 渡來 から 5<I S- S11SS る 4 は、 佛敎 建築の 初期、 本邦® 美術的 建築 
の 最初で 1 に、 それ 等は 今日 か i て も 極めて 優秀な ものにして、 且つ 少數 なが t その 大傑 
作が 遺物と して 現存す る？—。 故に 本 I 築 sf し ては、 當 代は f 重要な 謹— する の 
で ある。 例へ ば 法 降 寺 一つを 以てしても、 飛鳥 朝の 建築 1 は、 最も 記憶す ベ—?—* 

の佛敎 建築 一 飛鳥 朝の 建築は、 專 ら佛敎 建築に 依つ て 代表せられ る。 當時は 世を ^ げて位 
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敎に 熱中し、 政 敎 一 致で あつたの みならず、 時として 政治を も 社會袓 織を も 省みな かつた 場合 さへ あ 
るから、 且つ 佛敎 建築が 最も 中心と なつて、 宏壯な 美麗な 物が 造られて、 しかも 今に 現存して あるの 
| であるから、 先づ これの みを 語れば ょいの て—。 — さて、 #: • 製ぎ の 朝 ( fi ^ i s ss ss SK 
l 5oi す) に、 13 濟の fw 3L* が 釋迦佛 金 銅 一 軀を獻 じたので、 天皇は これを 群臣に 向ぅて、 禮拜 すべき か 否か 
一を 訊され た 所、 蘇我稻 y は禮拜 を 可とし、 物 部 尾 輿、 中臣鎌 子等は これを 不可と して 抗爭 した、 茲に 
| 於て 天皇は 佛 像を f@# a* に 引き取らせ •勝手にせ ょとの ことで あつたから、 稻 目は 向原の 別業を 淨 珍し 
て 寺と なして これを 奉安した。 卽ち 向原 寺で あつて、 實に 我國に 於け る佛 寺の 嚆矢で ある。 けれども 
一 これは、 軍に 在來の 宮室 建築に 佛 像を 納めて 寺 號を與 へたの か、 それとも 己に 朝鮮 式の 加 藍 建築が 出 
一 來てゐ たの かは 不明で ある。 すると、 それから 間 もない こと、 敏達 天皇の 六 年に なつて、 百濟の 威德 
IP が 造佛エ 、造 寺エ六 人を 獻 じ、 その 八 年には 新羅から も佛 像を 送 リ來ジ 、稻 目の 子の 馬子は 父に つ 
\ いで、 佛敎を 尊信し- ic* l!ikil の 十三 年に、 高 市 郡 石 川の 宅に 佛殿を 造つ たが、 これ も 新築 か 改造 か 
| は 不明で ある。 只 その 翌年に 寶 塔を 大野の 丘の 北に 建てた と ある。 盎 し、 史實に 見えた 本邦 佛寺建 
築の 始めと しなく はならぬ。 ついで srp は 法 興 寺を 建てる、 の 皇子に & P* の 太子 (聖德 太子) 
の やぅな 護法の お 方が 出 でられる に 及んで 佛敎 建築の 最も 光輝の ある 時代が 現出され た 〇 である。 

II  I 
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HM 

f 飛 島 時— 論 ，1 ffl* y<41Q 時代—、％ 1 、落、 ぎ s# ■逢つ て 建てられた 主 

な 寺院を 左に 示せば、  • 

南 坂 田 寺 
四天王 寺 (？) 

法 興 寺 (馬子の 建築) 

同寺佛 殿步廊  」 

同 寺 塔 

四天王 寺 (？) 

來目寺 (久米 寺) 

法與寺 落成 
蜂 岡 寺 
法隆寺 

萬 法藏院 (後の 當麻 寺) 

熊 凝 寺 


用 明 天皇 二 年 
同  年 (冬) 
崇峻 天皇 元年 
同  五 年 
推 古 天皇 元年 
同  年 
同  年 
同  四 年 
同 十一 年 
同 十五 年 
同 二十 年 
同 二十 五 年 
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同 三十华  法 輪 寺 
舒明 天皇 十一 年  百 濟大寺 (舊熊 凝 寺) 
i  皇極 天皇 元年  百濟寺 再建 

ざつと 斯んな もので あらぅ。 その 中 四天王 寺は 用 明 天皇 二 年に 難 波の 玉 造に 建て、 推 古 天皇の 元年 
; に 難 波の 荒 陵に 移した との 說と 、その 時は 建立され たとの 說と ある。 が 兎に角 推 古 時代を 中心 こして 
I 可な リ 多くの 寺院が 建てられた ことは、 推 古 三十 二 年には、 四十 六ヶ寺 あつたと さへ 云 はれる ので も 
一 知られる。 尤も、 その 大部分は 燒失 、衰亡、 破壤 等の 爲め に、 今日 尙ほつ 遺て ゐ るのは 法 華 寺の 金堂、 

I 塔、 中 門、 步廊 及び 法 輪 寺の 塔 位な もので、 その外には 四天王 寺が その 配置を 全く 當 初の 儘に して 再 
I 建せられ たこと に 依つ て、 僅に 昔 口の 俤を 止める に過ぎない。 

\  A 天 not? の 平 d 右の 次第で、 飛鳥時代の 建築を 語る ことは、 法隆 寺を 主と すれ ぼょ いので あ 
j るが、 それは 次に 別 章と して、 玆には 四天王 寺 その他に ついて 略說 して 置かぅ。 蓋し 四天王 寺は、 聖 
に 依つて 建立せられ、 規模の 壯大 で、 形式の 整頓 完備した 寺院と しては 最初の ものと される 
境 勺 ^ : 5 : 北の ■方形で、 四方に 大門を 開き、 南 大門を 正 !,, J とし、 それを 入る と 中 I1'] が あリ 、その 內に 
五重塔、 金堂、 講堂、 六時觉 等が、 一直線の 上に 順次に 並び 立ち、 講堂の 左右は 鐘樓 、鼓 樓办對 立し 

こ 一一 J 
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tin 

て、 整然として 一 絲紊れ ず、 均齊對 照の 妙を 現は して ゐる 。これ 卽ち百 濟樣七 堂 伽藍の 配置に して、 
今日 も同樣 なる 配置を、 大阪の 四天王 寺に 見る 次第て ある。 のみな £> ず、 金堂の 重層に して 二重 壇上 
に 立つて ゐる こと、 南 大門、 中 門の 重層で ある ことな ども、 昔の 儘に 保たれ、 且つ 手法に 於いて も、 

一 金堂の 屋 蓋を 綴葺 となし、 金堂と 五重塔と に 共に 組 物を 周 ひずして、 彫刻から 成つ て ゐる持 送々 を 使 
| つたこと などは、 推 古前 後の 古式を この 儘に 保存して ゐる 。た r 、 その美 術的價 値を 以てすれば、 到 
底 昔日の 悌 のない ことは 勿論で、 プラン こそ 同一で あれ、 大體の 格好 も、 細部の 手法 も甚 しく 墮 落し 
たもので ある。 そして 此の 寺の 創建に ついては、 同 寺の 緣 起に 依る と、 用 明 天皇の 二 年に 難 波の 玉 造 
に 建てられ、 の 元年に 今の所に 移された と あれ ど、 實は推 古 元年に 草創され たものと の 說も 
ぁる。 

「百— 尙ほ玆 に 「百 濟式七 堂 伽藍」 とい かこと を 述べね はな £> ぬ。 蓋し 佛寺 建造の 
| 樣式は 種々 あ々 て、 同じく 七堂伽藍と 稱 しても、 その 宗派に 依 及、 又 時代に 依 及て 異 々、支那、 朝鮮 
日本 各地 それ-^ 樣式の 諸相を 見る ので あるが、 中に て 日本に 於いて 最も 古く 造られた のは 此の 「百 
濟七堂 伽藍」 であつて、 それは 四天王 寺 (及び 法隆 寺) に 適例を 見る 所で ある。 卽ち 通例 南面して 立 
ち、 外壁の 四方に 東西南北の 四 門が あリ 、南門を 正門と し、 別に 又 廻廊を 以て 其の 中に 直角 形の 內廊 
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を造リ 、そ © 正面に 中 門が あり、 中 門の 後方に 講堂が あ夕 、そして、 その 中間なる 直角 形の 中庭には 
塔 及び 金堂を 建て、 廻廊 以外 講堂の 後方に あたって 鼓樓 、鼓樓 が 左右に 對峙 して ゐる 。更に 東西 北の 
三面に 僧房が あつて、 遠く その外 方を 圍繞 して ゐる 形で ある。 而 して 金堂は 通例 重層に して、 二 成 壇 
の 上に 立ち、 床は 颌 以て 布き 詰めて ある。 その 塔は 多くは 三重、 或は 五重、 中 門 及び 南 大門は 多 
くは 重層と なし、 そして、 その 何れの 方 かに 啊呍の 金剛 力士 二體を 安置す るのを 例と する。 又 伽藍に 
は 食堂、 浴室 等の 設けが あ夕 、別に 東西 兩金 堂の 一、 或は 双方に 對 立して ゐる こと もあリ 、一若し く 
は 多くの 圓 堂を 見る こと も ある。 この 樣式は その 名の 如く、 百濟の 七堂伽藍の 樣 式を その 儘に 移入し 
たもので、 當時の 寺院は 大抵 これに 則つ て 建てられた ので ある。 

輪 寺の 三重 塔 I 當 時の 遺物と して、 法 輪 寺と 法 起 寺との 三 東 塔を 擧げ ねばならぬ。 法 輪 寺は 
大和 國生駒 郡 富鄕村 大字 三 井 (法隆 寺の 近に あリ七 八丁を 距 る) にある。 現在は 眞言 宗の 寺で ある。 そ 
の 草創に 關 しては、 m* ** Ik r 二 十 年 建立で ある。 然し 三重 塔 だけ 創建の 儘て、 他は すべて 德川 時代の 
再建で あるが、 その 配置から 想像 すれば、 今の 門は 昔の 中 門で、 中に 金堂と 塔が 並んで 建てられた も 
のらし く、 そして 今の 本堂は 昔の 講堂で あつたら ぅと 思 はれる。 その 三重 塔は、 餘及高 からぬ 壇上に 
立ち、 方 三 間、 三重の 建物で あって、 推 古 時代の 式を 備 へて ゐ る。 但し 三重 目 (二 間な リ しを 後世 修 
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繪の 時に 三 間に 成した リ〕 は 大破 損の 爲めに 百 六十 年 前に 補 築した もので 相 輪 も その 際 新しく 造ら 
れたが 、式は 崩されな かつた。 且つ 柱には エンタシスが あ 及、 肘 木は 雲形 肘 木で、 軒は 一軒、 勾 欄に 
は！ f； くづ して 用 ひて あるな ど、 すべて 法隆 寺の 五重塔と 同で ある。 た r、 三重で ある 爲めに 五重塔と 
比べて は 淋しい し、 三重 目と 相 輪と が 新しい 爲め に、 法隆 寺の それに 比較す ると 見 劣リの する のを 免 
がれ 難い。 

ーー 法 起 寺の 三重 塔 U 法 起 寺は 岡 本宮が 建てられ 岡 基 山 法 起 寺が 寺號で あつて、 他 後 寺と も 云 はれ 
法 輪 寺に 近く 同 郡 富鄕村 大字 岡 本に ある。 これは 山背 大兄 王が、 聖德 太子の 遺命を 奉じて 造營を 企て、 
その後 Mt l® l« が 落成 させた もの だと 傳へ る。 併し 同 寺 も 今は 三重 塔 だけが 創建の 際の 儘で 遺つて ゐ 
る。 5 その 創建の 確かな 年代 も 不明で、 系. S3 代說 と、 飛鳥時代 說と あつて、 考證 がな かく 
やかましい。 i* 野 ts® ±® に從 へば、 法 輪 寺 も 法 起 寺 も 推 古 時代で あつて、 そして 法隆 寺、 法 起 寺、 法 輪 
寺の 年代酿 に 出來 たもので あらぅ とされる。 これ も 壇上に 建つ て、 第三 間の 三重で、 格好 等は 大體法 
輪 寺の それと 同じい が、 しかし 比較的ょ く 保存され たので、 材料 も 多く 奮い 儘に なり、 たぐ 相 輪に 修 
補が 加 へられて ゐるの が 目 障リ になる。 柱に H ンタシ スの ある 事、 雲形 肘 木を 用 ひた こと. 一軒 式で 
ある こと 等す ベて 同 代の 他の ものと 同じい。 た r 美的の 感じは、 法 輪 寺のょり も 立派で、 法隆 寺の も 
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のよ々 も 造 方が 巧なる を 以て、 三重 塔と しては 最もよ く 出來て ゐ るとの 評が ある。 

II 飛鳥 美術と 法 隆寺 —I 飛鳥 朝の 建築に ついて、 法隆寺 こそ 當 代を 代表す る ものである。 法隆 寺に 關 
しでは、 「繪畫 」 の 部 や 「エ藝 美術」 の 部 やで も 詳しく 言及して あるので あらぅ が、 玆にも 久しく その 
美術的 地位を 考 へて 置きたい。 抑 も 日本が 美術 國 として、 世界に 最も 優秀なる ことは、 各 時代に 百 一つ 
て 卓越せ る 大藝術 家を 出し、 大作 品を 遺した にも 依る ので あれ ど、 殊に 一 千數 百年の 古に 於いて、 朿 
洋にては唐、西洋にてはローマと等しき頃に、絕大なる藝術の時代があつたことからして、世界的の 
驚異と 讚嘆と を 得て ゐるの である。 卽ち 飛鳥、 天平の 時代、 殊に 聖德 太子を 中心とせる 飛鳥時代に 於 
いて、 驚くべき 大藝 術が あつた ことが、 最も 誇るべき 點な のて ある。 而 して 飛鳥時代を 今日に 傳 へる 
ものは 實 に法隆 寺で ある。 啻に 然るの みならず、 法隆寺 その物が、 世界に 稀に 見る 藝 術の 集合 境で あ 
る。 おの づから なる 國立 博物 ft. の 形を なして ゐる 。我が 邦 最古の 國民的 生活と、 その 藝術的 表現と を 
味は ん とナれ ぱ須ら く先づ 大和を 問 ふべ く、 而して その 萬 葉に 謠はれ 、紀 記に 殘 さ H たる 風物を 追懷 
して、 恍惚の 境に 入る もよ いが、 特に （、忘るべからざる は法隆 寺の 一 劃を 訪 ひて、 その 氣 分に 浸 
々、その 藝術の 光に 浴すべき ことで ある。 まことに 法隆 寺の 壁畫 こそ、 法隆 寺の 佛像 こそ、 法隆 寺の 建 
築 こそ、 否々、 法隆 寺を 圍める 崩れ かけた る 壁に も、 黑ず みたる 土に も、 わびしく 萌え出で た 草の葉 

11 七 


.• 


叶..- v  . 

: 

:き: ..二. 

参，… 


築 建の 代 時鳥 飛 章 四 第 


にも、 我々 は 推 古 時代の、 あの 高調に 達した 藝術の 匂 ひと 光輝と をな つかしみ 得る ので ある。 しかも、 
法隆寺 •に 於いての み、 他に なき 憧憬の 對像に 接し 得る 次第で あ-る。 されば 法隆 寺を 次に 單に 建築 美術 
j の範 圍に區 切つて 語る ことは、 餘リに 惜しい 感じが する が、 尙ほ 且つ 建築と しても、 上下 忆亘 つて 最 
一 も 重要なる ものなる ことを、 切に 思は ざるを 得ない。 

\  さて、 法隆 寺は 大和 國生駒 郡 法隆寺 村に 在つて、 推 古 天皇の 法隆 寺は 十五 年 
に 出苌 上つ たもので ある。 その 金堂に 安置され て ある 藥師像 光背の 銘 にょると、 用 明 天皇の 元年に 天 
一皇が 御病氣 であつ た爲め 、皇后 及び M* ^* ^* ^* に 詔して 寺を 建て、 藥師 像を 造らし めら れた ので あるが、 
| 不幸に して 天皇は 崩御 あつたので、 造營の 事 も 途中で 挫折した。 併し 當 時の 宗敎 思想と して、 祈願に 
\ 11X つて 企てられた ことは、 その 結果の 如何に 拘はら ず 成し 遂 C べきで あつたから、 ついで 皇后が 卽位 
|して ^* が ^# 1:# とならる、や、先皇の志をついで、& ^# ^* ^<聖德太子}と共に建てられたものといふこ 
I とで ある。 而 して 今の 法隆 寺は、 東院 と西院 とょり 成リ 、共に 七 党 伽藍を 悉く 具備して ゐる が、 しか 
し隹占 朝に 建てられ、 今に 專ぱら 法隆 寺と 稱す るのは その 西院の 方で ある。 東院 はもと 厩 子 皇子の 班 
嚼 U の ぁつた 所で、 のち M* I* A* E* が a] * w* ^0 il* 3E* を 試した 時 S 失して、 更に 天平 千 一年に 行 信 僧都が 

寺を 建てた ものである。 そして 西院が 右の 事由から 著 手され たのは 多分 推 古 天皇の 元年 頃ら しく、 そ 
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の 十五 年には 少く とも 金堂と 藥師 像との 完成した ことは、 同時の 古文書 「古今 目 錄抄」 その他の 記錄 
で 明かで ある。 

I 法隆 寺の 平面 _ 創建 當 時の 堂塔の 配置に ついては、 精確には 判らない けれども" 天平 十九 年 
に 書き上げられた 「法 隆寺流 記 資財 帳」 に 依る と、 大體を 知る ことが 出來 る。 それから、 法隆 寺所藏 
の數 種の 古圖 中、 最も 古い ものと される 天 正 十三 年の 頃の 圖を參 照し、 更に 今日の 現 狀を考 へる と、 法 
隆寺の 變遷が ざつと 分る ので ある。 併し 古い 所は 暫く 措き、 吾々 が 法隆 寺を 訪ぅた 時の 現 狀を 示せば 
先 づ法隆 寺驛で 汽車を 棄て 、道を 右に 進む とやが て法隆 寺に 到 著す る。 寺は 殆ど 平面の 地に 在つて、 
南 大門を 入つて 暫く 步けば 中 門に 至る。 中 門の 左右には 某 西に 步廊が のび、 中 門を く r つて 內に 入れ 
ば、 右に 金堂、 左に 五重塔の 建つて ゐ るのを 見る。 そして その 正面の 奥に 衝き當 つて、 大 講堂の 大き 
い 棟を 望む ことが 出来る。 そして 東西の 步廊 は、 金堂と 五重塔との 外邊を 廻つ て、 一郭を 抱く やぅに 
講堂の 方へ と 延びて 行き、 そこで 內 部へ 屈折して 東に 鐘樓 、西に 經 藏を繼 ぎ、 更に 延びて 一 折し、 講 
觉を 左右から 抱へ て 終つ てゐ る。 要するに 今日 見る 郭內の 主要な 建物は これ だけで、 その外に 數十の 
建物が 都 外の 萸西 南面に 散在し、 更に 稍 隔て、 別の 一群を なした 東院の 建物を 見る ので ある。 
r7( 古代 寺獍の 5 ^|_ 併しながら これは 現狀で あつて、 その後 半は 再建の 際に 最初の 配置を 變更し 
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たもので ある。 卽ち 始めは 大講豐 が もつと 前の 方に 位置し、 步廊は 曲折せ ずして 一直線に 後方に 延び 
て 講堂に 键 し、 鐘樓 と經藏 とは 歩廊の 外の 方に 獨 立して ゐた ので ある。 卽ち 正面に 南 大門が あ リ 、中 
門を 人る と 左右に 金堂と 塔と が あつて、 その後 部に 講堂が 控 へて ゐて 、極めて 整然たる、 簡單な 型式 
になつ てゐ た。 た r、 金堂と 塔と が 左右に ある ことに 依つ て單 調を 破られ、 且つ その 形を 異にし、 金 
堂は 橫に 大きい 代” に 五重塔は 縦に 長く、 量の 上から 極めて 面白い 鈎 合 ひを 取つ てゐ た* これを 後出 
の 四天王 寺の 配置に 比べる と、 その 差は 卽ち 金堂と 塔と が 四天王 寺では 前後に 位置し、 法隆 寺では 左 
右に 在る だけの ことで ある。 そして 此の 二種の プランの 立て 方は、 多分 當 時に 於いて 共に 行は わた も 
ので、 それは 何れも 塔と いふ もの、 置き場 所から 割リ 出された ので あらぅ。 實際佛 塔は その； m 的が 佛舍 
利を 奉安す るに 在つ た r けに、 伽藍 建築には 最も 重要な 意味が あ リ 、且つ 形が 上に 長く 伸びて ゐ るの 
で、 周圍 との 調和を ぅまく 取る 上に 餘 程の 苦心を 要した ので ある。 然るに 奈頁 時代 以後は、 漸次 塔を 
輕視 する 傾が あリ 、動もすれば 裝飾 的の 物と して、 中心から 遠ざけん として ゐる 。兎に角、 法隆 寺の 
建築の 價 値の 重大な のは、 畢竟 その 金堂と 塔と 中心との 三つが、 古代の 儘で 現存して ゐる 所に ある。 

I 再建 說 ssri— _ 然るに、 玆に 、此 等の 遺物の 建築の 時代に ついて'  可な リ 重大な 異說が ある。 
實は これが 美術 上の 年代に 關 する 近來に 於け る 最も 大きい 問題で ある。 それは 所謂 法隆 寺の 再建、 非 
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再建 說とい ふ ものである。 因ょ 夕、 これ 等の 堂塔が、 推 古 天皇の 十五 年頃に 建てられた ことは 確かで 
あれ ど、 現在の それが 創建 當 時の 儘で あるか 否かは、 まだ 決定され てゐ ない。 それは、 「日本書紀」 の 
!k 智 天皇 九 年の 條に 、『三十 九 年 夏 四月 發卯朔 壬 申 三十日 夜半 之 後、 灾 (ヒッ ヶリ) 法 隆 寺一屋 無餘』 と 
その 文句が 引つ か、 つて ゐる からで ある。 說を 成す ものは、 『一 屋餘 すなし』 と あるから に 一 r 金堂 も 
塔 毛 無論 燒けた もの k 違 ひない とする ので ある。 しかも 今一つ、 『七 大寺 年表』 に、 『和 銅 元年 戊 申 依 詔 
造 大宰府 歡音寺 又 作法 隆寺 j とあリ 、伊呂波 字 類抄卷 二に も、 『 法 隆寺七 大寺內 和 銅 年中 造 之 寺 緣起云 
々』 と あるので、 天智 天皇の 九 年に 燒け てょ 及、 二十 九 年後 卽ち元 明 天皇の 和 銅 年間に 再建した もの 
だとすることが、益々有力 ^ なつた。所が乙れは主として古文書を何ょ”の權與と認める一派の歷史 
家、 學者 間の 主張で あれ ど、 建築家 や 美術史 家は、 實物 その物から 立脚して、 非 再建 説を 執つ て ゐる 
ので ある。 尤も 文書の 上で も、 法隆 寺の 他の 記錄 には 全然 火災の 記事が なく、 却つ て 延長 四 年に 雷火 
で 講堂、 北 室 等は 燒 けたが、 その外は 太子 建立 以來 火災がない とい ふ 古文書 も あるし、 又 書 紀に天 智 
天皇 九 年の 火災と あるのは 干支の 入れ違 ひで、 且つ 『一 屋無餘 』 とい ふの も 誇張に 過ぎない と 論ずる 
人 も ある。 況んや 故 平 子欽嶺 氏の 如きは、 書記の 文には 六十 一年の 誤差が あると 3 へ もして ゐ る。 兎 
に角乙れは旣に久しい間、學者間の問題となつてゐる。 
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I 非 再 律 說 の依據 I 其處 で、 玆に も、 中 門と 金堂と 塔と だけは 再建 3れ ない ものと して、 その 說 
の 第一人者 -/? る關 野エ學 博士の 立論の 硬 槪を語 つて 置かぅ。 第一に、 現存の 法 輪 寺と 法 起 寺との 三重 
の 塔を、 共に 推 古 天皇の 時に 建築され たもので あると すると、 これを 法隆 寺の 金鲎や 塔と 比較す るに 
構造 も樣式 も、 法隆 寺の 堂塔の 方が 古くて 新しい 點は 少しもない。 そ 2. で法隆 寺の觉 塔は 推? nfslil の 
時の創建の儘殘つてゐるといふのである。第二 ^ 、金堂の內部に安置してある佛像を見るに、 -11:# |:の 
作た る 藥師三 尊 も、 釋迦三 尊 も、 共に 少しも 燒けた 形跡を 認められず、 臺座も 亦 安全に 推 古式を 保存 
して ゐる 。こんな 大きい 銅像が、 全燒の 場合 {C 持 出される とは、 想像し 難く、 ょしや 持ち出されても、 
燒 けた 形跡の 殘 らぬ现 窟 はない とする。 第三に、 金堂 內に 懸けられた 天蓋 三 個の 中、 中と 西との もの 
は 様式が すべて 飛鳥時代の もので、 殊に 西の 天蓋に ある 天人の 畫は 、全く 飛鳥時代の ものである。 若 
し 金堂が 燒け たと すれば、、 殊に 雷火な どで 燒け たと すれば、 天蓋が その 儘 ある 筈は ない と S れ る。 第 
四に 金堂と 塔の 礎石とは 荒い 花崗 石で 出 來てゐ るが、 これは 水には 强い けれど 火には 弱い 石で ある。 
然るに 少しも 火災に 罹つ た 痕跡を 止めて ゐな い。 第五 ^ は、 先年 金堂の 屋根裏から 唐草 瓦を 發 見した 
が、 これは 現在の 堂宇を 建てた 時 {C 用 CA ちれた ものに 違 a ない。 そして その％ が 飛鳥時代の もので あ 
る ことは、 鹿 草模樣 から 見ても、 斷 面の 厚い ことから も •、前面の 兩 端の 上部に 面を 取つ て ある ことか 
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らも 斷言が 出来る。 飛鳥 式の 瓦と 唐の 樣 式の 輸入の 後の 瓦とは 全く 別で ある。 第 六に、 金堂の 內部に 
描かれた 壁晝 は、 白 鳳 時代の もので あつて、 再建 論の 一證 となつ てゐた が、 何ぞ圆 らん、 この 壁は 二 
重に塗つてあるもので、現在の壁畫のある壁の裏に、猶ほ1重塗つた壁があリ、兩者の間に多少年代 
の隔 ぅが ある。 故に 壁畫は 再建の 證據 とならず して、 却つ て 非 再建の 證據 となつ た。 第 七に、 金 觉 及 
び 五重塔に ある 裳 階は、 其の 樣式が 金堂 や 塔と 異リ 、白 鳳 時代 —— 恐らくは 和 銅 四 年に 塔內の 塑像を 
作つた 時に、 その 保護の 爲め に附 加した もので、 金堂の 裳 階 も 和 銅の 附加 物で あらぅ。 裳 階の 方が 和 
銅 頃の 建築と すれば、 それょ リ古い 堂塔は 奈良 朝の 始めに 造られた とする ものでなくて はならぬ。 第 
八には、 五重塔 內の 塑像は、 L 『流 記 資財 帳』 に、 『和 銅 四 年 歲次辛 尖 寺 造 者』 と あるが、 塔と 塑像と が 
同時に 出來た ものなら、 塔が 勅願なる 以上、 塑像 然る可きで あるに、 『寺に て 造る 者』 あるに 依れば、 
建物は 創建の 儘 あつた 所へ、 和 銅 年間と なつて 寺で 像を 造つて 安置した ものと 見ねば ならぬ。 これ も 
再建 論者の 擧げ た證據 を、 矛 5: 逆にして 非 再建の 據 所と 3 れてゐ る。 第 九には 尺度で ある。 我 國の尺 
度は、 孝 謙 天皇の 時を 境と して、 以前は 高麗 尺を 用 a 、 以後は 唐 尺を 用 a たので あるが、 今法隆 寺の 
金堂、 塔、 中 門を 計る のに 唐 尺を 以てする と、 ょく 割リ 切れないが、 高麗 尺を 以てする と 割リ切 れ る。 
これは 柱 間から 上層、 下層を 通じて 組 物に 至る まで 皆 然 3 である。 これに 依つ て も 非 再建 說に 左祖せ 
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ねばなら ぬ。 更に 步廊を 計つ て 見る と、 中 門の 兩侧 からず つと 高麗 尺で 切れる が、 曲折した 所からは 
唐 尺にな^ N 鐘 樓も唐 尺で 出 來てゐ るし、 金堂と 塔との 裳 階 も 唐 尺で 出來て ゐる 。これに 依つ て、 步廓 
の 曲折した 所から 北部と 裳 階とは、 後に 建築され たもので ある ことが 分 6、 從 つて 金堂と 中 門と 塔と、 
歩廊の 南部とは 創建當 .時の ものであると いふ ことが 出 來 るので ある。 

以上は、 今日の 學說 であるが、 然し それを 離れて、 何人で も法隆 寺を 訪ふた 限リの 人は、 直覺 的に 
これが 推 古 時代の 樣式 であると いふ ことを 感ぜずに は 居られない。 再建 非 再建は 何れで あつても、 そ 
の樣式だけは、最初のその儘であること哝、何人が異議を柿挾み得ょぅ。 

| 法隆 寺の 金堂， | 然し、 舊來の 百 濟式七 堂 伽藍の 建物が、 如何なる 狀 態であつた かは、 今日は 
た 2 金堂、 五重塔 及び 中 門を 知る ょリ 外は ない。 金堂は 實に當 時の 寺院 建築の 約束を 凡て 具備す ゐも 
のであつて、 先 づ圖に 示す 如く 二重の 石 壇上に 建つて ゐる 。(二 重の 石 壇の 上に 建つ ことは 之の 時代 
の 特徴な リ) そして 建物は 五 間 四面、 重層に して、 入 母 造に なつて、 それに 裳楷が ついて ゐる 。但し 
玆に謂 ふ 五 間四而 とは、 神社 建築に 於け る 一間 二 間と 同じく、 長さの ことではなくて、 建物の 正面の 
柱の 間が 五つ、 侧 面の 柱の 間が 四つ ある ことで、 嘴 柱と 柱との 間を 「間」 とい ひ、 侧面は 特に 「面」 と稱 
する ので ある。 建物に 依つて、 柱 間と 柱 間と に 長短の 差の ある 場合で も、 そんな 事には 頓着し ない の 
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である、 それから 重層と いふのは、 單 層に 對 して 云 ふので、 二階建、 又は 二重と 云 ふのと 同じ ことで 
ある。 (之の 建築を 二重 佛殿 と稱す ) 但し、 重層の 場合、 內 部には 必ずしも 二階が なく、 上層まで 打ぬ 
きになつ た 建物 も 少なくない。 又裳楷 とい ふのは、 裳 層と も稱 し、 普通の 屋根の 下に、 今一つ 屋根を 
葺 S たもので、 複蓋の やうで も あ リ 、又廂 の 大きい やうな もので も ある。 併し これは 假設 的の 物で あ 
るから。 建築には 直接の 意味 5: なさず、 層の 中に も 加へ ない ので ある。 —— さて、 金堂の 平面は 斯く 
五 間 四面で、 正面の 中央 三 間、 背面の 中央 I 間、 側面の 前から 三つ 目を 一間と、 併せて 六 間を 扉と し 
殘 3 の 十二 間を 壁と して. ある。 そして その 壁には 連子窓が 出來 てゐ る。 內部を 見る と、 更に 一 廻 9 の 
柱が 立つ て、 それが 三 間 二 面と なつて ゐる 。その 柱 間には 壁 も 扉 もな けれども、 それに 依つ て觉內 が 
おの づか ら內 外の 二部に 分た れ 、內 部は 母屋に して これを 內 陣と稱 し、 外部は 廂の 間にして これを 外 
陣と稱 する。 斯うした 柱の 建て 方は、 今に 多くの 寺院 建築に 見る 式で ある。 それから、 內陣の 中央に 
は大 さな 土 壇が あつて、 それに 勾 欄を 廻らし、 (その 勾 欄は 後世の ものにして 元 保 年間の ものな リ) 釋 
迦三 尊、 藥師三 尊、 彌陀の 銅像、 四天王、 その他 幾つかの 佛像が 安置され る。 {§1)、 有名な 玉蟲厨 
子 や 橘 夫人 厨子 も 其處に 置かれて ある。 これ だけが 金堂の 下層で あつて、 第二 層、 卽ち 上層は、 その 
プランが 正面 四 間、 側面 三面と なつて、 つま リ 下層の 柱 間とは 沒交涉 に 構造 S れてゐ ると ころ、 餘程 
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普通と 趣を 異にして ゐる 。普通なら ば、 下層が 五 間 四面で あると すると、 上層は i 廻々 小さく して 三. 
間 二 面と し、 下層の 內陣の 柱と 通して 構造す るか、 或は 上層 も 下層と 同樣 に t£ 間を 減じない ので ある。 
殊に 正面を 四 間と いふ 如く 偶數 にす る こと も、 飛鳥時代 特有の プランで あつて、 次に 述べる 中 門 も 同 
樣で あるが、 他の 時代の 建築には 炝リ 例を 見ない ので ある。 併し、 金堂 下層の 平面を 五 問 四面と した 
ことは、 最も 普通な や リ方で 、七 間 四面、 三 間 二 面と 共に、 各 時代を 通じて 行 はれて ゐる。 

一 金堂 細部の 特色 I 今度は 金堂の ディ テ I, について その 特色を 述べて 行けば、 まづ 柱が 悉く工 
ンタ シスの ある 圓柱 である ことが、 最も 大きい 特色で ある。 ニン タシ スと いふのは、 柱の 中程に 膨ら 
みのある 事の、 建築 上の 術語で ある。 (之の 膨は 之の 時代ょ リ續 て奈頁 時代まで 行 はれ 奈良時代に 於て 
は膨は 小さくなる、) これは 元來 ギリシャ 建築の 特徴で あるが、 圖らず も 東洋の 法隆 寺に 一 千 三百 年の 
昔に 於 S てこれ を 見る のは、 その 壁畫な ど、 同じく 東西 交通の 證たる もので、 所謂 印度 希臘式 又は ガ 
ン ダー ラ 式藝 術の 一 表示で あると される。 法隆 寺の 柱は、 上から 三分の 二 程の 所が 最も 太く、 上下に な 
るに 從つて 次第に 細 まつて 行く* この 柱の 下には 花崗岩を 上面 だけ 平にした 礎石を 置き、 又 柱の 上に 
は 繰 物が あつて、 一種の 雲形 肘 木を 用 ひ 又 半 形の 下に 皿 板を 用 ひた も 之の 時代の 特色で ある。 これは 
日本 建築の 必要から 起つた 一工夫で ある。 蓋し、 我が 木造 建築は 非常に 軒の 出の 多い もので あつて、 此 
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三 八 

の 長い 軒を 柱で 受け 支へ るた めには 特別な 構造を 要する ので ある。 そこで 旣に推 古 時代から 用 ひられ 
て、 後に 次第に 發 達して、 遂に 構造 上の 意義を 失し、 組 物の 爲めの 組 物が 装飾的に 附け られる やぅに 
なつた。 法隆 寺の 金堂の 組 物には、 雲 斗と 雲形 肘 木と 三 斗と 三種が 用 ひて ある。 組 物 及 軒 裏の 構造は、 
話が 專門 的で あリ 且つ 微細に 亙る から 玆には 省いて 置く。 次に 屋根％ は 本％ 葺 にして、 平％ を 並べた 
間に 丸瓦を 置いた ものである。 そして 軒先の 見える 所には 巴茺と 唐草 茺 とを 並べて ある ( LE s Ei f 棋祕对 
« ?! は 1 .n し s IS ^ 4I s Tf l «0 又) 又 法隆寺 金堂の 建築は SI にして 垂木に 「そとの なき ことを 
特色と されて ゐるが 、一軒とは 垂木が 一重に 並べて ある ことで、 これを 二重に 並べれば、 二 軒、 三重 
に 並べれば 三 軒と 稱す るの て ある。 それから 上層に 廻らして ある 勾 欄の 組 子は W 形の もので、 これ も 
飛鳥時代ょ 6 奈良朝 時代まで 行は れし 特有の 形式と されて ゐる 。(但し、 此の 金堂の 勾 欄は 全部 元祿年 
間大 修繕の 際の 新造で あるが、 形式 だけは 昔の 儘に 殘して ある。 又 勾 欄の 外の 四方に ある 龍の 形の 支 
へ 柱は、 もとから あつた ものでなくて、 之れ も元祿 年間に 造つ たもので ある。) 

| 同 金堂 101 內部 I 內部に 人つて 天井を 見る と、 外陣の それは 組 入 天井に なつて、 細かく 格子 形 
に 組んで あるが、 しかし 所謂 小 組と 稱 する ほどに 細く はなくて、 されば とて 格天井 ほど 荒くない もの 
である。 內陣は 折 上 組 入 天井で、 乙れ は 四方の 端が 斜に 折-®' 上げて ある。 次に 裝飾 としては、 建物の 
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內外 とも、 見える 所には 丹 土を 塗う、 連子窓は 綠靑を 塗つ て ある。 そして 丹 土は 山から 堀 $ 出した も. 
ので、 帶黃の 赤色で ある。 壁は 漆喰で 白く 塗り、 垂木 間には 胡 粉を 塗つ てあ夕 、大 棟の 兩 端には 鸱尾 
が Jbs つて ゐた もの なれ ども 後世 鬼％ にせし もので あらう。 軒の 四方は 上層 下層 共に 風鐸を 下げて ある。 
j 現今では 乖木ゃ 尾 垂木の 如き もの、 端に 鑛金の 金具を 附けて あるが、 Z1 れは 後に 修繕した 際からで あ 
一 らう。 內 部の 天井の 槪， (IIJ 雛 J i' lg) と 支 輪 C 天井と 壁との 間の 蛇腹に 斜に かけた る梭に て 廻緣に 
| 取 付た る ものを 云 ふ) とは 赤く ! t つて ある。 壁には 十二の 柱 間に、 有名な 壁畫が 一 面に 描いて あ $、 
更に 佛像の 上には 三つの 天藎が 懸つて ゐ る。 

I 金堂の 美的 價値 I 以上で 金堂の 說明は 終つ たので あるが、 更に 乙れ を 美術の 立場から 一纒 めに 
して 觀る に、 その？ <體の 格好は、 たと ひ 元祿の 再建に 屋根を 葺き かへ、 勾配を 急に したとは 云へ、 猶 
) ほ 釣合の 巧妙に して、 殊に 軒の 出の 多い こと や M 切つ て 屋根に そ リを附 けて 落 著の ある やうに した 如 
i きは、 我が 國の 建築中 最も 傑出した ものた るに 十分の 威嚴 と壯觀 とを 備 •へて ゐる 。細部に 於いても、 

: 柱に H ンタシ スを 用 CA て ある 爲 め、 一層 雄大の 表現を 有し、 且つ 雲形 肘 木に 自由な、 併し 技巧に 墮せ 
ざる 意匠を 凝して あるな ど、 後世の 建築家の 企て 及ばない 藝術 化で あると 言は ねばならぬ。 殊に 裳 階 
のなかつ た當 初の 姿態は 今ょう 一層 美く しかつた かも 知れぬ が、 乙れ が あつたから とて、 少しも 美觀 
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を 減じない、 乙れ は 裳 階の つけ 方が ぅま かつた のか、 建築 その物が 僅かの 附加に 依つて 價 値を 減じな 
いの か、 兎に角、 千餘 年を 經 過した 木造 建築が、 懺 として 今 尙ほ 我等の 前 k 創作の 結晶を 示して 吳れ 
る Z1 とは 何丄 6 ぅれしい 次第で ある。 

_ywwRNS 法隆寺 五重 築 も 亦、 現存せ る我國 最古の 塔と して、 最も 優秀なる 塔と して、 
美術史を 飾る ものである。 こ H も 金堂と 同じく 二重の 石 壇上に 建てられ 四方に て 段を 設け、 -;/ 三 間 (卽 
ち . (H 面側而 共に 三 間) 五重の 建築で、 屋根は 言 ふまで も寶 塔の 特形た る寶 形造に して、 初 重には. m tc 
裳 階が ついて ゐる 。初 重は 四方は 一間 宛を 戶 とし、 他は 連子窓と なつて ゐ る。 そして 五重 目の 上には 
相 輪を 載せ、 各 重の 軒 (C は 風鐸を 下げら n て ある。 プランは、 初 重 か. h 四重 目までは 方 三 間で あるが 
五重 目は 方 二 間と して ある。 普通の 塔な、 b ば 三重で も 五重塔 も、 初 重 か 方 三 間なら ば、 最後の 重まで 
同じく 三 問に して あるが、 此の 五重塔に 限つ て、 四重と 五重と を變 へたのは、 金堂に 於いて 下層と 上 
餍 とを 普通の 例に 從は なかつ /2 のと 同樣で 、形式 や 造 構に 自由な 態度を 取つ たもので ある。 相 輪と い 
ふ ものは、 九輪と も稱 して 塔の 最も 重要な 部分で あつて、 三重 塔、 七重 塔、 多寶 塔な どに 凡て ある、 
上層の 屋蓋か ら 上天に 向つ て 突出した ものである。 そして： 卜の 各 重の 部分は、 實は 此の 相 輪の 臺であ 
つて、 相 輪 こそょ 塔 その物で あると 稱 してょ い 位な ので ある。 蓋し 佛 塔なる ものは、 前に も 言つ た 如 
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く 印度の 墳墓から 起リ 、ス ッー パと 稱する 土饅頭の 如き ものから、 漸次 發 達した もので、 その 最も 重 
要な 所は、 佛舍 利を 納める 部分で ある。 卽ち 九輪 先 (C 二 個の 寶珠が あつて、 そこへ 佛舍 利を 納め、 下 
の 部分を 臺に して 置いた ので ある。 然るに これが 美術的 技巧に 依つ て 取扱 はれる に從 ひ、 臺 その物の 
發 達を 見て、 こ U を 以て 塔の 主體 かの 如くされ、 甚 しさは 佛舍 利を 中心 柱の 下の 礎石のと ころに 納め 
る こと さへ も Is つた。 法隆寺 五重 S 相 輪は、 日本の 塔の 普通の 式と 同じく、 先づ寶 形造の 屋 
根の 上に 方形の 臺の 如き もの、 卽ち 露盤が あつて、 稷 鉢と いふ 椀を 伏せた やうな ものが ある。 これは 
その 起原た る 土饅頭の 形を 傳へ てゐる ものと される。 覆 鉢の 上には 受 華と 稱 する 蓦の如 きものが あつ 
て、その上に九つの ^| _が、一本の柱に貫かれて間隔を置いて重な6合つてゐる。そしてその上に水 
煙と いふ ものが 置いて ある。 水煙、 實は 火炎の 形で あれ ど、 建築 ic 火を 忌む ところょ 6 水煙と 稱す 
るので ある。 水煙の 上には 更に 二つ の 寶珠が 上下に なつて 置かれる。 上のを 龍舍 、下のを 龍 室と 稱す 
る。 此の 中で、 最も 技巧の 施されて あるのは 水煙で、 この 塔には 見事な 唐草模様の 透し 彫に なつて ゐ 
る。 又 胴 輪には 風鐸が 下つ て ゐ る。 

j 五重塔の 美的價 値 I 柱は 金堂と 同 D やうに 圓柱で 且つ ユン タシ スが ある。 組 物は 雲形 肘 木を 用 ひ 
軒は 一盱 、各 重に 金堂と 同じ やうな S くづ しの 組 子を 入れた 勾櫚が ある。 その他 も 大體は 金堂と 同 樣 


で、 初 重の 裳 階 も 亦 金堂の 裳 階と 同様な ものである。 裝飾も 金堂と 略々 同じく、 丹 土で 塗 6、 連子窓 

j は 綠靑で 塗つ である。 そして 初重內 部の 天井には 寶相 花を 描き、 二重 以上には 上る ことが 出來 ないや 

I ぅにな つて ゐ る。 —— さて、 此の 五重塔の 美術的 價値 であるが、 その 古い ことは 勿論、 美しい ことに 

於いても、 我國 現存の 塔 中 第一に 位する ものて あ 一る。 殊に その 格好に 重みが あつて どつ し 6 とし、 且 
第、， 

-1  つ 雄 健なる 趣の ある ことは 世界に も 類のない 出來 である。 各 重の 軒を 大組に 出し、 屋根の 勾配を 出來 
日る だけ 緩く し、 又 各 重の 高さを 縮めて あるので、 塔 身の 高さと 幅との 割合に 落 著き が ある。 建築 美は、 
近頃の セ セッションな どには 輕快 とか 繊麗 とかの 特色 も あるが、 主として その 位置、 配合、 形 體の均 
本 I 齊を 得て、 殊に 落着きの ある ことが 最も 大切で ある。 まして 塔の 如く、 丈の 高くな ぅ 易い 名 のに、 安 
建 一定の 感じ 1: 與 へる ことは 最も 重要で あつて、 此の 點に 於いて 最も 成功して ゐるだ けで も、 法隆寺 五重 
I 塔は 唯一て ある。 更に これが 製作者の 眞摯な 敬虔な 全 信仰を 打ち込んだ 創作で あると して 見る 時、 一 M 
築 一として 冒し 難. い 嚴肅の 念を、 吾々 は 感ぜずに 居られない 〇玆に 至つて 建築の 美術た る 意義 も 亦 現 はれ 
I るので ^ る。 

\  _  , 

一法 隆 寺の 中 門 一 次に 中 門は、 同じく 石 壇上に 立つて、 四 間 三面、 卽ち 正面 四 間の 側面 三 間で 

あ”、 重層、 入母屋 造 その他の 點に 於いて 金堂と 同じい。 下層の 正面 二 間を 入口と し、 左右 一間 宛の 


築®© 代 時鳥 飛 章 四 第 


金剛 枷の 中に 仁王 -V 安置して ある。 そして 
此の 門で 珍しい ことは、 正面が 四 間 あつて 
間の中心バ.-眞中の柱に置きたることは後世 
に 例な く、 普通の 門は すべて 奇數の 正面を 
有する ものて、 三 間と か 五 間と か 七 間と か 
になつ てゐ る。 さぅ して 三 間なら 一 戶卽ち 
三 間の 中 一間 丈け が 入口と な リ戶が ある。 
又 五 間から 三戶 、七 間なら 五戶 とい ふ 風で 
且つ 正面 中央に 必ず 柱がない ものである。 . 
然るに 法隆 寺の 中 門は、 四 間にして 二戶で 
あるから、 正面 中央に 柱が ある。 門の 中央 
に 柱が あると いふのは、 一寸 考 へても 誰れ 
しも 不思議と する ことで あらぅ。 これは 門 
內に 金堂と 五重塔と が 左右に 並んで 立つて 
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ゐ る. ので それに 封して 門 も 二戶 にした と Q 說も あるが、 眞の 理由は 解らない。 尙 ほ、 今 はないけ t 
ども 會 建の 大講堂 も 亦 正面 六 間で、 珍ら しい もので あっ. たとい ふ。 我 國の觉 宇の 正面は 学 三 間と 
か 五 間と か 七 間 九 間、 十一 間と、 奇數 になつ てゐる ものである。 又 此の 門の 侧 面が 三 間と いふの も 
頗る 珍ら しく、 門と 言へ— 通 二 間にな つて— もので ある。 その他 柱に f ノタ シスの ある こと も、 
組 物に 雲形 肘 木を 用 ひて— こと や、 勾 欄に W くづし Q 組 子 S る こと やは、 凡て 金堂と 同じて—。 
又 上層の 柱は^- 層の 柱と 何の 交涉 もな く 構造され てゐる こと も、 金堂と 似て ゐ るので ある。 裝飾も ぉ 
木材は 丹 土を f、 垂木 間、 格 間には 胡 粉、 壁には 漆？ 塗っ て t こと 金堂と 同樣 である。 創建の 
年代 も 金堂 や 五重塔と 同じく、 推 古の 創で—。 兎に角、 門と しては 最古 最 優の もの であって、 その 
格好の ょい こと 無比で—。 尙 ほ、 步廊の 一部、 卽ち中 門の 左右に 接して 起々、 金堂、 五重塔を 5 
て 曲折し、 後部 Q 講 f 達した 曲折す る前專 の f 推 古式の 遺物 であ って、 蕭と I、 東西に 小 
なる 門四ヶ 所あ蟲 には H ン タシ K •が あ々、 組 物には 三 斗を 用 ひ、 軒は 一軒、 天井は 化粧 屋養 とな 
し、 矢 張々 步廊 としては 最も 見るべき 出來榮 えて ある。 
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第五 章 白 鳳 時代の 建築 

I 白 鳳 建築の 特色 一 飛鳥時代の 建築は、 盛は 盛て あつたし、 且つ 無比の 優秀なる ものを 遺して ゐ 
るが、 併し 你ほ 初期の 幼稚 さを 何處 となく 存し 、殊に 朝鮮 建築の 摸倣が 多い とい ふ點に 於いて、 國民 
性の 十分に 出で た獨劍 的の もので もなければ、 醇化し 陶冶し 盡 した 支那 本土の 建築 ほどに 熱した 種々 
の 要素の 飽和した もので なかつ た。 然るに これにつ ぐ 白 鳳 時代、 若く は 寧樂 時代 前期と 呼ばれる 約 八 
十 年間は、 啻に 朝鮮に 依つて 大陸 文明の 影響を 受けた のみならず、 之の 時代は 支那の 南北朝と 直接 交 
通せした め、 支那の 文物の 全盛期て あつた 唐 初の それを 取リ 入れた ので、 更に 一大 飛躍を なした ので 
ある。 けれども、 これを 歴史的に 見る 時は、 次の 天平 時代 こそ 發 達の 最高潮に 達した もので、 白 鳳 時 
代は その 前提と な々 準備と なつた 過渡 時代と も 云 ひ 得る。 —— 而 して 此の 時代の 建築 も、 今日 遺物と 
しては 寺院を 主と する のて あるが、 別に 國家的 背景と して、 平 城の 京の 經營 のこと •かあつた。 蓋し、 
從來 一代 毎に 遷都され て、 奠め られた 帝都と いふ ものは なかつ たのに、 元 明 天皇の 和 銅 元年に、 大和 
の 1 に 永久の 都と すべく、 頗る 規模の 大なる 都市を 造 營され た。 之の 都 城は 支那の 長 安城の 制度を 
改良して 吾國の 風俗 習慣に 適する 樣に 造られた る ものである。 今 も 奈一艮 市の 東 1 里、 田の 中の 一段 高 
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い 芝地に、 大極殿 及び 朝堂院 の趾を 殘して ゐる 。勿論、 それ迄 も、 歴代の 帝都の 造營が あつて、 壯麗 
なる 宮殿 も 造られた ので あれ ど、 平 城の 都の それに 至つ ては、 萬 代 不易の 帝都たら しめんと せられた 
でけ に、 唐の 制を 學んて 可な リ 大規模な、 整頓せ る 美觀の 都市を 造リ宮 殿 も 起された ので ある。 

一 當 代の 宮殿 建築 I 飜つ て當 時に 於け る 宮殿 建築を 見る に、 皇極天 良の 飛鳥の 板蓋宮 は、 その 名 
の 示す 如く 板葺 にして、 旣に 太古の 茅葺 とは 一段の 進步を 見た。 そして 十二 門を 設けられて、 皇居 十 
二 門の 制の 始めを なされ、 且つ 大極殿の 名 も 見えて ゐる 。次に 齊明 天皇の 飛鳥の 岡本宮 は、 瓦葺を 以 
て 新築 せら 矣と傳へ、又 ^# | ^ 5^近江©大響趾からも、今に署發見する。天武天.飛鳥の 
淨御 原宮に 至つては、 大極殿の 外、 朝 堂、 大安 殿、 內 安殿、 外宮 殿、 後宮 等の 名が 見える 位 故、 規模 
も 相當に 大き かつた に 違 ひない。 而 して 此の頃から 一代 每に 遷都され るのを 不便と し、 一定の 帝都を 
定めんものと$れ、次のが紀5<1!11の藤原宮に至つては、此の試みを以て企劃せられ、條坊の區劃を生 
じ、 宮殿 建築 もこれ に相應 した 宏壯な ものを 建てられたら しい。 故に 文武 天皇は 帝都を お遷 しになら 
なかつ た。 然るに、 此の 都. て も尙 ほ駸 々として 進 步發展 しつ、 あつた 我が 帝都と しては 規模が 狹少に 
過ぐるので 7£* |^聖の平城京奠都の事があつたのである。故にこれは、當時發達した唐市制度を摸し 
て 大極殿 その他の 諸 殿、 朱 雀 門 その他の 諸 門、 すべて 立派な 建築で あつた こと だけは 想像せ らホ る。 
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尙ほ 神社 建築、 住宅 建築 も 其に 遺物が 一つ もない から その 有樣は 解らない が、 旣に 神社は 原始時代 
に 於いて 神明 造、 大社 造、 大鳥 造、 住吉 造な どの 形式が 生じて ゐた ので、 それ 等に 依つて 相變ら ず 造 
營され たらう。 た r、 飛鳥時代 以後、 佛敎 建築の 全盛時代で、 しかも 未だ 神佛 ?tt 對峙 的に 相 分れて、 
反目 こそ すれ 相 影響す る 程度には 及ん てゐ なかつ たから、 佛敎的 影響を 蒙む つた 神社 建築 も 勿論 見な 
かつた ので ある。 住宅 建築は、 太古 旣に 宮殿と 神社と が 分離し、 更に 宮殿は 大陸 風を 摸す る樣 にな リ 
貴族の 住宅 も 勿論、 新式の 宮殿 風を 主と したので あらう が、 一方 國粹を 保存 せんとす る 貴族、 並に庶 
民の 住宅と しては、 宮殿 神社 建築の プリ ミチ ーゲな ものから 脫 化して、 尙ほ 原始の 趣を 髪 髴せ しめる 
'ものが あつたら う。 只、 それ 等は、 新しい 大陸 式の 佛寺や 宮殿の、 宏壯 、美麗なる 前には 全くけ 押さ 
れて顏 色な く、 何等 美術的の 觀を 止めな かつた ことで あらう。 

I 當代の 寺院 建築 I 斯 くして 白 鳳 時代の 建築は、 やがて 飛鳥 朝と 同じく、 佛敎築 建の みで あると 
いふ ことになる。 殊に 引き 續いて 盛に 大 寺の 創建、 再建、 移 建 等が 間斷 なく 行 はれ、 文化 元年の 改新 
には、 「半 造の 作れる 寺の 營む 能は ざ る ものは、 朕み な 助 作せ ん」 との 詔 か 出で、 佛寺濫 建の 弊 さへ も 
生じた とされる。 故に ^ • ポデ ^* の 時には 旣に 寺院の 總數が 實に五 百 四十の 多き に 達して ゐたと 云 ふこ 
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四 八 

~ 興 福 寺の 創建 I 併し 遺物は ない けれ 

ども、 順序 上、 常 代の 大寺 にして、 今尙 ほそ 

の 規模を 想像され 得る ものは 興 福 寺で ある。 

法 興 福 寺は 始め 中臣 鎌足が、 f 穌我氏 を 除かん こ 

とを 祈願し で釋迦 像を 造つ たのを 天 13 デぎ の 

隆 八 年に 鎌足の 病 危篤な 時、 その 夫人が 勅許を 

得て 山 科に 寺を 建て その 像を 安置した のが 濫 
寺 

觴を なして ゐる 。故に その 頃は 山 科 寺と いつ 
經 たが" 天武 天皇の 時に 至って 淨御 原宮の 附近 
なる 厩 坂に 移して 厩 坂 寺と 改め、 平城京 奠都 
の 際に、 更に 都の 東 春 日の 地に 移 建し、 こ、 
に 興 福 寺と 改稱 し、 藤 原 氏の 檀那寺と なって 
ゐた 。爾來 藤 原 氏の 隆盛に っけて 榮ぇ 、諸 1: 
相次いで 建設され、 苋大 寺と 並び 稱せ ちれた 
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ので ある。 併し 此の 寺は 屢 ❖火災に 罹つ て 當時の 建物は 1 つもない が、 幸に プラン だけは ft 鳳 創建の 
舊 式を 襲った ものが あるので、 比較的 古風を 帶び 、大體 の 恰好 もょ く、 木 割 も 太く、 雄大な 表現を 何 
處か に殘 して ゐ る。 卽ち東 金堂と 五重塔と が これで、 共に 室町 時代の 再建では あるが、 昔の 有様を 想 
像す る ことが 出來 る。 猶ほ 他に 當 時境內 には 北阊 堂が 藤 原 時代の 遺物で あり、 三重 塔 も 同期 末 か 鎌 倉 
時代の ものと されて ゐ る。 (藤 原 時代 參 照) 

一興 福 寺の 配置 I 先 づ興福 寺の 配置を 見る に、 これ 亦 飛鳥時代の それの 如く、 整然たる 對 比を 
保たれて ゐる 。卽ち 南 大門を 入つ て 中 門が あリ 、中 門から 步廊が 起つ て、 後ろに 廻つ て 中 金堂に 續き 
中 門と 中 金堂との 間は 步 廊に圍 まれた 長方橫 形の 地域を 劃ら れてゐ た。 そして 步廊の 外には 少し 間隔 
を 置いて 東に 東 金堂、 西に 西 金堂から、 そして 中 金堂の 背面には、 それと 中 門と 位の 距離に 大 講堂が あ 
リ 、それと 僅に 離れて 背後に 食堂が あつた。 その 食堂からは、 中 金堂と 中 門と を 結んで 廻る 步廊と 同 
D 位な 巾と 長さと に 步廊が 圍み 、しかも それは 南を 遮らず して、 一而を 全く 開いて 門 形に なつた 譯で 
ある その 步廊の 南端には、 東に 鐘樓 、西に 經樓が あった 譯で ある。 故に 步廊 の圍み 方と 東西に 金堂 あ 
る こと、、 塔がない こと、 の 外は、 飛鳥時代の 四天王 寺と 同じく、 それが 南 大門、 中 門、 塔、 余 堂、 講堂 
と 南面して 一直線 上に ある 如く、 この 興 福 寺は 南 大門、 中 門、 中 金堂、 講堂、 食堂が、 南面して 一直 
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線 上に 立ち、 嚴 正な 配置を 取っ てゐた ので ある。 此の 配置 te 於いて 最も 注意すべき は 五 m 塔の #. 置で 
ある。 卽ち興 福 寺では、 一 郭の 外に 放リ 出された やぅな 形に なつて、 南 大門と 中 門との 東方、 束 金堂 
の 南方に 孤立 させられて ゐる 。これを 四天王 寺に 於いて 中 門の 次に 置き、 法隆 寺に 於いて 金堂と 相對 
せしめ、 又藥師 寺に 於いて 金 - t 中 門 間の 左右に 二 基相對 して 建てた のに 比する と、 全く 變った 設計で 
ある。 旣に 五重塔が 伽藍の 中樞 から 遠 けられた ことを 思は せられる。 今日、 興 福 寺を 訪ふ 人から 見る 
と、 今 五重塔の ある 所は、 右の 次第で 伽藍の 中心點 ょリ 東南に 當 々、中心 點は 今の 中 金堂の ある 所に 
なる。 そして 中 門の 南、 猿澤の 池に 下 j る 所には 今 も 南 大門の 跡を 見る ことが 出來 る。 尤も その外に 
東に 金堂、 細 殿、 浴室 等が あ々、 西には 北方に 北圓 堂、 南方に 南 圓堂及 三重 塔が 今には 見られる が、 
それ 等 凡てが 必ずしも 白 鳳の 昔から 位置した ものでは 勿論ない。 

一藥缻 藥師 寺は、 大和阈 生 駒 郡 都 跡 村に あリ 、(元は 高 市 郡 木 殿に あ， リ しもの な リ) 
所謂 奈良七 大寺の 一で ある。 此の 寺は、 天武 天皇の 白 鳳 九 年に、 皇后の 御病氣 平癒を 祈って 金銀の 藥 
師佛を 造らし めら 札た ので、 •御 病氣御 平癒の 後、 藥師 寺の 建立に 取リ か、 らぅと され％ 所、 エ畢ら ず 
して 天皇は 崩御と なった。 然るにっ いで 皇后が 卽位 せられて 持統天 聖と なち れたの で、 夫 帝の 遺業を 
嗣ぎて その 二 年、 藥師の 開眼 供養を 行 ひ、 文武 天皇の 二 年に 諸 堂の 竣工を 見た ので ある。 その 最初 0 


築 建の 代 時 風 章五笫 


位置は 大和阈 高 市 郡 飛鳥 村 大字 木 殿で、 今も當 時の 礎石が 殘 つて ゐる 。それを 平 城 遷都の 後、 養老 二 年 
に 今の 位置に 移された ので ある。 (現在の 東 塔 も 木 殿に あ々 しものを その 儘 移せし ものな リ) 當時 の藥 
師 寺の 配® も 整然たる 對比 的な もので あつた。 卽ち 先づ南 大門を 入る と 中 門が あ々、 中 門の 內には 左 
右に 東 塔と 西 塔と が 聳えて ゐた 。そして 中央には 金堂が あリ 、その 背後には 大 講堂、 金堂が 中心 線 上 
に 建ち、 これ 等を 園んだ 廻廊は 中 門から 起つ て 東西 塔 金堂を 離れて 繞”大 講堂の 左右に 接して 終る と 
共に、 別に 金觉の 左右を 連接した 步廊が あつたので、 恰かも 「日」 宇 形の 步廊 となつ て ゐた 。そして、 
その 前後 三 線の 中央に 中 門、 金堂、 大 講堂が 位置し、 前方の 空地に JK 西 塔が 並び、 後方の 空地には、 
東に 鐘樓西 に經樓 が 並び 建つ て ゐた 。故に この 配置を 法隆寺 及び 興 福 寺に 比べる と、 藥師 寺のは 兩者 
を 折衷し ゐた樣 になつ てゐ る。 卽ち 金堂が 中心を なすことは 興 福 寺と 同じ* て あるが、 塔を 以て 步廊の 
内に 置く ことは 法隆 寺と 似て ゐ る。 

I 薬師 寺 三重 塔 I 所で、 今日まで 殘 つて ゐる 最初の 儘の 建物は 衷塔た r 一つで ある。 他は 皆 近 
世の 再建で ある。 (金堂は 當 初は 二重 五 間 四面に して 七 寶を 以て 佛壇 を莊嚴 にせし ものなる も 再三の 災 
難に 失 はれ、 現在の ものは 慶長五 年に 出來せ し假 堂な リ) 前に も 一寸 述べた 如く、 此の 塔の 建築 年代 
についても 異說が ある。 た r 有力な 證據 として、 舍人 親王 作の 「擦 銘」 なる ものが ある。 その 中に、 

五一 


五 二 

「維 淸原宮 叙 宇、 天皇 卽位八 年 庚 辰 之歲建 云々」 と あって、 淸原 天皇は 確に 天武 5<ゲ て あるが、 別に 
「扶桑 略記」 に、 「天平 二 年 三月 二十 九 R、 蒐塔 成る」 との 記事が 見えて。 これに 基いて 擦銘の 庚 辰を 
六十 一年 操リ 下げる 說が ある。 又 塔の 全部を 飛鳥時代に 建てた ものを、 その 儘 移 建した とい ふ說 と、 
飛鳥時代に 單なる 三重 塔で あつたのを、 移 建す る 際に 裳 階を 附した とする 說と あつて、 關野 博士の 如 
きは、 寸尺や 法隆 寺の 裳 階の 年代の 例から して、 後說を 立て、 居られる。 —— 兎に角 此の 三重 塔は 石 
壇の 上に 立って、 方 三 間、 三重の 建築て あれ ど、 各層に 裳 層を 持つ てゐ るので、 初 重の 裳 1# は 方 五 間 
の 平面と なつて 居 夕、そして立面は六重となつて、寧ろ六甫の塔としての一種の趣を發揮してゐる。 
斯かる 塔を 三重 塔 有 裳 層と 稱 す。 從 って 法 -pt 寺の 金堂 や 塔 やの 裳 階は、 それの ある ことが 別段の 怠 味 
を 加へ ない のに 反して、 この 塔の 裳 階は 建築 的の 意味が あ 夕 、若し 裳 層が なかつ たなら ば、 層と M と 
の 馬鹿に 間の 延びた 不 釣合な ものに なつて ゐた ことを 思は しめる。 殊に 普通の 塔なら ば、 各層が 漸次 
遞 減して、 屋根の 凡てが 方錐形に 積まれて ゐ るのに、 此の 塔に 限つ て 大小 交互に 出入し、 一見 甚だ 奇 
なる が 如くに して、 實は 然らざ る 一種の 格好を 備へ てゐ る。 そして その 比例が まことに ぅまく 取れて 
音樂 ならば リズムと いつた 變 化の 諧調を 保ち、 日本 建築には 珍ら しい 複雜の 調和を 感じさせられる。 
斯 くの 如きは 他に 殆ど 類のない ものである。 
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一同 塔の 特色 I 柱は 法隆 寺の それほどで もない が、 少しく H ンタシ スを 有し、 組 物は 法隆寺 
の 建築ょ リも發 達して 三 手先と なつて ゐるが それは 次 項に 讓 つて、 他の 特色と して 軒 も 一 f wl になつ て 
ゐる 。卽ち 二® に §1 木が 並べて ある。 そして 地 al 木は 圆 く、 飛檐噩 木は や、 長方形の 切斷 Iffl を 持つ て 
ゐ る。 而 していり を 有して 居る。 斯んな 風に 二重の 11 木を 變へた のは、 この 塔 以後、 藤 原 時代まで 見 
る ことが 出 來 る。 / 1 根は 本％ 葺 で、 勾 欄は 全部で なく、 二重 三重の 裳諧に のみ 附い てゐ るが、 それ も 
普通の 勾 櫚に なつて、 法隆寺 五重塔の 如き S くづ しの 組 子な どは 用 ひて ない。 內 部は 折 上 組 入 天井で 
支 輪は 直線で ある。 それと 共に、 法隆 寺の 五重塔には なかつた 小 天井が 出來 てゐ る。 (尾 捶 と地捶 との 
間を 丸 桁ょり 張る 天井を 稱して 小 天井と 云 ふ) 裝飾 としては、 外部を 大體丹 土で 塗々、 窓は 綠靑箧 り 
とし 金具を 附し 、內 部は 支 輪 及 支 輪 間に 寶相 花の 彩色 模様が 施して ある。 更に 此の 塔の 九輪は 獨特の 
ものである。 普通なら ば 受華 が圆い のを、 此の 塔では 方形に なつて、 寶珠に 蓮 座が ある。 それに 水煙 
も齊 通の 唐草とは 異^ N、 天人を 巧に 裝飾 化した。 甚だ 趣の ある もので、 エ藝 美術品 中の 一 傑作と なつ 
てゐ る。 ( -T f^ SI gf」) —— 以上で 此の 塔の 話は 終る が、 兎に角 法隆 寺の 五重塔が 規格 正しい 飛鳥時代の 
傑作で あるに 對 し、 三重 塔と して、 殊に その 特殊なる 格好に 於いて 白 鳳 時代を 背負つ て 立つ に 足る 俊 
秀なる 出來と 云は ねばならぬ。 
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五 四 

I 當麻 寺の 東西^! 次には 白 鳳 時代の 遺物と される 當麻 寺の 東西 塔が ある。 當麻 寺は、 同 寺の 緣 
起に 依る と 推 古 天皇の 二十 年に、 聖德 太子の 子 麻呂子 王が、 河內國 交野 郡 山內に 建てた もので、 當時 
は 萬 法 藏院禪 林 寺と 稱した のを、 天武 天皇の 白 鳳 十 年に、 大和 國北葛 城 郡 當麻寺 大字 下田 一一 上 山麓に 
(元 役 行 寺 修行の 地な リ してと 云 ふ。) 移し 來 り. しもの、 卽ち 現在の 場所に 移し、 金堂、 講堂、 東西 
塔、 鐘 櫻、 (此處 には 白 鳳 年間の 立派な 鐘 あ々) 三面 增坊 等を 建て、 その 十四 年に 移し 終つ たと 傳へら 
れてゐ るが、 併し 現存す る 堂塔の 一 番古い ものた る 東西 塔で さへ、 推 古 時代の 建立で も" その 構造 や 
手法は、 藥師寺 東 塔ょ々 も進步 して、 しかも 東西 塔に 於いて 多少の 差違が あリ 、東 塔の 方が 古い， 11 子 
を 持つ てゐ るので. •藥師 寺の 東 塔を 白 鳳 年間の ものと すると、 此の 東 塔は、 それょ リ約 三十 牮後れ 
た 和 銅 頃の ものであると され" 西 塔は 更に 天平 五 年の 建築で ある。 —— 此の 兩塔は 共に 石 壇の 上に 
建ち、 方 三 間で ある。 但し 東 塔の 一一 重 三重は 方 二 間にな つて ゐる 。この 上層に 於いて 柱 間を 減ずる こ 
とは 飛鳥時代の 特色で あつて 奈頁 時代には 例の なきと で & る。 法隆 寺の 項で 語つ たが、 藥師 •寺の 塔 'に 
もまだ三重を二間にする式が殘つてゐる。而して弘仁時代以後は、必ず三間な £> 三間で通してゐる。 
故に 東 塔は 飛鳥時代 以來の 構造 的 遺風を 兄る。 曼陀羅 堂と 云 ふは 之の 東 塔に して 中 將姬の 極樂曼 陀羅 
を 安置す、 又 西 塔は 弘仁以 後の 樣式の fK 兀驅 をな す ものと 云は ねぱ ならぬ。 東西 塔 共に、 柱に も 幾分 か 
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H ンク シ スが あリ 、組 物は 三 手先、 軒は 二 軒、 屋根は 本茏葺 で、 始ど 藥師寺 の 東 塔と 同じき ものな が 
ら 一層 進步 したる 手法を 現は して ゐ る。 只 此の 東 塔の 進步 して ゐる點 は、 組 物が 角と 平との 連絡を 生 
じた こと、、 小 天井の 外 支 輪の 生じた こと、 である。 そして 相 輪は 兩方 共に 輪に なつて 異例を 開いて 
ゐる 。內部 は 折 上 組 入 天井で あつたが、 兩塔 共に 內 外の 破損が 甚 しく、 近來大 修補を 加へ て、 勾 棚を 
附け たリ など、 稍舊 時と 面目を 異にした。 美術的の 價値か ちす ると、 兩塔 共に 軒の ,, ['. 多く、 三重 塔と 
しては 落 著き もあリ 、雄大の 點も あつて、 先づ 勝れた 方で あらぅ、 殊に 當 代の 遺物は 少ぃの だから、 
一層 珍重せられ る。 現存の 塔は 實に 、此の 塔から 弘仁 時代に 一足飛びで、 大切な 天平 期の 遺物は 一つ 
も殘 つて ゐない 。 

I 海 龍王 寺と 極 樂院の 小 塔 I 此の 時代の 遺物は 上の 三 個に 過ぎない けれども、 別に 參考 品と して 貴重 
な ものが 三つ ある。 卽ち海 龍王 寺 西 金堂に ある 五重 小 塔と、 極 樂院の 五重 小 塔と、 及び 橘 夫人 厨子 
が これで ある。 海 龍王 寺 五重 小 塔は、 同 寺の 西 金堂に 安置され て、 高さは 露盤の 下 迄 十 尺 三寸 あ 9 九 
輪は 失 はれて なく 近世に 作つ て附 けられし ものである。 二重の 臺 上に 作られ、 臺は 鎌倉時代の 物と 思は 
れるが 、小 塔は 構造 も樣式 も藥師 寺 東 塔と 同様で あつて、 白 鳳 時代の 作と せねば ならぬ。 柱には 膨あ 
リ 、組 物、 軒、 31 木 等は 皆 それと 似た ものである。 果して 何の 爲め に斯ん な ものを 造つ たの かは 不明 
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である。 樣 式ょ々 見れば 奈一艮 時代 初期の もの なれ ども 傳には 興 正 菩薩 (實名 叙 尊) 作と 云へ ど それょ リ 
古き ものである。 尙ほ海 龍王 寺は 大和 國添上 郡 佐 保 村 大字 法 華 寺の 東北に 在つて、 角院 とも 又 脇 寺と 
も稱し、天平三年纪|^1茴の御造立にか、るものである。極樂院五重小塔の方は、現に奈頁博物館に 
藏せ られる もので、 高さ 十八 尺、 つま リ 前者の 二倍 ある。 梪築院 とい ふのは 奈頁 市中 院 町に 在つて、 
もと 元 興 寺の 一院で 、その 現在の 本堂は 鎌倉時代の 建造で あるが、 此の 小 塔は 嘗て 元 興 寺に 塔を 建て 
るに 當リ 、雛 形と して 造つ たもので あると 傳 へられて ゐ る。 元 興 寺の 塔は 安政 年間まで 存在した が、 
燒 失して 了つた。 此の 小 塔の 構造 樣 式を 見る と、 組 物な ど當麻 寺の 東 塔に 似て、 元 興 寺 再建の 白 鳳 末 
期に 相當 して ゐ る。 ^' 、 夫人 厨子に ついては 法隆 寺の 條に 述べた かち、 今 又 繰々 返さない。 
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第 六 章 天平 時代の 建築 

u< 平 建築の 槪觀 1 7£# l^ iL# の 和 銅 三年に 平 城に 奠都され てょ リ 、桓武 天皇の 平安 遷都に 至る ま 
で 七 代 七十 餘年は 我が 國に 於け る佛敎 美術最 盛の 時期であつて、 所謂 天平 期、 若しくは 奈良時代 本 期 
と 呼ばれる 頃で ある。 蓋し、 當時 は佛敎 に 依る 政敎 一致の 世に して、 殊に 聖武 天皇の 如き、 自ら 三 寶 
の 奴と 稱せら れ、 ^• RJl0 a* ^* と共に、 全國に _分寺 を 建て、 總國分 寺と して、 來大 寺を 營み 、空前絶後 
の 大佛を 鑄 造し、 而して 束大 寺を ば 金 光明 四天王 護 國之寺 と 云つ た 程に 宗敎的 政治を 高調せられ た。 

つ ひで 柬大 寺に 對し て西大 寺を 起し、 或は 當 時の 最大 勢力 氏族た リ藤原 氏は 興 福 寺を 建てるな ど、 
阈 を擧げ て 佛敎の 崇拜に 專ら であつた 。爲め に佛敎 美術は 燦然と して 光彩を 放ち、 殊に 寺院 建築の 盛 
大 にして 發達せ る こと 前古 無比で あつた" これが 爲めに 財政の 瘦 弊を 見、 僧侶の 擅 權を來 し、 つ ひに 
平安に is 都して 政 制を 一新す るの 必要を 生 D たが、 しかも 藝 術の 黄金 nt 代と して、 文學上 の 萬 葉 集と 
建築 上の 諸 寺院と、 並に 彫刻 上の 諸怫 像とは、 我が 最も 大なる 誇リ とすべき もので あつた。 實に 飛鳥 
時代は 佛敎 建築の 輸入 期に して、 白 鳳 時代は 準備 期で あリ 、而 して これを 完成した のが 天平 時代で あ 
ると 稱 しても ょいので ある。 
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五八 

13 田 代の 宮殿 WW1 當 代の 宮殿 建築は、 前代の 大規模なる 平城京 奠都の 後を 承け、 次の 平安京の 
新 定までは 寧ろ 沈靜の 時代で あるが、 しかも 聖武 天皇の 恭仁 及び 紫香樂 奠都の ことがあっ たので、 多 
少の 進步を 見た であらぅ と 思 はれる •か、 兎に角 現存す る 所の 遺物 一 もな く、 配置を 支那の 制に 傚つ て 
左右 均齊 を取リ 、極めて 嚴 格な ものにして、 E つ 建物は 長方形を 有し、 階段を 四方に 設けた もので、 
著しく 寺院 建築の 影響を 受けた もので あったら しい。 中には 唐招提 寺の 講堂の 如き、 正面を 參拜 所の 
如く 開放した もの も あったら ぅ、 蓋し 同 講堂は 和 銅 時代に 成れる 平 城大內 裏の 朝 集 堂を 移して、 此の 
時代に 大 修繕を 加へ たもので ある。 併し 神社 建築に 於いては、 前期とは 甚 しく 異なつ てゐ る。 それは 
寺院 建築が 神社 建築に 感化を 與へた ことで ある。 初め 元 明 天皇の 白 鳳 時代に 八幡 菩薩の 出現が あリ、 

っ n て 僧 t 订 $• 、 僧 a# b、 僧玄昉 等に 依って 本地箠 跡を 說かれ てょ々、 神佛は 混淆して 崇拜 せられ、 寺 
院 の境內 には 鎭守を 置き、 神社には まだ 神宮 寺 等を 置く ことにな った。 彼の 大佛の 如き も 大日 如來に 
築 j して 同時に 天照大神の 本體 であると された。 されば 寶龜二 年、 藤 原 百 川が 勅を 奉じて 制定した 「造 
一廟 儀式」 には、 當 時の 大中小 社と もに 千木： 5 ?緖 木を 上げた 神明 造に して、 屋蓥の 輪廓には 吃 だ 曲線 形 
をなしたものは見なかったけれども、神護景雲二年に春日神社が創設されるや、こ\に所評纪日造の 
起源を 見る ので ある。 春 日 造は 住吉 造に 向拜 をっ けた 形式で、 明かに 佛敎 建築の 影饗が ある。 殊に 神 


社を 丹 塗に した 如き、 春 日 神社を 嚆矢 とし 
佛敎の 影響 VJ 知る ものである。 (g ss g 'tfe 

聖 ㈤ 灭空 の 御 {十に、 五位 以 K 及び 庶民の 資力 ある もの〆 
は 瓦を 以て 屋を藓 #、 丹垔を 塗らし めら れてゐ た C  j 

秋 而して 別に 神明 造に 向 拜を つけた 如き 「流 
わ 造」 の樣式 も、 亦當 代の 末葉から 始ま々* 
德 河內 の ^ 水分 ^ I 社に その 例を 見る ので あ 
寺 る。 現在の 社殿は 建武 年間の 建築に 屬 し、 
三 社 相 並びて 立つて ゐ る。 素ょ リ旣に 多分 
本 の佛式 手法を 加味して ゐるけ れども 天平 末 
堂 期の 俤を傳 へる ものである。 併し 春 日 造 も 
流れ 造 も、 次の 弘仁 期に 至つて 多く 行 はれ 
たから、 詳しくは その 項に 讓 つて 置く。 若 
しそれ 住宅 建築に 至つては、 今日 一の 遺物 
を も 傅へ ないから、 貴族が 盛に 宏壯 な邱宅 
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六 0 


を造營 したと いふ 外、 記述す る ことが 出来ない。 

一 當代創 建の 寺^! 兎に角に、 當代 は佛敎 建築の 全盛時代で ある 。た r、 遺慽 ながら 當時の 第一 
流の 建築物は 皆 亡び、 僅に 第二 流 以下の 物に 依って 推察し 得る に過ぎない。 今 遺物を 主として 當時に 
創建 又は 再建され た 主なる 佛敎 建築を 示せば 左の 如くで ある。 


聖武 天皇 神龜 元年 
同  二 年 
同  四 年 
同  天平 二 年 
同  年 
同  五 年 
同  六 年 
同  十一 年 
同  十九 年 (起工) 
同  年 


大安 寺 

興 福 寺 東 金堂 
長 谷 寺 

興 福 寺 五重塔 
海 龍王 寺 西 金堂 (現存) 
金 鐘 寺 (法 華 堂) 

興 福 寺 西 金堂 
I 寺東院 (II 現-) 
m 大寺 (轉害 門 現存) 

新 藥師寺 (本堂 現存) 
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淳仁 天皇 天平 寶字 三年  唐 招提寺 ハ 金堂、 講堂 現存) 

稱德 天皇 天平 神 護 元年  西大寺 
光仁 天皇 寶龜 十一 年  秋 篠寺 
その他 年代は 不明で あるが. 

東大寺； It : 倉院 、校倉 二 個、 榮山寺 八 角 堂、 法隆寺 西 院食觉 、東大 門、 鐘樓 
等が 當 代の 建造と されて ゐ る。 

PiT 大 建造 一 此の 時代の 建築物を 代表して ゐる ものは 實に 東大寺で ある。 今は 僅に 轉害門 
正 倉院 等の 附屬的 建物を 保存され るに 過ぎない けれども、 その 規模の 擴大 と、 建築の 美觀 とは、 今に 
我等の 心を そゝる ものである。 初め 聖武 天皇は、 天平 十三 年に 國分二 寺 創設の 勅を 發せ ちれ、 同年 行 
某に 舍利 一粒を 授けて 伊勢に 詣 で、 皇太 神 ^ に獻ぜ しめられ、 七日 持 念して 上 3 H を i*r げ 、又 同 非 右 僕 
射 橘 公に 勅して 伊勢に 詣 らしめ、 その 復命の 夜、 天皇 夢に 大神 から、 「日輪は =疋 れ毘盧 遮那佛 也。 帝此 
の 意を 得て 啓： 興せょ」 との 御告げ が あつたと 傳 へられる。 卽ち 大佛鑄 造の 儀は 此の 年ょ々 起つ た。 同 
じ 十五 年 七月、 紫 香 樂宮に 行幸 あつて、 十月 詔して 大佛鑄 造の 大购を 餞せられ、 翌 十六 年 十一月、 始 
めで 甲賀 寺に 大佛の 骨 柱を 建て、 帝 親ら その 繩を扣 引きに なつた。 然るに 故 あつて これを 中止し、 十 
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八 年に 改めて 奈頁に 鑄 造を 始め、 天平 勝寶 元年 鑄 造を 終リ 、同 四 年 四月 九日 開眼 供養の 事が あった。 
天皇 皇后 百官を 率ゐて 開眼 供養を 行 はれた ので ある。 而 して 大佛殿 は、 大佛鑄 造に 著 手した 翌年 卽ち 
天平 十九 年に 起工し， 四 年を 費して 天平 勝寶 三年、 大體の 構造を 終 3、 猶內 外の 裝 飾に 十數 年を 赀し 
たので ある。 又 中 門、 四面の 步廊 等は 天平 勝寶九 年に 竣工し、 大 講堂、 東西 塔、 金堂、 戒壇 院 、三 而僧 
坊 其の 他 大鐘樓 等 大小の 建築 相っ いで 建てられた。 之 等の 建築物の 中 現在 殘れる ものは 正倉院 、三月 
堂、 轉害 門、 その他 校倉 二っ、 質に 當 時の 東大寺の 境域は 殆ど 一里 四方に 亘リ 、春 日 山、 若草 山、 飯 
盛 山の 如き も その 一部に 入って ゐ た。 聖武 天皇が、 國 家の 富 勢を 傾けて 創始せられ たる 南都 七 大寺隨 
一の 寺院た る 面目 堂々 として ゐたの である。 

I 東大寺の 平面 配置 I 當 時、 東大寺 諸 堂の 配置は、 先づ南 大門が あリ 、これを 入る と 左右に 東西 塔 
が あった。 塔は 何れも 七重に して 三十 二 丈 あって、 各々 步廊を 廻らし、 東塔院 、西 塔 院と稱 したので 
ある。 南中 門が 婊リ 、中 門から 步廊が 起 及、 左右 正 後 面に 門 あ 及 東 中 門、 西 中 門、 北 中 門、 と 云ひ大 
佛殿 にも この 步廊が 連る。 而して 金堂 卽ち 大佛 殿は、 その 步廊の 中 炎に 在つ て、 その 左右から 又步廊 
が 出て 左右の 步廊に 接して ゐる 。卽ち 「日」 形を なすこと、 藥師 寺の それに 似て ゐる 。また 大佛 殿の 後 
方は 一旦 步廊を 出てから 大 講堂が あリ 、その 北東 西に 三面 僧坊が ある。 卽ち南 大門、 中 門、 大佛殿 、 
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大 講堂が  一 F^f 線 上に 立ち、 步廊 は大佛 殿の みを 廻 リ 、別に 離れて その 前に 柬西 塔が あるので ある。 而 
して 此の 南大 E： (現在の この 門は 鎌倉時代) 中 門、 大佛 殿の 位 ft は、 現存の 通リで 、猶 ほ宽 に大 鐘樓、 
法 華 党が あり、 ] II 北に 食 党、 W に . TE 倉院 、戒壇 院が あリ 、西の 境には 北に 佐保路 門、 (轉窖 門) 南に 西 
大 n が あリ 、その 間に 中 御所が あつた。 轉害 門とは 之は 碾趙屋 の 門前に あ リ しょ リ碾禮 門と 名 づけら 
れ 鎌倉時代ょ リ轉害 門と なる。 

I 東大寺 ? I 側 殷— の— 規模— I 大怫殿 の 規模は、 创建當 時と 現今と 次の 如き 違 ひが ある。 

現今 

八 百 七十 一 坪 八 七 
二重 九 間 七 面 
來 西 長 百 八十 八 尺 
南北 長 百 六十 六尺 
高 百 五十六 尺 
天井 最高 西 尺 
石 壇 高 七 尺餘 

六 三 


當 初 

建物の 坪數千 三！ n 十五 坪 ニー 
二重 十一 間 七而四 柱 
東西 長 二百 九十 尺 
南北 長 百 七十 尺 
高 百 五十六 尺 
天井 最高 百 二十 尺 
石 壇 高. V 尺 


六 四 

同 東 ® 長 三百 二十 二 尺  同 東西 長 二 百 二十 三尺 
同 南北 長 二百 〇 六尺  同 南北 長 二百 〇二尺 
此の 大佛 殿は、 建 1 § 二十 九 年 S、 治 承 四 年 十二月 二十 八日、 平蕃篇 ね、 のち 十五 年 
建久六年紀觀大檀那となミ僧露の勸進で再興さわた。然る6に三百セ士一年を經て、永祿ナ 
年 十月 十 口、 fe# ** 7K' ^ ^* の 兵燹に 罹リ烏 有に 歸 し、 露佛百 三十 四 年の 後、 公慶 上人の 勸進 にょ リて 元祿 
十四 年 起工 後 七 年、 寶永五 年 落成して、 現に 所謂 大佛樣 式 (天竺 樣) をな して ゐる 。而 して 同所に 在っ 
た 東西 塔は、 高さ 二百 三十 餘尺 ぁって、 現存の 最高 塔た る 東 寺の 五重塔 (百 八十 尺) に 比して f'a ほ T 十 

餘尺 高かった。 

1東大寺建築 101 ^1 大講璧 、東西 塔は 共に 今 亡び、 南 大門は 鎌倉時代 再建の 蠢 って ゐ I、 天 
平時 代 創建 St 唯一 S 物 § 害 門で t。 もと 佐保路 門と 稱 して、 石 壇上 S っ 三 間 二 面 一尺 
卽ち 入口 ーヶ所 Q— 切 薫に して、 八 脚 門と 稱す (八 脚 門と— る 1 外に 八 脚 ぁる 
を稱 す) を 有し、 木 割 太く、 其 Q 風姿 最も 雄大 Q 繁 t" 鎌倉時代に 修繕せ 乾て、. 組 物は 最初は 三 
斗 組な リしを 之 S 出 組— 4 た。 手 f 鎌 倉 風に 改 f れた繁 少なくな く、 管 輪く は 鎌倉 
時代の 再 f 誤 f れ て— が、 屋根の 勾配の 緩く して 二重 垂木と I、 柱は 十二 本® 丸 柱ょ 蟲リ、 
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中央 入口の 左右に 羽目板が あつて、 殊に 侧 
面から 見た 恰度は 非常にょ い 比例を 持つ た 
虹 梁 や 蟇股 や 懸 魚の 配置な どの 配置 も 頗る 
巧に 出來て 、一 小 門に 過ぎない が、 しかも 
天平 勝寶の 頃の 型式を 保つて、 貴重な 遺物 
である。 (因に 此の 蟇股は、 二つ の橫 木の間 
につける もので、 上は 半 形を 備 へ、 T' は廣 
がつ て 股に なつて ゐる 。これを 本 蟇股と い 
ひ 藤 原 時代 以後に 用 ひられ、 奈良時代には 
板 蟇股と 稱 して、 下が 廣が つても 股に なら 
ず 全部 板に なつて ゐ た。 轉害 門の 形式 卽ち 
それで ある。) その他 來大寺 には、 法 華 堂 (三 
月 堂) の 前、 及び 勸學院 の 前に 校倉が 殘つ 
てゐ る。 何れも 天平 勝寶 頃の 建築て、 東 
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六 六 

大寺經 營の諸 建築の 中に 屬す るの もで あ £> ぅ 
とさ ^ る。 校倉は 一名 叉 倉 又は 甲 倉と 云ひ材 
木を 組合せて 造つた もので、 原始的の 建築で 
ある。 その 我が 國で去 QE 案され たもの か 否かは 
東 不明で あるが*  (この 校倉は 奈良時代ょり 初は 
大 リ藤 原、 鎌 倉と 績て 後世に 至り 次に 變 化して 
寺 日光の 神 庫の 樣な 式に なりぬ。) 法 華 堂 前のは 
法 十六 本の 太く 短き 圓柱 上に、 三角形の 斷 面を 
華 なす 木を 橫に 重ねて 四 壁と し、 瓦 葺 屋根に て、 
堂 一箇所の 人口を 有する。 勸學院 前の 物、 正 倉 
院及び 唐招提 寺に 在る もの、 現に 東京 帝室 博 
物 館 構內に 移されて ゐる もの 等、 その 式を 皆 
一にして* Q る。 た r 、 正 倉院は 二つの 校倉を 
連ねた もので、 始め 隻 倉と 呼び" その後 天平 
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ひ 末期に 兩 者の 間に 一倉を 建て 三 倉と 稱 した。 これは 始め 東大寺の 寺寶を 納める 爲め 建てられ、 m* st* 
天皇の 御物に して、 崩御 後 東大寺に 寄附され 維新の 頃宮內 省に 納めた j たもの が、 現に 數千點 納めら 
れて ある。 

I 東大寺 三 月 UI B 尙ほ 東大寺の 法 華 堂に ついて 語らねば ならぬ。 これは 普通 三月 党と いひ、 大 
佛殿の 東、 山に 據 つて 建てられて ある。 聖武 天皇の 天平 五 年、 勅願に 依り 僧 良辨の ために 聖武 天皇が 
創建した ものにして、 東大寺 大佛 殿に 先つ こと 十六 年で ある。 もと 羅索院 、或は 金 光明寺、 又 金 鐘 寺 
ともい ひ、 本尊は 不空 羅索觀 音で ある。 天平 十三 年 諸國に 國分寺 を 置く 事と なつた 時、 金 鐘 寺を 以て 
大和の 國分 寺と された が、 同 十九 年 總國分 寺と して、 東大寺を 創建 さわ、 その 境 內に 入つた ので、 そ 
の 一院 となつ て 法 華 堂と 稱せ られ る。 三月 堂と いふのは、 三月に 祭が 行 はれる からで ある。 此の 建築 
は、 始め 五 間 四面* 單層四 柱の 構造であつた が、 ( 5S -CJC 左} Jf ss is ll 5 5.I K « stf °lc ) 鎌倉時代に 
なつて その 前方に 二 間 五 面、 單層の 禮 堂を 附 加した ので、 屋根は 後の 奮き ものは 寄 楝 造の 吹 降に し兩 
者を 聯 結して 一種 特別な 形を 爲 し、 禮 堂の 一 方は 入母屋 造な リ 。堂は 塊 上に 立ち、 桁 行 十 間 餘 、梁 行 
十四 間 餘あリ て、 圍リの 廻廊は 後世に 附け しもの な々。 柱には 多少の ユ ンタシ スが あ々、 軒は 二 軒で 地 
棰も飛 檐棰も 長方形の 角で ある。 之れ は 奈良時代の 特色の 地棰 が圓な るに 反 3 てゐ る。 組 物は 出 組に 
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六 八 

して、 屋根は 本芄葺 、外觀 頗る 强固の 感を與 へて ゐる 。大小の 虹 梁と もに 反 ぅを 有し、 大虹 梁の 上に 
は 板 蟇股を 附け てゐ る。 全 體の木 割 雄大に して、 力 ある 表現を なし、 內部は 土間で、 中央に 大きな 

一 

一八 角 二重の 佛壇 あリ各 重に 勾 欄あリ 之の 時代の 特徴を 良く 表は せし 遺物 (勾 欄) の 一つで ある、 天井は 
I 內陣 "折 上 組 入 天井に して 支 輪は 直線で あ”" 外陣は 化粧 屋根裏と なつて ゐる 。內 外に 塗る に 丹を 以 
\ てし、 彩色は 別に 用 ひて ない。 た e 天蓋の みには、 彩色を 施して ある。 禮 堂の 附 加され た爲 めに、 い 

! たく 原形を 損じて ゐる けれども、 勾配 緩く、 形は シム メ トリ*- を 破つて 一種の 趣を なし、 本％ 葺の美 
をょ く發 揮して ゐ る。 加 ふるに 細部 も 亦 手法 雄大に して、 見るべき ものが ある。 しかも 組合せられ た 
禮堂の 方は 鎌倉時代の 特色を 現は し、 一 _ 建築に して 兩 時代の 特色を 併せ 見る ことが 出來 るので ある。 
この 建築は 當期 最古の 物で あるの みならず、 天平 盛時の 最も 優れた 彫刻が 十數體 安置せられ るので 有 
名で ある。 I 東大寺には、 その他 南 大門が、 一度 大風に 倒れた のを、 正 治 元年 l に 改修され 
現に 大佛樣 式を 保存して ゐる 。門と しては 他に 例の ない 大きな もので、 且つ 七 手先の 組 物を 用 ひたと 
ころに 特色が ある。 鐘 穗も亦 その 頃の 創建で、 一種 特別な 手法を 有し、 他に 類例な く、 東大寺 鐘樓樣 
の 名が ある。 大佛 殿、 中 門、 廻廊 等は 皆元祿 年間の 新 建で ある。 

,1 西大 寺の 半^ 西大 寺には、 今 何物を も 遺して ゐない が、 東大寺と 並んで 天平 時代の 伽藍を 
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代表した ものであるから 略說 して 置く。 寺は 奈 良の 西郊 外、 生 駒 郡 伏 見 村 字西大 寺に あリ 、もと 七 大 
寺の 一にして、 高 野 寺と も稱 し、 眞言 律宗の 本山で ある。 天平 神 護 元年、 孝 謙 天皇の 勅願を 以て 創建 
せられた。 開基は 常騰 僧都に して、 天平 勝寶 元年よ リエ 事を 始めた ので ある。 もと 境域は 南北 四 町、 
東西 八 町に 亘リ 、二 +- 萬 石の 寺領を 得て ゐたが 、承知 十三 年 炎上して、 のち 衰癡 し嘉禎 年間、 叡尊興 
正 菩薩が 再興した もので、 現今は 境 內八千 五 百 坪、 寶曆二 年 造 立の 金堂、 弘安 三年 創立の 愛染 堂 等が 
あれ ど、 見る に 足る もので/はない。 舊 記、 「西 大寺流 記 資財 帳」 によれば、 金堂 院 、十一 面堂院 、西 
南角院 、東南 角院 、四 王院 、小 塔院 、馬屋 房、 政所 院 、正 倉院 等が あク 、一 院每に 種々 の 建築が 附屬 
して ゐた ものである。 中に も 最も 宏壯 であつ たのは 金堂 院 で、 藥師 金堂と 彌勒 金堂と よリ 成”、 前者 
は單 層、 後者は 東 層の 建築で、 これに 附屬 して 步廊 、中 門'- 東西 塔が あつた。 藥師 金堂の 如き 長さ 百 
五十 九 尺、 廣さ 五十 三尺、 內 外の 装飾 頗る 華美を 極め、 奈良時代の 後期を 代表すべき 莊嚴な もので あ 
つたが、 創立 以來數 度の 火災に 罹々、 今は 全く 遺つて ゐない 。た r 東 塔の 礎石と •四天王の 鬼 形 か 三 
體殘 つて ゐるだ げで ある。 

I 唐招提 寺の 金堂 I 天平 時代の 建築中、 最も 宏壯な 遺物と 稱 してよ いものは 唐招提 等の 金堂で あ 
る。 此の 寺は 大和 國生駒 郡 都 跡 村に ある 律宗の 本山に して" 現 境 內一萬 一千 四百 二十 一 坪、 天平 寶字 
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三年、 聖武孝 謙 二 帝の 勅願に ょリ 、唐 僧鑑眞 和 J1* の 創建した ものである。 地域は もと 天 ^ • 天皇の 皇子 
新田 部 親王の 邸 址 であつた。 金堂は 高い 壇上に 立ち、 七 間 四面、 單層四 柱 瓦 葺に して、 桁 行 十五 間、 

| 梁 行 / V 間 ある。 七 間 は、 此の 時代の 金堂と しては 大きい 方では ない が、 前後左右の 比例は 丁度ょ 

j  '  . 

; い 工合で、 七 間 四面で ゐる から 侧面の 柱は 五本 並んで ゐるが 、その 前面の 一本 通リ には 扉 も 壁 もな く 
| 開け放しと なつて ゐる 。卽ち 正面から 見る と、 前に 一列 柱が 並んで ゐ るので ある。 此の 前面 一間 通り 
を 開け放つ ことは 天平 時代の 特色で、 建築 美の 上から 極めて 面白い 思 ひつきで、 ギリシャ 彫刻な どを 
思は せる ものである。 又 屋根の 四 柱、 卽ち 寄せ 棟 造リで ある こと も 天平 時代の 最も 美く しい 構造の 一 
\ つで ある。 飛鳥時代には 入母屋 造を 主と し、 四 柱には 重きを 置かなかつた が、 この 金堂で も、 大佛殿 
\  e も 四 柱に なつて ゐる 。それに、 大棟 の兩 端に輯 尾を あげて あるの も、 當 時の 物と しては 此の 金堂の 
一 西の 物 だけで ある。 屋根は、 元祿 年間に 修繕して、 勾配を 急に したとの 說も あるが、 猶 、格好を 崩さ 
| ず、 殊に 侧面 からは 申 分の ない 形を 見せて ゐ る。 總體の 木 割は 太い けれども、 その 比例が 甚だょ くし 
て、 雄大なる 趣を 缺かず 、特に 全部 露出した 太い 柱が 正面に 並んで ゐるや ぅなのは、 一 層の 强みと 威 
'餞と を 示す ものである。 細部に ついては、 柱に 多少の H ンタ ンスが あ 夕 、組 物は 三 手先の 完成した 形 
を 示し、 板暮 股を 附し 、軒は 二 軒、 地 垂木は 丸を 用 ひ、 飛檐 垂木は 角で ある。 內陣は 三 間 二 層に して、 
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ii: 


その 天井は 組 入 折 上天 井と な々、 外陣は 組 入 天 
井の 格 間、 支 輪 間、 虹 梁、 柱 等には 彩色で 寶相 
花を 描いて ゐるが 、今は 殆ど 剝 落して ゐる 。又 
內 部の 柱 や 支 輪 間には 條像晝 も 描かれたら しく 
扉の 外面に も 丸形の 唐 花が、 ほのかに その 痕を 
止め 本尊 背後の 壁面には 三千 佛が畫 かれて あつ 
た。 要するに 此の 金堂は 本邦 未曾有の 建築 藝術 
發達 期で あつた 奈良朝 中の 唯一の 優秀 莊麗 なる 
もので、 飛鳥 朝法隆 寺の 金堂、 藤 原 時代 鳳凰 堂 
と共に、 天下の 三 建築と 稱して ょいので ある。 

一 唐 招提寺 M^TI 次に 同 寺の 講堂は、 「扶 
桑 略記」 その他の 記事に 依れば、 和 銅 年間に 建 
てられた 寧樂 都の 朝 集 殿を 移した もので、 天平 
寶字四 年から 六 年に 亘 つて、 內裡 修繕の 際、 唐 
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招提 寺に 施 入され たもので ある。 その 施 入 移 建の 際に も、 改まつた 所が 多から ぅし 又 鎌倉時代に 入つ 
てから も、 大 修繕を 加 へられた ので、 外部は 鎌倉時代の 手法に 致されて ゐる 。殊に 柱を 切リ 去つ た 形 
跡 や、 內彈の 折 上 組 入 天井を 張リ 直した と 乙ろ や ある。 建物は 低き 石 壇上に 置かれて、 九 間 四面の 冤 
葺 入母屋 造の 單層二 軒で、 組 物は 三 斗と なつて ゐるが 、これは 鎌 倉 期の 修補で、 もとは 大 斗と 肘 木と 
のみで あつた* 左右の 兩端の 二 間は 窓と な”、 中 五 間は 扉と な 及、 兩 側面は 正面 寄々 の 一間が 各 扉と 
なリ 、他は 悉く 壁と なつて ゐる 。柱は 丸 柱で ある。 內 部は 上 床で、 內陣 中央の 壇上には 本尊を 安置 さ 
れて ある。 移轉 前は 化粧 屋根裏で あつた こと 明かで ある。 兎に角 此の 建築は、 奈良時代の 宮殿 建築を 
偲ぶべき 唯一の 遺物に して、 且つ 無上の 好 模範た るに 足る ので あるが、 惜しい ことには、 餘リに 後世 
の 修繕が 多過ぎる ので ある。 

I 新藥師 寺の 本堂 I 新藥師 寺は 奈良市 高 畠 町に あつて、 香藥 寺と も 云 ひ、 華嚴宗 に屬 して ゐ る。 
S 寺の 創立に つぃては 異說が ！、或は零露©后氣幫が、眼病平癒を藥師に祈願せられて、 
髮5<ぎ 創立され たものと もぃ ひ、 或は爵 iksmQ 眼病 2めに、蘇^^建立せれたとも傳 
へる。 何れにせょ、 皇后が、 天平 十九 年に !!• «• $• に 託して 建立され たので、 東大寺の 別院と して 存續 
した。 そして 現存の 本堂は、 その 時 東大寺 造 立の 餘材で 建てられた ものと 言 ひ、 孝 謙 天皇の 時には 更 
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に 七 堂 伽監を 
建て 加へ、 前 
論 新の 佛殿 、卽ち 
藥 今の 本堂を 奥 
の院 とせられ 
たが， 寶龜十 
4 ' m --- 一年 正月、 雷 
本 火の 爲めに 堂 
塔が 燒け て、 
奥の院 だけ 殘 
つたと 傳 へる 
現に 同 寺の 前 
に、 金堂、 講 
堂 等の 名が 殘 
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つて ゐ る。 3 て* 本堂は 七 間 五 面の 單層 入母屋 造の 建築で、 石 壇の 上に 建つて ゐ る。 組 物は 大斗时 木 

の簡單 な もので、 軒は 二 軒、 屋根は 本 芄葺 である。 屋根の 勾配は 最もょ く、 又 化粧 屋根裏を 見せた 構 
造の 巧みな、 且つ 頗る 大膽な ものである。 殊に 當時の 他の 遺物の 如くに 屋根を 改造して ない ので、 
昔の 儘に 見る ことが 出來 る。 且つ 內部の 異例なる は、 圓 形の 土 壇で あつて、 その上に 當期の 最も 優れ 
た 彫刻を 十數體 安置して ある。 また 金堂を 七 間 五 面に したのは、 四面の 常例を 破つ たもので ある。 要 
する に、 規模は 小に して 簡單 ながら、 雄 健な 手法を 備 へ、 全體の 格好 もょ く、 當 代の 代表作と する 忆 
足る ので ある。 

I 法隆 寺東院 I 法隆 寺の 西院 と、 その 主なる 堂塔と について は、 飛鳥 朝の 大 傑作と して その 
項に 語つた が、 次に 天平 時代の 建築と して、 東院の 諸 建築に 及ばねば ならぬ。 法隆 寺東院 は、 西院か 
ら稍 離れて 東方に 群 在し、 天平 十 一 年 行 信 僧都が、 聖德 太子の 班 鳩の 宮の 跡へ 一 廓の 伽藍を 建てた も 
のに 某く こと、 前に 述べた 所で ある。 3 て その 配置は、 南に 南 大門が あリ 、それを 入る と、 禮堂が あ 
る。 禮堂の 左右からは 步廊が 起つ て、 背後は 舍利殿 と繪 殿と に 終つて 左右 相 接して ゐる 。そして 禮堂 
の 奥、 步廊の 中央に 夢 殿が あリ 、舍利 殿、 繪殿の 背後に 僧 法 堂が 横長く 建ち、 その 左に 鐘樓と 經藏と 
が、 僅かの 距離を 置いて 建つ。 その 配置は 整然たる シム メ トリ ー をな す ものである。 その 中で、 夢 殿 
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と傳 簾と が單 時代 Q 物で、 鐾 、舍利 殿、 釐は 鎌倉時代、 南 大門は 足利時代 S 築で ある 0 
I 法隆 寺の 夢 先、、 つ 最も 有名な 夢 殿から 述べん に、 これは 東院の 金堂と もい ふべき 八 角圓堂 
である。 斑鳩 宮の當 時、 影 ±# デ が一 一一 味に 入られる A 角 堂が こ、 に 在つ たので、 其の 跡へ 同じ A 角 
圓堂を 建てた も Q で こ 4 で、 八 角 二重 S 上に 立ち 二 著には 勾 欄を 廻らして ある。 單層八 角の 平面 
を 有し、 5 柱 Q 斷面も 亦 八 角に して、 屋根 も 1 以て 八方 暴 下ろし、 中央 頂上 S 珠露管 載せ 
てゐ る。 柱には 多少 エンタシスが あリ 、中央 內陣の 柱は 丸 柱で、 佛 壇は 二 條ょ及 成つ てゐ る。 組 物は 
出 組に して 簡單 f 斗を 用 ひ、 軒は 二 軒、 雄大 1 木 割と して—。 鎌倉時代に 大修繪 を 加へ たので 
外部の 組 物な どに 式を 變 D たと ころも あれ ど、 八角形の 建築物 中、 その 最も 形の 美しく 整つ たもので 
ある。 

厂法隆 寺の 傳 法^:! 傳法 堂は 夢 殿の 後方— つて、 七 間 四面、 單 層、 切蠢の 建物で、 これ も 組 
物には 大斗 及び 时 木を 用 ひた 至つ て 簡單な ものである。 內 部は 化粧 屋根裏を 見せ、 床を 板 張と して あ 
リ 、且つ 三つの 天蓋が ある。 寺の 舊 記に 依れば、 この 天蓋は 行 信 僧都が 中宮 寺から 移した ものとの こ 
とな 卜 ど、 それは 詳で ない。 彩色は 極彩色に して、 當期 中の 優秀な ものである 。この 堂は もと 藤原不 
a: s 妻の & ^* A» &? て 後、 «* m0 ff# #* が 乞 ひて その 邸宅を 兹に 移し、 講堂に 用 ひたの だと？ 記錄が 

七 七 


築 


建 


本 


日 編 一 第 


セ 八 

ある。 そして その 構造 樣式は 白 鳳 時代の #- 
色を 持つ て ゐる から、 和 銅 養老の 頃、 新 都 
に 造られた ものを、 後に 移した のか も 知れ 
ない。 何れにしても、 大した ものでは ない 
けれど、 當 時の 貴族の 住宅 建築の 趣を 存 し、 
貴重な 材料と すべきで ある。 

西 院の四 建築 一 尙 ほ法隆 寺 西院の 
東大 門、 食堂、 經樓 、綱 封藏の 四 建築 も、 
天平 時代 初期、 又は 白 鳳 時代の ものである 
らしい ことは、 その 樣 式と 構造と に 依つ て 
動かす 可から ざる ものであるが、 明證 はな 
い。 東大 門は 八 脚 門で、 轉害門 の 小規模な 
る もの ゝ 食堂は 七 間四卸 、單層 切妻の 建築 
で、 鎌倉時代に 大 修繕を 加へ、 柱な ど 全然 鎌 
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根 風の 物が ある。 甲の 柱は 天平 又は 白 鳳で、 乙の 柱は 鎌 倉で あると いふ 風な、 頗る 奇抜な 對照は 妙な 
ものである。 經樓は 三 間 二 間、 重層、 切妻 造、 三 斗 組、 手法 雄 健に して 見るべき 建築で ある。 綱封藏 
は 後世に 餘程 手を 入れた ものである。 

一榮 山寺の 八 sg 榮 山寺は 大和 國宇智 郡 宇智村 大字 子 鳥と いふ、 五條 町を 北に 去る こと 數 町、 
吉野 川に 臨んだ 寺で ある。 此の 寺は 役 小 角の 開始で、 天平 二十 年の 頃 藤 原不比 等の 子武智 磨が 建立し 
たもので ある。 後世 漸次に 頹廢 して、 現今では 金堂、 八 角 堂、 求 聞 持 堂 等を 見る に過ぎない。 その 中 
八 角 堂は、 武智 磨の 子 仲 麿が、 先老 先妣の 爲めに 建てた とい ふ 古文書が あリ 、構造 樣式か ら 見ても、 天 
平時 代の 建築なる ことは 確で ある。 一時は 荒廢 して 茅葺 となつ てゐ たが、 近年 修繕して 瓦 葺 となされ 
た‘ 八 角の 石 壇上に 立ち、 組 物は 三 斗で、 簡單 では あるが 木 割の 雄大なる こと、 內部 化粧 屋根裏 等 構 
造の 大膽 なること 等、 當時の 特色を 見る に 足る ので ある。 而 して 外部の 柱は 斷面八 角に して、 內部は 
更に 四 本の 柱が ある。 故に 夢 殿とは 構造 上の 趣を 異にして ゐる 。內 部の 柱、 柱 上の 貫 等には 天人、 寶 
相 花、 雲 等の 畫を 描いて あつたが、 剝 落して 僅に 痕跡を 存す るの みで ある。 八 角柱の 菩薩、 格天井の 
寶相華 等 も同樣 である。 そして 天井の 代々 になる やぅな、 大まな 天蓋が 下つ てゐ る。 夢 殿と 共に 天平 
時代の 八 角圓堂 なれ ど、 夢 殿には 劣る 樣で ある。 


八 0 

f 海 龍王 寺 西 金堂 I 海 龍王 寺は、 前章 

にも 一寸 述べた 如く、 大和 國添上 郡 佐 保 村 

大字 法 華 寺に 在る 律宗の 寺に して、 奈良布 

榮 の 西方 一里 弱の 所で ある。 もと 藤 原 不比等 

の 邸宅の 跡を、 光明 皇后の 御 造 立に て 伽藍 

山 とした もので、 天平 二 年の 建立に か、 ると 

寺 いふ 西 金堂が 現存す る。 鎌倉時代に 大 修繕 

を 加へ た痕が ない が、 それでも 天平 期の 特 

八 色を 失は な Vi 。 三 間 二 面、 單層 、切妻 造の 

小 建築 なれ ど、 化粧 屋根裏な どに 參考 とな 
角 

る 部分が ある。 今一つ、 當時の 遣 物に 數 へら 
堂 れる極 樂院の 禪堂が ある。 乙れ は奈良 市中 
院 町に 在つて、 當 期の 建築では あるけれ ど 
も、 現今 保存の 大部分は 鎌 倉 期の 改築で あ 


る。 故に 建立 當時 Is に向拜 及び 天井 S 存 して ゐる に過1 い。 此 Q 期 f 臨んで、 墳墓の 
制で 1 が、 こ 41 佛 Sis6、 火葬 SQ 行は 窆爲 めに、 si? く 縮小せられ、 
玆に說 く 可き 程の 好例は ない ので ある。 
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八 四 

殘 し、 その 內 外は ^ となつ てゐ た。 南端 中央の 羅 城門を 入れば、 卽ち來 雀 大路で、 その 幅 二十 八 丈、 

一 一條 大路 甘 十七 丈、 京 極 M 十 丈、 その他の 大路 八 丈、 小路 四 丈と なつて、 當 時としては その 規模の 雄 
大 、その 役備の 整然、 その 計 劃の 間然す ると ころな き、 實に 今日 やかましい 都市 制度 や 都市 建築の na 
題は 此の 時 立派に 實行せ られ て、 京都の 市街は、 都市 的 美觀を 有して ゐた ので ある。 

「平安 皇 概略 I 更に 皇居は、 東西 八丁、 南北 十 丁、 南面 中央に 朱 雀 門、 その 左右に ^ 舍 、東 
に 美 福 門、 西に 皇 門、 その他 周圍 にす ベて 十二の 大門を 開いた。 朱 雀 門を 入る と、 朝集院 、卽ち 八 省 
院が あ^ S、 その 西に 豐樂院 が あ リ 、而 して 八 省院の 東北に 內裏が ある。 その 周 圍を包 園して 諸 官衙が 
建てられ、 實に 今日ょ 9 見る も 至” 盡 せる 觀を呈 して ゐた 。その 皇宮 中 最も 壯麗を 極めた のは 八 省 
院 にして、® 武”纪 は國 家の 正朝た るを 以て 極めて 貴重なる 故、 壯麗に 建造すべく 特に 勅令を 下され 
たので ある。 その 正殿は 大極殿に して、 これを 後に 控へて 八 省院が 別に 圍まれ た 步廊の 中に 建ち 並ん 
だ。 南 大門を 應天 門と いひ、 應天 門は 朱 雀 門を 入つ て 眞 此の所に 建ち、 五戶三 戶の樓 門であつた。 
その 門の 左右から 步廊が 起 3、 や、 離れて 左右に 棲鳳樓 、翔 骨樓が あつた。 應天 門を 入る と、 廣場が 
あつて、 左右に 東西の 朝 集 S: が 建ち、 これは 百官の 控所 であつ た。 それから 中央の 北に 會昌 門が あリ 
これを A ると 廣い 庭にな^ N、 十二の 堂舍が 建ち 並び、 中央は 殊に 廣 くして、 南 庭と して ある。 それ か 
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ら 北は 一段 高く (六尺)、 左右に 龍 尾 道を 附し 、その 間は 勾 欄で 限つて ある。 左右の 龍 尾 道を 上れば 中 
央に大 極 殿が 建つ てゐ る。 龍 尾 道を 上つ てから 步廊 は狹 くな リ曲 折し、 その 角に 蒼 龍、 白 虎の 二樓が 
一 ある。 猶ほ 大極殿の 左右に も 步廊が つ r き、 後方には 小 安殿が あリ 、その後 方に 離れて 昭慶 門が あつ 
\ て 朝 堂院の 北端と なつて ゐ た。 而して 棲 凰翔鸞 、蒼 龍、 白 虎の 四樓は 皆 奇抜な 平面 立 面 又は 屋 形を 有 
〈した。 大極殿は 十一 間 四面、 單層四 注の大 建築で、 床 高く 中央に 玉座 あ夕 、屋上に 鵠 尾を 上げ、 組 物 
I は 三 手先、 軒は 二 軒、 屋根は 化粧 屋根裏、 裝飾は 垂木、 尾 垂木の 端に 鑛金の 金具を 附 し、 堊 壁、 丹楹 
I 靑 機、 朱 欄、 瓦は 碧 料 冤を 用 ひたので ある。 次に 豐樂院 は 朝廷の 宴會 場で、 又射禮 等の 儀式を も 行つ 
た。 四方に 築墻 を M らし、 南に 豐樂 門が あリ 、それを 入れば 更に 儀鸞 門が あリ 、此の 門から 步廊が 起 
左右の 東两廊 に 接して ゐる 。東西 廊は各 三つの 建物を 連ねて 南北に 延び、 東に 柄 m 樓 、西に 霽景 
:樓 にょつて 曲折し、 中央の 本殿に 終つ て ゐた 。而 して 本殿の 後方には 束に 東 華 堂、 西に 西 華 堂が あつ 
| た。 

j  平安 內裡の 建築 I 內禪は 築墻 にょつて 一 廓を なし、 中に 中和院 とて 神を 祀る 殿を 圍み 、築墻 の 
中には 更に 步廊 (複 廊) を M らし、 それに 四 門を 閗 いた。 南の 承 明 門を 入れば 正面に 紫 震 殿が 南面して 
建ち、 內裡の 正殿と なつて ゐる 。次に 仁 1 W 殿が あリ 、その後ろ の 承 香 殿と 廊を以 て 連 續 し、 又、 仁壽 
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殿ょ. ジは樓 を 以て 左右の 各 殿に 通ず る やぅに なつて ゐ た。 卽ち 東側には 緩綺 殿、 溫明殿 (內侍 所、 賢 
所)、 梵陽殿 (納 殿)、 春 興 殿が あ j、 西側には 淸涼 殿、 後 涼 殿、 校 書 殿、 安福 殿 等が あつた。 而 して 承 
香 殿の 後には 當寧 殿と て 皇后の 御 常 座を 中心として、 貞觀 殿、 弘徽 殿、 登 華 殿、 麗贵 殿、 宜耀殿 等が 
廊を 以て 相 連夕續 いて ゐる 。この 一廊の 東に 昭陽殿 (梨 壷)、 叔景舍 (桐 壺) 、西に 飛香舍 (藤 壷)、 凝 花 
舍 (梅 壺)、 襲芳舍 (雷鳴 壺) 等が あつた。 それ 等の 中、 紫 震 殿は 九 間 四面、 單層 入母屋 造の 建物で、 床 高 
く、 正面に 階段を 附し 、四方に 廂が あリ .、身 舍の 中央に 玉座を 作つて、 玉座 後方には 賢聖 障子を 建て 
てあつた。 天井は 化粧 屋根裏、 屋根は 檜皮葺 で、 大極殿とは 餘程 趣を 異にして ゐる 。淸凉 殿 も 常の 御 
殿の こと 故 又 趣が 變リ 、中央 身 舍を晝 御座と し* 隣に 夜 御座が あ リ 、續扒 て 皇妃 上 直 所と して 藤壺、 
萩の 戶 、弘徽 殿上の 御 局の 三 室が あ々、 外に 朝餉 間、 臺磐所 その他の 室が ある。 その他 內裡の 建物は 
すべて 一個 宛 建てられ、 渡 廊を以 て 連絡す る やぅに なつて、 それ 等は 支那 M であるが、 平面は 日本風 
で、 床を 張リ 、檜 皮葺 にして あつた。 卽ち 我が 平安 宮は 、唐の 長 安の 宮城 及び 大明宮 を 摸倣した もの 
で 杖 あるが、 日本風に 改めた 所 も 頗る 多かつた。 而し てこの 建築樣 式が 漸次 進步 して 貴族の 住宅に 一 
大 感化を 與 へ、 終に 寢殿 造. リに發 達した ので あるが、 それは 藤 原 期に 入つ てからで あるから、 その 章 
忆讓 る。 
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| 春 _ 日 lit! 皇子 造 ^ 神社 建築は 旣に 奈良時代の 末期に 於 v> て佛敎 建築の 影響を 受け" 春 日 造と 流 
造との 二 新式を 生じた ので あるが、 何れも その 頃の 遺物は ない。 弘仁 時代から 藤 原 時代に かけても、 
此の 種 S 築が 數 多く 出 來た らしい が、 今日 その 模 る ものは、 何 t 江戶 時代 S 建で あ 
る。 しかし その 樣式 手法の 上に、 弘仁 乃至 藤 原 時代の 俤を存 して ゐる もの も 少なくな い。 それと 共に 
弘仁 期の 末から、 藤 原 時代の 初めに かけて、 佛 式の 加味 益 セ 著しくな 及、 八幡 造 及び 日吉造 (又は 聖 

帝 造) が 出來た が、 それは 次の 章に 讓 る。 - さて、 春 日 造 (一名 皇子 造) は、 方 一間 社で 住吉 造の 一 

進 步した ものと 見るべく、 切妻の 妻の 方に 向拜 (卽ち 階隱 し' 一 i 風) をつ け、 住吉 造の 屋根は 直線で あ 
つたのを、 春 日 造では ^ 4 生じ、 千木 も 亦 直線 t 曲線に 變 じ、 簡單 t 組 物 卽ち船 肘 木を 用 ひ、 
正面に 濡緣が あつて、 曲線 ある 高欄を 附 け、 また 寶珠 をも附 して ある。 外部は 丹塗リ とし、 また 彩色 
を 施すな ど、 餘程 趣を 異にした。 その 代表た る 春 日 神社は 奈良 市に ありて、 各 祭神を 別にす る 四 間 社 
で、 和 銅 二 年 S* •原* 不 •比 ^ • の 草創に して、 神 護 景雲 二 年 十一月に 至つ て 四 社の エ竣リ 常時 藤 原 四 所 明 神 
と 稱した 。併し 社殿は 德川 時代の 再建で あるが、 樣式は 上述の 如く、 柱は 大面 取々 の 角柱と し、 階段 
を 正面に 設け、 廻廊 Q 高欄 及 ひ 階段 S 高欄には 寶球 をつ けて—。 本殿 S 柱を 用 ひ、 長方形 斷面 
0 霞 1 軒、 向拜繼 i 面 取 4ある。 又 っ鑽 P 本殿ょ々 向拜に 架けた のは 神社 建築に— ひ 
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A. A. 

た 始めで、 勝 男 木、 懸 魚を 用 ひ、 棰鼻 I 萵 欄、 寶珠 、千木 等に 金具を 施して ある。 

| 流 造と 加 茂 社 i 流 造は 神明 造の 進步 した ものと 見る ことが 出來 る。 卽ち 神明 造の 正面 妻を 延 
長して 向拜 とした もので、 片流れの 屋根と な々、 侧 面から 見る とその 曲線が 頗る 氣持 よく 出來て ゐ る。 
これは 佛敎 建築の 影響と 共に、 日本 趣味の 發現と 見るべく、 當代の 優美な 趣味を 最もよ く 示して ゐ る。 
現に 造營せ られつ、 ある 明治神宮の 本社 殿 もこの 流 造に よつ て 建てられる。 屋根に 返々 が あつて、 千 
木 勝 男 木の ない ことは 大きい 特色で、 且つ 春 日 造の 如く 丹 塗と し、 船 肘 木の 組 物が 用 ひて ある。 京都 
府 愛宕 郡 下 鴨 村 賀茂御 組 神社 本殿は、 三 間 二 面の もので、 その 好例と されて ゐ る。 

當 代の 佛寺 建築 | 弘仁 時代の 佛敎 建築は、 引き 續いて 建築の 中心を なし、 しかも 天台、 眞言の 
二宗渤 興に つれて、 その 宗派の 建築が 盛に 起つ た。 その 主なる ものを 擧げれ ば" 

延曆寺 
東 寺 
鞍馬 寺 
金剛 峯寺 

室 生 寺 (金堂、 五重塔 現存) 


桓武 天皇 延曆 十三 年 
同  十五 年 
同  年 
嵯峨 天皇 弘仁七 年 
淳和 天皇 天 長 元年 (？ ) 
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同  四 年 ハ〕  觀心寺 
仁 明 天皇 嘉祥 三年  安祥 寺 
同  年  中尊 寺 
文德 天皇 齊衡 三年  檀林寺 
淸和 天皇 貞觀七 年  無 動 寺 
同  十六 年  貞觀寺 
同  十八 年  大覺寺 
同  末年  醍醐 寺 
陽 成 天皇 元慶 元年  元慶寺 
光孝 天皇 仁 和 四 年  仁 和 寺 


斯ん なに 多數 であつ たが、 その 中で 現存す る 
ものは 室 生 寺の 金堂と 塔との みで、 他は 悉く 亡 
び、 後の 再建が 存す るの みで ある。 併し、 當時 
の 代表的 伽藍と して、 延曆 寺と 金剛 峯寺 とから 
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し、 その 床は 板 張で あるが、 内陣は 石 敷で 床板な く、 外陣ょ 及は 一段 低くな つて ゐ る。 內外陣 の 境は 
內に 格子、 外に 板 唐 戶を以 て嚴 重に 區 別して ある。 故に 外陣 から 內陣を 窺 ふ 事は 出 事ない。 しかも 本 
尊は 內陣 中央の 壇上に、 厨子 內に 秘めて あるから、 滅多に 見る ことは 出來 ない。 これ も 前代とは 異な 
る 所で ある。 雄大な 建築では あるが、 細部には 德川 時代 初期の 繪樣 彫刻が ある。 その他、 當代 建築物 
の 參考 として 見る 可き ものは 餘リ ないから、 こ、 には 略す る。 

I 金剛 峯の平 面 一 次に 金剛 峯寺は 、紀 伊國 伊都 郡 河南の 山中に あ々、 宇 堂の 所在地が， 高山の 平 
地な ので、 高 野と 名 づけた。 嵯峨 天皇の 弘仁七 年、 勅許を 得て 弘法 大師が 草創した 眞言 宗の大 伽藍に 
して、 その 金堂は 八 年に 起工し、 十 年に 落成した“ それから 講堂を 建て、 大師 入寂の 後、 眞然が その 
計 劃の 全部を 完成した 〇猶 、その後 愛费里 、(键 i?) 大會堂 ( SI ) 東 塔 (g a 孔雀 堂 ( si ) 等が 附加さ 
れ /= 。本堂の位置は山麓ょリ四里餘を登つた深山に在つて、比叙山の配置に比すれば自由自在で、且 
つ 金堂の 位置が 廣い けれども、 全體に 亙つて 最切 からの 設計な く、 たで、 土地の 都合と 必要と に應じ 
て 建てられた から、 矢 張 リシ ムメ トリ ー とはなら ず、 金堂と 大塔の 位置の 如き、 前後で も 左右で もな 
く ^ に 離れて ゐる 。況ん や 他の 諸 建築は 雑然と して ゐるが 、それでも 幽邃なる 景地は 、樹木と 相 待つ 
て、 深山の 別趣を 有して ゐ る。 併し 當 初の 建築は 一つ もな く、 金剛 三昧 院 、多寶 堂一茈 及び 不動 堂が 鎌 


尸 
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倉 時代の 再建で、 最も 古い。 現在の 根本 中 
党は 江戶 時代の 末期、 萬延 元年の 再建で あ 
るが、 プランは 大體舊 に 依つ たらしい。 方 
七 間の 建物で、 正面 二 間、 左右 後一 間づ、 
を外陣 とし、 その 內部五 間 四面を 內陣 とし 
內外陣 の 間には 格子 戶 (後方 三 間は 壁) を 建 
て、 ある。 本尊は 後方の 壁の 前に 佛 壇を 置 
き、 その上の 厨子 內に 安置され る。 猶ほ佛 
壇の 前に 護摩 壇を 設け、 その 左右に 板壁を 
作リ 、それに 右， 金剛 界 ，左、 胎藏 の曼荼 
羅を 描いて ある。 本尊が 容易に 見られない 
のは 延曆 寺と 同 D である。 床は 全部 板張リ 
で、 延曆 寺よ リも 日本化して ゐ る。 —— そ 
れから 、眞言 宗の 伽藍では、 金堂の 外に 必 
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ず 大 塔を 建て、 又は これを 三重 五重の塔に する こと も あるが、 多くは 多寶 塔で ある。 金剛 峯寺に 現在 
する 西 塔 も多寶 塔で、 東 塔 も同樣 であつ た。 多寶 塔は 二重で、 下層は 方形の プランを 有し、 上層は 圓 
形で、 屋根は 寶 形造と なつて ゐる 。大 塔は 多寶 塔を 大きく した 樣な もので、 その 方 三 間なる を 方 五 間 
とする。 金剛 峯寺 の大 塔は 高さ 十六 丈 あつたと いふの が 今 礎石を 存す るの みで ある。 附近の 招來 なる 
大 傳法院 に、 室町 時代に 再建した、 この 大 塔を 摸した ものが 一基 ある。 

I 室 生 寺の 建築 一 併し 以 と の 二つは、 た r 天台 眞の代 表 寺院と して、 プラン その他を 說い たの 
で、 僅に 遺存 する 實物 は、 室 生 寺の 金堂と 五重塔との 外には ない。 室 生 寺は 大和 阈 宇陀 郡 室 生 村と て、 
初瀨の 東方 三 里餘の 奧 、四方 山に 圍まれ 、溪 流に 臨んだ 林 中に ある 眞言 宗の 寺で ある。 此の 寺は 白 鳳 
九 年に 役 小 角の 開基と 傳へら れ 、その後 寶龜年 問、 興 福 寺の 賢憬 僧都が 伽藍を 建て、 その 衰へ たのを 
天 長 元年 弘法 大師が 再興し、 堂塔を 建てた とい ひ、 その 五重塔は、 僧 空 海が 1 夜に 造つ たものと 稱せ 
ちれる。 しかし 別に 文 獻の徵 す 可き ものは なく、 五重塔、 金堂 共に、 その 樣式 手法は 弘仁 時代で あれ： 
ど、 五重塔の 方が 稍 古い 樣 である。 その 堂塔の 配置は 自由にして、 まづ 彌勒農 f 齡瓣代 ) が あ 及、 その 
傍を 少しく 登る と金 堂が あリ 、金堂の 後方、 段を 登る と 灌頂堂 1 間} が ある。 それから 更に 段を 上 
ると 五重塔が あリ 、猶八 町 山を 登る と 奥の院で、 開山 堂 (嘯 1 } が ある。 
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PM 生 I と mSI 室 生 # の 五重塔は 小高き 石 壇の 卜 •に 建てられ、 初 階は 方 A 尺の 八 分の 平面 
形で、 塔 身の 高さは 僅に 三十 八 尺の 九分、 相 輪は 十五 尺の 四 分、 合計 五十 三尺 一寸 三分で ある。 こんな 
l /h さい 五重塔は 他に 見ない 所て、 塔 身 だけ 言へ ば、 普通の 二階建 位の ものである。 一夜 造 夕と言 はれ 
j る 程に、 誠に 可愛らしい 塔で ある。 各層は 方 三 間、 二 軒で、 地 棰は 斷面圓 形、 飛簷 棰は斷 面長 方形で 
i ある。 檜 皮葺家 根、 組 物は 唐招提 寺金觉 の 調子に 似た 三 手先 組 物で 肘 木 長く、 二 層 以上は 各 高欄を 繞 
i らし、 下 f tt 廻リ緣 なく、 直に 低き 石 壇上に 建つ てゐ る。 柱は 胴脹 みに て、 割合に 太く、 また 大斗は 
丈 低く、 卷斗は 比較的 高い。 そして 高欄は 後世の 修補で あらう される。 全體 ょ々 言へ ば 組 物が 割合に 
| 萵い 傾きが あるが、 柱の 丈を 短く し、 家 根を 勾配の 緩い 檜皮葺 とした 爲め に輕 快の 感を與 へ、 且つ 軒 
i の 出を 多くした から 釣合 もょ く、 あま リ不 安全では ない。 一般に 奈良時代と 略 ぼ 同じ 構造 手法では あ 
I るが、 何となく 奈良時代の 强固 堅實の 觀を缺 き、 却つて 輕快な 性質に 新しみ が 見える。 此の 塔で 最も 
| 奇 なのは 相 輪 (九輪) V、 これは 鐵 骨に 銀を 張'  寶繹が 下つ で— が、 水煙が つけて ない。 その 代 及 
に寶 蓋と 寶瓶 とがつ いて ゐる 。これは 空 海が 支那から 持つ て來た であらう との 說が あるが、 九輪の 形 

式に 南方 支那の 風が あるから、 或は さう かも 知れない。 - •金堂の 方は、 一 兀來五 間 四面、 軍 層の 建物 

であつ たが 寬 文、 元祿 S、 前に 一間 通りの 建增 しを なし。 現在の 有様と なつて ゐ る。 屋根 も 前に 
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及 勾 欄を M らした ので、 もとの 部分に も 板を 張つ て 仕舞つ た。 プランは 奈良時代と 同樣 で、 組 物に も 
大 斗、 时 木を 用 ひ、 柱 間の 繫虹梁 等 も 矢張り 前期に 酷似す るが、 斗は 比較的 高く、 肘 木が 低く して、 
輕快の 趣を 增して ゐる 。柱に 胴 脹み なく、 天井は 組 入 天井 なれ ど、 これは 江戶 時代の 改造で 舊式は 知 
られ ない。 內部 は內外 陣を區 別し、 內 陣に佛 壇を 設け、 その後ろ を 板壁と して これに 帝釋天 曼荼羅が 
描いて ある。 此の 建築は 後世の 改築 多く、 當初の ことは 分らぬ が、 弘仁 中期の 特色を 有し、 二三 流 所 
なれ ども 他に 遺物の ない 當期の 物と して 代表され てゐ る。 
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第 八 章 藤 原 時代の 建築 

i 藤 原 期 建築の 特色 I 藤 原 時代とは & の昌泰 元年ょ リ 、後鳥羽 天皇の 建久 三年、 源 賴朝が 鎌 
倉に 幕府を 開いた 當 初までの、 約 三百 年間で ある。 當 時の 時代 的 特色と しては、 支那が 漸く 亂れ て、 
つ ひに 唐が 亡びて 宋が 起つ た 頃て あるから、 旣に當 期の 初めに 遣唐使 も廢せ られ 、又 取々 入れる 程の 
文物 もなかつ たので、 支那からの 影響を 受ける ことは なかつ た。 隨 つて 平安 初期 (弘仁 期) ま， てに 我 邦 
に 傳 はつた 藝術は 、純 日本化せられ て、 和文の 物語 起リ 、和歌 起リ 、倭繪 が發 達し、 而 して 建築に も 
亦 藤 原 式の 優美 艷雅な ものが 出來 た。 これを 助けた のは、 當 代の 貴族的 生活で あつた。 恰かも 大亂の 
なかつ たのと、 王朝の 勢力が 普及し、 藤 原 氏 一門の 全盛時代で、 貴族的 趣味が 京都の 內外に 漲つて ゐ 
たのと で、 建築を 盛に し、 又寢殿 造の 如き ものが 出來 た。 若し それ 佛敎 建築に 至つ ては、 依然として 
最も 盛に 行 はれ、 天皇 各將爭 つて 佛門 に歸 依し、 或は 伽藍を 創設し、 或は 己の 邱 宅を 捨て、 寺院と し 
たが、 最初は 天台 眞言の 宗派で あつた もの、 漸く 變 じて 他力 淨土 門の 宗敎 とな リ 、阿 彌陀 堂、 極 樂院、 
往生 院と 云つ たもの が 多く 建つ やぅに なつた。 而して 神社 建築は 益々 神佛 混淆の 風を 帶び 、甚 しきは 
佛寺か 神社 か區 別し 難き もの さへ 出來 た。 それ も 平氏が 勃興した 頃に 入つ ては 漸く 優美 華麗の 弊に 墮 
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したので ある。 

代の 宮殿 建築 I 宵 殿 建築は、 桓武 天皇の 奠都の 頃に 新築され 71 ものが 次第に 燒 失して 行つ 
一た。 弘仁 期に 於いて 旣に 大極殿は、 新築 後 八十 二 年 目の 貞觀 十八 年に 燒 けたが、 之は 四 年を 經て 再建 
竣工した。 而 して 內 裏の 炎上は、 新築 後 百 三十 六 年 目なる 天 德四年 (村 上 天皇) を 始めと して、 源平 時 
代に 至る まで 前後 十數囘 の 火災に 罹- リ、 殊に 甚しか つたのは、 寬弘二 年から 五 年餘の 間に 三 間 も 炎上 
し內侍 所の 神鏡 さへ も燒 けた。 爲めに 經费の 關係や 、不用の 建物を 多く 建築す るの 無意義なる 爲めや 
から、 次第に 縮少せ ちれて、 官 殿 建築には、 當 初の 壯 觀を呈 する ことは 出來 なかつ たが、 それでもょ 
く 古式を 守つ たので、 比較的 舊態は 損ぜ なかつ た。 

\  日吉 造と 日吉 神社 一 次に 神社 建築は 益た 佛 式を 加味し 來リ 、殊に 神社には 必ず 鳥居、 玉垣の あつ 
j たもの が、 樓門 廻廊と なリ 、內 外の 設備 裝飾 も、 神社に 依つ ては 伽藍と 異ら ないやぅ になつ た。 それ 
| 等の 式の 中で、 先 づ日吉 造が ある" これは 聖帝 造と いひ、 入母屋 it* 、 向 拜附の 背面を 少し 切リ 去つた 
樣な 形式で、 神社が 入母屋 造と なつた のは これが 嚆矢 である。 これ 最も 明かに 佛寺 建築から 來た もの 
一で ある。 立 面の みならず、 平面 も 五 間 四面、 若しくは 五 間 三 間と いふ 風に 佛 寺と 同様にな つた。 而し 
て その 模範と せられる のは 近 江國滋 賀郡坂 本 村に ある 日吉 神社で ある。 これは 俗に 山 王と 稱 し、 傳敎 
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大師が 唐の 天台 山國淸 寺に 山 王 社が あるに 傚 ひ、 延曆寺 創建の 際に 同 寺鎭護 神と して 大 三輪 神を 祭 9 
始めた ものである。 現在の 社殿は 天 正 年間の 改築で あれ ども、 その 最初は 延曆 寺の 建立と 同時代で あ 
らぅ。 本殿は 五 間 三面、 單層 入母屋 造、 二 軒に して 向 拜を附 し、 廻廊を 周 圍に繞 らし、 高欄を 有し、 
且つ又 寶 珠を附 けた。 柱は 向拜の もの、 み 角柱で、 他は 圓柱で ある。 外陣は 正面の 五 間を 奥行 一間と 
し、 內陣は 中央の 三 間 二 面で、 左右に 各 一間 二 面 宛の 區 別を 設けて ある。 又 以前は 丹 塗であつた らし 

い。 

I 八幢造 と 宇佐 神宮 I 弘仁 期から 當 代に 出來た 今一つの 樣式は 八幡 造で ある。 これは 神明 造を 前後 
に 二つ 並べて 向拜 をつ けた もので、 正面から 見れば 單に 神明 造に 向拜の ある ものと 見える。 神明 造を 
もと、 したの も、 前後に 並べる の も、 我が 國の 創意で、 佛敎 その他の 影響とは 思 はれない。 後世 權現 
造な どで、 二 殿を 前後に 並べる のは これ 等から 起つ た b であらぅ。 此の 建築の 代表は 宇佐 八幡で ある。 
卽ち 豐前國 宇佐 郡 宇佐 町に ある 宇佐 神宮で ある。 その 本殿は 三 間 二 面の 神明 造で、 その 前に 三 間 一面 
の拜 殿と から 成つて ゐ る。 而 して 拜殿は 外陣 、本殿は 內陣の 如くして ある。 四方に 廻廊を 繞ら し、 返 
夕 ある 高欄には 寶珠を 用 ひ、 向拜の 二 本の 柱は 角柱と し、 他の 柱は 圓柱 である。 屋根は 返 3 を 有し、 
千木、 勝 男 木 等は 一つ も 用 ひて ない。 (これは 日 吉造も 同じい) 而して 此の 八幡には 本殿が 三 11: 並んで ゐ 


築 建© 代 時 原 藤 章 八 第 


て、 左右の 二 社には 向拜が あれ ど、 中央の 一社 
には 向 拜が ない。 そして 此の 向拜 のない のが 八 
幡 造の 本式で あつたら しい。 因に、 京都の 男 山 
宇 八幡 も 三 社で、 屋根は 一棟に 葺いて あれ ど、 侧 
治而は 略 同様な 趣を 見せて ゐ る。 

±  r 宇治 上 神社 本殿 I 猶ほ當 代の 神社 建築 等 
神と しては、 遣 物が 一つ ある。 それは 山城阈 宇治 
町の、 鳳凰 堂 (11} から 程遠から ぬ 釾岸 にある 
宇治 上 神社で ある。 此の 神社の 傳 ふる 所に 依れ 
ば、 醍醐 天皇の 昌泰 年間、 神託に ょつ て 建立を 
命ぜられ、 延喜 元年 社殿を 作つ たと なつて ゐる 
が* 實際の 建物を 見る と、 鳳凰 堂と [RI D 頃に 出 
來た ものら しい。 實に當 代 唯一の 神社 建築の 遺 
物で あると 共に、 神社 建築中 最古の 實物で ある。 
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二 〇 一一 

樣式 について は 出雲大社 や 伊勢神宮が 古い けれど 
皆德川 末期 以後の 建築で ある。 そして 此の 神社の 
拜殿は 鎌倉時代の 建築で あリ 。宇治 上 神社は 元來 
宇 一間 社 流 造を、 間隔を 置いて 三 0 並べた もので、 
治 左右の 神殿が 大きい、 これは 屋根を 葺いて 中央の 
刺 殿は その 下に 入る やぅに なつて ゐる 。それ故に 

上 

外觀は 五 間 三面の 切妻 造と な $、 檜皮葺 である。 
向拜 一間が ついて ゐるが 、その 柱は 角柱で、 大き 
社な 面を 取”、 舟 肘 木を 用 ひ 勾 欄を つけて ある。 そ 
拜 して 此の 柱 や 勾 欄の 手法は 鳳凰 堂に 似て ゐ る。 本 
殿 •殿の 組 物は 三 斗で、 左右の 二 殿には 正面に 立派な 
本 蟇股を 持つて ゐるが 、この 蟇股は 恐らく 最古い 
もので、 その 形が まこと & 面白い。 中尊 寺 金色堂 
及び 醍醐 寺藥師 堂の そわと 共に、 藤 原 時代の 三 蟇 
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股と 言 はれる の も、 故あリ とせねば ならぬ。 

叫 社— 叫 £,1 猶ほ當 時の 神社 建築に ついて 語つ て 置かなくて はならぬ ことが 二三 ある。 先 
づ春日 神社で ある。 春 日 神社は 大和 國奈 M 市 春 日 野に 在つて、 四 殿 相 並んで 建ち、 その 式は 春 日 造の 
標本と される こと、 前に 述べた が、 併し 神殿は 皆德川 時代の 再建で ある。 只 その 樓 門と 廻廊とは、 治 
承 三年に 鳥居、 瑞 垣を 改めて 造つ たもので、 藤 原 時代 末期の 樣 式を 示して ゐる 。樓 門は 三 間一戶 重層、 
上層に 勾 欄に 廻らし、 屋根は 入母屋 造、 二 軒で、 廻廊は 檜皮葺 とし、 共に 當 時の 樓 門、 廻廊の 模型と 
されて ゐ る。 併し 格恰は 上乘 とは 言へ ない。 又 同社 內に若 宫神樂 殿と いふの が ある。 これ も當 期の 建 
築で、 しかも 珍奇な ものである。 卽ち當 時 貴族 間に 行 はれた 寢殿 造で あつて、 今日では 繪卷物 等に 依 
つて 僅に 窺 ひ 知る ものを、 此の 一點 のみ、 實物 として 遺つ て ゐる 。それから、 伯耆の 三佛 寺の 投入 堂 
は 春 日 造の 最古の 遺物で あるが、 これは 寺院 建築の 項に 讓 る。 

I 寢殿 造の 槪要 I 住宅 建築は、 此の 時代に 入つて 殊に 發達の 著しい ものが あつた。 蓋し、 當代 
は 貴族が 勢力を 有し、 榮 華を 極めた ので、 盛に 立派な 邱 宅を 營ん だからで ある。 而し てこれ 寢殿 造に 
して、 藤 原 時代から 鎌 倉、 室町 時代に 至る まで、 京都の 貴族の 間に 行 はれ、 桃山時代に 入つて 書院 造 
が これに 代つ たので ある。 我が 邦 住宅 建築は、 寢殿 造に 依つ て 新紀元を 劃され る ものと 見ねば ならぬ。 
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ao 四 

寢殿 造は 方形に 
近き 矩形の 地面 
に 築地を 廻らし 
春 中央に 寢 殿を 置 
き、 北、 東、 面に 
對屋を 建て、 そ 
レ； の 間は 勝 廊 でつ 
It ながれて ゐ る。 


斯く  ■一つ宛 別々 
の 構に する のを 
一家 一 構と 稱す 
る。 寢 殿の 南は 
中庭で、 庭を 隔 
て、 池が あ 及、 
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池の 中央に 島を 作々 橋を 架ける。 池の 南は 南 庭と なり 築山を 作る。 東對屋 から 廊を 南に 出して 池の 上 
に 泉 殿を 作夕 、西の 對屋 から も 同じく 廊を 南に 出して 池の 上に 釣 殿を 作つ て ある。 そして、 その 廊 
の 中程に 中 門を 作 及、 中 門に 對 する 築地に 四 脚 門を 開き、 出入に 便じて ある。 元來寢 とは 正殿の 意味 
で 家長の 居室に して 客間を も 設け、 その 平面は 多くは 七 間 四面、 一間の 柱 問は 一 丈 も あるが、 中には 
五 間 四面、 九 間 四面 等の もの も あつた。 何れも 單層四 注で、 檜皮葺 である。 七 間 四面の 場合は 五 間 二 面 
を身舍 とし、 その 周圍 一間 通 リを廂 とし、 その外に 簀子の 緣を 廻らして ある。 これは 最初は 竹緣 であ 
つたが、當代では間を一分程透した縱張の板緣となつ /2 。廂の外、南面には蕺戶を建て、側面に妻戶 
を 設け、 普通 そこから 出入す る。 これを 車 戶と稱 した。 他の 三方は 多く 欞子 窓で、 必要 ある 所は 戶と 
なつて ゐ る。 

正面には 隱緣が あつて、 緣には 高欄を 廻らし 屋外には 沓脫が あつた。 そして 廂は 東西に 分れ、 東の 
廂 西の 廂と稱 し 組 物は 齊通舟 肘 木で、 垂木は 疎 垂木と なつて ゐ る。 內部 天井は、 廂は 化粧 屋根裏で、 身舍 
には 天井を 張リ 、組 入 天井を 主と したが、 後には 小 組 格天井と なつた。 床は 張つ て も疊は 敷き詰めず、 
持ち運びの 出来る 置疊を 用 ひる。 身 舍と廂 との 間は、 多くの場合 格子 戶で 其內 侧に翌 .簾を 垂れ、 內部は 
障子で 部屋を 仕切 リ 、中央に 張綦 (寢床 用) を 置き、 左右に 置疊 (座 用) を 置き 几帳を 立てる。 總て 白木の 
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儘で、 別に 裝飾 はしない。 對屋は 夫人を 始め 家族の 起居す る處 で‘ もと 釣 殿では 釣を なし、 泉 殿では 涼ん 
だ リ 月を 見た々 したが、 必ずしも さぅ とは 限らず、 又 其 一方の みを 建てる とも あつた 0 何れにしても 四 
方 開放の 小 建築で あつた。 對屋の 屋根は 入母屋、 四 注、 切妻 等を 混用され た。 要するに 寢殿 造は、 佛敎建 
築 等とは 除り 關係が なくて、 內裏 建築から 出た もので、 輕快 優美なる 當代の 趣味を 現は すと 共に、 日本 
趣味を 發 揮した ものである。 猶 ほ又寢 殿の 前に 庭を 設け、 池を 穿ち 島を 作リ 橋を 架し 山を 築き 樓を 構へ 
るが 如きは、 建築と 庭園と を 結合した もので、 建築が 周圍の 自然との 關 係を 生じ、 後の 造 庭術發 達の 端 
を發 した ことは 注意すべき であつ た。 それと 共に 花 山 天皇の 頃から 段々 曲つ た 平面 や 凸 字形の 平面を 
有する 作 合が 始まつ て、 必ずしも 一家 一 構の 式に 依らな かつた のは 書院 造 以後の 式と 關係が あらう。 


f 當 代の 寺院 建築 一 斯く 住宅 建築は 發 達した が、 しかも 重きを なす 建築は 矢 張 ラ佛敎 建築で あつ 
た。 今 その 主なる ものを 列擧 すると 

醍醐 寺 藥師堂 
同 寺 御影堂 
北 野 神社 

醍醐 寺 五重塔 (現存) 


醍醐 天皇、 延喜七 年 
同  十一 年 
村 上 天皇、 天曆 元年 
同  五 年 
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圓融 天皇、 永觀 元年 

花 山 天皇、 寬和 元年 
一條 天皇、 正曆二 年 
同  元年 
後 一條 天皇、 治安 二 年 
後冷泉 天皇、 永 承 二 年 
1 ?  三年 ? ) 
同  六 年 
同  天 喜 三年 
同  康平六 年 
後 一條 天皇、 延久 元年 
白 河 天皇、 承 保 二 年 
堀川 天皇、 長 治 二 年 
鳥 羽 天皇、 元 永 元年 


永觀寺 

大原 三千 院 (現存) 

法 隆寺大 講堂 (移 建 現存) 
同 寺鐘樓 (現存) 

法 成 寺 

淨 瑠璃 寺 (本堂 現存) 
法界 寺 本堂 (現存) 

平等 院 鳳凰 堂 (現存) 
圓乘寺 
與福寺 北圓堂 
圓明寺 (圓宗 寺) 

法 勝 寺 

中尊 金色堂 及經藏 
法 勝 寺 (再建) 


一 〇七 
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同  保安 五 年 
崇德 天皇、 大治 三年 
同  長 承 元年 
近 e 天皇、 康治二 年 
同  久 安四 年 
同  仁 平年 間 
二條 天皇、 永歷 元年 
同  長 寬二年 
六條 天皇、 永 萬 元年 
後鳥羽 天皇、 文 萬 三年 


醍醐 寺 藥師堂 (再建) 
圓勝寺 
得 長壽院 
興 福 寺 三重 塔 
法 性 寺 

豐樂寺 藥師堂 
白水 阿 彌陀堂 
蓮華 王院 
慶隆寺 講堂 


阿 彌陀寺 

その他 承曆二 年燒失 後、 卽ち 此の 時代の 最 末期に 石山 寺の 本堂が 再建せられ、 伯耆 の三佛 寺の 投入 
堂、 同 金堂、 豐前の 富貴 寺 本堂、 幡 磨の 鶴 林 寺 太子 殿 及び 常 行 堂 等も當 期の 建築で ある。 弘仁 時代で 
は、 僅に 室 生 寺の 五重塔と 金堂と を存す るのに 比べて、 當 代には、 假令 年月 三百 年の 長き に 亙る にも 

せょ、 斯く 多數の 遺物が 現存して ゐるの は 何ょ 夕で ある。 
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r 法 成 寺の 規模 I た r、 惜しい ことで 當 代を 代表すべき 法 成 寺と 法 勝 寺と が 全然 亡失した。 
法 成 寺は 藤 原 氏 豪華の 絕頂 たる 道 長の 建立に して、 法 勝 寺は 白 河 天 m* の 御 願であつて、 その 規模の 高 
壯 、裝 飾の 華麗 等は 今日 も 記錄に 依つ て 推察され る。 法 成 寺は 金堂 五大堂、 阿彌陀 堂、 釋迦 堂、 千 手 
堂、 法 華 堂、 戒壇 堂、 眞言 堂、 三昧 堂、 圓 堂、 大 塔、 鐘樓 、經藏 、東西 院 (僧房)、 西北 院 (同)、 浴室 
等の 堂塔から 成つ てゐ た。 金堂は 大 御堂と 稱 し、 柱、 組 物、 梁 等は 紫檀、 その他の 銘木を 用 ひ、 これ 
に 漆を 塗リ 、蒔繪 を 施し、 螺蚱寶 石を 鏤め、 壁には 釋迦八 相、 飛 天 その他を 極彩色で 描き、 堂內 には 
本尊と して 一代の 名工 定朝の 大日 如來 、高さ 三 丈 二 尺の ものを 安置し、 左右には 高さ 二 丈、 又は 九 尺 
の 佛像十 數體を 安置した とい ふ。 以て その 堂の 規模の 大き かつた ことが 知られる。 又 五大堂に も 丈 六 
の 不動 四大 尊、 阿彌陀 堂に も 丈 六の 阿彌陀 九體を 安置して あつた。 法 成 寺は 京 極の 東、 荒神 口の 北に 
當つ たと ころに あつたと いふ。 

I 法 勝 寺の 規模 一 法 勝 寺は、 金堂、 講堂、 阿彌陀 堂、 五大堂、 法 華 堂、 八 角 九重 塔 その他の 建 
築を 有した。 金堂は 七 問 四面で、 本尊と して 三 丈 二 尺の 毘廬遮 那佛を 安置し、 無量 寺如來 、天 越 雷 音 
如來の 外、 九 尺の 六 天 像を 安置した。 講堂 も 七 間 四面で、 二 丈の 釋迦 像を 安置し、 阿彌陀 堂は 十 間 四 
面で、 丈 六の 阿彌陀 九體を 安置し、 五大堂は 五 間 四面で、 二 丈 六尺の 不動 像を 安置した。 法 華 堂には 
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七 寶多寶 塔一臺 を 安置した。 八 角 九重 塔は 金堂 等の 竣工に 後れる こと 六 年、 永 保 三年に 建てられ、 橫 
竪八 十四 丈と 稱され て ゐ る。 法 勝 寺の 位置は 今の 京都市の 東部で あつたと S ふ。 しかし 兩寺 共、 今は 
旣に 跡形 も存 しないから、 こ、 には これ だけを 語つ て 置く。 

r 醒醐 寺の 諸 建築 一 醍醐 寺は 山城 國 宇治 郡 醍醐の 地に 在リ 、祖源 太 師聖寶 が、 淸和 天皇の 貞觀中 
に 創立した のに 始ま々 醍醐 天皇の 延喜九 年に 官 寺と なリ 、天曆 三年には 清涼 殿を 賜ぅて 法 華 三味 堂 
となし、 延喜天 曆の頃 盛に 堂塔を 建てた。 卽ち 貞觀 十六 年に 如意 輪 堂が 建てられてから、 延喜二 年に 
金堂が 聖寶 にょつて 開帳せられ、 同 七 年には 藥師堂 五大堂が 建てられた。 而し てこれ 等の 堂塔は 山上 
山 下に 分れて 建てられ、 その 間は 廿六町 も 離れて ゐる 。現存の 建物は 
山 下 

五重塔 ニー  S  院 ia g 

山上  -  、 

藥師 堂®®、 淸龍堂 g e 、 如意 輪 堂 、五大堂 @ 、御影堂 3 
で、 これ 等の 配置は 弘仁 時代の 諸 伽藍と 同じく 自由で ある。 此の 年は 文明 年中 兵火に 罹つて 諸 堂舍燒 
失し、 殆ど 衰滅 JC 歸 しかけた のを、 八十 代 座主 義演 僧正が、 豐臣 秀吉の 力を 借リて 再建し、 舊觀に 復 
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する を 得た ものである。 

一 醍醐 寺 五重塔 I 五重塔は 醍醐 寺 山上 山 下を 通じて 最も 古い 建築で、 山 下の 松林 中に 建てられ 
I て ゐ る。 承 平 六 年に 左大臣 藤原忠 平が 資を 投じて 中心 柱を 曳き 來リ 、天曆 五 年に 落成し、 建築 年代の 
頗る 明確が ものである。 その後 慶長 年間、 豐臣 秀賴が 大 修繕を 加へ、 爲め に內 部な ど 多少 新たに 補つ 
I た 所 も あるが、 大體 はもとの 儘で ある。 平面は 方 三 間で、 石 壇の 上に 立つて ゐ る。 四面と も 二 枚 開き 
I の戶で 、他は 壁で あるが、 外面は 欞子 窓と なつて ゐる 。內 部には 柱が 四 本 あ々、 これを 四 天柱と 稱す 
る。 四 天柱の 間を 一段 高く して 佛壇 とし、 中央に 中心 柱が ある。 中心 柱の 四面に 板を 張リ 、その 四方 
に佛 像を 描いて ある。 組 物は 三 手先、 軒は 二 軒、 二重 目 以上には 欄を 廻らし、 五重の 上には 靑 銅の 相 
I 輪が ある。 內部初 重の 天井は 組 入 天井と なつて ゐる 。外部は 丹 塗、 內 部は 柱、 天井、 扉 等に 寶相 花の 極 
I 彩色 模様が あリ 、四方の 壁には 上方に 佛像 、下方に 眞言 人祖 像を 描き、 中心 柱の 四方に も佛 像が 描い 
i て ある。 此の 塔の 相 輪は 全長の 三分の 一 あつて、 割合に 大きく 且つ 長い けれども、 その 釣合は 甚だょ 
I  く、 且つ 安定の 感を强 めて ゐる 。又 此の 塔は 木 割 もしつ かリ して、 組 物の 細部 等には 奈良時代の 遺風 
、を存 し、 何處 こなく 雄大で、 藤 原 時代 初期の 建築 美を 示し、 五重塔と ししは 法隆 寺の それに 亞 ぐと 言 
はれて ゐる 。尙ほ 此の 寺の 藥師 堂は 聖寶 僧都が 延曆七 年に 創立した ものであるが、 現在のは 藤 原 時代 
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の 末期、 卽ち保 
安二 年ょ リ五年 
までの 再建で、 
M 五 間 四面、 單層 
入母屋 造、 檜 皮 
葺であ る。 構造 
寺 も 簡單で 語る ベ 
き ほどで もない 
が、 只、 そこに 
用 ひられた 本 蟇 
塔 股は 當 代の 墓 股 
の 一として 有名 
である。 尙ほ山 
下の 金堂は 秀賴 
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の 移轉 した もので あれ ど、 矢 張 リ藤原 時代の 手法を 持つ て 居る し、 山上の 經藏は 天竺 樣の 手法を 備へ 
鎌倉時代の 一佳 作で ある。 猶 山上に 淸瀧 堂、 五大豐 、山 下には 三 寶院が ある。 

PRMIiN-Mrii 樂院) 1 大原の 三千 院は 極樂院 とも 稱 し、 山城 國 愛宕 郡 大原 村に ある。 華 川 天皇の 勅 
願 所と して、 寬和 元年に 1 ぬ - Il'* l5 tp* が 建立して、 僧都の 母 安養 尼が 住んだ 遺蹟で あると 傳 へる。 三 間 四 
面の 術 |耳 (後の 修繕) 單層 、入母屋 造で、 阳萍 (後の 修補) が一 間附い てゐ る。 垂木は 細く、 また 割合に 
細い ^ 柱を 外部に 用 ひて ある。 故に 雄大な 趣は 全くなくて、 輕快に 造られて ゐ る。 周圍 に ® 椽を 廻ら 
し、 勾 欄を つけ、 正面に 階段が ある。 內部 には 床を 張リ 、四 本の 柱が あリ 、その 內を 內陣と し、 後の 
二 本の 柱 間を 壁と し、 その 前に 佛 壇を 置き、 佛 壇には 勾 撊を廻 らし、 中央に 彌陀三 尊を 安置して ゐ る。 
天井は 中央を 舟 底 形と して あるが、 それは 小 堂に 丈 六の 彌陀. を 置く 爲め であつ たらう。 天井には 二十 
五 菩薩を 描. き、 三 尊の 後 壁には 兩界 曼荼羅、 四方の 壁には 無數の 小佛を 描いて ゐ る。 三千 佛から 三千 院 
の 名が 出で たもので あらう。 柱、 長 押、 垂木 間 等には 寶相 花を 彩色で 描いて ある。 但し 今は 脫 落して 

I こ 尔 e ヒ う 35  - <2^ォ30へ闪に、內部の柱で內外陣を分ち、境界を開放したこと、二十五菩薩、寶相花等の嘴'|巷 
僅に その 跡を 止める のみ. である (畫を 施した こと'  木 割を 細く し •角柱 ; 1] ひる こと 等 li 阿彌陀 觉 建築の 通例 ■て ある C 、 夷 

に 角、. 阿 3i' ぼ、 堂、 最古、 の 遺 i t' 、 して、 且つ 裝飾 も殘つ てゐ る. ので 藤 原初 期の 物と して 注意に 價 する。 

11 法隆 寺大 Ilf I 堂 I 法隆 寺大 講堂は t 延長 三年 燒 失して かち 六十 六 年を 經た 正曆二 年、 法 隆寺別 
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當觀理 僧都が 山城 深 草の 普 明 寺の 堂 舍を移 建した ものである。 そして 萬 一再び 大火に 罹って 金堂 や 五 
重 塔の 罹災す る 事を 惧れ 、原 位置よ リ 後方に 退け、 もと 北 室の あつた 所へ 建てた。 故に 大譁堂 の 移 建 
について は 知れる が、 此の 建築は 果して その 時よ リ 何年 前の ものである かは 分らない。 無論 移 建の 際 
にも 大 修補 も 施された し、 のち 慶長元 和の 頃に も 手が 入れられた。 九 間 四面、 瓦 茸、 單 層、 入母屋 造 
で •低く き 石垣 上に 立てられ、 組 物は 三 手先で あるが 總て 簡單な 構造で ある。 軒は 二 軒、 內 部の 床は 石 
敷、 天井は 組 入 天井で ある。 全體の 比例よ く、 木 割 雄大に して、 平面 立 面 共 天平 式のと ころが あるが、 
細部は 藤 原初 期の 爭はれ ぬ ものである。 これは もと 僧侶の 學問 所に 使用され て ゐた とい ふ。 尙ほ 此の 
正曆二 年に 建築され たと 思 はれる のは 同 寺の 鐘樓 である。 これは 三 間 二 面 重層 切妻 本 冤葺の 小 建築で 
备 る。 

一淨瑠 Iwli? 本堂 一 次に 淨 瑠璃 寺の 本豐が ある。 此の 寺は 山城 國相樂 郡 留尾村 字 西 山に あり •小 
田 原 山 法 雲 寺と 號 する。 寺傳 によれば 天平 十五 年の 創立で あれ ど、 本堂は 天 元年 間中 興せられ、 更に 
永 承 二 年に 僧義 W によって 再建せ ちれた。 治 承 二 年、 火災に 罹った が、 阿彌陀 堂： 木 堂)、 護摩堂、 三 
軍： 塔 及び 佛像 は災を 免れた。 阿彌陀 堂は 十一 間 四面、 單層四 注、 本 瓦葺 で、 廻 緣を有 して ゐ る。 內部 
は 床を 張リ 、天井は 化粧 屋根裏で、 中央は 一段 高く して ある。 十一 間 四面と いふ 非常に 長い 平面は、 
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九體の 彌陀を 安置す る爲 めで、 中央を 一段 高 
くした のは 其 處に丈 六の 彌陀を 安置す る爲め 
である。 此の 九體 の彌陀 を安茼 する のは 法肷 
寺 や 法 勝 寺の 例 もあリ 、當 代には ょく 行 はれ 
たらしい。 九體の 彌陀が あるので、 一名 九體 
寺と も稱 する。 裝飾 としては 丹！；； を 用 ひて あ 
る。 全體の 構造は •此の 種の 阿 彌陀觉 中 常時 
坑一で 、先づ 完全で 且つ 輕快な 趣が ある。 莊 
嚴の感 は 乏しい が 見る に 足る ものである。 尙 
ほ 三重 塔は 鎌倉時代の 再建で ある。 

一 法界 寺 阿 彌陀堂 I 他に 法界 寺の 阿彌陀 
堂が ある。 山城 國 宇治 郡 醍醐 村 n 野に あるの 
で、 n 野藥師 堂と も稱 する。 弘仁 年間 日 野大納 
言家宗 が 創立し、 その後 荒廢に 歸し てゐ たの 
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二. 六 

を、 永 承 六 年 日 野 三位 資業が 諸 堂を 再興し、 現在の 阿 彌陀は その 際 再建した ものと 傳へら -れ てゐ るが、 
確證 はない。 たで 藤 原 時代の 造 立に 違 ひは ない。 永 承 六 年と すると 鳳凰 堂ょ リー 年 早い が、 實物は 寧ろ 
後の ものに 見える。 方 五 間にして 裳 層を 有し、 本殿の 屋根は 寶 形造の 檜 皮葺で ある。 但し 裳 層の 屋根は 
四方に 葺き 下し、 正面の 中央 だけ 破つ て 一 ■段 高く して ある。 この や リ方 は、 鳳凰 堂 本殿に も 用 ひられ、 
變化 をつ ける には 適當の 手段で ある。 乙れ も 無論 檜皮葺 である。 四方には 廻 緣を 廻らし、 正面 及び 左 
右の 三方に 階段を 附 して ある。 本殿の 柱は 比較的 太い 丸 柱で、 裳 層の 柱は や、 細い 角柱に して 間を 取 
つて ある。 組 物は 本殿 裳 層と も 三 斗を 用 ゐてゐ る。 內部は 床を 張”、 四 本の 柱を 立て、 其の 內を 內陣 
とし、 古 趣に 富む 勾 欄 ある 佛 壇を 置き、 定朝作 丈 六の 彌陀を 安置して ある。 天井は 外陣 、化粧 屋根裏 
で、 內陣は 折 上 組 入 天井と なつて ゐ る。 装飾と しては 內外 木材の 部を 丹 塗と し、 內部は 至る所 彩色を 
施して ある。 卽ち 柱は 布で 包み、 その上へ 漆を 塗々、 これに 佛 菩薩の 像を 描き、 菩薩の 間には 唐草 模 
様を 描き、 天井 や 組 物 等に も寶相 華を 描いて ある。 そして 小 壁には 天人 及び 樂 器の 空中に 飛んで ゐる 
樣を 漆喰の 上に 描いて あるが、 その 手法 實に雄 健で、 有名な ものである。 同 寺には 他に 薬師 堂が ある。 
此の 建築は 阿 彌陀堂 建築の 模範と すべき もので、 大原 三千 院の 進歩した ものと 考 へられる。 その 點で 
{!' 値 あるの みならず、 全體の 格好が 頗るょ く、 屋根の 勾配の 緩く して 檜 皮葺な る點 、組 物の 三 手先を 
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用ゐず して 三 斗、 にして ある 點など 、すべて 優雅、 輕 快の 表現を なし、 當代 日本 趣味を よく 示した 建築 
である。 しかも 内部の 裝飾 、壁畫 、彫刻 等 も 亦、 日本 美術史 上の 注目すべき 遺物で ある。 けれども、 
當 代の 代表的 傑作と しては、 それよ々 も遙に 立 優つ た 平等 院 鳳凰 堂を 擧げ なくて はならぬ。  は大 
和 國生駒 郡 龍 田 町に あつた 胎 金堂を 近年 移 建した もので、 五 間 四面、 寄 棟の 造本 瓦葺 ，様式は 室町 時 
代で ある。 

I 平等 院風凰 堂 一 啦 が 山城 國久世 郡 宇治 町に あつて、 もと 源融の 別莊で 、宇治川に 臨み、 
常時から 有名な 景色の よい 所で、 &把、 宇多、 朱 雀の 三 帝 も 行幸され たこと が ある。 のち 藤 原 道 長の 
手に 歸し 、ついで 關白 & FIi# & m* の領 とな リ 、永 承 七 年 これを 寺院と なし、 堂塔を 造營 して 平等 院と名 
づけた。 當時 建てられた 堂塔は、 阿 彌陀堂 (鳳凰 党)、 經 堂、 金堂、 三重 塔、 講堂、 鐘樓 、東西 法 華 堂 
五大堂、 その他の 堂搭 、門な どであつた が、 當 時の 儘 今日に 現存して ゐ るのは 鳳凰 堂 二つで、 他に 釣 
殿が 鎌倉時代 鐘樓が 足利時代の 物で ある。 さて 此の 堂の 落成は 天 喜 元年に して、 屋根 棟の 西 端に 銅製の 
翼を 張つ た 鳳凰を 飾リ 、又 速 物の 平而 形が 鳳凰の 飛躍に 似て ゐる ので 斯く名 づける。 而して 通常の 阿 
彌陀 堂は、 南向きな ので あるが、 此の 地は 東に 宇治川を 隔て、 朝日 山に 對し 、西南に 小 丘を 控へ てゐ 
る 天然の 好 風景との 關係 上、 伽藍を 南面して 建てる ことが 出來 なかつ た。 賴道は それに 苦心を したが 
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二八 

5 <^d g# M# が 他に 例の ある ことを 吿げ たので、 大門を 北に 建て、 鳳鳳觉 は 東に 向け、 その他の 諸 建築 も 
自由に 配 Ta した。 建物は 周圍 を繞ら すに 阿字の 池を 以てし、 その 平面、 三面 其に 全く 他に 類のない 頓 
る 珍ら しい ものである。 卽ち 平面形は、 正面 中央、 石垣 上に 在つて、 本殿は 方 三 間、 その 周圍に 一間の 
裳 層を 有し、 本殿の 左右に 翼廊の 出で る. こと 五 間、 更に 前方に 1111 折して 左右 共に 二 間あリ 、而 して 本 
殿の後方には尾廊が七間の長きに延びてゐる。その形左右均齊なれども、固苦しからず、恰かも一種 
の 飛行機に も譬 へつべき、 新式の 型で ある“ 立 面は 本殿を 重層、 入母屋に し、 裳 層の 屋根は 正面の 中 
央を破 つて 一段 高く し、 翼廊 及び M 廊は單 層切荽 造で、 翼廊の 曲折した 角の 所は :！ S 層に して 寧ろ 樓と 
稱 すべき 寶 形造で ある。 本殿は 一段 高い 石段 上に 建つて、 柱は 太い 圆 柱を 階上 階下に 通じ •裳 層の 柱 
は 大きく 面を 取つ た 角柱と なし、 本殿の 組 物は 三 手先、 裳 層は 三 斗を 用 ひて ある。 裳 t 日は 一般に 木 割 
が 細く、 柱の 外、 虹 梁、 桁、 梁、 組 物の 斗 や 肘 木に 至る まで 面収リ にして ある。 翼廊は 平地の 上に 建 
てられ、 や、 細い 圓 柱を 用 ひ、 組 物は 出 組で ある。 本殿の 四方は 壁、 若しくは 扉で 圍 まれて ゐるが 、 
翼廊は 柱の みで、 吹きぬ きとな つて ゐる 。すべて 屋根は 本芄葺 で、 本殿の 大 楝の兩 端に 銅 鳳が 載せて 
ある。 兩端寶 形の 屋根 上には 露盤を 載せ、 その上 R 寶珠が 置い ある。 廊及び 階上に 取リ附 けた 勾 欄の 
組 物は 細く 且つ 優美で ある。 
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堂の 內部 I 本殿の 內部に 入る と、 床は 低く、 板張りで、 中央 一間を 佛壇と し、 その上に 
丈 六の 阿彌陀 坐像を、 光背 蓮 座と 共に 安置して ある。 天井は 折 上 組 人で、 支 輪の 曲線は 最も 巧妙に、 小 
壁には 二十 五 菩薩を 雲 中 供養の さまに 懸け 列ね て ある。 柱は 寶相華 及び 菩薩を 彩色で 描き、 長 押、 
貫、 組 物、 組 入 天井の 格椽 、格 間 等に も 寶相華 を、 七 八囘も 重ねた 雲 綱 彩色を 以て 描いて ある。 又 四 
方の 壁には 淨土 曼荼羅、 九 品 淨 土を 描き、 扉に も 菩薩、 天人、 山水 等を 描いて ある。 又 本尊の 上には 
大 なる 天蓋を 下げ、 下には 大な る佛 壇を 設けて ある。 此の 佛壇は 漆 塗の 平目、 卽ち 金粉 散し で、 螺鈿 
.の 唐 卓 模様を 嵌め込み、 羽目板には 香狹 間が あつて、 中には 鳳凰を 現は して ゐた けれども、 現 時は 脫 
落して その 跡を 僅に 存す るの みで ある。 天蓋は 四角形で、 折 上 小 組 格天井で 寶相 華を 描き、 周圍 には 
透 彫を 下げ 連ね、 內 部には 總 金箔を 施して ある。 本尊は 定朝の 作で あるけれ ども、 後 背は 後に 改修せ 
られた 所が ある“ 猶ほ 外部は 柱、 壁と も丹途 とし、 垂木、 尾 垂木の 鼻には 透 彫 唐草模様の 金具を 附し 
扉には 八 双 金具を 附 し* それに 寶相 花の 毛 彫を 施して ある。 

(-—■1 1 堂の 美的 價價」 さて、 此の 鳳凰 堂は、 今更 言 ふまても なく、 その 輪 奥の 秀美絕 倫と 稱せ ちれ 
實に 本邦 無二の 美觀 、建築 美術の 一大 傑作に して、 我が 邦の 建築中 最も 誇るべき ものと 稱せら れ る。 
その 特色 及び 價値に ついて、 主要なる 點を擧 げんに" 第一、 その 位置で ある。 卽ち 宇治川を 隔て、 朝 
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日山'に對し、東面して建てられた大體の位置が、自然の景情と$まく結合し、加ふるに堂前には池を 
穿ち その 水は 後方 尾 廓の 外まで 引かれて ゐる 如き、 天然と 人工と 相俟つて 旣に その 極に 達して ゐ る。 
第二\ フ ハフ、 ン. の 最も ^-' M' にして 變化 多く、. しかもょ く纒つ てゐる ことで ある。 本殿を 中央に 置き、 翼 
廊を 左右に 出して これを 屈曲せ しめ、 後方に 尾 廓を 出した 意匠の 如き、 全く 他に 類例な く、 遙 に大內 
裏の 八省院 及び 豐樂院 の 建築 配置と 酷似し、 しかも 一頭 地を 抜いて ゐ る。 第三、 立 面 も 亦 rr.r じこと が 
iT へ、 る。 卽ち 本殿を 一段 高く 建て、 その 屋根を 入母屋に して 最も 大きく し、 且つ 思 ひ 切つ て兩 軒を 出 
し、 聳えた 屋根と* 張つ た 軒と が 先づ 堂々 として 人に 迫る。 加 ふるに 中央を 切つ て 高めた 裳 層を 附 して 
變 化と 統一と を 見せて ゐ る。 翼 廓 も 亦 その 式を 重層に し、 低く して 切妻 屋根と し、 兩翼の 折れる 所に 
は 稍 高い 樓を附 して、 これを 寶 形造の 屋根と なし、 下を 切妻と したのに 對照 させて ある。 實に 日本 建 
築の 屋根の 凡ての 式を 用ゐ て、 ぅまく これを 調和し、 大體 には 一糸 亂れざ る シム メ トリ ーに 依つ て、 變 
化と 照應の 自由 奇拔 なる、 他に 見ざる 所で ある、 第 四、 細部 も 亦、 變 化と 對 照と 統一と を 以て 建築 美 
、の @' ^^不デ。本殿の柱を圓柱とすれば裳層の柱は角柱とし、本殿の組物を三手先とすれば、裳層は三 
斗、 翼 廓は 出 組を 用 ひ、 樓の 前端には 虹 梁 その他の 手法を 示して ゐる 。本殿の 鳳凰 も、 寶形 屋根の 寶頂の 
如き も、 又 建築 美 _h に 無意味な ものでは ない。 況ん やその 內部 には 彫刻、 繪畫 及び エ藝 美術 上の 傑作を 
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滿 して ゐ るので ある。 實 に法隆 寺と 共に 我が 
邦 美術史 上の 二 大偉觀 としなくて はならぬ。 
r 北— i[il ii:i と 三重 塔 I 大和 國奈頁 市 與福寺 
內に ある 北 IH1 堂 も 亦當代 建築 e 好 標本で ある 
興 福 寺に ついては 前に 語つた が、 此の 北阊堂 
はもと 元 明 天皇 及び 元 正 天皇の 二 帝が 藤 原 不 
比 等の 供養の 爲めに 建立され たもので あつて 
後年 燒 失し、 堀 河 天皇の 寬治六 年に 後冷泉 院 
が 再建され たので ある。 故に 鳳凰 堂ょ” も 三 
十九 年の 後に 出來た ものである。 八角形の 石 
壇上に 建つ た、 入侧 造で、 欞子 窓を 有し、 內 
部 も 亦 八本の 柱が あリ 、佛 壇は 中心の 所に あ 
る。 屋根の 勾配 緩く、 意匠の 豐當な 露盤 寶珠 
を 頂いて ゐ る。 組 物は 三 手で あるが、 軒に 至 
i 
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つては 三 
軒と いふ 
他に 餘リ 
例の ない 
もので ^ 

る。 大體 
の外觀 は 
均 合ょ く 
して 莊重 
の 趣は 充 
分に ぁリ 
そして 一 
般の 手法 
は 鳳凰 堂 
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と 相似た もので、 改めて 語る を 要せない。 袈飾は 外部を 丹 靡と し、 內部は 組 入 天井 及び 組 物 等す ベて 
寶相華の彩色畫を描いてあ^天蓥には天人及び雲形等を現はしてある。^^^ ^' 、^^ ?: ^ 
で 且つ 單純 であれ ど、 その プロ。 ホ ーションの優麗なること多く他に例を ^> デいで、が ^' ^' 、の ^' ^' ^' が 

る 曲線、 の f  如 ^; ざ 1: ■、の  i  ざ ^' ざぼ、で ^' ?: くい、て、 ?; ろ *' |1|]' 、を ?: し、 /\' 5: 8> £: 田 

る 所に 於いて インフレ クシ ヨンを 有する 曲線を なして ゐ る。 又寶 頂の 形 狀も奇 にして 優秀なる こと、 
他にその例を見ざる所である〇まことに當代の遺物として尊重す^〇に足るものず^〇同じく輿福寺 
境內 把ある三重塔は、方三間高さ三十三尺の小塔であつて、 ^: ^^の康治|一年八月の落成にて-5| 
羽 天皇の 皇后 待 賢 門院の 建立に かゝリ 、北圓 堂よ リも 五十二 年の 後 だから、 寧ろ 藤 原 式よ リも鎌 倉 式 
に屬 する 上に、 鎌 倉 期に 入つて 餘程 修理を 加 へられて ゐるが 、過渡期の 一式と しては 見る に 充分な もの 
である。 その 木 割は 細く 輕 快で、 頂上には 鐵 製の 九輪が あ 及、 外觀の 趣の 優美に して、 殊に 頁く 整 ひ 
內部の 莊飾も 亦 美麗な ものである。 卽ち 中心 柱には 數 多の 佛 像を 描き、 側 柱に も亦怫 像、 寶相華 等を 
描き、 折 上 組 入 天井 も 盛に 裝 飾して ある。 諸處脫 落して ゐる けれども、 よ、 く、 奮、 [l.-F " 、 の、 ®; 影、 を^:、 じ、 ®' 5 K M' M' 
なることは 鳳 鳳 堂よ” 一層 上位に あると さ ^ る。 

r~l 中尊 寺の 金色—# P 藤 原 時代 末期の 最も 美なる 遺 建は、 中尊 寺の 金色堂で ある。 中尊 寺は 陸中國 

一二 三 
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西 磐 井 郡 平 泉 村に 在々、 仁 明 天皇の 嘉祥 三年 »!• 仁 大師 卽ち 1 み 見 大師の 建立 •にして、 弘台壽 院と號 した 
が、 淸和 天皇の 貞觀 元年、 中尊 寺と 改めた。 っいで 藤 原 淸衡が 堂塔 僧坊 三 百餘宇を建て、長治二年に 
起工し、 天 仁 二 年に 落成し、 これを 勅願 所と なされた。 けれども， 建 武四年 野火の 災 にて、 樓門 金堂 
以下 大半 烏 有に 歸した 。幸に も 金色堂と 經藏 とのみ は 類燒を 免が れた ので 今に 美觀を 保って ゐ る。 金 
色 堂は 方 三 間、 單層 、寶形 屋根の 甚だ 小規模な ものであって、 外 觀も亦 簡單な 構造で ある。 二 軒、 三 
斗 組 物で、 屋根には 露盤 及び 寶頂が あった ことが 明かで あれ ども、 今は 存し ない。 斯く 外部は 簡素な 
のに 反して、 內 部の 裝飾は 美麗を 極めて、 「光る 堂」 の 名が ある 程に 燦爛觀 者の 眼を 眩せ しめて ゐる〇 
卽ち內 部には 高欄を 有する 佛壇が 三 個 あって、 中央の ものは 淸衡 、その後ろ の 左方は 秀衡 、右方は 家 
衡の 遺骨が 各々 佛壇 地下に 埋められて ある。 斯く佛 壇 下に 埋骨して ある ことは、 本邦に ては 他に その 
例を 見ない 所と される。 中央 佛 壇の 外部は 漆を 以て 黑塗 とし、 總體 これに 金箔を 押し、 精巧 優美に し 
て、 こ、 に 金色堂の 名 ある 所以を 示して ゐる 。屋根、 露盤" 寶珠 等は、 製作 當時 金鍍の 銅板を 以て 葺 
いたらし いが、 現今は 木製で ある。 三 個の 佛 壇の 中、 中央の もの 最も 美は しく、 寶相 華の 毛 彫の ある 
金銅の薄板を以て被ひ、この寶相華の眞には珠玉を嵌めてあったらしい。齡&,は孔雀を打出せる金 
銅の 板で、 孔雀の 周圍は 花 蝶を 配して ある。 他の 二 個の 佛壇は 少しく 劣って ゐ る。！ r 羽目板、 地 覆は 
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梨 子 地に 螺鈿を 施し、 羽目板は 孔雀を 表は し 
勾 欄は 眞を 檜と し、 上に 紫檀を 被せ、 螺鈿の 
寶相華 を 施して ある。 その外、 盛に 裝 飾した 
瓔珞 を、 長 押、 貫 等に 掛け つらね、 天蓋に も 
精巧を 極めた 裝 飾を 施して、 各佛 壇の 上に 釣 
して ある。 次に 內陣の 四 本の 柱は、 七 寶莊嚴 
と稱 し、 下部に 銅製 金鍍金の 逆 蓮 形の 礎 盤が 
あリ 、柱 目には 十二 光佛を 蒔繪を 以て 施し、 
これが 光背は 悉く 銅製 金鑛 金の ものを 別に 取 
及つ けて ある。 そして 柱の 地は 平目 地に 螺鈿 
を 以て 寶相 華を 篏 入して あると いふ、 驚く ベ 
き 精巧な ものである。 柱は 皆圓 柱で、 そして 
柱頭の 組 物 及び 蟇股 等には 梨 地に 螺鈿を 以て 
裝 飾し、 又 側の 柱に も 同様に 黑塗の 上から 悉 

一一 一 五 
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く 金箔を 以て 押して ある。 內陣の 天井は 折 上 組 入で、 漆 塗 金箔 押と し、 これに 金鍍金の 金物を 附けて 
あリ 、外陣 の 天井は 屋根裏を 表は し、 これ また 金箔を 施して ある。 床板は 黒漆 塗と し、 流石に こ、 に 
は金を用ひてない。鳳鳳堂と共に當代建築の锻も美麗を盡したもので、目：つ鳳鳳堂ょリもょく保存さ 
れ 、その 趣 も 一頭 地を 抜いて ゐて 、糙に 當代隨 一の ものである。 漆に ては 平目 地、 螺鈿、 金 M にて は 打 
出し、 毛 彫、 透 彫、 木 細工に ては 寄 木 等、 諸種の 美術 エ藝を 網羅し、 しかも その 調和が 殊にょ く、 そ 
の 優美に して 精巧 菊 魔なる こと、 だ ミ^-驚嘆す るの 外は ない。 更に その 組 物の 孰 合の 異常に 高き と、 
一種の 暮股の 出現とは 特に 注目すべく、 殊に 從來の 蟇股は みな 所謂 板 蟇股で あつたが、 こ、 に 至つて 
兩 脚を 備へた る暮 股を 見る に 至つ た。 尙ほ 此の 堂は 外部に 套 堂を 設けて あるので、 外形を 見る ことは 
出來な い。 套堂は 正 應 元年、 維康 親王に 依つて 建て. られ たもので ある。 

1 中尊 寺の d— I— J 此の 金色堂の 附近には 經藏も 建つて ゐ る。 方 三 間にして、 建築の 當 初は 重層 
であつ たけれ ども、 建武の 火災に 上層を 燒き 、その後 m 層と なリ 、後水尾 天皇の 時 更に 天井 その他を 
修繕せられ たが 爲め 、外部の 建築と しては 殆ど 見るべき ものがない。 內 部の 装飾 も 美麗な もので、 今 
猶ほ長 押 や 柱 等に 彩色の 跡を 止めて、 舊時を 追想す るに 足る が、 殆んど 剝 落し 盡して 舊 態を 存じない。 
中央の 八角形の 佛 壇には 螺鈿を 以て 三鈷 、鈴、 散 蓮華 等を 表は し、 羽目板には 打 出しを 以て 伽 陵頻伽 
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を 表は して ある。 その他 磬臺 、禮 盤* 小 卓 等に 精巧を 極めた ものが ある。 


二八 


石 


寺 


多 


寶 
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I .石山 寺 本堂と 多寳塔 j その 

他 藤 原 時代の 様式を 止める も 
のは、 石山 寺 本堂が ある。 近 
江 國滋賀 郡 石山 村に あ j、 此 
の 寺は 眞言 宗 御室 派の . T1 刹に 
して、 天平 勝寶 中、 Hf p iE* 
の 創建で、 i&SA の 励 M 所 
である。 承 曆二年 伽藍 全燒の 
災に遭 ひ、 建久 年間、 研奶駙 
が これを 再建し、 SI に 廢頹に 
傾いた のを 淀 君が 天 正の 頃に 
堂舍を 修めた。 而 して 本堂は 
記錄は 明かで ない けれども、 
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樣式 手法から 見て 藤 原 時代の 物と する こ 
とが 出來 る。 七 間 四面、 單 層、 寄 棟 造、 
檜 皮葺で 、その 構造は 大規模で あれ ど 至 
つて簡單である上に、後代の修補も甚し 
いから、 語る 可き 建物では ない。 尙ほ慶 
長年 間に 至つて 本堂の 前に 九 間 四面の 禮 
堂を 附せ られ 、それは 舞臺 造で、 屋根は 
本堂と 聯絡して 複雑な 形に なつて ゐ る。 
同 寺の 多寶 塔は 源賴 朝の W 建と 稱 し、 多 
寶塔 としては、 最古の もので、 殊に 檜 皮 
葺の 屋根の 格好は 藤 原 時代の 調子が あつ 
て、 頗る 優雅で ある。 此の 外 鐘樓は 鎌 倉 
時代" 一一 王 門は 慶長 時代の 再建で ある。 

又 本堂の 傍に 紫 式部が 源氏物語を 作つた 
r l 九 
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1 三〇 

とい ふ 源氏の 間が あれ ど、 これは 慶長 に附 加され たので、 昔 あつたか 否は 不明で ある。 

I 豐樂寺 薬師 堂 その他 I 幾內 地方 以外に ある 當 代の 遺物と しては、 土 佐 國長岡 郡豐永 村に 豐樂 寺藥師 
堂が ある。 これは 仁 平年 間の 建立と 稱せ られ てゐ るが、 實物は その 眞 なること を 示して ゐる 。構造は 
甚だ 簡單で あるけれ ども、 木 割の 細い 爲めに 頗る 輕快な 趣を 發 揮して ゐ る。 又 岩代國 石 城 郡內鄕 村に 
ある 白水 阿彌陀 堂は、 方 三 間、 單層 、寶 形造、 二 軒で、 柱は 圓く出 來てゐ る。 正面の 中 一間は 稍廣く 
左右は 狹 く、 三 間と も 扉が あリ 、侧 面は 正面に 接する 所の 1 面に 左右 各 扉が あリ 、後方は 中の 一間に 
稍 小さい 扉が ある。 內陣 は圓 柱が 四 本 あ”、 佛壇は 內陣の 後方 半 部を 占めて ゐる 。床は 板張リ とな々 
建立の 年代は 承曆 元年で、 構造は 簡單で あるけれ ども、 內 部の 装飾は 極めて 優美な ものである。 小 組 
折 上 格天井 及び 柱 等には 寶相 華を 彩色を 以て 表は し、 舊時は 壁畫も あつた 如くで あれ ど、 現今は 全く 
存 して ゐない 。 

i 佛寺投 入 堂 I 又 伯 耆國東 伯 郡三德 村の 三德 山頂に ある 三佛 寺は、 役行老 の 開基と 夺傳 にあ 
つて、 嘉祥一 一年に 慈覺 大師が 伽藍を 建てた とい ふ。 此の 寺の 投入 堂は、 山陰 道に 珍ら しい 藤 原 時代の 
建築で. 小さい もので あれ ど、 中腹の 崖に 巧に 建てた のが、 構造 上の 困難に 勝つ た點 と、 自然の 景色 
に 結合した 點とで 賞 讚に 値する。 役 行者が 慶雲 三年に 建立した ものと 傳へれ ど、 兎に角 藤 原 中期の 手 
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法が 明かで ある。 桁 行 一 間、 梁 間 一間 〇單 層、 切妻、 屋根 檜皮葺 で、 平面形が 複雑で、 外觀變 化に 富 
んでゐ る。 此の 附近に 納經 堂と て 一間の 建物が あるが、 これは 佛堂の 形式では なく、 却つて 神社の 形 
式で ある。 恐らく 鎭守の 社で •あつたのを、 神佛 分離の 節に 納經 堂と したので あらぅ。 一間 社の 春 日 造 
で* これを 以て 現存の 春 日 造の 最古の 物と すべきで ある。 

1 富貴 豐後國 海 部郡蔣 村に 在る 富貴 寺の 本堂は、 三 間 四面、 單 層、 四 注 造で 養老 年 
間の 建造で あると 寺傳に 記されて ゐる が、 實 物を 見れば 藤 原 期の 建物で ある こと 爭はれ ない。 その 構 
造 至つて 簡單 にして、 僅に 舟 肘 木を 用 ひて あるが、 〖 內部の 裝飾は 大に 見るべき ものである。 小 組 格 天 
井には 寶相 華を 描き、 壁には 彌陀來 迎の圖 及び 多數の 菩薩を 描き 表は し、 藤 原 期の 趣を 充分に 示して 
ゐ る。 

I 鶴 林 寺の 太 播摩國 加 古 郡 鳩 里 村の 鶴 林 寺には 太子 堂 及び 常 行 堂が ある。 此の 寺は、 寺傳 
では 聖徳 太子が 用 明 天皇の 二 年、 秦川 勝に 命じて 建立した ことにな つて ゐるが 、その後 養老 二 年に 再 
興してから の 歴史は 明かで ない。 現存の 本堂は 室町 時代 初期、 應永 頃の 建築で、 觀心寺 様の 更に 發達 
した 手法を 用 ひ、 七 間 六 面で あるから、 その 頃の 物と しては 比較的 大 建築で* 代表作と する ことが 出 
來る 。さて、 此の 太子 堂と 常 行 堂とは、 本堂ょ リも 小さい が、 年代は ずつと 古く、 藤 原 中期の 建築で 

一三 I 


一三 二 

太子 堂は 方 三 間、 單 層、 寶 形造、 常 行 堂 
は 三 間 四面、 單層 四面に して、 木 割は 細 
<" kf、 で 面白， い 作で ある。 殊に 太子 堂は 
鶴 剝 落して は 居れ ど、 子の 御 像が それと 知 
ちれ、 繪畫 上の 好 資料と せらるべき もの 
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である” 
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第 九 章 鎌倉時代の 建築 

|&财 5: 111の建久三年に、奶 $1* 娜が鎌倉に幕府を開ぃた時から、後&醐天ぎ 
の延 元元 年に 至る までを、 建築 史上に 鎌倉時代と 稱す るが、 此の 時代の 建築には、 殊に 寺院 建築に 於 
いて 新 様式が 起つた と共に、 複雑な、 込み入つた 樣式が 行 はれた ので ある。 元來 此の 鎌倉時代は、 所 
謂 近世 史の 始ま リで あつて、 日本に 封建制度が 出來 、且つ 武士階級の 勢力が 勃興した ので、 舊來の 帝 
室 及び 藤 原 氏を 中心とする 貴族の 生活は、 消滅は しな かつた けれども 甚だ 影の 薄い ものと なつて、 世 
はた 7 武門 武人の 權 勢を 揮 ふに 任せた ので ある。 隨 つて 文明 生活 —— 藝術 生活 も 亦 趣を 異にし、 しか 
も 1 方には 藤 原 時代に 發 達した 從來の 國粹的 文化を 棄てず 、同時に 新しい 支那の 文化 思想 宗敎を 輸入 
し、 且つ それを 新しい 方式 內容で 日本化し ょぅとす るので あつた。 されば 建築に も、 藤 原 時代に 見る 
ことの 出來た 寺院 や 邸宅の 建築が あると 共に、 新しい 禪宗 風の 寺院が あリ 、武家屋敷と いふ 別種の 邸 
宅 も出來 た。 そして、 言は ごごち や^^と 雜然 たる もので、 次の 室町 時代に 入つ て 漸く それ 等が 整理 
せられた と 見なくて はならぬ。 

厂薄倉 建築と 宗敎 一 それにしても* 鎌倉時代の 建築 も 亦 寺院 建築が 中心であつて、 しかも それは 
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一三 四 

新しい 宗敎の 影響を-蒙 ir る こと 多く 且つ 後の 各 時代にまで も その 影響を 止めて ゐる から、 先 づ宗敎 と 
建築との 關 係を 語らなくて はならぬ。 蓋し、 藤 原 時代の 末から、 支那では 唐に 代つ て宋の 一國が 起つ 
た。 そして 宋の 宗敎は 禪宗で あつた 所から。 彼我の 交通の 頻繁と なる に從 つて 禪宗が 渡來 した。 初め 
に 臨濟宗 、ついで 曹洞宗 これで、 禪宗が 盛んになる につれ て その 寺院 も續々 建築され た。 殊に 文化の 中 
心であつた 京都と 鎌 倉と で 大 伽藍が 多く 建立され た。 すると 又 一方に、 前代の 佛敎 から 脫 化して 新 時 
代の 要求に 應ずる やぅな 他力 淨土 、又は 現實 主義、 又は 日本 主義の 新 宗敎を 説く 者が 出て 來 た。 淨土 
宗 、淨 土眞宗 、日蓮 宗 、時宗、 眞言 律宗等 これで あつた。 卽ち これ 等が 時代の 背景と なつて、 國 民の 
思想 や 藝 術の 上に 影_ し、 殊に 建築には 大關 係が あリ 、和樣 、唐様、 天笠樣 、觀 心寺樣 等の 名を 見る 
に 至つ た。 しかし それ 等に ついては 別項で 詳しく 說く として、 宮殿、 住宅、 神社 等の 建築から 見て 行 
かぅ。 

殿 城 建築の 變革 一 宮城の 建築は、 これょ 6 先き 治 承 元年 ^ 京都 大火 あリ 、內裡 を燒い たが、 そ 
の 未だ 再建せられ ざるに、 四 年の 後、 時の 權力者 平清盛は 都を 攝津福 原に 移した が、 固ょ j これ 假の 
行 在 地に して、 內裡 らしい もの も出來 なかつ た。 賴 朝の 世に なつてから、 數度 京都の 內裡を 修造し、 
その後 大內裡 の 修造 も 極めて 少時の 間 復興され たけれ ども、 亦 忽ちに して 湮滅に 歸し 、初めの 頃は 閑 
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院の 里內 裏に、 ついで 富 小路の 里內 裏に 移 及、 南北朝に 至つ て 北朝は 東洞院 、及び 土 御門 殿を 皇居と 
したが、 その 規模、 形式、 手法 等は 大同小異に して、 彼の 寢殿 造と 平安 大內 裏の 一部を 折衷した に 過 
ぎ ず、 また 桓武， !:• 當 初の 如き、 大規模な、 整備せ る 計 劃の 立てられた こと もなかつ た。 故に これに 
ついては 省略し、 他に 當時 の權 力者賴 朝の 邸宅を 語れば、 賴 朝の 居所は 鎌 倉 地方に 新しく 起つた 「武 
家 造」 とい ふ 邸宅 建築に 依つ たもので、 凡て 新たに 考按 した 配置、 様式で ある。 その外 廊は鰭 板を以 
て rJ れを圍 み、 閉は上 土 P'J が あ-^、 又 櫓 門が あ 及、 5 C を 入れば 右に 遠 侍と 稱 する 一 建築が あ々、 前面 
堪 寄から 緣に 依つて 室に 達する 樣に なつて ゐた。 f s 侍と 一隅を 以て 互 ひ 違 ひに 連接して 式臺が あ 夕、 
それよ リ 公卿の 間、 廣間が 車 寄の 奥に あリ 、又 車 寄の 左側には 中 門の 設けが あつた。 公卿の 間、 廣間の 
奥には 上 殿 及び 御 帳臺が あつて、 賴朝 こ、 に 出で 諸 候に 對 面した ので ある。 それより 廻廊を 通じて 對 
而所が あリ 、これにつ， いて 御寢 殿が あつた。 これ 等の 屋蓋は 悉く 板を 以て 葺き 、曾て％ を 川 ひなか 
つた。 その他 極めて 質素 簡箪 で、 又在來 は镩を 用 ひて 室內が 甚だ 暗かつた のに、 この頃よ 及 明 障子と 
なリ、また禪宗風の赉院造もこの頃よ”生じたのである。明障子の如きも、もと禪僧の書院に用ひら 
れた のに 始ま リ 、その他 禪の 建築から 得た 新樣 式が 多かつたら しい。 只今 日 その 遺物を 傳 へない から 
知る を 得ない。 そして 京都に 於いては 猶ほ 優美なる 寢殿 造が 盛に 行 はれて ゐた。 

一三 五 


Is 

「嚴 鳥神瓧 諸 建築 I 神社 建築には さした る變 
化な く、 槪ね 前代の 繼承で あった が、 多少 繪畫彫 
刻 等の 装飾を 用 ひ、 頭 貫、 海老 虹 梁 等 主として 佛 
敎 建築に 用 ひられた ものを も 見た。 嚴島 神社 本殿 
は、 當 時代の 代表的 建築で ある。 嚴島 神社は 安藝 
國佐伯 郡嚴島 町に 在リ 、推 古 天皇 三十 二 年 十二月 
神托に 依って 興され、 昔は 安藝の 一宮と いひ、 社 
殿は本社及び客神社に分たれ、仁安こ年 ¥* ^,に 
依つ て 立派に 再建され た。 然るに 貞應一 一年に 燒け 
仁 治 二 年に 再建せられ た。 今の 客 神社は 卽ち當 時 
の ものである。 しかし 本社 殿は 毛 利 元 就が 陶 Bf* K* 
と戰ひ 神社を 汚した とい ふので、 弘治二 年に 再建 
し、 今日 現存して ゐ る。 本社、 客 神社と も、 本殿 
幣 殿、 拜 殿、 祓 殿を 主な 建物と し、 外に 高 舞臺、 
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平舞臺 、門 客 神社、 能舞臺 等が あ 9、 それ 等が 百 二十 間の 廻廊を 以て 聯絡され、 當代の 日本 建築と し 
ては 頗る 珍しく 複雑した 平面を 持つ てゐ る。 而 して 此の 平面は 淸盛 再建の 時 も 今 も 同樣 であるら しく 
建物の 大體の 格好、 細部の 手法 も 亦 同時代の 調子を 帶び て、 甚だ 優美で ある。 しかも それ 等が 山を 背 
景 とし、 海を 前景と し、 左右に 陸地が 延び、 潮が 一度 充つれ ば 社殿 廻廊と もに 水に 浮ぶ、 その 光景の 
美し さは、 日本三景の 一とな つて ゐるの も宜 な々 と 言は ねばならぬ。 要するに 嚴岛 神社の 建築は、 そ 
の 位置が 自然と 極めて 密接な 關 係を 有して ゐる こと、 その 平面が 複雑の 中に 大體シ ムメ トリ ー を 保つ 
てゐる こと、 その樣 式 手法が 平氏 時代の 特色を 備 へてゐ る こと 等が その 特色で ある。 この 建築は 當代 
の 物では ない けれども 樣式の 代表と して こ、 に 語って 置く。 

當 時代に 建築され た 寺院は 頗る 多く、 玆に 主なる もの、 みを 示しても 左の 如 


I 當代 創建の 寺院 

くで ある。 

後鳥羽 天皇 建久 三年 
同  五 年 
同  六 年 
同  建久 年間 


永 福 寺 (鎌 倉〕 

東大寺 大佛殿 (再建) 
聖福寺 

石山 寺 多寶塔 (現存) 


一三 七 


築  m 


本 
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一三 八 


同  元年 
土 御門 天皇 正 治 二 年 
同  建 仁 二 年 
同  建 永 元年 
順 德 天皇 建 保 二 年 
四條 天皇 

後嵯峨 天皇 寬永 元年 
同  三年 
後深草 天皇 同 四 年 
同  五 年 
同  年 
龜山 天皇 文 永 三年 
■同  文 永 九 年 
後宇多 天皇 同 十 1 年 


東大寺 南 大門 (再建) 

壽福寺 (鎌 倉) 

建 仁 寺 
栂尾 高山 寺 

海 住 山寺 (五重塔 現存) 
智恩院 

光明寺 (蓮華 寺 移 建) 
東大寺 開山 堂 (現存) 

永 平 寺 (大邨 寺 改稱) 

建 長 寺/鎌 倉) 

淨土寺 (淨土 堂 藥師堂 現存) 
蓮華 王 院本 堂 (改築 現存) 
大谷 本願 寺 
身延山 久延寺 
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同  弘 安五 年 
伏 見 天皇 正 應四年 
後醍醐 天皇 元應 元年 
同  正中 二 年 
同  建 武四年 (延元 二 年) 
同  元年 


圆覺寺 (鎌 倉 舍利殿 現存) 

南禪寺 

大徳 寺 

淸淨 光寺 (相 模) 

妙 心 寺 

觀心寺 (再建) 


ITI 和 衛^ 現存す る 遺物の 一々 に關 して こ、 に 語る に 先立つ て、 樣式 について 一言し ょ 
ぅ。 蓋し 此の間の 佛敎 建築は 二様の 方面から 見られる。 一は 前期を 受けて 依然 その 様式を 保ち、 連綿 
として 當 代の 中期に 及んだ もので、 所 請和樣 これで ある。 和樣は 平安 流と も稱せ ちれ、 大體は 前期の 
樣 式を 少しも 變 へない が、 自ら 新手 法を 加へ てゐ る。 卽 ち繪樣 彫刻の 加味、 頭 貫き、 俗にい ふ 拳 鼻、 
繪樣肘 木、 虹 梁、 眉 欠、 袖 切、 し # T 杖 彫 等が 新に 加味され た。 唐草には 動植物を 應 用し、 本 蟇股は 盛に 
用 ひられ、 且つ その 賤 達の 頂上に あつた。 二は 新に 宋 朝の 影響を 蒙リて 勃興した 禪刹 伽籃の 流派に し 
て、 卽ち 所謂から 樣これ である。 要するに これ 足利時代に 大成せ る禪刹 建築の 根源を なす ものにして 
當 時代の 初年ょ 6 起リ 、全 期を 通じて 漸次に 進步 した もので あらぅ。 蓋し 榮西 禪師が 支那から 齎した 

一三 九 
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一四 〇 

ものと され、 その 特徴は 平面の 配置と 構造 手法と 裝飾樣 式と にある ので、 例へ ば 柱は 上下に 綜 形と 稱 
して 丸みを つけ、 上部 大斗 との 間には 臺 輪を 設け、 下部 地面に 接する 所は 石の 礎 盤を つけた。 この 臺 
輪は 和樣 にあつて は 唐樣の 如く 柱 身 外に 出て 居る ものはなかつた。 肘 木 も 亦 和樣で は 先 鼻を 垂直に し 
その 下端を 曲線に したが、 唐樣 では 初期に 於いては 鼻は 全く 曲線で、 後期に 至つ ては その 曲線が 强く 
なつて ゐ る。 尾 垂木 も 和 様では 先が 太く 元が 細く、 斷面は 四角であつた が、 唐樣に 於いては 先が 細く 
元を 太く して、 斷面は 五角形に 成つて ゐる 。この 尾 垂木が 內 部に 延び、 大虹 梁を 支へ た 柿 肘 木と な 
る。 又 從來は 阿 麻 組であつた 組 物が 結 組と な々、 支 輪 小 組 天井の 代リ に、 墨 繪の丸 龍 ある 鏡 天井に 變 
つた U そして 床は 石 又は 瓦を 敷を 詰めて 廻樣 等は 設けず、 すべて 白木 造の 簡素の ものと なつた。 

I 天竺 樣と觀 心 寺樣 I 別に また 天 笠 様の 一派が あつた。 一に 大佛 樣と稱 し、 これ も當 代の 初めから 
出現した が、 久しから ずして 湮滅に 歸し た。 從 來の樣 式に 宋の樣 式を 混へ たもので、 大體 和樣と 同じ 
いが、 その 特異と する 所は、 揷肘 木で ある。 これは 柱ょ リ肘 木を 差 出し、 重ねて 屋根を 受けて ゐる式 
で、 又 天竺 斗を 用 ひ、 肘 木は 一軒に してし かも 箠 木 鼻を 外に 現は さず、 鼻隱 しを 用 ひて ゐ る。 和樣と 
唐様との 混和から 成る 第 四の 一派は、 遲く 南北朝の 頃に 起リ 、足利時代に 入つて 發展 した かと 見える 
觀 心寺樣 である。 これ も 大體に 於いて 和樣 で、 その 細部は 斗 組が 和樣 で、 肘 木が 唐様、 虹 梁 等が 和 様 
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の 趣きを 唐樣の 形で 出して ゐる 。繪樣 彫刻を 盛に 用 ひたのは 唐様で、 柱 東は 和樣 風、 唐戶は 唐樣 であ 
ると いふ 風に 甚だ 混雑して ゐる 。殊に 好んで 雙 斗を 用 ひて ゐる 。要するに 自田 自在な 混合 式で、 その 
中心 區域は 中國 及び 四國を 主として ゐ る。 而 して 此の 外に 東大寺 鐘樓の 如く、 唐様に 天竺 様を 交へ た 
如き、 全くの 異例を も 見る ので ある。 斯くて 當代の 樣式は 


(甲) 舊派 (前期の 直系) i 和樣 

から 樣 


(乙) 新派 (宋 朝の 影響) 
となる ので ある。 


1 1 樣 


觀 心寺樣 
(異例) 


I 華 蓮 王院 (三十 三 間 堂) 玆に先 づ和樣 の 代表と して、 蓮華 王院の 本堂から 語つて 行かぅ。 それは 俗に 
三十 三 間 堂と 稱せ ちれる もので、 京都市 下 京區茏 町に あ 夕 、最初の 建物は 得長壽 院と稱 して、 長 承 元 
年 鳥 羽 上皇の 建立であつた が、 長寬二 年に 至リ 後白河 法皇が 重ねて 建立し、 蓮 花王 院と 命名され たも 
ので ある。 のち 元曆二 年に 地震の 害を 受け、 文 永 三年 八月 (一 說に建 長 三年) 改築の 建物が 現存して ゐ 
る。 堂は 六十 六 間 あつて、 二 間 每に一 柱を 建て、 あるので、 俗に 三十 三間觉 と 云 はれる。 しかし 慶長 
元祿の 二度に 大 なる 修補が 加へ て あるが、 それでも 平安朝の 風を 襲つ た、 見るべき 建物では あ、 る。% 
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ほ 同院 には 南 大門、 西 大門が あって、 共に 桃山時代の 建築で、 西 大門は 今、 
られ てゐ る。 

@ 住 山寺の 五重塔 I  •知 011 !: '五重塔と 室 生 ^ < 歡 聪寶 も當 時の 遺物で、 

i 


1 四 二 

東 寺の 南 大門と して 用 ひ 


和樣の 代表作で ある。 海 
住 山寺は 山城 國相樂 
都 瓶 原 村 字 例 弊の 山 
上に あリ 、天平 七 年 
聖武 天ぎ の 勅願で 良 
辨僭 正が 建築した。 
保延 三年の 燒失 にょ 
” 、承 元元 年 僧 解 M- 
が 再建して、 今 眞言 
宗 忙 屬し てゐ る。 水 
路 疎通 落成の 紀 念と 
して 參 議長 房の 建て 


たもので、 外形は 從來の 形 
式に 拘泥せ ず、 自由の 手法 
を 施し、 最下 層が 最も 優れ、 
海內 部の 彩色は 鮮明に 現存し 
住 てゐ る。 格好の よい 五重塔 
で 當 代の 物と しては 傑れた 
方で ある。 他に 同時 內に文 
珠堂が あるが、 これ も 同じ 
頃に 出 來た小 建築で ある。 


室 生 寺の 灌頂堂 I 大 

塔 和の 室 生 寺に ついては 弘仁 
期で 金堂と 五重塔と を 述べ 
たが、 此の 灌頂 堂は、 鎌 倉 
時代 現存 遺物 中の 好例に 屬 

一四 三 


一四 四 

ずる ものである。 傳說 には 天 長年 間の 創建で あると 云は れてゐ るが、 それは 信ずる に 足 9 ない。 方 五 
一間で、 前面の 一一 間を 外陣 とし、 後方の 三 間を 內陣 とした ものである。 內陣の 厨子 も當 代の 最も 優秀な 
一 ものと される。 他に 彌勒堂 も 亦、 此の 時代の 作で ある。 

第 i  I 石山 寺の 多寳塔 I 石山 寺の 多寶塔 も亦當 代の 代衷 的の 建築と なされる。 石山 寺に ついては 前に 
一  述べた が、 この 多寶 塔は 現存の 多 寶塔中 最も 古く、 且つ 最も 完全に、 優れた ものである。 これは 建久年 
日間 源賴 朝の 建立と 傳稱 されて、 下層は 方 三 間、 上層は 龜 腹の 上に 圓 筒形で、 勾 欄を 設け、 屋根は 方 錐 
形の 頂 部に 相 輪を 建て、 ゐ る。 相 輪は 露盤、 覆 鉢、 請 花、 九輪、 四 葉、 六 葉、 八 葉、 寶珠 等よ々 成 9 
本 その 六 葉の 下から 四 本の 鎖が 上層 屋根の 四隅に 結ばれて ゐ る。 組 物は 蓮華 王院の ものと 甚だよ く 似て 
雄 ゐ る。 全體の 形狀は 均 合よ く、 殊に 檜 皮葺の 屋根の 格好が 藤 原 時代の 調子を 爲 して、 頗 S' 優雅に 見え 
る。 又內 部には 彩色 畫が 描かれて ある。 紀伊國 高野山の 金剛 三味 院の 多寶塔 も、 石山 寺の それと 共に 
本邦 古多寶 塔の 第一位で、 そして 優秀な ものである。 

r 其 他の 和 その外、 鎌倉時代 和樣 建築の 遺物と しては、 奈良 東大寺 法 華 堂の 禮 堂、 近 江 
國甲賀 郡の 長壽寺 本堂、 越 前 國遠敷 郡 松 永 村の 明 通 寺 本堂、 伊豫 國松山 市外の 大山 寺 本堂、 紀伊國 高 
野 山 不動 堂、 大和 國北葛 城 郡 當麻寺 本堂、 ( 一 名 曼陀羅 堂) 京都市の 大 報恩 寺 本堂、 同じく 知 恩院の 勢 
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至 堂、 近 江 國西明 寺の 本堂 等が、 世に 知られて ゐ る。 

f 圓覺寺 舎利 殿 一 鎌倉時代 唐様 建築の 遺物は 甚だ 稀であつて、 相模阈 鎌 倉 郡 山 之內 村， の圓覺 寺 
の舍利 殿を 以て その 最とさ れ る。 圓覺 寺は 鎌 倉 五 III の 一にして、 弘 安五 年北條 時 ^ • の 草創で あつて、 
舊觉宇 は應 安七 年、 應永 十四 年、 永 祿六年 の 三度の 火災で 燒 失した が、 同 寺に 藏 する 國寶、 r 圆覺寺 境 
內繪 圖」 にょつ て 見る と、 總門 、三門、 佛殿 、法 堂 皆 一直線の 上に 建ち、 堂々 たる W 刹で あつたので 
ある。 而 して 現存 最古の 建築た る舍利 殿は、 北條貞 時が 建つ たものと 傳 へられ、 尔代 はょ くは 解らぬ 
が、 貞時 は弘 安七 年に 執權 とな リ 、慶長 元年に 死んで ゐる から、 その 二十 八 年間に 建つ たもので あら 
ぅ。 石 壇上に 建つ ところの 方 五 間の 重層で、 屋根は 入母屋の 草葺 として、 方 三 間の 內陣に 架か リ 、廻 
及の 外陣は 裳 層の 如くな つて ゐる 。屋根は 割合に 高く、 二 軒と なリ 、下層は 扇 垂木を 用 ひて ある。 內 
陣須彌 壇の 上は 鏡 天井と なし、 他は 化粧 屋根裏で ある。 正面 中央に 二牧の 棧唐戶 の 扉を 設け、 その 左 
右の 瓦 燈 窓には 引戶が ある。 兩端 には 瓦 燈窓が あつて、 侧面 にも 中央に 左右と も瓦燈 窓が あリ 、基而 
に 接する 所に も 窓を 設けて ある。 正面に 接する 所には 各 入口が 設けられて ある。 櫊 間 {C は 方形の 格子 
を 取 9 つけ、 吹拔 となつて ゐ る。 內部は 瓦 敷と な々、 須彌 壇が あリ 、柱は 圓 形に て綜形 及び 石の 礎 盤 
を 有し、 組 物の 尾 垂木は 飾リ とな 及、 肘 木は 唐様 肘 木と 稱する ものを 用 ひて ある。 海 尾 虹 梁 大瓶 束、 
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I 四 六 

頭 貫の 鼻 飾、 尾 M 木受持 送、 拳 鼻 等に 依って、 すべて 禪宗 風の 模範的 特徴を 現は して ゐる 。規模は 極 
めて 小さい が、 澤 山な 鎌倉時代の 禪宗 建築が 大小と もな くな った 今日に 於いては、 唯一の 代表 物で あ 
及、 又 代表し 得る 價 値を 有する ものである。 

I 禪宗寺 院の 平面 配置 I 禪宗 寺院の 平面 配置と しての 好適 例は 山城 國 愛宕 郡 大宮村 舊名紫 野に ある 大 
德 寺の それで ある。 此の 寺は 元應 元年 赤松 則 村が 草創した もので、 のち 一端 衰 へ、 文明 六 年 一休 禪師 
に 依って 再興され た。 鎌倉時代の 建築は 一っ も 遺って ゐない が、 禪宗 建築、 茶室 建築の Jt には、 最も 
重要な 一 境內で あゐ 。さて、 その 平面は、 總門は 四 脚 門に て •その 脇に 小 門が あ リ 、總 門を 入れば 池 
が あリ 、橋を 渡つ て 山門が ある。 その 左と 右と に III 廊が あ々、 廊を 以て 浴室 及び 便所に 通じ、 山門 內 
の 突き 當リ k 佛殿が ある。 山門と 佛 殿との 間の 左右に 僧堂 及び 庫裡が あリ 、僧堂の 傍に 輪藏が あ リ、 
庫裡の 近くに 鎭守 社が ある。 而 して 佛 殿の 左右には 鐘樓 、鼓樓 が あリ 、佛 堂の 後方に 法 堂が ある。 そ 
の 左右に 侍者 寮と 茶 堂と を 設けて ある。 法 堂の 後には 方丈 及び 小 庫裡が あリ 、その後 方に 楝 門を 設け 
また 越 樓の橫 にも 棟 門が ある。 而し てこれ を圍 むに 四方 共 築 土を 以てして ゐる 。要するに これ 等の 建 
物の 中心を なす ものは 佛殿で 、勅使 門、 (紐 削 1 ^ _巧動 £? 'る)山門、佛殿、法堂、寢室が1直線上に 
在々、 佛 殿と 法 堂と 寢室 とが 一線の 廊を以 て繫が れてゐ る。 これ 禪宗式 伽藍の 模範的 平面で ある。 そ 
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の 他の 諸 建築物は 雜 然として その 左右 及び 後方に 配置され てゐ る。 經藏 鐘樓の 如き も. 佛殿法 堂の 右 
方、 別に 離れて 孤立の 位置に 在リ 、塔は 旣に 此の 建築には 含まれて ゐない 。尙 ほ大德 寺の 建築物に つ 
いては、 桃山時代、 德川時 代に 於いて 語る ところが あるで あらぅ。 

fflwNWWH 奈 良の 東大寺に ついては、 天平 時代 建築の 項に 詳しく 說 明した が、 その 大佛 
殿は、 鎌倉時代の 天竺 樣 建築を 代表す る もので、 大佛樣 とも 云 はれる 所以を 示して ゐる 。尤も 此の 建 
物 も、 鎌倉時代の 物では ない。 建久六 年源賴 朝が 大 檀那と なリ 、重 源 上人が 勸 進して 再建した ものは 
永祿 年間の 三 好 松 永の 亂に燒 け、 元祿 年間 公慶 上人に ょつて 再建され たもの が 現に 殘 つて ゐ る。 而し 
て 明治 三十 六 年 四月から 大 修繕に 着手し、 大正 二 年 四月まで 十ヶ 年の 日子と 七十 一 萬 餘圓の 金と を 費 
して 元祿 再建の 形を 保存され てゐ る。 その 樣式 について、 天竺 樣の 所で 述べた 通 及で ある。 東大寺に 
は 他に 南 大門と 開山 堂と が 同じ 式に 依つ てゐ る。 南 大門は 始めの 建築は 天平 勝寶四 年であつた が、 の 
ち 風害の 爲めに 倒潰し、 正 治 元年 六月に 改築され た。 五 間 三 戶の樓 門で、 柱は 上下の 各層へ 貫通す る 
所の 通 柱を 用 ひ、 組 物は 揷肘 木、 阿 麻 組、 六 手先に て、 大佛 殿の それに 酷似し. てゐ る。 腰 屋根は 廂の 
如き ものである。 大體の 規模は 壯大 にして、 その 手法は 粗大で あるけれ ども、 雄 健な 趣を 備へ 、本邦 
山門 中の 筆頭た る ものである。 開山 堂は 一名 良辨 堂と も稱 し、 方 三 間の 小規模の ものである。 寺傳に 

一四 七 


1 四 八 

依れば その 建築は 寬 
仁 三年と 記されて ゐ 
る。 家 根は 寶形 にし 
淨て 勾配 及び 一般の 構 
± 造の 割合 等が 平安 時 
代の 物と 同じ 調子が 
寺 ある。 けれども 內部 

, の 手法は 完全なる 唐 

^  、ミ' 

樣で ある。 のちに 至 

燹 つ t:' 觀 W #' 樣の、 現、 は 
れる 前兆と も 言 ふべ 
き 三 斗を 用 ひて ある 
のは、 特に 注意を 要 
尹る。 


塔 
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I 醍醐 寺經载 と淨土 寺の 二 堂 I 天竺 様の 遺物と して、 その外に 京都 醍醐 寺境內 にある M 藏 と、 播摩國 
加 東 郡 小 野 村に ある 淨土 寺の 淨土觉 及び 藥師党 が ある。 醍醐 寺に ついては 弘仁 時代で 語つた が、 この 
| 經藏は III 上の 部に 在つて、 俊 乘坊筑 源の 建立す る 所で あると 稱せ ちれる。 平面形は 三 間 二 面で、 正面 
R 一間の 廂を附 け 加へ てゐ るので 方 三 間に 見える。 この 經藏の 手 組は 最 t 奇拔な もので、 他に 類例を 
見ない。 その 意匠の 深意を 知る に 苦しむ が、 兎に角 放縦 自在に して、 且つ 手法 も 大膽な ものである。 
淨土寺 も 俊 乘坊重 源が 建久五 年に 建立した ところと 傅へ ちれ、 天竺 様の 式に 依リて 前者は 方 三 間、 後 
者は 方 四 間 あつて、 共に 家 根は 寶 形で、 內部の 袓物 等の 手法は 東大寺 開山 堂ょ リも 複雜に 且つ 奇拔の 
一 ものである。 

| 「觀— 心— 寺の 本^ T 觀心寺 栈の範 たる ものは、 河 內國南 河內郡 川上 村 大字 寺 元に ある 觀心 寺の 外 
\ にはない。 此の 寺は 文武 天皇の 頃、 役 小 角の 建立に して、 もと 雲 心 寺と 號し 、その 觀心 寺と 號した 〇. は 
一！ 5 空 & が 本 寺を： 冉 興した 時からで ある。 而 して 現存の 本堂は、 後醍醐 天皇の 建武 元年に、 中興の 業 成 
一り-し 故を 以て 楠 il:.# 成に 詔して 再建せられ たもので ある。 方 七 間の 平面形を 有し、 向拜が 前面 三 間に 附 
けられ、 il'. 層、 入 母 岸-造、 本瓦葺 であるが、 永 正 三年までは 木皮 葺 であつ たとい ふから、 緩い 勾配の 
M 根が 今ょ ター 層 優美な 感じを 與へ たこと であらぅ と 思 はれる* 組 物は 最も 著しい 特徴を 有し'  軒は- 
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出 組の 一種た る 阿 麻 組と 稱 する ものを 用 ひ、 また 虹 梁の 下 も 三 斗を 用 ひて あつて、 和 様の 平 組で ある 
と共に、 から 様の 双手を も 用 ひて ゐ る。 而 して 內 部の 設備は 眞言 祕密 道場の 特色を 有し、 內陣 と外陣 
とを 格子 戶で 仕切 リ、 內陣の 奥には 須彌壇 厨子を 安置し、 その 前には 護摩 壇を 置き、 壇の 左右に 板壁 
を張リ ，それに 金剛 界、 胎藏界 の 曼荼羅が 描かれて ある。 これ 等が 卽ち觀 心 寺 様の 主なる 特徴で あ 
る 0 

I 知 恩 院の諸 建築 I 唐樣 寺院の 平面に 關 しては、 大德 寺を 語つ たが、 他に 常時の 諸派に ついても 
言及し ょぅ。 先づ淨 土宗寺 院 建築の 代表と しては 智恩院 が ある。 智恩院 は 京都市 下 京區林 町に あリ、 
山 號を華 頂 III とい ひ、 淨土 宗の總 本山で ある。 四條 天皇 勅額を 賜 ひ、 永世 勅願 所と なされた のが、 此 
の 寺の 正しい 開 某と 認むべ きで あらぅ。 源 空の 高弟 源智が 諸 堂宇を 建立して 以來 、再度 火災の 爲めに 
燒 亡した を， 寬永 十六 年 徳川家 光が 再建した のが、 今に 傳は つて ゐる P その 平面 配置は 至つ て 不規律 
C 由で、 方位 等には 少しも 關は ず、 必要に 應じて 任意に 建築した。 奈 良、 弘 仁、 藤 原 時代には 南 向の 
場合は JH 面に 門を 設けた が、 智恩院 では 橫の 方に 門を 設けて ある。 法然の 像を 安置す る 御影堂 及び 阿 
彌陀 堂を 大餺 伽藍の 中心とし、 阿彌陀 堂は 金堂に、 御影堂は 講堂に 相 當して ゐ る。 而して 鎌倉時代に 
は 此の兩 堂 相 並んで 建てられ、 旣に I 後の 順序を 破つ てゐ る。 他に 經藏、 錡樓 、五重塔 ある こと、 中 
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建 


本 
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一 五 二 

古までの 和樣 式に 同じい が、 五重塔は 餘リ 
重きを 置かれなくて、 信徒の 寄進との 說で 
ある。 その他に 大方 丈、 小 方丈、 庫裡 、大 
知 庫裡 、茶所、 山門な どの あるのは、 禪宗と 
恩 同じい。 そして 他に 廟堂と て、 法然 上人の 

納骨の 聾が ぁリ、 ( liJJ: f 5t 8t ir 5f ) ^ 

徒の 來集す る 集 會堂も あつた。 そして 此の 
パ 宗が 天臺宗 から 出で たこと を 示す のは 御影 
方 堂の 平面形の 天囊 S 伽藍に 類似して ゐる 
丈 ことで ある。 兎に角、 和樣に 出で、 和樣に 
室 依らず、 且つ 餘程 禪宗の 建築の 感化を 受け 
てゐ る。 現存の 建築は 德川 時代で あれ ど、 
平面形 だけは 鎌倉時代の 儘を 保って ある。 
而して 勢 至 堂の みは 當 初の 建築 遺物で、 和 
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樣を その 儘に： 不され る。 その外 淨 土眞宗 

の 寺院を 代表す る 東 本願 寺は 慶長 の草剑 

で遙に 後れる が、 平面の 配置 一層 不規則 

で、 たで 阿彌陀 堂と 祖師 堂と が 相 並んで 
知 

廊に 依って 連續さ れてゐ て、 伽藍の 中心 

M  になつ て ゐる こと、 智恩院 に似て ゐ る。 

しかも 本尊た る 阿彌陀 堂は 小規模に して 
院 

祖師 堂が 遙に 大規模で ある。 門に しても 
庭 前者の 唐門は 小さくて 常に 閉され 、後者 
の樓 門は 大規模で 常に 開かれた。 又 祖師 
堂は 內陣を 除く 外 陣を廣 くし、 多くの 信 
徒の 來 集 ^ 便に した。 手 水屋 及び 茶所が 
あリ '僧房、 庫裡 の代リ に寢 所、 臺所が 
設けられた r° 次に 日蓮 宗 寺院では、 伽藍 

一 五三 
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T 31.. 四 

の 中心として 本堂、 祖師 堂を 置き、 本堂を 
主と したと ころ、 他宗と 趣を 異にする。 又 
鎭 守の 社を Jf 內に 置いた の も 他と 異 る。 時 
宗では 阿彌陀 堂を 主眼と し、 他の 建築は 必 
要に 應じて 設けられた。 

「東大寺の 鐘樓 I 東大寺に、 他 k 全 
く 見ない 特殊の 樣 式の 建物が ある。 それは 
鐘樓 で、 純 唐様と も 斷定し 得ず、 されば と 
て 宋の樣 式に 法つ たことは 明かな もので あ 
る。 建立の 年月は 明かで ない が、 鐘銘に 依 
れば 延應 元年 一一 月と して あるから、 多分 そ 
の 頃の 建築で あちぅ。 方 三 間の 平面を 有し 
家 根は 入母屋 造、 斗 組は 二つ 密接して、 そ 
して 一斗と 同樣の 用を なして ゐ る。 且つ 柱 


頭の 大斗の 大きさが 非常に 小 §4 て 低い ので ある。 また 斗 も 一 材ょリ 共に 刻み 造つ て ある 肘 木は、 尾 
噩 木の 形に 類似した 奇異の も P で、 肘 木の端は 斜に 刻み出されて 尾靈 木の 用を も 兼ねて ゐる 。しかも 
それが 幾重に も 重ねて ある •  4 た 軒の 返りは 爽快に して、 大體の 意匠 手法が 雄 健壯大 で、 當期 中に 於 
ける 最 4 優れた 一つで あ 5。 


一 五六 

第 十 章 室町 時代の 建築 

一室 町 建築の 特色 j 後醍醐天皇の延元元年、 ;£# |:尊 ^# が幕府を京都の室町に開いた時から、正親 
町 天皇の 天 正 元年、 その 敗亡に 至る 頃まで、 凡そ 二百 五十 年間を、 室町 時代と して 區 劃す る。 此の間 
の世狀 は、 武人の 跋扈した のと、 禪宗の 流行した のとは、 共に 鎌倉時代と 同 D であつ たが、 しかし そ 
の 初めの 頃は 南北朝 相 分れて 爭ひ 、ごた （が 絕ぇ なかつ たので、 別に 新しい 何物 もなかつ た。 つい 
で 足 利 義滿が 明と 交通を 始める 頃ょ リ 、藝術 的の 氣運も 動き 出した けれども、 やがて 足 利の 一族 その 
他が 內訌を 事と して 戰國 時代を 演出し、 遂に 足紀 ^• の滅亡を招いたので、その間纪 &* の東山時代とい 
ふ、 茶道 及び 繪晝の 上に 特筆すべき 時期がないでも なかつ たが、 それは 將に 沈まん とする 夕陽の やぅ. 
な もので あつた。 故に 此の 時代は 一期を 劃す ると 雖 も、 建築の 樣式等 大體に 前期の 繼承 にして、 依然 
として 禪宗 風の 建築が 優勢を 呈 し、 唐樣の 物を 最も 多く 造られた。 その他には 和樣 、觀心 寺樣も 行は 
れたが 、天竺 樣 について は 知る 所がない。 而 して それ 以外 別に 寺院 建築の 新式 も 出でなかつた。 た V 
神社 建築と 住宅 建築には、 稍 異なる ものが あつたが、 それ も 前者は 禪宗の 影響を 社殿の 樣 式に 受け、 
後者は 武家 造と 寢殿 造と を 打ち 混じた やぅな 名のに 過ぎな かつた。 た r、 その 住宅 建築から 後 來の茶 
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室 建築の 導き出された ことを 見遁 しては なら 一ない。 

一當 代 II1JI 建の 寺院 一 例に 依って 寺院 建築の 主なる 名稱を 示せば 


後村上 天皇 興國 元年 
同  正 平 七 年 
後龜山 天皇 天授 六 年 
同  年 
同  弘和 三年 
同  應 永年間 
後土御門 天皇 文明 十一 年 
後柏原 天皇 大永 元年 
後奈頁 天皇 天文 元年 
同  天文 年間 
同  永享 十四 年 
同  明 德 元年 


天 龍 寺 (翌年 改稱 、もと 曆應 寺) 

永寶 山寺 開山 堂 

寶幢寺 

鹿苑寺 

相國寺 

東 福 寺 山門 (再建) 

山 科 本願 寺 
早 雲 寺 

嚴島 神社 五重塔 (現存) 

不動 院 (安藝、 再建〕 

向上 寺 (備 後) 

安國 寺經藏 (飛 騍) 
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東 


福 


寺 
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一 東 福 寺の 建築 樣式 I 

禪宗 寺院の 建築に つ 
いては、 鎌倉時代に 
述べた 所と、 室町 時 
代に 入つ てからの も 
のとに 大差は ない。 
玆に 遺物の 代表と し 
て 東 福 寺の III 門を 語 
らぅ。 寺は 京都市 下 
京區本 町に あつて、 
臨 濟宗柬 福 寺 派の 本 
山で ある。 藤 原 時代 
の嘉禎 二 年に 藤 原 道 
長の 建造で あると い 
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ひ、 これに 應 永年間に 足利義 持が 修繕を 加へ 

たと されて ゐる が、 事實 は應 永に 再建され た 

ものと 認められる。 此の 寺、 總門 、三門、 佛 

東 殿、 法 堂、 方丈 等、 南面して 一直線に 建てら 

れ 、別に 禪 堂、 鐘樓 、經藏 、開山 觉、 東 司 等 

® 數 多の 堂宇 これに 附屬 し、 唐樣 建築の 平面を 

夺 模型 的に 備へ てゐた が、 明治 十四 年 火災に 罹 

つて 佛 殿、 方丈、 法 堂 等を 悉く 亡失し、 現在 

禪は 往時の 伽藍の 一部の み 遺つ て ゐ る。 た V 山 

，門 £三 門) のみ-は、 應永の 昔の 姿を 止めて ゐ 
堂 

る。 建物は 五 間 二 面で 三 戶を有 する 樓門 造に 
して、 左右 兩 端に 山廊を 設けて ある。 總體の 
構造 手法は 唐様で あるけれ ども、 斗 紐は 三 手 
先の 抓 M 木を ; II ひて あると ころは、 天竺 様を 

一 五 九 


一六 〇 

應 用した ものである。 屋根は 瓦葺 で、 重層 入母屋 造 二 軒を 用 ひ、 在來 の禪宗 風の 套 襲を 脫して 、巧に 
調和を 保つ てゐ る。 又 上層の 勾 欄は 完く 唐樣に 依つて ゐる 。そして 上層は 彩色を 施して あるけ わ ども 
™ 一層は 白木 造で ある。 內部は 中央の 鏡 天井に 天人を 描き、 周圍は 屋根裏を 表は す。 柱、 虹 梁" 長 押 等 
第一の 装飾 手法は 大陸 風、 卽ち 支那 元朝 未 期から 明朝 初期の 風を 帶 びて ゐ る。 樓 上には 須彌 壇が— て、 

一 南無 金剛 海 音 如來を 安置し、 その後ろ に 十六 羅漢を 置き、 柱、 天井、 楝 等に 極彩色を 以て 龍 や 唐草を 
日  一 ffi いて ある。 ^: に ^' ^' ^' ぎ ?\ にじ、てぎ^ ?' 4:' く、本邦に於ける禪宗山門の互頭なるのみならず、 © 古 
| #' ^: の 1: の ^' ^' 2)' 。當寺にはその外に、同じ時代と思はれる東司、卽ち便所がある。又總所は月_卜門 
本 一 とい ひ、 文 永年間に 大內の 月 華 門を 賜は つた もので、 優しい 形を 備へ 、殊に 板 蟇股が 美しい ので 知ら 
建  れ る。  、  、 

I 安樂 寺 八 角 四重 塔 f 信 濃 國小諸 郡 別 所 村の 安樂 寺に ある 八 角 四重 塔は、 啻に 當代 遺物と しての 塔 
第  v s' 0' ゲ r  て  y o' A' ?; と  k i K K ^ ^ 

が瑞璃 殿を 霊し、 藥師 如來を 雲した のに 創 まると せられ、 屢 々燒 けて 又焉 され、 淸和 天皇の 時 
一八 角 九重の 塔を 建てた と傳 へられる。 現存の 八 角 四重 塔は ^ * M* ^* が 安和 二 年 (冷泉 天 S に 造つ たと 稱 
せられて ゐるが 、再建の 年月は 詳か でない。 けれども その 形式ょ リ 見る 時は、 當期の 初め 頃の ものと 
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察せられる。 昔* 法 
勝 寺に 八 角 九重 塔が 
あつたと 傳へら れる 
外 •斯く 異例の 八 角 
形の 平面を 有する 塔 
は 他に ない のみなら 
ず、 その 四重で ある 
とい ふの も變 つて ゐ 
る。 しかし それ も 要 
する に 三重 塔の 最下 
層に 裳 層を 附 加した 
もので あらう。 細部 
の 手法は 頗る 美しく 
1 根は 橡葺 であつ て 
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一六 二 

これに 鐵の相 輪を 頂いて 輪每に 四箇の 風鈴を 
懸けて ゐ る。 各層 二重 扇 M 木を 用 ひ、 各層 共 
に 三 手先 結 組を 用 ひ、 これが 唐樣 になつ てゐ 
る。 下層の 組 物は 出 組を 用 ひて ある。 一般に 
軒の 出は 少なかつた 爲めに 物 足らぬ 感じは あ 
るが、 純 唐樣を 塔に 用 ひた こと も 亦 一つの 異 
例と 言はなくて はならぬ。 總高は 六十 一尺 五 
寸 五分。 

I 永 保 寺 開^! gl 次に 永 保 寺の 開山 堂 
が ある。 これは 美 濃 國加兒 郡豐岡 村に あリ、 
その 寺は 正 和 三年 夢 窓 國師の 開菡 にか、 わ ど 
此の 開山 堂は 三十 年後れ て 文 和 元年に 建てら 
れた ものである® 禮堂 及び 祠 堂ょ リ成夕 、そ 
の 間を ば 少しく 左右に 張 $ 出した 合の 間で 連 


結 させ、 前面 禮堂方 三 間、 單 層、 入母屋 造 
檜皮葺 、扇 M 木で ある。 而 して 後方の 祠堂 
は 方 一間、 重層、 入母屋で、 一般 高き 所に 
建てられ、 やは” 禮 堂と 同様に 扇 垂木を 周 
永 ひて ある。 禮 堂は 正面 三 間と もに 上部 透 組 
保 の 扉を 附 し、 側面は 中央の 一間に 正面 同樣 
寺 の 扉を 設け、 左右 各 一間は 透 組 窓と して あ 
る。 禮 堂の 斗 組は 複雜の 結 組を 用 ひ、 祠 堂の 
斗 組は 簡單 にして ある。 屋根の 反リ は禮堂 
に 於いて 殊に 非常に 著しく、 優雅な 特色を 
なして ゐ る。 全體の 高低 大小が、 調和ょ く 
巧みな 趣を 表現し、 一方に 裳 層を つけて 重 
厚の 感を與 へた 如き また 面白い や リ方 であ 
る。 懸 魚、 破風 飾 等の 彫刻 も 優麗の もので あ 
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る。 禮 堂の 天井の 構造 手法は 最も 巧妙を 極め、 當代 初期の 唐樣 建築中の 好 模範た るの みならず、 後世 
の 神社 建築に 權現 造の 因を なした ものと 言へ る。 そして、 禮 堂には 斯く 唐樣が 用 ひて あるに、 禮堂は 
大 體和樣 なの も變つ てゐ る。 此の 外に 當 寺境內 には 觀音堂 も ある。 

I 其 他の 唐樣 Wlil 以上の 外、 天文 年間に 建築され た 安藝 國 安藝 郡 牛 田 村の 不動 院 金堂、 永 享十 
四 年 建立の 備後國 豐田 郡瀨田 町の 向上 寺 三重 塔、 明德 元年 建立の 飛 彈國吉 城 郡國分 村の 國 分 ^ 經藏及 
び 甲斐 國東山 梨 郡 後屋敷 村の 淸白 寺、 天文 元年 建立の 安藝 國嚴島 神社の 五重塔 等は、 當時 代の 唐様 建 
築 中 著名の ものである。 

「興 福 寺 室町 時代の 和樣 建築の 代表と しては 先 づ興福 寺の 東 金堂 及び 五重塔が ある。 
興 福 寺に ついては 再度 說 明して あるから 玆に はこれ だけにつ いて 略說す る。 東 金堂は 神龜 三年 聖武天 
皇の 建立で あるけれ ども、 現存のは 應永 二十 二 年の 建築で ある。 五 間 四面に して、 正面の 五 間 一面を 
開け放し として 禮拜 所と して あるのは、 奈良時代の 特徴を 襲つ たもので、 屋根 も 亦 四注單 層に して あ 
る。 斗 組は 三 手先で、 柱 も 太く、 總體の 木 割 も 太く、 內陣も 折 上 組 入 天井と なし、 外 陣は組 入 天井と 
して あるな ど、 すべて 創建 當時 の舊 態を 出 來るだ け 復興 させて ある。 故に 大部分は 奈良時代 建築の 模 
倣で あつたが、 しかし 細部の 手法な どには 當斯の 姿を 止めて ゐ る。 


I 興 福 寺 五重塔 一 五重塔は これと 殆ど 同 D 所に 建ち、 创 建は 天平 二年淞 呀 ぼの 建立であった 
が、 應永 一一 十八 年？ に 再建され たもの が 卽ち 現存の ものである。 高き 石塊 上に 建ち、 方 三 間にして、 
下層は 方 二十 八 尺九寸 三分を 有し、 高さは 百 六十 五 尺 三寸 五分、 これに 石 壇を 加へ る 時には 百 七十 餘 
尺と なる。 本邦 川 存笫 一の 高 塔た る 東 寺の 玉 重 塔に 次ぐ の 高 塔で ある。 細部の 手法は 東 金堂と 同樣に 
天平の 復興を 力めて、 プラン も エ レグ ヱ ー ショ ンも 創立 當時 その 儘に しては あるが、 構造に 於いては 
大に 進步 した ものが 見える。 內部四 天柱 內に は淨 土の 菩薩 像を 安置して ある。 建物の 趣は 雄大 豪 健の 
風を 帶び 、常時 工人の 技倆を 練つ れた 跡は 明に 看取され る。 

代， L 法勸寺 五重塔 一 今一っ、 京都市 下 京 區上坂 上 町に ある 法觀 寺の 五重塔は、 永 享 十二 年 足利義 
の 敎の 再建した ものが、 現存して ゐる 。その 創建は 聖徳 太子で ある。 大體の 感じは 興 福 寺の 五重塔に 劣 
趙 j るけ れ ども、 拼大の 趣は 充分に 見る ことが 出來 る。 そして 繪畫 彫刻 等は 少しも 用 ひず、 木 割 や 柱 も 亦 
築 太く、 古式の 復興と しての 趣は 表は されて ゐ る。 た r 惜しい ことに、 各層の 勾 欄が 缺けて ゐる ために 
その外 觀の 美を 著しく 損して ゐ る。 

I 鶴 林 寺の 本堂 一 次に 觀 心寺樣 の！ 層發 達した、 當代 建築の 代表には、 鶴 林 寺 本堂が ある， こ 
の 寺は 播摩國 加 古 郡 鳩 M 村に 在”、 藤 原 時代の 建築なる 太子 堂と 光行 堂が 遺って ゐ るので 有名で あ 
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二 六 六 

■I 


i 


る。 II 

J 此の 
本堂は、 

'K.k 法 詳か でな 
いけれ ど 

1KH  も 應永四 
寺 年頃の 再 
建築で あ 

is 五 t そ 

重 れは 本堂 


內部に 在 


る 厨子 の 
楝札に 依 
つて 立證 
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される。 全體に 於いては 屋根は 重大なる 入母屋 造 

であるが、 その 勾配は 緩 やが であつて、 殊に 優美 

に 見える。 建物は 七 間 六 面の 大 建築で、 瓦 葺入母 

屋 造、 二 軒に して、 正面は 悉く 唐戶の 扉を 用 ひ、 
鶴 

側面 も 亦 左右と も 五 間を 唐戶 扉と し、 後方に 接す 

林る 所の 一問に 各 小さな 板の 遣戶を 設けて ある 0 そ 

して 四方には 緣を 廻らし、 正面に 大 階段を、 後方 
寺 

及び 左側に 小 階段を 設けて ある。 內部 は撗に 仕切 

本 9 をして、 卽ち TF. 面 七 間 側面 三 間 分を 切リ 、その 

左右 兩端も 亦 正面 一間、 實行三 間 だけ 區 劃して あ 
堂 

る。 內陣 には 須彌 壇を 置き、 その 須彌 壇には 屋根 
が あつて 組 物を 用 ひ、 五 間に 別た れ各 扉を 有して 
ゐ る。 建物の 斗 組は 二手 先の 和樣で あるが、 その 
間の 一一 斗の 暮 股は 唐様であつて、 他に 類例を 見る 
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ことの 稀な ものである。 すべてに 於いて 和樣 、唐樣 の 折衷 調和は 自由自在で あつて、 少しの 難 もない 
のは 實に歡 賞に 堪 へぬ ものである 0 

I 常 樂寺觀 音 堂， I 近 江 國甲賀 郡 石 部 村に ある 常樂 寺の 本堂は、 俗に 觀音 堂と 呼ばれる もので あ 
る。 その 最初は 和 銅 年間に 創建され たもの らしく、 再建の 年代は 不明で あれ ど、 樣式 及び 手法から 見 
て 延文五 年頃の 物で あらぅ とされる。 單 層、 本 瓦 葺 、入母屋 造リの 向拜附 きで、 桁 行 七 間、 梁 面 六 間 
を 有する。 二重 疏 軒を 用 ひ、 垂木の 先 鼻には 刳形を 用 ひて ゐる 。これ 蓋し 金閣 、銀閣 の先驅 をな す 所 
である。 四圍の 柱は 圓 柱で、 向拜の 柱は 四 本 あつて、 角柱で ある。 緣には 寶珠附 の 勾 欄を 繞ら して ゐ 
る。 一般の 構造 手法 共に 雄大で あつて、 且つ 均 合 ひま もこと に 面白い。 暮股 、刳形の 意匠 も 極めて 巧 
妙の ものである。 また 當時に ある 三重 塔は 應永五 年の 再建で あって、 方 三 間を 有し、 手法は 和樣の 古 
式に 法”、 これに 新手 法を 加へ たもので ある。 內部の 須彌 壇は 唐樣で あつて、 一般に 舊樣を 傚った も 
ので あるが、 裝飾は 全く 當 時の 特徴を 示して ゐ る。 

I, 道 成 寺 本堂， I 紀伊國 日 高 郡 矢 田 村に 在る 道 成 寺の 本堂は、 文武 天皇の 御宇、 紀道 成の 創建 
にして、 天授 四 年の 再建で あるが、 これは 單層 入母屋 造の 七 間 五 面に して、 中央に 方 三 間の 內陣 を設 
け、 その 前後を 外陣 として ある。 全體に 於いては 前期 鎌 倉 風の 俤を存 して 雄大の 趣きを 現は して ゐる 
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け ) h/ ども、 細部に 亘 つては、 當 期の 特徴を 示す ものである。 この 他 貞和四 年 再建の 備後 國沼隈 郡草戶 
村の 明王院 五重塔、 應永 十一 年 建立 S 防 國吉敷 郡 山 口町® i 光寺 五重塔、 永享 十一 年 再建の 靈 
寺 南 大門、 康—靠 建の 大和 國寡郡 寡 S 鑫山寺 本堂、 繫 年代 霊 SS 農 郡 伏 見 村 

の 喜 光寺 金堂 等は、 觀 心寺樣 若しくは それに 類せ る和樣 に唐樣 天竺 樣を 加味した 遺物で ある。 

厂大 傳法院 多 費 ISI I3 これ 等とは 趣を 異にした 他の 建築に、 大 傳法院 の多寶 塔が ある。 これは 大塔 
とも 稱 して、 紀伊國 那賀郡 西 坂 本 村に あ 及、 大治四 年の 建立に して、 永 正 十二 年の 再建で ある。 多寶 
塔と しては その 規模 甚だ 大 なる ものにして、 高野山 金剛 峯等の 大塔に 摸して 造つ たことは、 その 項に 
述べた 通リで ある。 下層は 方 五 間で、 小さき 角柱を 用 CA て、 二手 先の 簡单 なる 斗 組を 受け そして 下 
層の— には 緣を 設けて ある。 內 部？ 央 には 十二 本の 圓 形に 配列して、 上層の 龜 腹を 受けて ゐる。 
龜 腹に 載つ た 上層には 高欄を 繞 らし、 塔 身は 十二 本の 圓柱 にて 圍み造 ら れ 、四手 先の 斗 組を 以て 屋根 
を 受け、 屋根 S 上には 相 輪を 建て、 ある。 全 體の 大きさは 四十 九 尺 一寸 五分 四方で、 高さは 百 十七 
尺を 有する。 多寶 塔と しては 我 邦 第一の 大 塔で、 他の 一般の 多寶 塔の 繊細なる 手法を 用 ひて— に 反 
して、 最も 莊 重の 趣を 表出して ゐ る。 

313 次に 寺院と 邱宅 と Q 融和から 起つ た、 全く 別種に 屬 する 建 管 語らねば なら 
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ぬ。 金閣 、銀閣 及び 東 和 堂 これで ある。 金閣は 山城 國葛野 郡 衣笠 村に あ j、 鹿苑 寺の 境內 にある。 鹿 
苑寺 は、 始め 西 園 寺 家の 所領で あつたのを、 足 利義滿 これを 得て、 こ、 に 山莊を 設け、 衣笠 山の 麓に 
構へ て 應永四 年 四月 十六 且 上棟の 式を 行 ひ、 ついで これに 移つ たもので ある。 これ 所謂 北山の 山莊に 
して、 死後 遺命に 依つ て 寺と なし、 鹿苑 寺と 號した 。當 初は 宏壯 なる 規模に して、 十三 棟の 殿舍が あ 
及、 寢殿 造の 遺風に 依つ た 頗る 輪奐の 美を 極めた もので あつた。 今は 燒 矢して 僅に 金 閣を殘 すに 過ぎな 
い。 金 閣は苑 中の 池に 臨んで 建てられた る 三層樓 にして、 柿 葺の寶 形造 屋根を 頂き、 頂上には 銅製の 
凰 鳳が 飾つ て ある。 下層は 五 間 三面で ある： b れど も、 その 柱 間 各々 不同で ある。 緣を繞 らして、 正面 
には 入 側が あ々、 また 正面に 部 戶を 設け、 侧面は 扉に して ある。 すべて 白木 造で、 天井は 鏡 天井を 用 
ひ、 た r 內陣の みに 彩色を 施して ある。 第二 層は 黑 漆を 以て 柱を 塗^ N、 天井 も その 同圍に 彩色を 以て 
模様を 施して ある。 その 中央には 黒漆 塗の 須彌 壇を 置いて ある。 第三 層は 唐様の 三 斗 組 及び 二® の 竦 
乘 木を 用 ひ、 茏燈 窓を 正面、 側面、 後 面と もに その 兩 端に 設け、 中央は 唐戶を 建てて ある。 卽ち 上層 
のみは、 禪宗式 建築で あつて、 柱 間が 整然たる 方 三 間にな つて ゐる 。內 部は 柱、 壁、 勾 欄 等に 金箔を 
施し、 彩色を 以て 飾られる。 これ 金 閣の名 ある 所以で ある。 各層と も、 高欄を 設け、 第三 層には 寶珠 
を 用 ひ、 下層には 池 中へ 漱淸 所を 造々 出して ある。 蓋し、 我が 邦に 於け る 三 層 樓閣の 建築. は 金 閣を以 
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て 嘻矢 とすべ く、 その 構造 様式に 於いても 亦禪 
宗の 思想に 出で た佛殿 と寢殿 造の 住宅と を 結合 
し、 更に 庭園と 調和せ しめた 誠に 珍ら しい もの 
である。 總體に 於いて 華奢で あれで も 細緻なる 
技巧に 墮せず •又 絢爛の 弊に も陷ら ずして、 簡 
素 閑寂なる 趣に 餘稃禪 味を 帶び てゐ る。 装飾の 
手法の 如き も、 必らず しも 嚴格 なる 堂塔の 法則 
に 依らず、 全體の 恰好は 屋根の 勾配 緩く、 優美 
輕 快を 極めた もので、 住み 心 持の よいと いふ こ 
とを 第一と して ある。 日本式 住宅 建築の 理想の 
一面を 最も 遺慽な く發 揮した ものと せねば なら 
、ぬ。 細部の 手法には 往々 にして 奈頁 朝の 天平 式 
id も應 用し、 各 時代を 通じての 長所を 集めて、 我 
國に 住宅 建築の 優れた もの ゝ起ら んとす る こと 
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を豫 表して ゐ る。 而し 
て 此の 優雅なる 建築を 
圍む林 泉 も 亦、 衣笠 山 
慈を 遠景と し、 自然 的の 


設計に なリ 、名 園の 一 
つと する に 足る ので あ 


照 


寺、 る。 


庭 


I 慈 照 寺銀閤 I 
銀閣は 京都市 上京 區淨 
®  土 寺 町 慈 照 寺の 境內に 
ある。 後土御門 天皇の 
文明 十二 年に、 足 利 政 
義が東 山の 別莊 として 
建築した もので、 十二 
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の 殿舍を 建て、 死後 寺と して 慈 照 寺と 稱 へたが、 大部分 燒 失して、 僅に 銀 閣と東 求 堂と を殘 して ゐ 
る。 銀閣は 二 層の 柿 葺寶形 屋根の 頂上に 銅製の 鳳凰を 飾リ 、金閣寺を 一層 減じた 如き もので あれ ど 平 
面、 立 面 及び その 風姿は、 餘程異 つて ゐる 。同じく 池を 前にして 建てられた。 下層は 疎 垂木の 書院 
造、 上層は 二重 垂木を 用 ひて 金閣の それと 同じく 禪宗 風に して ある。 しかし 普通、 下層の 正面は 四 間 
にすべき 所を 二 間と なし、 そして 正面の みに 緣を 設けて ある。 上層は 方 三 間 あつて、 それに 勾 欄を 附 
し、 正面 及び 後 面には 各 三つの 瓦燈 窓が あ 及、 側面は 左右と もに 中央を 唐戶 とし、 兩 端には、 瓦 燈窓 
を設けてある。下層の正面は陴高障子を用ひ、側面も亦た小形の障子を用ひてある。上層には金閤に 
於け る 金箔の 代々 に、 銀箔を 施す 豫定で あつた けれども、 遂に 成らず して 漆 塗の 儘と なつて ゐ る。 

一 慈 照 寺 東 求 堂 I 東 求 堂は 慈 照 寺境內 の、 公園と 少し 離れて 一所に ある。 これ も 義政山 莊の遺 
物にして、 書院 造と しては 足利時代の 住宅 建築の 唯一の 物で ある。 同じく 池畔に 建つ 建築に、 平面は 
五 間 三面を 有し、 これに 廻緣を 設けて ある。 面して その 一間は 各 不同で ある。 屋根は 入母屋 造の - ¥. 層 
一軒に して、 疎 割の 垂木を 用 ひ、 組 物は 舟 肘 木で ある。 出を 多くし、 勾配 も 緩く し、 四方に 部を 用 ひ 
る ことなく 撻子窓 及び 正面 入口には 棧唐戶 を 用 ひ、 他は 腰高障子 及び 木造 欞子 (俗稱 狐格子) を 用 ひ 
て ある。 內 部は 中央に 佛 間を 設け 床は 板 敷と し、 その他は 皆疊 敷で ある。 柱は 角柱と して、 船 肘 木を 
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附し 、天井は 佛 間の 外す ベて 棹緣 天井と して ある。 間 耽 夕は 、中央 佛 間を 園んで、 九 M 板 間、 四疊、 
三 # 、 佛壇二 疊)、 & 持佛 (一 疊) 、水屋 (二#)、 茶室 (四疊 半) となつて、 間 仕切は 襖と 腰 障子を 用 
ひて ある。 元來 の 持. 佛堂 として 文明 十二 年に 建ら れた もので あれ ど、 書院 造の 特徴を 備 へ、 舞 良 
戶 、明々 障子、 違 ひ 棚を 設けて ある。 且つ又 此の 茶室は 四 疊半臺 目の 濫觴に して、 茶人 間には やか ま 
しい ものである。 

I 書院 建築の 創始 I 更に 當代の 宮殿 建築 等 及び 住宅 建築 等に ついては、 何しろ 武門の 勢力が 絕對 
的に 盛で あつて、 皇室の 式微 その 極に 達して ゐた から、 宮城は 屢々 火災に 罹つ て屢々 改築され たけれ ど 
も、 別に 形式 上に 著しき 變化 もな く、 語る 程の 事は ない と 云つ てょ い。 而 して 邸宅は 京都の 公卿 間に 
寢殿 造を 襲 ふ 者 も あつたが、 彼等の 力の 振は ない 爲めに 見るべき 建築は 出來 なかつ た。 ただ、 足 利 氏 
は 專橫を 極めて、 住宅 建築と 屢て 試みた が、 それ 等は 寢殿 造に 依る とは 言へ、 純然たる 古制では なく 
して、 武家 造の 體 裁を 混和して ゐた 。又 唐様の 細部を も 加へ て、 風雅 莊麗の 美を 出さぅ としたち しい 0 
三 條坊門 萬 里 小路の J£° ^J* ^# ^# の 第、 室町 北 小路の 北の 御所、 卽ち足 利 義滿の 第、 又は 高 倉に 造つた 足 
の 第の 如きは 然夕で あつた。 殊に 應仁の 亂以 降には 書院 造なる 一種の 樣 式を 生じ、 搢紳 多く 
はこれ を 造つ たので ある。 蓋し 書院の 名は 旣に前 代に 存し たけれ ども、 書院 造なる 一種の 樣式の 完 
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成した のは、 此の頃からで ある。 その 規模は 寢殿 造と 全く 異” 、寧ろ 禪僧の 居室 —— それは 明 代の 支 
那 建築よ々 出で、 幾分 彼等の 工夫を かへ て 住みよ くし、 且っ 日本 趣味を 加へ たもの I 等よ 9 影 警 
された 様式で ある。 その 主要なる 特色は 玄關 、床、 棚、 書院、 上段 構の 存在、 帳臺 の附 加、 天井の 制 
度. 建具 類の 整備 等であって、 疊を 敷き 明 障子を 建てる 如き 著しき 特色で、 それが 後來 我が 國民の 
生活 狀 態を 變ず るに 到つ たことは、 大に 注目す べ条 、である。 又 茶室 建築なる ものが 現 はれた の も、 
我が 建築 史上、 益々 趣味 風俗の 上に 特筆すべき ことであった が、 それ 等は 次ぎ^^ に說 明す る。 

一吉 備津 神社 I 最後に 當 時の 神社 建築を 瞥見して 置か ふ。 鎌倉時代には 神社の 建築が 甚だ 振 
はな かつた が、 當 代に 入つ てから 盛に 起つ たのみなら ず、 禪刹 建築の 影嚮を 受ける こと 多く、 充來の 
樣 式を 脫 して、 大膽な 自由な 種々 の變 化が 試みち れ た。 從つて 古 樣を嚴 守して、 これを 神聖 視 すると 
いふ 風は、 一掃され たかの 觀が ある。 それ 等の 中に て 最も 興味の あるのは 吉備津 神社の 本殿で ある。 
この 社は、 備前 國吉備 郡眞金 町に 在って、 應 永年間の 建築が 今に 遺って ゐ る。 社 傳には 仁德 天皇の 朝に 
創建した のを、 足 利 義滿が 明德 元年に 再建した と稱 せられて ゐる 。規模が 大きくて 且つ 手法に 新 様を 
試みた ところの 趣が あると 共に、 平面形に も 立 面 形に も. 寺院 建築を 折衷した 跡が 明かで ある。 平面 
忆 於いては、 本殿は 正面が 四十 八 尺七寸 、側面が 五十 九 尺八 寸の 、七 間八 面の 建物で ある。 その外 圍 
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に寶 珠を附 けた 勾 欄の 有る 緣を 設け、 內 部は 外陣を 周圍に 取 リ 、向拜 の 間を 一段 高く 設け、 中陣は そ 
れょ 々もまた 高く、 これに 階段が 附 して ある。 そして 中陣が その 周圍 を繞夕 、內陣 は 中 陣ょリ も： M に 
一段 高く 階段を 陞るや ぅにして ある。 而して 內陣は 又 二つに 區 別され、 內陣 及び 內 々陣 となつ てゐ る。 
內陳は 正面 及び 左右 兩側に 階段を 設け、 內 々陣は 又 一段 高く されて ゐ る。 —— 前方の 拜殿は 本殿に 連 
結して、 正面 三十 二 尺五寸 、侧面 三十 九 尺六寸 五分、 拜殿も 亦 中に 柱を 建て、 一見 內陣 外陣に 分れた 
如き 觀が ある。 拜殿 かち 本殿へ 階段を 設けて ある。 要するに、 拜 殿、 外陣 、向 拜間 、中陣 、內陣 、內 
々陣 と數 段に なつて、 これ 等が 悉く 階段を 設けて 床 面の 高さを 增 して ある。 柱は 皆 [II 柱を 用 ひ、 屋根 
は 本殿は 所謂 比翼 造に して、 入母屋 造を 二 棟、 前と 後と に 並べて、 各楝 には 別々 に 千木を 載せ、 勝 男 
木は 各兩 端に 一本 宛、 乙れ も 別々 につけて ある。 そして 棟と 棟との 間は、 別に H 字形に これを 連接す 
る 棟を 附け 屋根を 卸して ある。 流れ 造を 腹 合せに して 流した 如き、 勾配の 極めて 緩き 廂、 及び、 妻の 
前方へ 向拜の 如く、 しかし 二 棟を 押し並べて 一つに 受けて 左右に 附した 廂 .1 つま リにの 前後左右の 
廂に 依つて 入母屋 造が 出來る —— の 趣の 如き、 社殿を 繞らせ る揷肘 木で 支へ た 勾 欄の 如き、 天竺 様の 
并 組の 如き、 本殿が 高き 龜腹の 上に 立 ' 〇 如き、 圖 について 如何に 趣味 多き ものなる かを 知る ことが 出 
來 とぅ。 拜殿も 餘程變 つて ゐる 。その 本屋 根は 切妻に なつて ゐる が、 瓦 葺の裳 階が 三方に ある。 一般 
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に 軒は 一軒で、 屋根の 勾配は 反リ 多く、 優 M の 形を 備 へて ゐる〇 組 物は 柱の 上の みに 用 ひ、 その 範こ 
は 束 等を 用 ひて あ 及、 拜殿 には 暮 股を 用 a 、 虹 梁は 水平 fc 用 ひられ、 これ 等 もす ベて 從來の 神社に 見 
ちれない 面白ぃ 變 化が ある。 - - 要するに、 平面形は 佛寺歡 築 x rr> 衷 t い 64 い、 4 :、 

高さ 及び 天井の 高さを 增し 、森 嚴の趑 を 加へ てゐ る。 實、 に plli th> 勤 ^' ぢ奶 ^: で r so' 

I  土  ！ 住： 神. 社  一 土 佐 國土佐 部 一宮 村に 在る 土 佐 神社は、 室町 末期から 桃山時代 {C 入らん とす 
る元龜 元年に 長 曾 我部兀 親の 再建した ものである。 本殿は 五 間 四面、 單層 入母屋 造、 柿板葺 にして、 外 
に 柱で 支 へられた ® 緣を 出して ゐる 。この 廻緣は 左右の 兩侧 とも、 中央に 仕切を 立てられて ゐ る。 正 
面 中央は 唐戶 、その 左右は 鄯戶 、兩 端は 橫棧戶 になつて ゐる 。左右の 侧面は 正面に 接する 所に 各唐戶 
が あ”、 向拜の 階段 下には 二 段の 緣を 設けて 連子 羽 が 附い てゐ る。 社殿は 本殿、 幣 殿、 拜 殿、 左右 
翼廊 から 成リ 、幣 殿は 本殿の 前に 建ち、 一間 三面に して、 その 天井は 格天井で あ j、 中央を 鏡 天井と 
して これに 雲 龍を 描いて ある。 構造 手法は 至つて 簡單で ある。 拜殿は 方 一間で、 屋根は 一段 高く、 翼 
廊が 左右に 低く 造 £> れ て、 樓 門の 趣を 感ぜ £> れ る。 拜殿の 天井は すべて 鏡 天井で、 翼樓は 化粧 屋根裏 
を 下して ゐる 。勾配の 出は 七 間の 長さが あつて、 大體の 平面形は 十文字 形を なして ゐ る。 而 して 勾配 


は 間口 三 間あリ 、組 物 蟇股 及び 魚 形 彫刻の 肘 木 及び 大蛇の 如き 彫刻の 鼻 飾、 水 形 肘 木 等、 珍奇の 物が 
S 多く 用 ひて ある。 垂木は 二重で、 妻 飾リは 大瓶 束 及び 蟇股、 懸魚 等を 用 ひ、 向拜に は 海老 虹 梁を 用、 ひ 
|てぁる。奶 ^' 5<11い、て 5: っが&^0ぎ％&^ ^' 5: ひ、 ^' い ^' 举麗なる色彩を施してぁるが、室町扣末 
笫 | 、 の 8: へて^^ ^ ^' 5; の ^' UJ' ^^ t' r, め、 てぎ ^ な @: 係の ぁる ことを ^' ちれて、 こ、 れも Is' 白い 1 物 
十と 言は ねばならぬ。 

^  _hnnnwn_  S 縣霞 1— る I 八幡 神社の 本殿は、 土 i 社に 含 九十 四 年 
町 ^8 ±* ^* |^皇の文明九年の再建であって、室町時代中期の物である。三間の流れ造で、前に在る一間 
時 Q 向 3 角柱 16 、產 S 柱を 用 ひて—。 拜 殿® 正面は 二暮 形の 細 贏 格 f 遺 戶を用 ひ、 

の 側面は 淺戶の 遣 戶を用 ひた。 此の 正面に 遺 戶を用 ひて ある ことは 一つの 特徵 とされる。 組 物は 簡 填 て 
姐 あるけれ ども、 繪樣 彫刻を 盛に 用 ひられた。 大瓶 束、 蟇股 等 も 亦 用 ひられた。 外緣は 左右 兩侧に 設け 
築 正面には 甚だ 狹く 造られて ある。 而して 勾 欄には 寶珠 形を 附 し、 架 木、 平 桁 等の 鼻に 反リを 有する。 
本殿の 天井は 棹緣 天井を 用 ひ、 拜 殿は 化粧 屋根裏で ある。 床は 非常に 高く して、 拜 殿には 勾櫊の ある 
高い 階段を 設けて ある。 また 外緣の 突き 當リ には 衝立 樣の ものが 造 ^ れて ある。 これ 等は 於 於 他と 異 
つて ゐ る。 
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I 住 吉神酎 本殿 I 長 門國婴 浦 郡 豐來上 

村に 在る 住吉 神社の 本殿は、 慶安 三年に 改築 

した もので、 大內弘 世の 寄進と される。 一問 

® 社を 五社 連續 して 一棟と なした もので、 一兑 

^  すると 九 間 一面の 如き ものである。 屋根は 各 

>  一社 每に 破風を 設け、 そして 檜 皮を 以て 葺か 

れ る。 組 物は 簡單 であるが、 蟇股、 懸 魚、 破 
神 

風 飾 等は 繪樣 彫刻を 用 ひて ある。 高欄は 架 木 
社 平 桁と もに 反リが あ々、 屋根 棟の 鼻に も變リ 
社を 有し 鬼 板には 菊の 花紋を 附せ られて ゐる〇 
® また 處 々に 鑛金 金具を 使用して ある。 

建 水分 神社 其 他 一 上に 述べた 外に 著名 
なる 當期 中の 建築には、 河內國 南河內 郡赤阪 
村 大字 水分に ある 建 水分 神社の 社殿の 如きが 
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ある。 これは 楠 正 成が 深く 信仰して ゐた ので、 
現在の 建物は 建武 年間に 正 成が 再建した もの 
今 であると される。 春 日 造と 流れ 造と を 併用し、 
三 殿を 併 立して ある 上に、 座を 設けて その 間 

八 

を 連續す ると いふ 變 態を 出して ゐ る。 又貞和 
元年 再建の 丹 後國南 桑田 郡 千歲に 在る 出 雲 神 
當 社、 正 年 十八 年 再建の 河內 .國河 內郡川 西 村に 
本 在る 錦 織 神社 本殿、 永 和 四 年 再建の 伊豫 阈越 
殿 智郡宮 浦 村に 在る 大山 祗 神社 本殿、 應永 二十 
棊五年 再建の 攝津國 有 馬 郡 貴 志 村に 在る 御靈神 
K 社 本殿、 文 龜二年 再建の 近 江 阈滋賀 郡 葛 川 村 
に 在る 地主 神社 本殿、 文龜 三年 頃の 建造で あ 
らぅと いふ 周 防 國吉敷 郡 山 口町に 在る 今 八幡 
宮社 殿は、 皆 當代の 特徴を ょく 表は した 遺物 

一八 一 


m  逮  本 


H 編— 笫 


一八 二 

とされて ゐる 。要するに、 當代の 神社 建築は 比較的 多く 遺存 して、 その 面目と 特色と を、 ぅか V ふこ 
とを 得— 參 、こ笤 ょつ て 桃山時代の 神社 建築は 勿論、 嘉 及び 寺院 S 築が、 これ 等と 密 
接の 關係 ある ことを 知 及 得る ので ある。 
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第 十一 章 桃山時代の 建築 


一 桃 山 建築の. 特色 I 桃山時代と 稱す るのは 正 親 町 天皇の 天 正 元年に 足 利 氏が 亡んで から" 後水尾 
天皇の 慶長 十九 年、 大阪 落城に 至る 間で ある。 その 年數は 僅に 四十 三年の 短い 間であつた が、 しかも 
歴史上に 最も 波瀾の 多い、 時代が 一大 廻轉 をな す 際であつた。 織 田 信 長、 豐 臣秀吉 、徳川家 康の 三人 
を 思 ひ 浮べる 時、 誰し も その 舞臺の 異常な リ しを 想像せ ずには 居られない。 中に も豐臣 秀吉の 英雄的 
天才 的 性格の 活躍は、 日本 男 兒の 意氣を 示し、 我が 國民の 最も 痛快に して 且つ 眞髓 に觸れ たる 發現で 
あつた。 而 して 此の 桃山時代 乃ち、 秀吉の 時代に して、 また 彼が 如何に 藝術 方面に も 多大の 感興を 有し 
異常の 刺戟を 與へ たかを 語る ものである。 玆には 秀吉と 當代藝 術との 關 係を 說 くもので はない が、 痤 
築卜 'に 亦、 秀吉 あつて 始めて 桃山時代の 光彩を 陸離たら しめ、 前後に 類な き 豪快、 華麗の 建築物を 起 
さしめ たこと を 忘れる 譯には 行かない。 さて 當 代の 建築は、 略言 すれば 甚しく 活氣が あリ 、様式に も 
亦變化 あ々、 新型を 出し、 舊來の 面目を 一新す るかの 觀が ある。 例へ ば 前代までの 日本 建築 史は 殆ど 
その 十分の 七 八を 寺院 建築に 占められた ものが、 常 代に 入つ ては 別に 取り， 立て、 述べる 程の 寺院 建築 
なく、 前期の 殿舍 等の 遺物を 用 ひる か、 或は 從 來の樣 式を 踏襲す るに 過ぎな かつた。 それに 反して 宵 殿 
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一八 四 

建築 又は 住宅 建築は 異常なる 發 達を なし、 殊に 書院 造と 茶室と が 完成せられ たる 如きは 最も 特筆に 値 
する ことで あつた。 それと 共に、 城堡 建築なる ものが 現 はれた。 その 數 層の 天守閣を 造る が 如きは、 
未だ 曾て 日本人の 夢想し なかつ たこと で、 建築 界は これにょり 一層の 新 光彩を 添へ るに 至つ たので あ 
る。 その他 一 些事と 雖も 耶蘇 敎會堂 建築の 出現の 如き、 頗る 近代的 氣 分を 發 揮した ものと 云はなくて 
はな £> ぬ。 

I 當 代の 宮殿 建築 一 斯く 建築 界には 面目を 一新し つ、 あつた が、 しかも 皇居の 建築は 依然として 
振はなかつた もの、 如くで ある。 應 仁の 亂 後、 皇宮の 荒廢 一層 甚し かつた が、 織 田 信 長の 京都に 入る 
や、 先 づ永祿 十一 年ょ $ 三年を 閱 して 修繕を 施し、 紫宸殿、 淸凉 殿、 內侍所 等を 再建した。 ついで 
i 一 oj 臣秀吉 も 亦 天 正 十八 年には、 在來の 小規模なる 方 四十 丈の 敷地を 大に廣 め、 東西 百 十五 間 半、 南北 
百 二十 一間と して 殿舍の 新築 造營を 行つ た。 のち 慶 長年 問には 德川 家康も 亦、 宫 殿の 修築を なし、 そ 
築 一の 後一 部を 廢して 、南禪 寺の 大方 丈 及び 仁 和 寺 金堂、 大徳 寺 勅使 門 等に 下附 して 建設せ しめた。 卽ちこ 
:れ 等は 今日 現存して、 當時の 皇居 建築の 形狀 手法を 知らし める ものである。 而 して 南禪寺 方丈は 天 正 
一-造 營の 淸凉殿 及び 桃 山城 內殿舍 の 合成 建築で あると 傳 へられる が、 平面形は 普通の 寺院の 方丈とは そ 
の 趣を 異にして ゐ る。 又 仁 和 寺の 金堂 も 天 正 造營の 紫宸殿を、 寬 永年間に 下附 せられた もので あつて 
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平面は 七 間 四面を 布し、 正面の 入口には 悉く 部 
戶を用 ひ、 また 軒の 三 軒なる こと 等に 皇宫 建築 
の 特徴を 示して ゐ る。 

代の 邸宅 一 これに 反して 邸宅 建築 
は 最も 大な る發 達を 致した。 書院 造は 旣に 室町 
時代に 於いて 創められた が、 當期に 入つて 完全 
なる 發 達を 遂げ、 その 規模 も裝飾 も 豪華なる も 
のとな リ 、頗る 見るべき ものが あつた。 殊に 本 
邦の 彫刻が 建築と 相接觸 する の 現象は、 此の 時 
代 て 入つて 始めて 見るべき で、 時には M 築の 爲 
めの 彫刻でなくて、 彫刻の 爲 めの魏 築な. るかを 
疑は しめる もの さへ 生ずる に 至つ た。 先' つ 書院 
a 築の 槪說 から 始めょぅ。 盎 しその 平面 配置を 
見る に、 必ずしも 均齊と 統一と を 目的と せなか 

一八 五 


築 


建 


本 


日 編 一 第 


一八 六 

つたのは 大 なる 特徴で、 且つ 從來 の寢殿 造は 一棟 1 構の 支那 風に して、 また 圓 柱を 用 ひる ことが 多 か 
つたが、 書院 造では 大に その 趣を 異にし、 幾 棟も自 11:1 に 連結して、 廻 廓 等の 渡を 設ける ことなく、 直 
接に 相 接せし めた。 柱には 角柱を 用 ひ、 また 船 形 肘 木 蟇股の 如きを も 廣く應 用し 始めた。 けれども 普 
通の 場合には 柱の 上に 直に 桁を 置き、 肘 木 等を 用 ひる ことはなかつた。 又玄關 なる もの も 書院 造に 至 
つて 始めて 用 ひられ、 そこへは 三 斗、 出 組、 暮股 等を 用 ひた。 垂木は 多く 疎 垂木を 用 ひ、 1 軒、 二 軒 
を 併用した。 輕 快の 趣を 充分なら しめんが 爲め に、 木 割は 總體に 細く し、 稀には 茏葺も あつたけ れど 
も 檜皮葺 屋根の 場合が 多くして" 優美なる 姿を 示して ゐた 。柱と 柱との 間は 割合に 廣 く、 緣內に 明 障 
子を 外側に！ IK 戶を用 ひるのを 普通と し、 各室の 間 仕切には 明 障子 か 襖を 用 ひ、 從 來の莼 、扉、 唐戶 
等を 應用 する 機會は 稀に なつた。 他に 杉 戶と稱 して 廣緣 等の 仕切に 用 ひら. れる戶 が 出來た 。これには 
多く 繪を畫 き、 襖、 障子に も 繪を用 ひ* また 壁 及び 襖に 金箔を 一面に 押して、 その上に 繪を 描く こと 
も 此の頃から 始 つた。 金屏風の 如き も亦當 代ょ リ 見る ものである。 天井は 棹緣 天井、 猿 頰棹緣 天井、 
格天井、 折 上 格天井 等で、 總 じて 格緣は 比較的 太かつた。 そして 格天井には 張附 、小 組、 板 違 ひ 等の 
種類が あ々、 折 上 格天井 も 亦同樣 であつた。 その他 二重 折 上と 稱 して、 折 上が 二 段 A 造ら +れ たの も あ 
る。 而 して 凡て 格 間には 繪畫を 施し、 格緣 は黑漆 塗と し、 これに 金具を 用 ひた。 これ 等は 何れも 建築 
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品位の 高下に 從つ て應 用 された ので、 上段の 間、 下段の 間 等を 設け、 貴賓の 用に 供した。 而して 床の 
間、 違 ひ 棚、 書院 構、 納戶構 等は 必ず 書院 造の 一部 的 建築と して 設けられ るので あつた。 納戶 構とは 
來客從 者の 控 所であつて、 丈の 低い 四 枚曳戶 の、 框は黑 塗と して 華美なる 鑛金 等の 金具を 附け 引戶に 
は 繪畫を 施して あ P た。 51 手を 房の 如くした もの も 用 ひら ■れた 。(以 I 城し) 床は 內部 は # 敷と して、 外 
に濡 緣を繞 らした。 一體の 構造は 白木 造で、 稀に 柱、 長 押 等に 蒔繪を 施した もの もあリ 、また 長 押 {C 
金具を 打つた の も あつた。 すべて 裝 飾は 大體 建築 品位の 高下に 應 じ て 施され、 彫刻、 彩色 及び 欄間の 
透 彫、 彩色 等大に 盛んと なリ 、寢殿 造に 比較す る 時は 非常な 進步を 見る ので ある。 實に 豪華に して 優 
麗 なる 書院 造は、 此の 時代に 最も 發 達し、 且つ 最も 成功した もので、 次の 江戶 時代に 至つ ては 寧ろ 退 
步した 傾 さへ ある。 

寺 三 寶院 一 當期 書院 造 中の 模範と なされて ゐる ものは、 醍醐 寺 中の 三寶院 これで ある。 
醍醐 寺に ついては 屢々 語つた が、 この 三 寶院は 醍醐 三門 跡の 一にして、 永久 三年 醍醐 寺の 座主 勝覺の 
建立した ものであるが、 屢々 火災に か、 リ 、現存の ものは、 慶長 三年 豐臣 秀吉が 義演 僧正に 命 D て 再 
建せ しめたの である。 卽ち慶 長 四 年の 起工に して、 同 十一华 七 B 落成を 見た。 複雜 なる 平面形を 有し 
大玄關 、葵の 間、 秋草の 間、 表 書院、 宮殿、 大庫裡 、純 淨觀 、本堂 及び その他の 附屬殿 舍ょリ 成リ、 
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一八 八 

その 連結は 渡 廊を 以てし、 ■或は 相接續 して、 
古の 寢殿 造の 一部を 想像せ しめ. る ものが あ 
る。 表 書院は 多少 武家 造の 主 殿の 趣を 傭へ、 

三 また 苑 池に 向つ て 小さな 舞臺を 張” 出した の 
は寢殿 造の 泉 殿、 釣 殿から 出た 意匠ら しい。 
寶而 して {辰 殿は 最も 主要なる 部分で、 上段の 間 
が あ 9、 床" 違棚、 書院 構、 帳 台 飾 等の 設備 
をな して、 隨 所に 鍍金の 金具を 打ち、 書院の 
庭 特色を 最も 技巧的に 表は して ある。 庭園 もな 
か^-立派な もので、 よく 建築との 調和を 考 
へ、 勅使 門 (唐門) は 慶長四 年の 建築に して、 

桃 山城よ リ 移した ものであるが、 扉に 大きな 
桐と 菊芘と 浮彫と し、 雄 健 巧妙なる 手法、 頗 
る 見る ベ t である。 その他 種々 の钴に 於いて 
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當代の 特色を 語 0 てゐ る。 

近 江 國大津 市 園 城 寺は、 天武 天皇の 一一 年、 弘文 天皇の 皇子 ^ • だ| #* 王の 創建 


園 城 寺と 西本願寺 


であるが、 此の 寺 中 
には 桃山時代の 書院 
造 遺物が 三つ ある。 
圓滿院 客殿、 光淨院 
客殿、 及び 勸學院 客 
殿 これで ある。 光淨 
院の 客殿は、 慶長六 
年の 建造であつて、 
武家 造の 如き 平面形 
を 有し、 規校は 大略 
三寶院 に似て ゐ る。 
前面には 同じ やぅに 
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一九 〇 

沓脫の 階段が あって •軒 唐破風を 設けられる。 勸學院 客殿は 慶長五 年の 建造に して、 同様の 造リ 方で 
ある。 それから 西本願寺 にも 伏 見 桃 山城の 遺物 建築と して、 大體一 一部から 成る 諸 建築が ある。 一っは 
對面 所、 鴻の 間、 菊 之 間、 雁 之 間、 雀 之 間、 白 書院 (紫 明 之 間、 二 之 間、 三 之 間) これで、 他の 一っは 
玄關 、浪之 間、 大鼓 之 間、 虎の 間 これで ある。 此の 內 、對面 所は 桃 山城の 大廣 間で、 鴻之 間は JF. 面 九 
間、 側面 九 間、 これを 上下 二 段に 分ち、 上段は 折 上 格天井、 下段は 格天井、 角柱を 二列に 竝べて 天井 
を 支へ てゐ る。 上段の 間には 床、 違棚、 張臺 飾を 設け、 床には 狩 野 が 張 良 引 四 皓圖を 描いて ゐる〇 
猶他に 唐門と 飛 雲閣と あれ ど、 飛 雲 閣につ いては 次の 項に 語る。 その外、 陸 前國松 島の 瑞巖 寺は、 伊 
達政宗 の造營 にして、 その 玄關の 手法の 奇巧實 に 東北 地方に 冠たる もので、 書院 造 一部の 參考に 資す 
べき ある。 

一茶 室 建築 _ 書院 造と 共に、 最も 著しき 發達 をな した ものは 茶室 建築で ある。 茶道と 禪と 
の關 係、 茶道と 茶室との 關係 等に ついては 暫く こ、 に 略し •茶室なる ものが、 J£* ^J* ^* &* 殊に 茶道を 好 
ん で、 東 山 東 求 堂に 一室を 設け、 四 疊半臺 目を 始めて こ \ に爐を 切つ たので あるが、 最初は 貴族の 遊 
戯的餘 興であった ものが、 珠 光、 紹鷗 等の 茶人の 出づ るに 及んで、 奢侈の 俗 風を 一掃し、 質素 嫻雅を 
尙ぶ 精神的の ものと なつた が、 のち 更に 千 利 休の 出 づるや その 奧儀に 徹底し 妙 機に 觸れ て玆に 茶室な 
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一九二 

る 一形 式が 略 定まる に 至つ た。 卽ち 從來は m 
求 堂の それの 如く、 一屋中 の 一室を 取つて 荼 
室に 宛てた もの、 別に 一室を 建て ゞ 茶道の 三 
味に 入る の 境地を 造リ 出した。 而 して 茶室は 
淡白 沖澹の 趣味に 添 ふべ く、 質素 古雅を 主と 
し、 且つ 總 ての 調子を 高尙 にして、 華美 一 象 壯 
を排 したので ある。 茶室の 大きさは、 一疊半 
ょ 及四疊 半に 及び、 大なる ものに 至つては 六 
疊 、十疊 もないで はない が、 小人 數が 佗び 合 
a て 集まる に 適する やぅ、 四疊半 程度を 最も 
普通と する。 伹し 上段 附き 書院の 如きは、 十 
疊の 他に 三疊 上段を 設け、 貴人の 用に 供した 
ので ある。 桃 山 時 ^ の 茶室と しての 遺物は、 
山城 國山 崎の 妙 喜院に 在る 妙 喜 庵、 ! II 城 W 大 
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德寺 中眞珠 庵、 和 泉國摁 市の 南宗 寺、 また 
京都市の 高臺 寺の 傘亭 及び 時雨 亭等 であつ 
て、 これ 等は 皆 千 利 休の 意匠に なつた もの 
で、 極めて 簡單な ものである けれども、 茶 
室と しては 優秀の 作と されて ゐる 。その他 
孤立せ る 茶室では なくして、 茶室と 稱して 
茶室と 住宅と を 混合した やぅな 建築が あつ 
た。 卽ち豐 臣秀吉 ょ リ正親 町 上皇に 獻 t し 
た 京都 桂の 御所 及び 京都 西本願寺の 飛 雲閣 
の 如き その 一例で ある。 

「拔 ^ ^1 建 ^ 城堡 建築 も 亦 桃 UJ 


時代に 最も 長足の 進步を 見た ものである。 
固ょ 及 これの 起源に 遡って 考へれ ば、 人間 
が 外敵 防衛の 爲め 、又は これを 攻擊す る爲 

二 九 三 
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めに 特別の 設備を 施した ものは 皆 城 堡と言 

はなくて はならぬ が、 しかし 比較的 進步し 

た 域 堡の現 はれ そめた のは、 天智 天皇の 四 

妙 年に、 百濟 人を して 城を 築かし めた と ある 

畠に 始まる。 それは 長 門、 壹岐 、筑紫 その他 

吧 數ヶ 所に 築造して 四邊の 外 寇に備 へた もの 

である。 ついで 聖武 天皇の 五 年、 秋 田 城を 

築き、 桓武 帝の 二 十一 年膽澤 城を 築き、 ま 
院 

た 多賀 城を 築くな ど、 いふ こと も 見える 
室が、 是 等は 要するに 北方の 蝦夷を 制する 爲 
內め に、 柵を 設けた もので •完全なる 城廓の 
形式 構造を 備へ たもので はな かつた。 その 
これ あるは 戰國 時代に 入つ てから. で、 織 田 
信 長が 安土 城を 築き、 松 永久 秀が志 貴 山の 
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一九 六 

多 門 城を 築いた 如きょ リ 、大に 盛に なつた の 
である。 而 して 桃山時代ょ リ德川 時代の 始め 
にかけ て 最も 多く 構築せられ たので ある。 こ 
れ 等の 多くは 石垣、 濠 等を 以て 圍まれ 、その 
構造を 言へ ば、 廓 若く は 曲 輪には 內 外の 二 あ 
つて、 その 中央部の 天守閣の ある 所を 本丸と 
いひ、 主將の 居所に 充てられる。 丸とは 曲 輪 
の 異名に して、 丸く 廻つ て 造る ために 此の 名 
が あると いふ。 城廓 全 體を總 曲 輪と 稱 し、 そ 
の 中を 一丸、 二 丸、 三 丸、 或は 東 丸、 西 丸、 
北 丸な ど、 稱 した。 それ 等は 本 城 (本丸) に對 
する 1 種の 支 城で、 多く 本 城との 距離 又は 方 
角に 依つ て 名 づけら れ るので ある。 本 城を 離 
れて 造つ たものは 出 丸と S ふので ある。 濠に 


築 建の 代 時 山 桃 章 一十 第 


は 城門に 通ず る 橋を 架し、 而 して 濠の 幅は 十五 間を 以て 法と した。 此の 橋には 土橋、 引 橋、 廊 架橋 等 
の 稀' 類が ある。 正面の 門を 追手、 背 門を 搦手と 稱 し、 廊の 隅に 櫓を 設け、 其處と 塀と には 狹 間を 作つ 
て 敵を 射擊 する 場所と した。 

i 安土 城と 天守 閤 I 近代的 城廓の 先驅 をな し、 本邦 築城 術の 一新 機軸を 生み出 レた ものは 安土 城 
である。 これは 近 江國郡 安土の 地に、 iSSS が 天 正 四 年に 築造した もので、 頗る 規模の 大きい 城 
であつ た。 天守閣は 七 東 櫓に して、 その 甚 礎の 廣 巾は 東西 十七 間、 南北 二十 間を 有する 石垣を 以て 
內 部を 二重に 築き、 この 上に 七重の 槽を 建て、 あつた。 これ 卽ち 天守閣と 稱 する もので、 天守とは 天 
主敎の 天主ょり 出で、 もとこの 築城 術は 旣 に渡來 中の 歐羅 巴の 基督 敎 宣敎瞰 が 最も 參與の 力を 盡 し、 
は 熱心なる 同敎 信者であつた ので、 その 槽の 最上 層に 同 敎の聖 物を 安置した との 說も あるが、 兎 
に 角、 その 構築 上の 技術は 東洋 的なら ずして、 西洋 建築の 影響を 受けて ゐる ことは 明かで ある 。此の 
櫓の 最上 層は 方 三 間にして、 內外 とも 布 卷の黑 漆を 以てし、 これに 金 済を 押した。 柱には 昇リ 龍. 降 
々龍を 彫刻し、 又 天井 奚人晝 及び 壁繁 1 五 帝 及び 孔子と 其？ SSS、 狩 野永德 8 にな 
，、各層と も 其の 柱 及び 長 押 等す ベて 漆 塗と して あつた。 且つ 壁 及び 襖には 金箔を 押し、 これ 等に も 
が 花鳥 風景を 描いた とい ふから、 安土 城旣に 華麗を 極めて、 を 士 •口の 豪華の 魁を なした ことが 知ら 
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れ る。 

i 聚落 城の 一  聚落 城は 豐臣 秀吉が 京都に 築いた もので、 純然たる 城堡で はなくて、 實に彼 
の 邸宅を 皱 ねて ゐた 。故に また 聚落 第と も稱 する。 天 正 十二 年の 起工に して 同じ 十五 年に 落成した。 
堤 所は 京都 內裡 の舊 跡に して、 東は 大宮 、西は 千 本、 南は 丸太 (春 日)、 北は 一條に 至リ 、東西 四 町 (古 
尺)、 南北 七 町に 及んだ。 その 豪華を 極めた こと 安士 域の 比では なく、 其の 壘廓は 城に して、 內部に 
は宏壯 なる 殿 舍を數 多く 建築した ので ある。 天守閣 あリて 濠を 績ら し、 また 土手を 築き、 鐵 板を 張つ 
た黑 門には 盛なる 彫刻を 施し、 一名 日暮 門と 稱され たので ある。 文錄 四年秀 次の 死す る や、 間もなく 
毀れ て 了つ たが、 飛 雲閣と 大德寺 唐門とは、 その 遺物と して 昔の 豪華 さを 語つ てゐ る。 (於 1 項) 

I 大阪瑜 ^§^¥1 大阪 城は 大阪市 北、 濱 河の 左岸に 在る。 此の 地 もと 天文 元年 本願 寺の 僧光敎 
が 本山を 築いて 城 構と したの が 創まリ で、 今存 する 所の 域 地は、 天 正 十一 年から 同 十三 年までの 間に 
豐臣 秀吉が 關西 諸國の 大名 等に 命じて 築造せ しめた ものである。 實に 天下に 冠絕せ る 大規模 且つ 堅牢 
なる もので あつた。 但し 秀吉 自身の 築いた のは 本丸の 一部で、 その外は 他人の 設計に 成る。 そして 秀 
r の 時には 本丸、 山里 丸、 二の丸、 三の 丸ょ j 成”、 本丸と 山里 丸との 間に 隅 櫓を 立つ る 事 十三、 二 
の 丸の 頂上には 十一の 隅檐が あつた。 その 廣巾は 外 圍約三 里程を 有し、 石垣の 石材は 實に 巨大なる も 
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のを 用 ひ、 一材 にて 數 丈の 大い さを 有する ものが ある。 秀吉の 子 秀賴に 及びて 更に 增 築を 試みた こと 
も あつたが、 慶長 十九 年、 此の 城に 據つて 徳川家 康と戰 ひ、 のち 和睦して 外廓 及び 溝を 毁つ ことを 餘 
儀な くせられ、 ついで {4 M- の爲め に 攻陷せ ちれて さしもの 金城 も 僅に 牙城の みを 殘存 したが、 のち 幾 
多の 變遷 興廢が あリ 、遂に 明治 元年に 及んで 火難に 遇 ひ、 殆ど 要 部を 全滅し、 舊時 の壯觀 を 窺知し # 
ざるに 至つ たのは、 惜むべ き 次第で ある。 

II 伏！ 見： 桃^ 7 城 — J 桃 山城は 伏 見 城と も稱 し、 山城 國紀伊 郡堀內 村に あ 及、 今 その 舊墟に 明治 天 
5 T HS# IA1 ±# ^* の兩 御陵を 造られて ぁる。 文錄 一二 年、 JM* t- s: 口の 城を 築いた 所で、 そして 諸 大名の 邸 
宅をも此の附近に集め造らしめた。慶長四年が&が大阪の城に移つて後は、德川家康の居城となつて 
のち 元 和 元年に 至リ 、德川 幕府 はつひに これを 取毁 ちて、 各種の 建物を 神社 及び 寺院 等に 下附 して、 
桃 山城には 何物を も 止めざる に 至らし めた。 けれども 爲めに 遺物の 建築は 各地に 散在して 現存し、 そ 
の あ 及し 昔の 盛観を 忍ばし めて ゐる 。卽 ち豐國 神社の 唐門、 西本願寺の 唐門 及び 客殿、 虎の 間、 波の 
間* 玄關 、飛 雲閣 、高臺 寺 表門、 津久 夫須間 神社 拜 殿、 寶嚴寺 唐門、 西敎寺 客殿、 南禪寺 方丈、 金 地 
院 万丈、 正傳寺 本堂 •御 香宮 表門 等 これで ある。 而 して 桃 山には 今尙ほ 本丸、 名古屋 丸、 增田 曲、 紅 
雲 堀 等の 跡が 殘つ てゐ る。 
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I 其 他の tel 拔 | その他 當時 築造され た 古 域には、 仙臺 城、 姬路 城、 名古屋 城、 熊 本 城 等 最も 
有名で ある。 仙臺 城は 陸 前 國仙臺 市廣瀨 川の 西に 在リ 、俗に 靑葉 城と 呼ばれる。 もと 千 葉 介 常 胤の 五 
男 3?.# 齡|5}の築造で、慶長五年に|^ 2: 累これを修築して以來子孫相傳へて明治維新に至リ、今第 
二 師團の 兵營 となつ てゐ る。 姬路 城は 播 摩國姬 路市姬 山に 在つて、 一名 白 驚 城と 稱せら れる 。起原は 
4 办 か 6 の 創始と いひ、 また 小 寺 |1* ^# の 所 築と も傳 へる が、 慶長 十五 年 池 田 輝 政が 五重の 天守閣を 築 
き、 その後 ^® が 域の 內 外を 修めた。 天守は 各層に 軒 唐破風、 入母屋 破風を 配置し、 名古屋 城の 
ものょ リー 層 美 觀を增 し、 優雅と な夕 、現存の 天守閣 中 最も 傑出して ゐる 。現に 第 十師闺 が 置かれて 
ある。 名古屋 城は 尾張國 名古屋 市外 北方に あリ 、一名を 金城と 稱せ られ る。 慶長 十五 年德川 家康が 築く 
所で あるが、 中に ある 有名なる 天主 閣は’ これょ リ先き 加藤淸 正が 建てた もので、 現存して ゐ る。 そ 
の 高さ 百 六十 尺、 構造、 裝飾 ともに 現存 天守 中 最も 立派な もので、 外に 二重の 小 天守 あ 夕 、又 本丸 中 
に數 多の 書院 造が 遺つ て ゐる 。本丸 中の 書院には 淸洲 から 移した ものに 上段 下段の 間が あリ 、狩 野 山 
1 r l^# 71c* t#* の 襖 繪等も ある。 殊に その 金 鱗は 最も 世間に 知られる。 今、 此の 一 廓を 離宮と せられて ゐ 
る。 熊 本 城は 肥 後 國熊本 市に あつて、 大永享 祿の頃 鹿 子 木 親 員の 創 築した ところで ある。 慶長六 年 か 
ち 同 十二 年に 亘 が大 修築した もの、 世に 傳 はつた。 堅固 無比と 云 はれた が、 明治 十 年の 役 
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比 兵燹に 罹^ N、 今は 小 天守 臺のみ 遺って ゐ る* 

I 方 廣寺 大佛 桃山時代 佛敎 建築の 代表と して 語らねば ならぬ のは、 方廣 寺で あるが、 不幸 
にして 今は そ Q 建築を 止めな ハ。 方 馨は 京都市 下 京區奮 町に あ 及、 阿 彌陀ヶ 峰® 西 麓に 迫っ て 建 
って ゐた天 宗の 寺院で あった。 俗に 京都の 大佛 殿と 稱 する もの これで ある。 これは 置秀吉 が、 例 
の 豪快なる 氣象 から、 東大寺の 大佛殿 以上の 物を 造らぅ と、 天 正 十四 年に 造營 したので ある。 その 本 
尊 方 廣佛は 木像で 高さ 十六 丈と 傳稱 さ-^ て ゐ る。 そして 佛殿 S 高さは 二十 丈を 有した と b ふ。 囊 
元年 地震 の爲めに崩壤した？、%&は同七年に再建£を起したが、5の中途に於いて悉く烏有 
に 歸し た。 同 十五 年 更に £エ して 同 十七 年に 落成し、 此の度は 大像 大佛を 銅像に 改めた。 本邦 第一と 
稱せら れた大 伽藍を、 ょくこの 短日月に 竣成した のを 思へ ば、 その 工事の 如何に 迅速で あつたかを 想 
像され ると 共に、 その 構造 手法に 精密を 缺 いて 居た こと も 推知せられ る。 佛 殿は 東大寺 大佛 殿ょ 及 も 
稍大 にして、 十一 間 九 面の 桁 行 二百 九十 五 尺 一 一寸、 梁 間 百 八十 三尺 六寸 、高さ 百 六十 二 尺五寸 柱は 
九十 二 本、 中央 q 一 一條 e 大虹 梁は §十 五 間、 厚さ 五 尺、^ ■七 尺、 柱 S 望 尺、 隅 柱 S 徑六 尺を 
有した。 また 廻廊は 梁 間が 三 間 四 尺七寸 、南北 鲁二 十二 間 三尺 一 一寸、 東西 各 九十 間 五 尺で あった。 
而 して 大佛殿 QS 高さ 四十 一一 一尺 Q 大なる も® で、 一間に 四 枚を 有した。 正面は 九 間に 扉を 設け 後 
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面は 三 ヶ 所に、 左右の 側面は 各 三 間に 扉を 設けて ある。 また 國家 安康の 鐘銘を 以て 史上に 有名なる 一 
梵鐘は、 高さ 一 丈 四 尺、 口 徑九尺 二寸で あつた 。以上は 大略を 擧げ たに 過ぎない が、 以て 如何に 大規 
模の 建物であつた かを 窺 ふに 足リ る。 然るに 此の 佛像は 寬永二 年 fc 再び 震災で 破壊した ので、. 1 ^ 11* 
綱は これを 燦か して 實永通 寶を鑄 造し、 改めて 木像を 造リ 、金 漆を 塗つ た。 ついで 寬政十 年 七月 雷火 
の 爲めに 伽藍 全部を 消滅し、 今は 完く 其の 廻廊の 有つ た 位置を 僅に 示す に 止まる 〇實に 惜しむ 可き こ 
とで あつた。 

L 東 ^ の 金堂 I 東 寺の 金堂 も當 期の 代表的 遺物で ある。 東 寺は 京都市の 東部に 在々 て、 延曆 
十一 一年、 平安京が 經營せ ちれる と共に、 羅生門の 左右に 新京鎭 護の 爲め東 寺と 西 寺と を 建てられた も 
ので ある。 卽ち 一名を 敎 王護國 寺と いひ、 延曆 十五 年に 創立せられ、 弘仁 十四 年に 及び fi# I®* ^* m* はこ 
れを空 海に 賜は つて 密敎 流布の 根本 道場と 定められた が、 文明 十八 年 兵火に 罹 $ 、慶長 年間 ^ • !!• が 勅 
を 奉じて 再建した ものが 今日に 殘 つて ゐる 。その 金堂は、 初め^^ 口が 方 廣^^ 立に 先つ て、 これが 試 
驗的に 造らした もので、 卽ち雛 形の 如き もので あつたとの 說も ある。 慶長 十一 年の 再建で. 石 ©. 上に 
建つ、 七 間 五 而百十 尺 六寸七 分の 五十 九 尺 六寸四 分あリ 、重層 入母屋 造の 大 建築に して、 腰屋浪 (裳 
層') は 中央に 於いて 切れて 居つて、 更に 高く 廂の 如く 造つて あるのは、 遠くは 凰 鳳 堂、 近くは 方廣寺 


大佛 殿に 似て ゐる 。その 下の 欄間の 如き 所に 旗 
戶を附 けた 連子窓が あつて、 窓 下は 橫板 張と な 
つて ゐ る。 釘隱し 及び 隅 金物を 用 ひ、 二 軒で あ 
る。 斗 組は 天竺 様を 用 ひ、 細部の 手法は ょく 當 
期の 特徴を 有し、 大體の 調和 も 整つ たもので あ 
る。 外陣は 化粧 屋根裏、 內陣は 折 上天 井と なリ 
大體に 於て 禪宗 風の 建物で ある。 因に 同 寺の 五 
重 塔は 寬 永年間の 再建で、 德川 後期の 塔と して 
有數の もの、 大きさに 於いては 各 時代を 通 D て 
霸を稱 すべき ものである。 外に 大師 堂と 八 脚 門 
とも 注意すべき 建物で ある。 

—松— 島； 端 r'l 巖 一 寺— 一 陸 前國宵 城 郡 松 島に あ 
る 瑞巖寺 本堂の 玄關は 書院 建築の 一例と して 前 
に 一寸 述べた が、 同 寺は 天 長 五 年 慈覺 大師の 草 
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創に して、 のち 慶長九 年國守 
伊達 政宗が 、紀 州から 材木を 
運ばせて 再建し、 その 十四 年 
三月に 竣工した。 本堂は 入 母 
屋 造、 本 瓦 葺 の廣大 なる 建築 
で、 當代 方丈の 代表的の もの 
である。 殊に 見るべき 點は玄 
關で 、すべて 細部の 手法は 唐 
樣に して、 自由 巧妙な 手法を 
發 揮し、 繪樣 、彫刻を 用 ひ、 
それ 等が 悉く 傑出して ゐ る。 
その他 堂內の 欄間 透 彫、 隨所 

の 飾 金具 等、 何れも 桃山時代の 特色を よく 示して ゐ る。 庫裡 、中 門 (沈 成 門)、 廻廊、 五大堂 等 も當代 

の 建築と して 著名の ものである。 


築 建の 代 時 山 桃 章 一十 第 


I 离臺 寺と 廟所一 京都市 下京區 河原 
町に ある 高臺寺 も、 二三の 桃 山 建築 遺物を 
存し てゐ る。 同 寺は 慶長十 年、 秀吉の 夫人 
高 臺院が 建立した 康德 寺を、 のち 德 川家康 
高が 東 山に 移して 建てた ものである。 建築に 
S 佛 殿、 大方 丈、 小 方丈 等が あれ ど、 寬政以 
後 再度の 火災で 燒 亡し、 明治 十八 年に また 
寺釋迦 堂を 燒 失した が、 今殘つ てゐる ものに 
庭は 開山 堂と 靈屋と 表門と が ある。 開山 堂は 
回 もと 高臺院 Q 持佛 堂で、 三 間 五 面、 單 層、 
入母屋 造、 柿葺 で、 內外 とも 漆を 塗る、 彩 
色を 施し、 鍍金の 金具を つけて ある。 その 
內 部の 一部には、 秀吉 征韓當 時の 天井を 用 
ひ、 また その 夫人 政所 (高 臺院) 乘 用の 車 輿 

二 〇 五 


を 天井の 1 部に 用 ひたと 云は れてゐ る o' 裝 
飾は 色彩 華麗、 實に 絢爛たる ものである。 
靈屋 は秀吉 及び 夫人 高綦院 w ぎ M# の廟に し 
て、 三 間 四面、 單 層、 寶 形造 柿葺 で、 これ 
また 裝飾が 美しく、 殊に 厨子は 扉の 內外に 
松、 竹、 薄、 紅葉 等な どを 蒔繪 として ある。 
所謂 高臺寺 蒔繪 これで、 高 臺院の 創意に な 
ると 傳 へる。 表門は 桃 山城の 遺構に して、 
構造 裝飾 とも 雄大な ものである。 

一大 德寺 三門と^ 1 大德 寺の 三門 亦當 
時の 遺物で ある。 大德 寺に ついては 別項 述 
ぷる如くであるが、此の三門は茶人デ|:你 
が 天 正 十七 年に 設計した ものと 稱せ ちれ 
る。 重層 造で 正面は 五 間あ夕 、これに 三自 


を 有する 〇その 裝飾 手法 及び 斗 組 等が ' » 樣 V 
あつて、 當期中 珍奇なる の ゞ 一つで ある。 同 
寺の 唐門は 石 壇上に 建つ 四 ) 111) 門に して、 屋根 
は 左右 切妻と なリ 、正面は 唐破風と なつて ゐ 
る。 この 門は 元來慶 長年 間に 造營 された 皇居 
の 南門で あつたのを、 寬永 十七 年 特に 當寺に 
下賜せられ たものと 傳稱 して ゐる 。柱は 丸 柱 
で 裝 飾は 秀逸なる 繪樣 彫刻を 用 ひ、 華美なる 
色彩を 施され、 且つ 複雜 なる 金具を 以て 美麗 
に 飾つ て ある。 當 時の 門 中、 遺物の 尤なる も 
ので ある。 (i il s 25 ?| ば) 


II 西本願寺 唐門 I 尙ほ 西本願寺の 唐門 
も 四 脚 門に して、 屋根は 左右 入母屋と な夕、 
前後は 大 唐破風と なリ 、彫刻は 最も 盛に 應用 

110 七 


r ,.  二 〇 八 

せられ、 僅の 餘地 にも 施される。 唐戶の 羽目 
板 {C まで、 獅子の 高 彫を 用 ひて あるので も、 
如何に 繪樣 彫刻の 精巧 驚くべき もの あるかを 
推知され る。 俗に 日暮 門と いふのは これで、 
もと 聚落 第に あつた ものを 移 建した ので あ 
相る。 華麗の 黠に 於いて 大德 寺の 唐門に 優リ、 
U 實に 當代隨 一で あるが、 惜しい かな 屋根は 後 
本 世の 葺替 へに 依つて 大に 舊觀を 失つて ゐるが 
殿 他の 部分は 悉く 舊時の 儘で ある 。西本願寺の 
他の 建築に ついては 各項を 參照 あれ。 

一相國 寺. 法 堂 相國 寺の 法 堂 も亦當 
代の 一 遺物で ある。 相國 寺は 京都市 上京 區今 
出 川 通 相國寺 E 前 町に あ j、 臨濟宗 にして 京 
都 五山の 第三で ある。 永德二 年、 足 利 義滿こ 
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れ を造夕 、間もなく 火災に 逢つ たが、 翌年 

これを 再建し、 又 七 層の 大寶 塔を 造つた。 

高さ 三百 六十 尺と 稱し たが、 程 もな く 雷火 

に 罹つて 以來 再興し なかつ た。 ついで 應仁 

南の 亂の爲 めに 堂塔 子院 悉く 火燹に 亡ぼされ 

禪た 。のち 數十 年、 漸次 囘復 して、 應長十 年 

には 豐臣 秀吉が 法 堂を 建て、 徳川家 康も三 
寺 

門を 建立した。 天明 八 年 又もや 大火に 逢 ひ 
方法 堂の 外は 殆ど 燒盡 したが、 爾來 年を 追つ 
丈て 再興した。 現在、 塔 頭 十五 宇、 末寺 百餘 
箇所、 竹林を 以て 繞ら された 寺 域の 廣さ實 
に 二 萬 三千 坪を 超える。 當 代の 遺 建たる 法 
堂は 石 壇上に 建つ 七 間 六 面の 圓柱 建築で、 
芄葺 入母屋 造 二重 屋根で ある。 左右に 四 間 
1. 1〇 九 


-二〇 

の廊が つき、 格好ょ く、 細部 も惡 くは ない。 

瓦燈 窓を 用 ひ、 上層には 扇 垂木を 用 ひられ 

る。 組 物 等は 複雜 でない けれども、 屋根の 勾 

配 緩く、 大體に 於いて 優美な 建物で ある j 內部 

大 外陣は 化粧 屋根裏、 內陣は 鏡 天井の 中央には 

®  丸 龍の 繪を 描き、 須彌 壇は 高く 內陣に 置かれ 

寺 る。 而 して 鏡 天井の 繪は狩 野 探幽の 描いた も 

客 ので ある。 禪宗 建築と して 第一流の 作で ある 

殿 と 同時に、 現存す る 法 堂 中 最大の ものである。 

內  I その他の 遺物 一 その他、 遺物と して 
部 

左の 如き 多數の 名 建築が あ 及、 一々 說 明を 要 
する けれども" 餘リに 多い から 略記して 置 

園 城 寺 金堂 慶長六 年 建造、 圓柱方 七 間 
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單 層、 入母屋、 柿葺 

南禪寺 金地院 方丈 ( II 1I S) 桃 山城 遺物、 十一 間 七 面 
同 寺  方丈-同)  皇宮 及 桃 山城 遺物、 九 間 十二 面 
仁和寺金農_繊_|野)皇宮紫宦殿遺物 
同 御影堂 (同)  皇宮 淸凉殿 遺物 
蓮 花王 院南 大門 (3 11 ) 

淸水 寺鐘樓 (同) 慶長 十二 年 建造 
同  西 大門 (同) 同 
大覺寺 客殿 ( 1S 81 野) 

僧 香 寺 本堂 (I K ) 天 正 十三 年 建造 
法 華 堂 本堂 ^ gs 3 慶長六 年 建造 
延曆寺 轉法輪 堂 ( ig s 賀) 文 祿四年 建造 
同橫川 中堂 (同) 

同大 乘 戒壇 院 (同) 


築 
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本 
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ニー ニ 

同  西敎寺 客殿 (同) 挑 山城 遺物 
、  寶嚴寺 観音 井} 桃 山城 遺物 

金剛 寺 御影堂 gsl; 一慶 長 十一 年 建造 
同  觀月亭 (同)  同  ， 

勝鬉院 多寶塔 (找 IS 11 天) 慶長羣 建造 
護國 院鐘樓 s_l 草) 天 正 土 $ 建造 
靑岸渡 寺 本堂® 1 g 郡} 天 正 十六 年 建造 
七 寺 本堂 ggl K ;> 天 正 十九 年 建造 
惠— 四 脚 門 (l ll lf ) 

本 門 寺 五重塔 (I 臓 ■雛 原) 慶長 十二 年 建造 
:  同  二 天 門 (同)  同 

立 石 寺 本堂 ( S1 SS I) 

大泉寺 觀音堂 §III>K 正 七 年 建造 
妙 成 寺 本堂 ( sl g 關 _)慶 長 十七 年 建造 


同  開山 堂 

へ 能 登 國羽昨 ン 
产郡 上 甘 田 村」 

慶長 十七 年 
建造 

竹林 寺 本堂 

/  土 佐國長 岡〆 
一郡 五 寮 山村) 

fig 現 造の 創 
g 此の 時代 
にも、 前期に 
引き 續い て、 
新しい 建築 樣 
式の 影響を 受 
けた、 別趣の 
神社 建築を 屢 


一二三 
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屢見 るに 至つ た。 中 fo も 神佛の 混合 建築た る權現 造なる ものが 新に 生 D て、 權現 流行と 共に 所在に 建 
てられた。 加 ふるに、 神社 建築 も 亦、 豪華 優麗 なる 時代 的餘 風を 受けて、 大規模なる ものが 建造され 
た。 合の 間の 如き 實に當 代に 始ま^ N、 石の 間と も稱 したので ある。 拜殿 には 唐破風の 正面に 千鳥 破風 
を附 けた。 從來 、本殿と 拜 殿とは 各 別に 建てられ、 その 間は 石 敷と された。 然るを 便宜上 この 敷石 上 
に 一室を 設け、 本殿と 拜 殿と を連續 させた ものが、 此の 合の 間 又は 石の 間と 稱する もので あつた U 無 
論 此の 時代に 始まつ たもので も、 阿 彌陀ケ 峰なる 豐國 神社の 如く、 伽藍 造の 形式を 備へた の も あリ* 
舊樣 に隨 つた もの も 少なく はなかつた。 而して 最も 盛に 用 ひられた 權現 造の 代表と しては 北 野 神社の 
社殿が 擧げ £> れ る。 

一 北 野 神社 SI- 北 野 神社は 京都市 上京 區馬喰 町に 在つて、 天滿 天神、 天滿宮 等と も 呼ばれる。 
菅原 道眞を 主神と して、 朱 雀 天皇の 天 慶五年 七月、 始めて 左 京 七 條坊に 小祠が 立てられ、 五 年を 經て 
村 上 天皇の 天曆 元年 六月、 北 野の 神殿に 遷され た。 その後 屢々 改造され、 又屢々 火災に 罹リ 、今日の 
社殿は 豐臣 秀吉が 片桐且 元を 奉行と して 造營 し、 慶長 十一 一年 十二月に 竣工した ものである" 權現 造の 
最も 完全した もので、 所謂 八 棟 造の 模型と せられる。 拜殿は 十三 間 二 面に して、 中央の 七 間に 入母屋の 
屋根を 架け、 左右の 各 三 間には これょ リー 段 低く き 入母屋を 造リ 出し、 これを 樂の 間と 稱 する。 それと 
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本殿と 接績す る 合の 間は 七 間 四面で、 兩者 
に 軒を 連接して ゐる 。本殿は 五 間 四面の 入 
母屋 造であつて、 右侧に 二 間 三面の 張 出し _ 
様の 所が あリ 、これには 本屋权 の 軒 ドから 
別に 廂を 設けて 下ろし 屋根を 造リ 、又 前後 
兩 面に 唐破風 及び 千鳥 破風を 設け、 廻 廓に 
は 寶珠の ある 高欄を 備 へた。 八 棟 造の 屋根 
は斯 くの 如く 複雑し、 且つ 交錯の 配置と 技 
巧と が 極めて 巧妙な ものである 。また 暮 股、 
繪樣 彫刻の 装飾 多く、 柱、 壁 等には 漆を 塗 
々、彩色を 施し 鍍金 透 彫の 飭金 具を 附 し、 
華美を 極めた ものである。 桃山時代 末期の 
神社 建築の 代表で あると 共に、 從來の 神社 
建築 樣式 としては 最も 進步 した ものと され 

二 一 五 
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r 大崎 八幡！^ 1 仙臺市 八幡 町に 在る 大崎 八幡 神社の 社殿 も 亦、 北 野 神社と 共に 當代權 現 造 
の 遺物 中 最も 優秀な 作で あると される。 同社は 天 喜 五 年、 源義 家の 創立に して、 始め 奥州 遠 田 郡 八幡 
町に あつたのを、 天 正の 末年 伊達正宗が 神體を 尊崇し、 陣中に 奉安し、 のち 岩 手 山 域内に 社殿を 建て 
たが、 仙臺に 移る に 及んで、 慶長九 年ょ” 今の所に H を 起し、 同 十二 年 八月 竣工を 見た。 京都の 豐國 
神社の 出來た あとで、 その 形式を 學び 、本殿と 拜殿 とを 石の 間で つな ぎ、 權現 造の 一種と して、 八 棟 
造を 完成 させた。 本殿は 五 間 三面、 拜 殿は 七 間 三面に して、 兩者 とも 入母屋 造で その 間を っないで あ 
る。 拜 殿には 唐破風 及び 正面には 千鳥 破風を 附 し、 装飾には 彫物、 漆 塗、 極彩色 金箔、 鑛金 金具 等で 
塡办 、雄 健に して 且つ 燦然た る ものである。 殊に 裝飾の 自由自在なる こと、 當期の 特色を 最もょ く 示 
して ゐ る。 

r 屋國 神社と 唐門 一 豐國 神社は、 これ こそ 當代 第一の 建物で、 當初は 最大 最善 最 美を 極めて ゐた 
であらぅ が、 元 和 元年 德川 氏の 爲めに 破壊され て、 今は 全く 荒瘗 に歸 した。 傳說に 依って 推考 すれば 
本社は 慶長四 年に 峯の半 腹に 建てち れ 、その 大きさは 東西 十三 間、 南北 十一 間を 有し、 これに 向拜を 
附し 、廻廊は 本社の 周 圍を繞 j、 東西 四十 六 間、 南北 五十 九 間、 幅 二 間、 社殿の 正面と 西 向の 唐門を 
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設け、 この 門と 鳥居との 間に 一 百 八十 三 
間を 有する 馬場が あつたと いふ。 その他 
樓 門、 神馬 厩、 神 供 所、 更に 厩の 西方に 
は 治 部少輔 寺、 本社の 南方には 連歌 所 等 
登 が あつて、 當時の 規模の 如何に 大き かつ 
國 たかを 窺 ふべき であつ た。 而 して その 構 
神 造 手法に ついてはょ くは 分らない が、 伽 
社 藍 造の 形式を 備へ たもので あつたら し 
唐 い。 今日 社の 前に 建つ てゐる 唐門は、 桃 
『 山 域から 移した もので、 角柱を 用 ひ、 構 
造、 裝飾 共に 華麗で 且つ 當時の 特色を 發 
揮して ゐる 。彫刻を 盛に 用 ひ、 又 特に 大な 
る 幕 股を 附けて ある 如き 注目に 値する。 

I 都 久夫須 麻 神社 拜殿 I 都久 S 麻 神社 

一二 七 
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1 二八 

は、 近 江 國東淺 井 郡 竹 生 村に あ” て、 その 
拜殿の 內部 は當 期の 粹を 保存して ゐ る。 こ 
れ桃 山城の 建物を 移した もので、 西本願寺 
の 客殿に つぐ 莊嚴の ものと されて ゐる 。大 
さは 五 間 四面、 重層、 入母屋、 檜 皮葺で 規模 
は 小さい けれども、 內 外を 蠘色 塗と なし 且 
つ 押 鴨居、 柱 等には 黑 漆を 塗リ 、これに 盛な 
る 蒔繪を 施して ある。 金具は 透 彫と なして 
これ また 多く 用 ひ、 天井の 格 間に も 亦た 多 
種多樣 なる 花を 晝 き、 遺 戶 にも 同様なる 彩 
色 草花を 描いて ある。 唐戶 等には 雄大 精緻 
なる 彫刻を 以て 草花を 現は し、 實に 眼覺ま 
しきもので ある。 裝飾に 於いては、 西 本願 
寺 客殿に 匳 つて ゐる とされる。 
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其 他の 神社 建築 一 その外 神社の 遺物と し 
ては、 次の 如き ものが ある。 

御香宮 神社 表門 {Isgj 桃 山城 遺物 
荒 見神 社 (I 野 |£ 郡) 同 
稻荷 神社 本殿 g ^ g 伊 郡} 天 正 十七 年 建造 
由岐 神社 拜殿 (_ホ|岩郡) 慶長 十五 年 建造 
吉野 水分 神社 ( r gw. 郡 ¥ 長 五 年 建造 
談山 神社 五重塔 ( 1$ 1 賴郡) 

日吉 神社 本殿 {sgll a j 天 正 十四 年 建造 
同大 神社 本殿 (同) 同 
同樹下 神社 本殿 (同) 同 
同 宇佐 宮 本殿、 白山 姬 神社 本殿 (同) 天 正 十 
一年 建造 

同 牛 尾 神社 本殿、 三宮 神社 本殿 (同) 天 正 十 

U1 九 


建 


本 


日 綴一 第 
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建造 (鹿 島 神社 攝 社) 

A 幡宮 (gll si ) 天 正 十七 年 建造 


四 年 建造 
淺間 神社 本殿 
(纖5 || 士)慶長九年 
建造 

富士 淺間宮 本殿 

g 努 3 天 正 十八 
年 建造 
八幡 神社 

§ 11 3 天 正 四 年 
建造 
奥宮 本殿 

( r sl) 慶長九 年 


一 三 一 
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出 羽 神社 五重塔 (_ 11 |_)慶 長 筆 建造 
稻荷社  (同)  雷電 神社 末社 
氣比 神宮 本殿 { 11 11 ® 慶長 十九 年 建造 
嚴島 神社 千疊閣 ( 18 SI 伯) 天 正 十五 年 建造 
同 胡子 神社 (同)  同 十九 年 建造 
営崎神社樓門(職__|屋)文祿一1一年建造 
同社 拜殿 本殿 (同)  天 正 十五 年 建造 
宗像神社邊津宮本殿{| » |像 3 天正六年建造 
同  拜殿 (同)  天 正 十八 年 建造 
大宰府 神社 本殿 {fsg 一天 正 十九 年 建造 
六 殿 神社 樓門 ii lf 雛) 
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第 十二 章德川 時代の 建築 

一當 代の 皇届 建築 | 德川 時代に 入つても、 皇宮 建築の 事は 屢令行 はれた。 卽ち慶 長 十一 年に% ; Ir 
家康に 依つて 造 營され たのを 手始めと する が、 天 正 御 造營に 比して 規模を 大に し、 結構 も 亦 一段の 見 
る可きのもがあつた。寬永十一年には更に大營繪を試みたが、天明八年大火に燒失するや、 ^# #宄 1:# 
は寬政二年に復古の叡慮を以て時の將軍家齋に勅命を下された。こ、に於いて老中以デ^&(額|樂)は 
命を 受けて 舊 制を 取調べ、 新に 造 營のエ を 起さし めた。 紫宸殿、 淸凉 殿、 宜陽殿 及び 內侍 所、 承 明 門 
玄暉門、朔平門、崇政、靑瑣、較政等の掖門、陣座、軒廊、南庭の廻廊等、すべて|1ガ ^* の御代の古 
式に 則つ たのみなら ず、 常 御殿を 東北 方に 轉築擴 張し、 總 ベて 整然たる 面目を 備 へしめ た。 これ 卽ち 
有名なる 寬政の 御造營 にして、 以て 藤 原 末期 以來 始めて 盛觀を 見た ので ある。 然るに 此の 大造營 の宫 
殿 も、 安政 元年に また 空しく 燒 失した から、 翌二 年ょ 夕再 築に 着手し、 間もなく 舊態 に復 する ことを 
得た。 現存す る 京都 離宮は 卽ち これで、 明治 元年まで 帝室の 御所 在と なつて ゐた 。その 平面 配置は 平 
安 朝 皇居の 制に 倣つた ので あれ ど、 常の 御殿 以下の 多くの 殿舍は 時勢に 適する やぅ、 書院 造の 様式を 
も 採用せられ たので ある。 
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一江 戸城の 槪觀 I 斯く 皇居の 御 造營も •德川 氏 中期 以後 稍 盛 觀を呈 したと 雖も 、これを 德川氏 
及び 雄 藩 諸侯の 邸宅に 比すれば、 勿體 なき ほど 見 劣” せられた。 而 して 將軍 及び 諸侯の 邸宅は、 城廊 
の 一部と して 建築せられ たので あるから、 先 づ德川 時代の 城廓から 語らねば ならぬ。 當代 も、 桃 山 時 
代に 引き 續い て、 城廓の 造營が 盛に 行は れた 。而 して それ 等を 代表す る ものは 江戶 城であつた。 江戶 
城の 初めは 康正 年間 かち 長祿 年間 (§_) に亘 つて 太 田 道灌の 設計 造營に 成る 小規模の もので あつたが 
その後 K* ^# 、 ** 儆兩 氏の 有に 歸した 時代を 經 て、 天 正 十八 年に、 德川 家康が 關東に 威武を 輝す や、 藤 
1 5|;&が と 計つて 慶長 十一 年に 更めて 造營 し、 本丸 及び 二の丸、 三の 丸を 築いた。 これ 所謂 本 城に して 
ついで三代の%把に至夕、寬永十三年に外廓を修築してその完備を成した。本丸は東部に在つて城中 
の 主部と な^ N、 宏壯 なる 殿 含を 造營し てあつた。 五重の 天守閣は 南方に 聳え、 二の丸、 三の 丸は 共に 本 
丸の 南方に 在つ て 1 廓を 成し、 更に 西の 丸は 現今の 皇居の 在る 所で、 玆 にも 宏大なる 殿舍 を廓內 に營 
み、 隱 居所に 宛てられた。 的 場 曲 輪は その 南方に あリ 、西部の 東北 一帶を 吹 上の 園と 稱し 、北部の 紅 
葉 山には 家康を 初めと して 歷代將 軍の 廟が あつた。 すべて 內 外廓には 深く 廣き 濠を 廻ら- し， これに 橋 
を かけ、 橋の 內方に は 門を 設けて 出入を 嚴 にした。 內 部には 大手 門、 淸 水門、 雉子 橋 門、 田 安 門、 半 
藏 門、 外搂田 門、 日 比 谷 門、 馬場 先 門、 和 田 倉 門 等の 十 門 あつて、 更に 西 丸 大手 門、 坂 下 門、 內櫻田 門を 
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通常の 出入 門と した。 また 外廓には 十六 門を 設けた。 卽ち淺 草、 筋 違、 小石 川 •牛 込* 帘ケ 谷、 四 谷、 
赤坡 、虎の 門、 山 下、 幸 橋、 數寄屋 橋、 鍛冶 橋、 吳服 橋、 神 田 橋、 一つ 橋 等で ある。 

I 江戸 城內の 諸 建築 I 本丸に 在る 殿舍 は慶 長の 大 修築 以前は 甚だ 簡素な ものであつた が、 寬永 十四 
汁 七兩 年度の 改築を 以て 莊麗 完全なる ものと なつた。 そのの ち屢々 火災の 難に 遭つ たけれ ども、 再 築 
.して 直に 舊狀 に復 した。 表 御殿は 本丸に 在つて 三部に 分れ、 卽ち 表、 中、 奥と なつて ゐ る。 又 その 室 
に畫 かれた 繪晝に 因んで 雁の 間、 芙蓉の 間、 柳の 間、 松の 間、 紅葉の 間 等の 稱が あリ 、また 俗に 千疊 
敷と 稱 する 大廣間 は、 七十 二 間の 間に 巨 松 一本を 狩 野 探幽が 描いて ゐたと 云 ふ。 殿 舍內の 襖、 障子、 
壁 等は 悉く 人物、 花鳥を 畫 き、 結構 莊麗を 極めて ゐた 。殊に 一の 御殿、 御 客の 間、 御對 面の 間、 御座 
所、 御 新 殿 等は 主要なる 殿舍 とし、 御殿 向、 廣敷 向、 長 局 向を 以て 大奥と 稱し 、夫人 その他の 居所と 
なつた。 西 丸の 殿舍 は隱 居所と して、 家康が 始めて 文祿 元年に 建築した ので あるが、 寬永 元年 及び 十 
三年 兩度の 大 改築に 依つて、 殆ど 本丸の 殿 舍と相 讓らざ る 程度の 莊麗を 極めた。 何れも 建築 手法は 書院 
造に ょ々、 奥 殿は 金箔を 以て 壁に 塗々、 天井は 二重 折リ 上げと なし、 欄間は 精巧なる 透 彫を 以て、 多 
種 多様の 花鳥を 現は し、 襖には 彩 畫を充 たして あつた。 以て その 殿舍の 如何に 規模 宏大に して 華美を 
極めた かを 知られる。 明治 六 年 五月、 火災の 爲めに 城門 及び 城 櫓の 數 箇所を 殘 して 他は 悉く 烏 有に 歸 
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I 當代の 邸宅 建築 I その他 將軍 家には 濱 御殿を 始め、 江戶 城外に 別 莊を營 み、 諸 大名 も 亦 江戶に 
上中下の 屋數を 設け、 また 封國に 城を 構へ 邸を 營んで 、時に 輪 奐の美 柳營を 凌ぐ もの さへ あつた。 しか 
しその 結果、 相 競つて その 邸を 治める ことに 腐心し、 尨大なる 棟 門に 外 觀を裝 ひ、 內 部の 結構 善美を 
盡し 、往々 その 分に 過 r る もの も あるに 至つ たので、 後には 格式を 設けて その 弊を 防ぐ こと、 なリ、 
濫及 に潛 越す る ことを 嚴禁 した。 けれども それは 外觀 上の 制限に 止ま 及、 內部 の裝 飾に 至つ ては 依然 
として 華美を 極めて ゐた。 —— 而 して 江戶 城は 斯 くして 今 殿舍を 遺さない が、 只 代表と して 擧 ぐべき 
もの、 京都に 二條 城が ある。 城とは 云へ、 城廓と しては 極めて 小規模の もので あれ ど、 城內 なる 殿舍 
は 書院 造に して、 莊麗 優秀なる こと 當 時代 殿 舍中の 第一と 稱せ ちれる。 此の 城は 慶長七 年 家康の 造營 
にか、 3、 ついで 寬 永年間 家 光が、 小 堀 遠 州に 命じて 增 築した もので、 現存す る 建築物の 多くは 卽ち 
寬 永の 增築で ある。 その外 觀は幾 宇の 大層が 曲折して 相連リ 、同一 型を 反覆す るの 嫌は あるけれ ども 
その 內部 の裝 飾は 極めて 豪壯で ある。 書院の 柱は 方 八 寸及至 一尺 以上に 達し、 天井の 高さは 二十 尺、 
屋蓋の 高さ 六十 尺を 出入し、 天井は 格天井に して、 格は 黑塗 とし、 格 間は 意匠を 盡した る 極彩色 模様 
を 描き、 壁 及び 襖は 金 地の 上に 壯大 なる 彩晝を 作つて ゐる 。上段には 上段 構が あ^ N、 書院が あ 3、 床 
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が あ 及、 棚が あリ 、一方に 帳臺が あク 、隨所 
に 燦爛たる 鋳金 具を 以て これを 裝飾せ ら れ 
る。 以て 當宮殿 建築の 傑作と 稱す るに 足ので 
ある。 

一寛 永 寺の ^3 これに 比すれば、 前 
代まで 常に 建築物の 主要なる もので あつた 寺 
院 建築は 甚だ 振は なかつ た。 初期に 在つ ては 
前期 桃山時代の 繼承 として、 相應の 建築 も あ 
つたが、 その後は 僅に 元祿 、延寶 年間に 一時 
活 氣を呈 した 外、 見るべき ものな く、 初め 全 
國の 諸侯 等は 菩提寺の 建造 及び 修繕を なした 
夕 などした けれども、 割合に 名 建築は 出來な 
かつた。 それ 等の 中で 寬永 寺、 增上 寺、 淺草 
寺の 如きは、 江戶の 新 都會に 起つた 新 建築と 

ニニ 七 


一三 八 

して 特記すべき であら 
ぅ。 寬永 寺 ^ 江 戶忍ヶ 
里於 |? )に在"^、東叙 
山と 號し 、天台宗の 總 
本山で ある。 二 代將軍 
永德 川秀忠 の 建立 ••て、 そ 
寺 の 開基は 僧 天 海で あつ 
た。 寬 永年間、 比 叙 山 
延歷 寺に その 範を 取つ 
たもので ある。 中堂は 
元祿十 年に 建てられ、 
常 行 三昧 堂、 法 華 堂 • 
三昧 堂、 大經藏 堂、 仁 
王 門 等が 相 前後して 建 
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てられ、 視模 宏壯に 
して、 外觀 頗る 美し 
きものであった が、. 
芝 明治 元年 五月 維新の 
增 戰亂 の爲め に 燒 失し 
上 僅に 靈廟 、東照宮、 
寺 五重塔、 淸水觀 世 音 
三 堂、 辨財 天堂を 山の 


解 

脫 


各听に 遺して ゐるに 


過ぎない。 


門  J 


I 增上寺 の 創建 I 

增上 寺は 同じく 江戶 

の 芝 (tl 芝) f 

これは 家康 入府の 後 


一三 九 
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自己の 菩 
提 寺と -L 
て 貝塚 村 
ょ夕玆 に 
移し、 慶 
長年 中に 
伽藍の 大 
建築を 起 
した もの 
である。. 
山門、 本 
堂 鐘樓、 
經藏 、方 
丈 等は 結. 
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構莊大 、且つ 華麗を 極め、 寬永 寺と 相對 して 德川 家の 尊信の 最も 厚かつた ものである。 同時の 山門は 慶 
長 元年の 創建で、 寬永 元年に 再建した ものと 稱 する。 兎に角 江戶 時代 初期の 大 建築で" 禪宗 山門の 様 
式を 具へ てゐ る。 山門、 經藏 、開山 堂の みは、 初期 建築の 儘 現在す る けれども、 他は 火災に 遭遇す る 
こと屢々であつたか £> 、當初の建築を今に傳へて居ない。淺草寺は金龍山と號し、江戶淺草(料§_)に 
建てられた。 現存の 興 音 堂は、 徳川家 光が 慶安 年間に 鈴 木長恒 、木 原義 久 等の 棟梁を して 再建せ しめ 
たもので あるが、 創建は の 朝と 稱せら れてゐ る。 本堂は 規模 壯大 で、 構造 手法 も 亦 巧妙、 當 
期の 伽藍 中 最上の ものと する ことが 出來 る。 また 同 寺 境內の 五重塔 も、 當代 初期の 特徴を 示して 優秀 
な ものである。  i 
| 近世の 塔と 其 特色 | 因に 東京 附近に 現存す る 塔は、 

寬永寺 五 m 塔 (上野 公 5 
淺草寺 五重塔 (淺草 公園〕 

天 王 寺 五重塔 (下谷區谷屮〕 

本 門 寺 五重塔 (荏 原 郡 池 上 村〕 

等が あ々、 他に 德川 時代 建造の ものと しては、 

二 三 T* 


以仁 


日光 東照宮 
五重塔 

C  下 if H 光〕 

仁 和 寺 五重 

塔 (京都〕 

? 東 寺 五重塔 

寺 (京都 下 京區〕 
五 等の 數個を 
重 見る に 過 r 
ない。 而し 
て 近世の 五 
重 塔に つい 
ては 一つの 
著しい 特徵 


塔 
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が あつた。 卽ち 塔は 鎌倉時代の 以前に 於いては* 眞柱卽 ち 中心 柱を 中央 礎石 上に 建て、 これを 本位と 

して 總ての 構造が 組 
出され、 中軸と なつ 
てゐた 。そして M •根 
〇. 勾配は 緩く、 各 ® 


東 の 軒は 垂木を 以て 支 
寺. へ、. その 末端は 上層 
五 軸 層の 重みで /® へて 
重 ゐたが 、鎌倉時代 以 
塔 後は 拮 木を 用 ひて 軒 
垂木を 支へ 受ける こ 
とに なつた。 而 して 
.屋根の 勾配を も 急に 
した。 此 時代の 物 も 
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511 四： 

東 寺の 五重塔の み 礎石 上に 中心 柱を 立てた が、 他は # 碑石と 中心 柱とは 遊亂 し、 柱は 又 垂木 等と も 離 
して ある。 これ 支 重の 中心を 安全に 保たせん が 爲めで あつて、 卽ち 動搖に 依つ て 常に 中心を 保つ、 安 
全の 支 重 法で ある。 實に 我が 建築 構造 術 上の 一大 進步で あつた。 

I 東 寺の 五重塔 一 而 して 當 代の 建築を 代表す る ものは、 實に敎 王 護國寺 (東 寺) の 五重塔で ある 
京都市 下 京 區九條 町の 東 寺境內 にあ リ 、その 創建は 天 長 三年で あるが、 災害を 蒙む る こと 數度 、現存す 
る ものは 寬永 十八 年に 德川家 光の 再建した ものである。 高き 石 壇上に 建つ 方 三 間の もので、 總 高さ 百 
八十 八 尺に 達し、 現今 我が 國 最高の 塔で ある。 木 割は 太く、 當期 一般に 盛なる ところの 繪樣 彫刻の 如 
きは 一切 用 ひず、 構造、 手法、 意匠 共に 優秀と 稱すべ きもので、 實に 近世の 最上 位に ある 傑作と すべ 
きで ある。 

I 智恩院 の 御影堂 I 德川 時代に 入つ て 京都に 建造せられ た 寺院 亦 少なくない が、 しかし それ 等は 
すべて 再建で あつた。 先づ 知恩院 は、 寬永十 年に 經藏 及び 山門を 除き、 他は 悉く 燒 失した。 徳川 
ダ ^# 直ちに 再建の 命を 下し、 寬永 十六 年に 御影堂、 方丈、 庫裡 等を 落成した。 而し てこ 札 淨土宗 寺院 
の 典型と して 最も 優れた ものである こと 前に も 述べた が、 御影堂は 十一 間 九 面の 建物に して •、內 部の 
內陣 には 唐樣 二手 先の 結構を 用 ひ、 外部は すべて 和樣の 三 手先 組を 用 ひて ある。 規模 宏大、. 手法 雄 健 
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まことに 當代 初期の 佛 殿中 最も 大 なる ので 
ある。 同 寺の 三門は、 本邦に 於け る 山門 中の 最 
大 なる ものと 稱せら れてゐ る。 元 和 二 年、 
德川家 光の 建立に な々、 その 樣式は 重層の 純 
害 樣 であつ て、 五門 三戶の ものである。 


「南— 禪寺と 三門 I 南禪 寺の 三門 も、 こ 
れ と共に 近世 三門の 巨擘と 稱せ ちれる。 间寺 
は 京都市 上京 區南禪 寺 町に あリ 、永 仁 元年、 
龜山 上皇の 創立に して、 京都 五山の 第五 位に 
置かれた 禪刹の 大 伽藍で ある。 その 三門は、 
寬永四 年に 藤 堂 高 虎の 再建した もので、 重層 
五 間三戶 、左右 兩翼に 山廊が あ夕 、これに 階 
段を 設けて、 三門の 樓上に 陞るや ぅにして あ 
る。 形 狀整 ひ、 宏壯尨 大なる こと、 眞に 禪宗 

.I H 五 
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11 三 六 

鬌鬌鬌 ，脅，， 零 

山門 中の 權威た る ことを 示して ゐ る。 同 寺 
の 他の 建物に ついては、 桃山時代の 項に 說 
明して ある。 

寺の 法 堂と 佛殿 一 妙 心 寺の 法 堂と 佛 
殿と も、 代表的の 建築と される。 妙 心 寺は 
山城 國葛野 郡 花園 村に あ 及、 正 法 山と 號し 
臨 濟宗の 一本 山で ある。 元、 花園 天皇の 離 
宮で あつたが、 建 武四年 これを 寺と せられ 
關山 國師が その 開祖と なつた。 應仁中 兵火 
に 罹つ たが、 宗 深禪師 、後土御門 天皇の 勅 
を 奉じて 舊 觀に復 し、 宏壯 にして 輪 奐の美 
を盡 し、 禪宗 伽藍の 典型た るべき ものと な 
した。 その 三門と 勅使 門とは 共に 慶 長の 再 
建で、 前期に 屬 し、 佛 殿、 法 堂、 鐘樓 、經 
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藏 、浴室、 大方 丈、 小 方丈、 庫裡の 如きは す 
Y て德川 時代の 再建で ある。 しかし その 配置 
平面、 構造 等は、 大抵 舊式 になら ひ、 細部に 
多少 當 代の 特色を 帶びて 居る。 佛殿は 文政 十 
大 三年、 法 堂は 明曆一 一年、 鐘樓 は寬永 十六 年、 經 
德 藏は寬 文 十三 年、 浴室は 明曆二 年、 大方 丈は 
承應 三年、 庫裡は 承應二 年に 再建せ £> れたも 
ので ある。 法 堂は 方 四 間、 重層 入母屋 造リ 、壇 
上に 立ち、 本 瓦 葺 にして、 頗る 見るべき もので 
ある。 他に 玉鳳院 開山 堂は 三 間 四面、 單層入 
母屋 造、 本葺で 足 利 尊 氏 時代の もの、 その 前 
にある 平 唐門 も 同時代の 物で ある。 又靈雲 院 
書院の 御幸 間は、 桃山時代の 建築で ある。 

I 大德 寺の 大德寺 法 堂は、 妙 心 

二三 七 


寺 


法 
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本 
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.-一三八 

寺の それに 優つて、 現存 法 堂 中の 傑作と され 

る。 (大德 寺は 前期 參 照) 重層 方 七 間， 而して 

內 部の 天井には 狩 野 探幽の 描いた 龍が ある。 

一般の 建築 法に 盡く 唐様を 用 ひ、 規模の 壯大 

淸 と內 外の 美麗と 相 待つ て 卓出して ゐる 。これ 

水は 經藏 、大方 丈と 共に 寬永 十三 年 C7> 再建に し 

て、 他に 寬永五 年の 佛 殿、 元 和 八 年の 浴室が 
寺 

ある。 佛殿は 重層 方 五 間にして、 これ また 優 
庭秀 とせられる。 

園 一清 水 寺の^ T1 清水寺 本堂は、 京都 
市 下京區 松原 通 淸水坂 町に ある。 同 寺は その 
起源に ついて 諸說 あるが、 延曆 二十 四 年、 坂 
上田 村 麿が 奏して 山地を 賜は リ 、私 寺を 建て 
て 清水寺と 號した とい ふの が 信ぜ ちれる。 弘 
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仁 二 年、 鎭護國 家の 道場と なし、 延鎭の 門徒を 以て 寺 司と した。 その後 屢 々災に 遭 ひ、 現今 〇 本堂は 
寬永十 年に 德川家 光が 舊 形に 依つ て 再建した ものである。 崖に 沿つて 建ち、 長き 柱に 支受 さわ、 正面 
より 見る 時は 單層 屋根で あるけれ ども、 侧 面よ 及 見れば 重層で、 後 面は 重層と 單 層と 相 交は リ 、中央 
は 四 注の 大屋 根と なリ 、平面形 も 亦 極めて 複雑に して 且つ 奇異で ある。 これ 確に 寢殿 造の 變 化した も 
ので、 伊東 博士は 「長 岡の 紫宸殿の 俤 を存」 すると 言は れるが 、或は さぅ かも 知れぬ。 正面は 崖に 面 
し、 左右に 兩 翼の 廊を附 け、 廊と廊 との 間に、 前面に 突出した 露臺 、所謂 舞臺を 設けて ある。 その 形 
狀の多 趣 名 樣 、實に 優雅な i' の、 に、 して、 四圍の 鬱然た る山樹 と、 情景 甚だ 相 合して ゐ る。 構造の 手法 
i 柱 太く、 斗 組は 簡單で 頗る 豪膽に 造られ、 何處 となく 未だ 桃山時代 初期の 風を 脫しな いもので あ 

V 

一再 建の 大佛殿 I 奈良 東大寺の 大佛 殿に ついては、 旣に 述べた 通々 であるが、 現今 存 すると こ 
ろの ものは 寬永二 年 四月の 再建で あるから、 今一度 繰返して 置かぅ。 從來は 方 十七 間で あつた ものを 
方 七 間に 縮 少した が、 高さ tt 從 前と 同様にされ. たので、 正面よ 及 見る 時は 高き に 過ぐ る 嫌 ひが ある。 
而して寬永再建の楝梁は撕吋賁以及び ^# &にして、高欄及び階段を有する、石壇上に建つ寄楝造で、 
棟の 兩端に 鸱 尾を 附し 、正面には 高く 唐 M を 造. つて ある。 正面 中央は 三 間を 入口と なし、 各 扉を設 
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け、 兩側も 亦 中央 一間に 扉を 設けた。 組 物は 出 組に して、 悉く 柿 肘 木を 用 ひ、 一軒で ある。 垂木の 先 
端には 鼻隱 板を 附けた 。柱は 眞 柱の 園に 捌 木を 附け 、これを 銅 輪で 緊縳 して ある。 そして 內部 の栓は 
二重に 繞つて 立ち、 中央の 1 段 高い ところに 大佛を 安置した。 床は 總て石 敷と し、 天井は 組 入 天井で 
ある。 建物 兩 側の 正面に 接する 所から 左右に 廊を 設けた。 一般の 構造は 天竺 様で あるが、 細部に 於い 
ては 當 期元祿 頃の 手法を 混へ て ある。 構造は 雄大に して、 細部の 手法 も 亦た 雄 健を 期して あ々、 兎に 
角、 江 戶期中 最大なる 建築で、 且つ また 現今に 於け る 世界 第一の 木造 建築た るに 違 ひない が、 しかし 
その美 的價 値に 至つ ては、 法 隆寺や 鳳凰 堂な ど、 並ぶべく もない。 

I 善 光寺 本堂 I 善 光寺 本堂 も亦當 期の 建築物と して 語つて 置かねば ならぬ。 同 寺は 信 濃國長 
野 市の 中、 大峰の 麓に あク 、寺 傅に 依れば 推 古 天皇 十 年の 草創と あわ ど、 それは 信じ 難い。 舊 堂宇は 
屢々 燒 失し、 現存の ものは 元祿 十三 年燒 失の 後、 德川 幕府 監督の 下に、 寶永二 年に エを 起し、 同 四 年 
に 落成した ものである。 その 頭 梁は 甲 良宗賀 であつた。 本堂は 正面 七 間、 側面 十六 間、 重層の 規模 宏 
大なる 建物で、 正面は 上層に 大きな 入母屋 破風を 見せ •下層に 三 間の 向拜に 軒 唐破風を 附け 、本殿、 
間の 間、 禮 殿を 連結して 居る。 故に 平面形 複雜 にして、 屋根の 形 も 亦 奇異の 趣を 現は して ゐる 。卽ち 
本殿の 屋根は 入母屋 造、 合の 間 及び 禮 殿の 屋根は 一棟と し、 正面に 於いて 入母屋 造と して ある。 要す 
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るに 本殿、 合の 間、 禮 殿の 棟は 丁字形を なして ぇ 
る。 裳 階は 正面は 唐破風と なリ 、左右 兩側に は 階 
隱を 設けて ある。 構造 手法の 樣 式は 當期 半ば 頃の 
最も 好い もので、 加 ふるに その 形狀 また 特殊で あ 
るから、 德川 時代 佛寺 建築の 一 異彩た るを 失は ぬ 
ものと されて ゐ る。 

r— I 崇 FI 寺の 建 築」 名 建築の 乏しかった 德川 


時代に 於いて、 別 風を 以て 一大 偉 彩を 放つ たのは 
黃蘖宗 の 建築で あつた。 黃蘖宗 は 禪宗の 一派に し 
て 初め 德川 時代の 初期に 名僧に 依つ て 長 崎に て 開 
か W ついで 宇治に 黃蘗 山を 開いて 別樣. の 敎義を 
立て、 ゐた ものである。 その 長 崎 ic 建てられ たも 
©に、 崇福 寺が 現に 遺つて ゐ る。 同 寺は 名僧 超然の 
開基に して、 構造 及び 配置は 共に 純明國 風に 造 £> 
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れてあ る。 山門は 文政 八 年の 再建に して、 一 祟 門は 明曆五 年、 大 殿は 正 保 三年、 護法 堂は 享保 十六 年、 
鐘樓は 正 保 五 年の 建造で ある。 そして その 工人は 明 人であつた ちぅ と傳 へられる。 山門は 龍宮 造と 稱 
する もので、 普通の £ の 如く 斗 組を 用 ひず、 屋根 棟の 中央に 寶珠を 頂き、 兩 端に を附け てゐ る。 
又 一峰 門は 奇異なる 複雑の 斗 組を 有して ゐ る。 大雄 殿、 觀音 堂、 鍾樓 等は 天竺 樣の斗 組の 形ら しい も 
ので、 また 大雄殿 (本殿) 及び 觀音堂 (護法 堂、 關帝 堂) は 化粧 屋根裏を 示して ゐ る。 そして 大雄 殿の 屋 
根 k も寶珠 及び 蚩吻を 設けた。 細部の 裝 飾た る繪樣 彫刻 及び 彩色 等 も 悉く 明 風を 帶びて ゐ る。 尙ほ長 
崎 市には 福濟 寺と て、 同種の 建築が ある。 

□j, 蘗 H 萬 福 寺 一 黃蘗山 萬 福 寺は、 山域國 宇治 郡 宇治 村 字 五箇 生に 在つ て、 明から 來 朝した 1 1 
元 禪師が 、 nil 國の 黃蘖山 萬 福 寺に 模倣して 建立した ものである。 その 年代は 寬文二 年ょ リ同八 年頃の 
間に 成つ たもので、 勿論 その 形式は 明 M であれ ど、 細部は 和漢の 混合で ある。 主なる 建物は 總門 (漢 門)、 
山門、 天 王 殿、 大雄寶 殿* 法 堂、 威德 堂、 牌 堂 •選佛 堂 (座 禪 堂)* 祖神堂 •開山 堂、 舍利 殿、 伽藍 堂 
等で ある。 總 門の 特徵は 屋根の 組合せに 於いて 珍ら しき 形の もので、 柱は 角柱を 用 ひ、 屋根は 瓦葺で 、 
中央は 一段 高く 造られ、 棟には 虓樣の 飾を 附 し、 左右 兩 端の 屋根は 一段 低く、 甚だ 特殊な 構造に して 
支那の 牌樓の 形に 似て ゐ る。 大雄寶 殿は 五 間 六 面で、 正面の 五 間 一 面は 開け放し とな リ 、屋根は 瓦 葺 
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の 重層 入母屋造りで、 その 勾配は 反リ 多く、 棟には 

寶珠 及び 蛋吻を 設けて ある。 JH 面 後 面と も 中央 三 間 

に 扉を 有し、 左右の 兩端各 一間には 圓 窓を 設けて あ 

る。 當寺は 宏壯に 且つ 整然として、 外觀の 美、 當 派 

伽藍の 中に 於いて 最も 完全せ る ものである。 

福 一瑞龍 寺佛殿 | 禪宗 建築と して 今一つ 他に 

寺 面白い ものが ある。 越 中 國射水 郡下關 村に 在る 瑞龍 

寺と いふ 曹洞宗 寺院の 佛殿で ある。 萬 治 二 年、 前 田 
漢 

利 長の 建立で あつて、 佛 殿の 外に 山門、 大方 丈、 禪 
門 堂、 庫裡 •衆 寮、 影 堂、 浴室、 茶室、 書院、 東 司 等 
は 相 前後して 建立され た。 而 して 此の 伽藍は 曹洞宗 
寺院 建築中 最も 完全せ る ものであつた が、 のち 廢頹 
して、 今は 僅に 佛殿の 外數 堂を 殘存 する に 止まつて 
ゐ る。 大體の 配置は 明國經 山萬壽 寺の 型に 則つ たも 

一一 四 三 
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のであつた。 佛殿 は ®: 層 入母屋 造々、 鉛板 葺の方 五 間で、 正面 三 間に 扉を 有し、 左右 兩端 には % 燈 
窓を 設けて ある。 構造 手法は 此の 時代に 於け る ものの 發 達を 示して ゐる 。卽ち 割 裂を 防ぐ 爲に 柱の 中 
心を 空穴と した 如き これで ある。 裝飾は 新 意匠の 繪樣 彫刻を 用 ひ、 禪宗佛 殿中 他に 例を 見ない もので 
ある。 兎に角、 各樣 式の 折衷 調和を なした もので、 此の 點に 於いて 實に 先驅で あつた。 

L 廟 の 規模 | 寺院 建築の 外に、 それに も增 して 一大 異彩を 放つた のは 廟所 建築で ある。 蓋 
し當期 に 起つ た 新 建築に して、 且つ 最も 力を 盡され 、最も 當代の 特色を 示す 精 技を 凝らして あつた。 
その 形式は 一種の 權現 造に して、 全體の 規模は 佛 寺の 如く、 その 建築物の 箇々 について 見れば 神社の 
如く、 神佛兩 部の 最も 完全なる 混淆を 大成した もので、 蓋し* 此の 種の 建築の 極限に 達した もの、 同 
時に 今後 再び 見る を 得ざる ものである 〇何 となれば、 現代は 旣に 宗敎的 建築を 離れて 俗 建築の 時代に 
入つ たからで ある。 大體は 本殿、 石の 間、 拜殿 等を 連結し、 神樂 殿、 神輿 庫、 神 庫、 唐門-廻廊、 樓 
門、 鼓 樓 、鐘樓 、廐舍 、水屋、 玉垣、 透 塀 等を 設け、 且つ また 納骨の 靈塔 、及び 佛式の 護摩 愛、 生前の 
護 太 尊を 安置す る 本地觉 、また 五重塔 等を 具備して ゐ る。 今 その 二三に ついて 語らぅ。 

，東照宮 廟 | 而 して 廟所 建築の 初頭に 述 ぶべき は 勿論 日光 廟で ある。 これは 今は 日光 東 照 
，宮 となつて、 別格 官弊 社に 列せられ てゐ るから、 神社 建築の 一種では あるけれ ども、 廟 所の 模範で あ 
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及、 最大 傑作で あるから、 玆に 語つ て 置かねば ならぬ。 日光 東照宮は 下野 國日 光町に あリ 、搜 域の 甚 
だ 宏大に して、 且つ 計 劃 も 亦 壯んな もの、 その 偉觀 東洋に 冠絕 して ゐる 。初め 徳 ilr 家 康が元 和 二 年に 
死す るヤ 、一度び 久能 山に 葬つ たが、 翌年 日光 山に 改葬して 神殿を 造リ 、東 照大權 現と 祀つ た。 三代 
將軍家 光に 至つて、 甲 良 宗廣を 棟梁と して 全部 改築に 從事 せしめ、 寬永 元年から 同 十三 年 迄に 現在の 
諸 殿を 作つた。 卽ち 本殿、 石の 間、 拜 殿、 經藏 、鐘樓 、鼓樓 、神樂 殿、 神輿 舍、 護摩堂、 三 神 庫、 水 
屋 、廐舍 、表門、 陽 明 門、 廻廊、 玉垣を 新築した。 その 配置は 山地を 切開いた ので、 整然たら ず。 而 
して それ 等の 建築中 最も 優秀なる は 神 庫、 厩舍 、水屋 等で ある。 陽 明 門の 如きは 徒に 勞 力と 費用と を 
濫用した のみで、 藝術 的に 見るべき もので ない。 又 唐 木の 篏入や 水晶の 彫鏤や も、 俗眼を 眩す る もの 
に過ぎない。 しかし その 装飾に 彫刻、 漆工、 木工、 金工、 彩色 等を 驚くべき 程 細かに 澤 山に 附 けて、 
我國の 建築では、 これ 以上 華美な ものは ない 程で ある。 

一 東照宮の 平面形 一 平面形に 於いては、 本殿、 石の 間、 拜 殿の 三つょ 9 成る ところの 權現 造を 神殿 
とし、 これに 凡ての 装飾の 華麗 濃 雜を盡 し、 拜 殿の 如きは その 構造の 形式は 面白くない けれども、 局 
部の 装飾に 於いては 巧みに 施されて ある。 拜殿の 左右には 親王の 間と 稱 して 特別に 装飾を 凝され、 本 
殿には 腰 組と て 床下に 斗 組を 用 ひて、 新 意匠を 施して ある。 本殿 內には 內陣 及び 內々 陣あリ 、この 中 
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央に 家康 、左右に 秀吉 及び 賴朝の 厨子を 安置され る。 而 して 此の 厨子は 最も 華麗を 極め、 寧ろ 藝術の 
亂 用に 傾き、 却って 願 奢に 流れて ゐる 。けれども 日光 廟中 最上の 裝飾で ある 9 尙ほ 、此 等の 諸 建築中 
白木 造で あるのは 厩舍の 一棟の みで、 他は 悉く 柱、 破風、 棟、 天井、 唐戶 等に、 一 も 彩色 及び 彫刻を 
施さない ものは なく、 驚嘆の 外は ない。 

陽 明 門は 俗惡 拙劣 なれ ども、 俗に 日暮し 門と 稱 して、 一役 - & 人を 驚嘆せ しめ 


陽 明 門の 價値 


てゐ るかち 言及して 置かぅ。 これは 南面の 入母屋 造、 三 間の 樓門 にして、 二 重 扇 垂木を 用 ひて あリ、 
上層の 屋根は 四方に 唐破風を 備へ 、以て 一新 工夫を 出して 居る。 而 して 唐破風には 一般の もの ゝ 如く 
懸魚 及び 鰭を 附けず 、破風から 繪樣 彫刻を 造夕 出して ある。 柱は 槻の 白木を 用 ひ、 「ぐ リ」 と稱 する 渦 
形を 彫々、 上層の 茏燈 窓は 繪樣 にて 現は して ある。 高欄 及び 屋根の 鬼 板 等、 新 工夫を 施した ことが 歷 
妙‘； として 知られる。 卽ち斯 の 建築物の 表面は、 悉く 彫刻と 色彩と を 以て 蔽はれ たもので、 各 utr に假僞 
的の 構造 及び 故意 的の 裝 飾を 見、 装飾の 爲めの 装飾を 完成した 點では 取るべき であらう が、 徒らに 美 
の 本質を 忘 4 て、 業 §巧に墮 し、 愚劣 t 贅澤 i つた Q は、 時勢 Q 然，^ しむる 所、 また 遺憾な 
次第で あつた。 

唐門は 正面 十 尺、 側面 六尺の 二 脚 門に して、 後ろに 控 柱を 設けて ある。 此の 


I  唐 Ini と 5 nN 


門は 陽 明 門と 

拜 殿との 間に 
在って、 屋根 
の 四方は 唐 破 
風 造と なリ、 
珍ら しい 手法 
である。 構造 
上に 曲線 形應 
用し、 棟 飾は 
銅製の 獅子、 
龍を 以てし、 
.また 從來見 ざ 
る 所の 人物を 
裝飾 に應 用し 


£0 

て ある 如き も 亦、 新奇の 手法であつた 〇模樣 は 唐 木を 以て 寄 木し、 且つ 彫刻を 嵌入して ある。 坂 下 門 
は 家康の 墳墓に 至る 入口の 門で、 眠々 猫の 彫刻を 以て 俗間に 有名なる 猫 門の 內部 にある 。二 脚の 小 5 
き 白木 造の 唐門に て、 た 2 胡 粉を 塗れる に 止ま”、 彩色は 施して ない。 精巧に して 豐富 ，なる 意匠を 用 
ひた 金物を 主眼と して、 それは 形 狀の變 化 巧に 自由な こと 類例の 稀なる 佳作で ある。 以上 三門の 特徵 
を擧げ ると、 陽 明 門は 彫刻の 美、 唐門は 唐 木の 寄 木を 以て、 坡下 門は 金物の 美を 以て 各々 賞賛され て 
ゐ るので ^ る。 

Lg— l^l 大 M 院廟 | 日 光大 霞は、 三代 s を 葬る 爲 SH し、 藝四 年よ” 四 年を 經 て、 
承應 三年に 落成した ものである。 その 形式 手法 等は 略々 前者と 同一の 規に 成つ てゐ る。 しかし 規模 も 
それよ々 大 にして、 華麗 絢爛では あれ ど、 また 遜色が ある。皇嘉門は廟侧にあつて、|^の墳墓に至* 
るの 入口で ある。 正面 七 尺五寸 、侧面 六尺の 至つ て 小規模の ものであるが、 その 構造は 明國風 で、 俗 
に龍宮 造と 稱され 、その 形狀 及び 裝 飾優麗 なること、 當 時代 建築中 最も 優秀な 一つで ある。 水屋は 八 
角 形の 石柱を 以て 造”、 四隅に 各 三 支柱を 立てる。 その 支柱は 本 柱よ” 細い ので，、 大に その 趣を 增し 
てゐ る。 而 して 各 柱は 內 部に 向つて 傾斜を 有し、 一見 强 固の 感を與 へる ものである。 

L 芝. と 上野の 德川廟 j 東京市芝區增上寺境內にも，寬永九年に成る二代將軍^^の臺德院廟、正德， 


三年に 成る 六 代將 S. 氷 !:• の 文 昭院廟 、享保 二 年 
に 成る 七 代將軍 の 有 章院廟 等の 三 廟所が あ 
る。 而 して 九 代將軍 t 豕 fi* の 惇信呒 は 有 章 院廟に 
上 合祀され、 また 十二 代將軍 家慶の 愼德院 及び 十 
野四代將軍ダ纪の昭德院は文昭院廟に合祀されて 
公 ゐ る。 而 して 芝と 上野の 兩廟を 通じて 壯麗 優秀 
東なる は臺 德院廟 である。 上野に あつた 大 猷院廟 
照 も 亦 これに 劣らな かつたら ぅが、 今燒 矢して 存 
宮 しない。 臺徳 院廟は 日光 東照宮と 同時 期に 建築 
門され たもので あるから、 その 壯觀は 決して 劣ら 
けれども、 規模に 至つては 遠く及ばない。 
本殿は 合の 間を 以て 拜 殿と 連結した ると ころの 
權現 造で ある。 常時の 名工 鈴 木 長 次、 木 原義 又、 
jf r. L、 s f. ^ ' f: ノ ft* 正 信、 狩 野 街， 幽 

41 五一 
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兄弟 等が、 構造 及び 裝飾に その 技を 振って ゐ 
る。 上野の 廟 は江戶 上野 寬永寺 境內に 在った 
が、 現今の 廟所は 單獨に 公園の 一隅を 占めて 
ゐ る。 慶 安五 年に 成る 三代 將軍家 光の 大猷院 
上廟 、延寶 九 年に 成る 四 代 將軍家 綱の 嚴有 院廟 
'■ .野 寬永六 年に 成る 五代 將軍綱 吉の常 憲院廟 の 三 
廟所が ある。 十代 將軍家 治の 凌明院 、十一 代 
將軍 家齊の 文恭院 は嚴有 院廠に 合祀され る。 
大猷 院廟は 享保五 年に 燒 失した ので、 これ ま 
た 嚴有 院廟に 合祀され た。 此の 嚴有 院廟は 元 
祿十 一年に 燒 失した が、 同 十二 年に 再 築され 
たもので ある。 八 代將軍 吉宗の 有德院 、十三 
代將軍 家定の 溫恭院 、十代 將軍家 治の 嫡男 孝 
恭院 等は 常 憲院に 合祀され た。 而し てこれ 等 
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の 各廟 共に、 芝の 臺德 院廟に 大同小異で ある。 

I 久能山 東照宮 I 久能山 東照宮は、 駿河 
國久能 山に あ”、 元 和 二 年家饭 の 死後 起工し、 
同 三年 末に 落成した ものである。 配置は 山地を 
芝 利用した もので あつた 。本殿、 石の 間、 拜 殿、 
東 唐門、 廻廊、 樓 門、 神樂 殿、 神 庫、 本 地 堂、 鼓 
照 樓 、厩舍 及び 五重塔 その他が あつた けれども 五 
宮 重 塔は 現存し ない。 本殿は 方 三 間、 石の 間は 方 
巾 一間、 拜殿は 五 間 二 面で、 銅板 葺權現 造の 好模 
範 にして、 廟所 建築の 嚆矢で ある。 構造 及び 裝 
飾と も- 當期 中の 傑作で、 日光 東照宮の 如き こ 
れに 傚つて 造られた ので ある。 その他 遠 江濱松 
市の 五所 神社、 陸 前仙臺 市、 東京 上野 公圚 、近 
江 國坂本 等に 於け る 東照宮の 建築は、 みなこれ 

n 五三 
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築 


等に 似た 權現 造であつて、 共に 見る に 足るべき ものである 9 

一當 代の 神社^！ 當 代の 神社 建築と しては、 此の 外に 語るべき ものが 甚だ 少い 。一般に 權現造 

多く、 且つ 濃雜 なる 彫刻と 繪晝 
とに 技巧的の 美を 誇 ちんと する 
もので、 建築の 輪廓 及び 細部の 
各所に、 厭 ふべき 曲線を 濫用し 
たもの が ある。 江戶 の根津 神社 
( SS II 肺) は寶 永— に、 同じ 
く 日 枝 神社 ( SI S ) は 萬 治 一一 年 

の 建築に して 皆然リ であつ た。 
その外 元 和 五 年 改築の 常 陸國鹿 
島 郡 鹿 島 町の 鹿 島 神宮 本殿、 寬 
永 十一 一年 徳川家 光の 再建した 上 
野國北 甘樂郡 一の宮 町の 貫 前 神 
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社、 寬永 十八 年、 ^ • 光 再建の 山城 國綴喜 郡 八幡 町の 男 山 八幡宮 本社 等は 舊式 建築中 有名で ある。 

I 八 阪神 liiitl と girl た2、京都市四條賀茂河の東感神 11: 、古の阪鄉樹下の祇園天#、牛頭天1、 
卽ち 現今の 八 阪神 社の 社殿は、 所謂 祇園 造々 の 典型を 出して ゐる 。社殿に 依れば 淸和 天皇の 貞觀 十八 
年、 常住 寺 僧圓， 如が 始めて これを 播摩國 峰 岸ょ リ八 阪鄕に 移し、 陽 成 天皇の 元慶の 初、 藤 原基經 が こ 
こに 精 命を 立て、 觀慶 寺感神 院と號 し、 院內 に遷祀 した。 こわ 今の 地で ある。 その後 屢々 火災の 厄に 
遭 ひ、 今日に 至って ゐる 。現存の 社殿は 承應 三年の 建で、 紫宸殿を 模 した 前の 社殿を 學んで 建てた も 
のと 稱 して ゐる 。入母屋 造、 七 間 四面の 寢殿 造に して、 廂を 四面に 設け、 更に 向 拜を附 けて ある。 確 
に 神社 建築と しては 一樣變 つた 趣を 有して ゐ る。 

律 S(1TW1 最後に 德川 時代の 變った 建築と して、 儒敎 建築、 劇場 建築、 西洋式 建築を 云 
つて 置かねば ならぬ。 儒敎は 此の 時代に 勃興して 最も 流 盛を 極めた 學術 、思想で あって、 江戶 、水 戶、 
長 崎、 佐賀 、足 利 等に、 孔子を 祀つ た廟 を造リ 、名け て 聖堂と 稱した 。中に も 江戶の 聖堂は 規模 その 
他に 於いて 第一と 稱せち れ 、その 大成 殿は 現に 見る 所で ある。 蓋し 此の 廟は 、寬永 十 年、 林道 春が 上 
野に 先聖 殿'. w 建てた に 始まり、 火災 後元祿 三年に、 現今 所在の 湯 島に 移して 大成 殿と 名 づけた もので 
ある。 のち また 二囘の 火災に 遭 ひ、 寬政 十一 年、 平 ノ內政 休が 棟梁と して 再建した もの 卽ち 今日 見る 
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聖堂で ある。 支那 式に 做つ て 建造した もので、 彼の 文廟の 配置 等を 參考 とした もので あらぅ。 平面 配 
置は 仰 高 門を 入つて 暫くに して 入德 門に 至リ 、更に 杏 壇 門を 經て 大成 殿に 至る ので あつた。 杏 壇 門と 
大成 殿とは 東廡 及び 西廡を 以て 連結し、 而 して 東西の 兩廡 には 孔子の 門弟 等の 木 牌を 列して ある。 大 
成 殿は 支那 風の 前 配 ある 五門 六 面、 入母屋 造の 建物に して、 單 層、 石 壇上に 立ち、 內部の 床は 石 敷と 
し、 屋根 飾の 正吻は 異樣の もので、. 虎の 形の 旁 吻を用 ひ、 その他 一般に 支那 式であつて、 當代 建築中 
一大 異彩を 放つて ゐ る。 殿內 には 孔子 及び 四 配の 像を 安置して あつた。 

Id  络 建築 I 劇場 建築と いふ もの も、 我 邦では 德川畤 代に なつて 始めて 見るべき ものが 出 
來た ので ある。 それに 先立つて、 能樂が あリ 、田樂 、猿樂 が あリ 、又 芝居の 初歩の もの も あつた が、 
能樂 及び それに 類似の 樂劇は 能 舞臺を 標準に した 簡單な もので、 芝居の 如きは 芝生の 假 小屋 等、 頗る 
幼稚な ものに 過ぎな かつた。 然るに 德川 時代に 入る や、 寬永 元年 江 戶に猿 若 座と 稱 する 劇場が 建築 さ 
れ 、正 保 年間には 同座に 棧 敷を 設けた ので ある。 ついで 寬文四 年に 建設され た 市 村 座は、 引 幕、 切 落、 
大道具 等を 用 ひ、 同 八 年には 河原 崎 座に 初めて 花道を 設けた。 三階 棧敷 及び 防 雨 屋根は 元祿年 問に 造 
ちれ、 廻 リ舞臺 、迫 上げ 等は 寶曆 年間の 創意と される。 而して 文化 年間には 全部 土間と して 切 落を 廢 
し、 爾來 、益々 進步 して、 つ ひに 今日 見る 如き 劇場に 至つ たので ある。 けれども、 槪 して 建築 美術と 
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二 五八 

しては 餘リ 優れた もので もな く、 且つ 今日 それ 等の 遺物を 傳 へて ゐない から、 これ 以上に 語る 必要は 
な い。 

一 西 ； 手— 式— 建 J FI I 西洋式 建築は 旣に 桃山時代に 敎會堂 建築に これを 見、 城廓 建築 も 亦 その 影響 
を 受けた ので あるが、 しかし 德川 時代の 前期、 中期は 鎖 國の嚴 な々 し爲 め、 西洋 文物の 輸入 少なく、 
隨 つて 建築に も その 影響は なかつ た。 然るに その 末期に 及んで、 洋 人の 來往次 第に 多き を 加へ るに つ 
れて 、ぼつ^-洋風 建築を 見る こと、 なつた。 文 久二年 江 戶品川 御殿山に 木造 洋館を 建築して 英吉利 
國の 公使館と したが 如き、 蓋し 其の 先驅 であらぅ。 但し 此の 建物は 浪士の 爲に燒 失せられた ので、 今 
は 跡 方 もない。 江 戶芝田 町の 洋人 接待 所 も 亦 同じ 頃に 造られた 木造 洋館で ある。 島津 家は 文久二 年ょ 
々三年に 至る 間に、 米國 建築 技師を 聘 して、 鹿兒島 布に 石造の 西洋 館を 建てた 。これは 紡績工場 とし 
たもので、 實に我 邦 工場 建築の 嚆矢で ある。 慶應二 年、 德川 幕府の 造つた 芝濱 の延遼 館は / K 造 洋館と 
して， 當時 此の 種の 建築中 第一を 以て 誇つた ので ある。 


第二 編 諸 外國の 建築 
™  第一章 H ジブ トの 建築 

1 j  FIT ジブ ト 建築 槪觀一 H ジプト は 東洋の 支那、 印度と 共に 世界 最古の 文明 國で ある。 記錄に 知らる 
章 I る 所では、 約 六 千年の 昔、 卽ち 西紀 前 三千 年の 頃に、 國王 メナ 始て國 を 建て、 ナィル 河畔の メム フィ 
エー スに 都を 置いた。 その後 王朝の 興廢 ある こと 四 代に して 紀前二 千 七 百年の 頃に 及んだ. が、 その 頃 最も 
ブ盛に 建築 工事を 營んだ 。つ 於 で 紀前二 千 百年 頃には 他の 民族に 征服され、 都を 下流の タニスに 遷し た。 
卜 | 更に 紀前千 六 百年、 H ジブ ト 民族の 勃與が あつて、 都を ずつ と 上流の テ ー べに 移し、 こゞに また 王朝 
t を 始めて 盛に 建築を 行った。 その 最盛期は 第 十 丸 王朝 2. フ •メ 5: ス ?: |^治世3£ ?| 5? ")で、そ 
築 | の 孫 7* •メ 4セ •ス -:• *• も 亦 敵國の 捕虜 等を 役して、 テ ー ベの 殿堂を 建築した。 然るに 紀前五 百年 頃ょ々 ベ 
ルシャ 軍 や •ァ •レ •キ 夕 1* 軍に 蹂躪され て、 以來 その 文明は 亡びた と 典に、 建築 も 亦 僅に 古代の 遺跡 
一を 止める に過ぎないの である。 

「古代 家屋の H ジプト 古代の 家屋の 構造は、 蘆の 幹を 數 多く 結束して 柱を 作 及、 柱と 柱と 
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-H6 

結びつけた 梁 及び 

貫 等 も 同じく 芦の 

結束を 用 ひ、 家 根 

は 粘土を 少し 塗リ 
古 

g 作つた。 そして こ 
g の 粘土の 重さの 爲 
f  めに 軒先の 芦で it 
g つた 骨 細が 壓され 

型 

て撓み 曲る 所 かち 
こわが 後世の 軒 蛇 
腹の 起因と なつ 
た。 少し 高等な 家 

では、 出入口と 窓の 部分な どに 棕櫚 形の 柱を 用 ひた。 而 して 芦を 結束した 柱の 頭部に パ ビラ スやロ ー 
タスの 蕾 形を つけたのは、 もと 花つ きの 儘の 植物を 結束して 柱と した 名殘 3 で、 又 柱の 下部を 太く し 
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❹成 完宋の ンサハ 0 二べ 


湿 草紙の 世 三 スメ ト 
柱の 形 蕾 蓮び 及 


或は 上下 部に 結束 面を 現は して、 
中央に H ンタ ンスを 現は すの も、 
植物 結束の 柱と して 當然の 現象で 
あつた。 而し てこれ 等は すべて 後つ 
世 石造 柱を 用 ひる やぅに なつても 

:. そ 

€  . 、 


蘇-. 一 


形の 上に 殘 ってゐ た。 又 後世 花阔 
石の 壁に 人 像 や 象形文字 等を 彫刻して 裝 
飾と したの も、 古代 泥 壁に 施した 遺風で 
ある。 最初は 斯る 材料で 單純 な、 勾配の 
低い 家を 造った が、 後には 石灰石、 砂 石、 
花崗 石、 臘 石、 煉瓦 等を 用 ひて 建築し、 
壁は 內侧 外側と も 漆喰 壁と し、 裝飾 彫刻 
は 壁を 積み上げた 後に、 根來 塗の 手法の 
如く" 漆喰の 上から 別な 色の 漆喰を 塗 9 
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ドツ ミラ ビ のゼギ るた 見り よ 西南 


重ねて、 その上 層の 色を 剝ぎ 取つて 下層の 色には 模様を 現は 
した。 家屋の 構造は 楣 式で、 稀には 迫持 及び 穹窿も あつたが 
しかし 後世の 如き 圓 形では ない。 テ ー ベ 時代の 建築には、 長 
さ 二十 五呎 から 三十 呎の楣 石を 用 ひた 壁 堂が あリ 、又大 ビラ 
ミッ ド內 部の 王室 上には、 二つの 石から 成る ところの 重量受 
の 迫持が 架けられて ゐた 。柱の 石材は 一本の 通し 物は 甚だ 稀 
で、 多くは 五六 個の 石を 積 上げて 造つて ある。 

I 。 匕 ラ ミツ ト (金字塔) I  H ジブ トの 重な 建築物は ビラ ミッ ド、 
スフ ィンク ス 、墳墓、 オベリスク、 宫 殿、 住家 等で ある。 ビ 
ラ ミッ ドは 金字塔と も 云 はれる 通リ 、石材を 以て 積 錐 形に 積 
み 上げた 建築物で、 ナィぐ 河畔には 多数 現存して ゐる 。最古 
の 時代には マス テ ー パと 稱し 、貴族の 墳墓で、 前後の 二 室ょ 
リ成リ 、後室に 棺を 納められた。 のち だん—^ 進步 して マス 
テ— パと ビラ ミツ ドとの 混合と な”、 更に ビラ ミツ ドと なつ 

二 六 三 
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-I 六 四 

た。 ビラ ミツ ドの 中で 一 
番 大きい のは カィロ 附近 
のギゼ ー にある クツ 王の 
それで、 西紀 前 三千 二百 
六十 六 年ょ々 六十 六 年を 
費して 營まれ た。 建坪 一 
萬 三千 餘 坪、 一邊の 長さ 
凡そ 百 二十 間、 高さ 凡そ 
八十 間、 傾斜面と 地面と 
の 角度は 五十一 度 五十一 
分で、 斜面は 高さ 四呎の 

石灰石で 階段 形に 積み上げ、 營造當 時は その上 層に 平滑な 
花崗 石を 掩つ てあつたら しい。 そして 各邊 とも、 東西南北 
の 方位に 正しく 向つ てゐ る。 こ. e 凡ての ビラ ミツ K に 通じ 
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た 例で/ミサ ッ猶が S? ラ、、、) 入口は 北方に あ'  地面ょ 夕八間 程の 高所に 設けられる。 通路は 王室、 女 
王室 及び 地下室に 通じ、 又 換氣の 爲に氣 道を 設け、 且つ 廊も ある。 

\  I スフ インク スー I スフ イン クスは 王 或は 女王 及び 羊 若く は 鷹 等の 頭を 有し、 その 林軀は 獅子の 
形を なした 石の 彫刻 像で、 我 邦の 二王 尊の 如く、 守護 尊像と して 殿堂 や 墳墓の 前に 置かれた。 メム フ 
イス 時代に 盛に 造ら ^ 、 カイロ 附近の 大ビラ ミツ ドの 傍に ある 王 首 獅子 體のフ イン クスが 最大な もの 
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で、 大部分は 天然 岩石の 彫刻で ある。 顏の大 さ 十三 呎五吋 、口 
の 大きさ 八呎五 吋、 胴 體の大 さ 一 百 十八 呎 、以て その 偉大 さを 
知られる。 これは 一八 一八 年に、 砂 中ょ リその 半分を 發 掘した 
が、 尙ほ足 部には 殿堂が 造って あちぅ との 說で ある。 

I , 墓の 內部一 墳墓は ビラ ミツ ドとは 趣を 異にし、 普 
通人の 墓で ある。 メンフィス 時代の ものは 地盤を 七十 五 度の 角 
度を 有する 壁で 圍まれ 、圆 形の 屋根を 架し、 長 方な 平面形を 有す 
る 外 室、 內 室、 圓坑の 三部に 分れ、 外 室は 供物 所と し 壁 晝を施 
され、 內室は 死者の 像を 置き、 圆坑 とは 遺骸の 木 乃! b を 安置し 
た 所に 通ず る 道で ある。 これが 後には 假形の ものと な夕 、更に 
ビラ ミツ ドに なつた との 說 である。 故に テ f ベ 時代には ビ ，フミ 
ツドか 然らずんば 岩石を 橫 に掘リ 込んだ 穴で ある。 橫 穴の 有名 
な ものは 中部 H ジプト のべ-一 •ハツ サンに ある 0 三十 九 本の 柱が 
一列に 列び、 その 形 や 式が ギリシャの ド ー リックの 先驅 をな し 
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てゐ る。 壁の 裏 

面に 象形文字で 

V 

•= 死者の 事蹟を 記 
サ  される。 テ I ベ 
於  のメネ フダ にあ 

^  る、 國 王の 墳墓 

ム  も 有名で、 山の 

7-X 中腹を 掘リ 、凡 
g  そ 三百 五十 呎の 
長い 廊を 以て 木 
乃 伊を 安置した 

室に 進む やぅに なつて、 美しく 装飾され て ゐ る。 

ー オベリスク | オベリスクは I 本 石を 以て 造つた 四稜 形の 長い 柱で、 をの 水平 斷 面は 正方形 
又は 長方形で、 高さは 最下 部の 一邊の 長さの 九 倍 又は 十倍 位で ある。 H ンタシ スを 有し、 頂上は 細く 
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尖 頂は ビラ ミッ ド 
形を 有して ゐ る。 
全面を 掩って 種々 
なる 象形文字を 彫 
リ 飾って ある。 大 
抵二 本を 以て 一對 
となし、 殿堂 正面 
入口の 左右に 對立 
した もので あつ 
た。 大な るは 下部 
一邊の 長さ 凡そ 九 
呎 、高さ 一 百呎、 
全 重量 六百噸 ( K 

一; SI T ぁっ た。 
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しかし 現今は エジプトには 一 つも 殘存せ ずして、 悉く 歐米 各國 人の 爲めに 持ち去られて しまつた。 

二麇の _ 殿堂 _ エジプトの 殿堂には、 露天 殿堂 卽ち 屋根の ない ものと、 岩窟を 利用した 岩窟 
殿堂との 二種が ある。 前者には カルナックの コ ー ン 殿堂を 始め、 ラキゾ ル、 メディ ネット、/ ♦ホ ク、 


パー テス マの 付 口 入 


上 女王 ハチ H ァ スウ ト及ぴ トト メス I 世の 破損 ¢ 5 

方 尖 碑 


1 カルナクに 於け る トト メス 三世の 東部 增築 
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ラメ シウム 等に あリ 、後者は、 ヌビアの イプ オン プ 
その他 數 個所に これを 見る。 カルナック、 コ ーン II 天 殿 
堂は、 入口の 兩 側に 高き 傾斜を 有する 塔の 如き 形を した 
パイ TJ ンと稱 する 壁が ある。 この 壁面には 悉く 全面に 人 
像 及び 象形文字が 彫刻され てゐ る。 そして パイロンの 外 
方には オベリスクの 立つ たのと 立たない のと ある。 パイ 
ロンの 前方 大 通路の 兩側 には スフ インク スを併 列し、 パ 
イ ロンを 中に 入れば 中庭が あリ 、その 三方には 二列の 柱 
を 立て、 廊を繞 らし、 それよ リ奧に 入る と、 ハイ. ホス タ 
イル と稱 する 連 柱の 廣間が ある。 この 廣 間には 光線を 取 
る爲め に 柱の 長短に 依つ て 作つ た クリア •スト リ - が あ 
る。 廣間の 次は 內陣 で、 神を 祀つた 所で あるから、 國王 
及び 僧侶 以外の 者は 入る ことを 禁じられて あつた。 壁の 
外側は 傾斜が あれ ど、 內側は 傾斜が なくして、 柱頭 飾に 
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は 蓮 花 狀を用 ひて ある ことが 多い。 

一宮  殿  建築 | 宮殿は 國 王の 住居で、 その 最も 有名な のは ヵルナック 宮殿で ある。 構造 も 配 
置 も 大體は 殿堂と 同じく、 正面に 八 百 十呎の 長き 大道が あって、 その 兩侧 には 牡羊 首の スフィンクス 

が あリ 、次の 兩侧 には パ 


力 

ナ 

ク 

の 


ス 

夕 

V 

レ 

間 

の 

则 

面 

の 

柱 


ィロ ンが高 く 聳え 立ち、 

その •ハイロンと •ハイロン 

との 間の 入口を 進む と" 
兩側に 廉廊を 有する 中庭 
が あリ "その 中庭の 廣さ 
は 長さ 三百 三十 二 呎 、幅 
二百 十六 呎を 有する。 右 
側の 廊には ラメゼ ス 三世 
王の 建造した 殿堂が あ” 
中庭と/イボ スタ イ广廣 


築 建の ト ブジニ 章 一 第 


間との 間に また ハイロン カ あ 
及、 ハイ ボス タイル 廣 間の 柱 
の數は 大小 合せて 百 三十 四 本 
fs l K s t。 廣間の 次 
の 第三 番目の パイロンを 入る 
と 更に 室が あつて、 橫 側に 入 
口を 設け、 二つの 大スフ イン 
クスが 幷 ベて ある。 更に 第 四 
番目の パイ 〇 ンを 入れば、 こ 
こに も 中庭が あつて、 二 本の 
オベリスクが 立ち、 庭の 周圍 
に 群像を 列 置して ある。 次に 

第五 番目の パイ TI ンを 入る と 內陣に 達する。 宮殿の 最後 方には 更に 殿堂が ある。 他の 宮殿 も その 配置 
これと 大差がない。 
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S 宅 __ I <b 迷 堂 I 住宅は ユジ プト 全盛時代の 建築と して 今日に 現存す る も Q 一つ もな く、 從つ 
てょ くは 解らない が、 木材と 自然 乾燥の 泥土 煉瓦の 如き もので 造つ たちし く、 規模の 稍 大きい 家屋で 
一は 壁が 下方 地盤の 所に て最 .も 厚く、 窓 及び 出入口 等 も 上方は 下方ょ々 狹 かつた やぅでぁ る。 而 して 各 
| 室の 配置の 工合 等は 口丨 マの 住宅に 類似して ゐたら しい。 尙 ほ傳說 的に 有名な のは 迷 堂で、 これは 中 
一央 庭の 三方 H、 地上 或は 地下に 多數 S を 設けて、 その 道路を 讓な らしめ， 人を して その 出口を 迷 
| はしめ る やぅに 造られた もので、 繪 4 彫刻 等の 装飾は 一切 施さず、 た r 桃 紅色の 花 K 石と 臘石 とを以 
て 飾られたら しい。 勿論 これ も 今日では その 廢趾 すら 止めない ので ある。 


第二 章 ァッ シリァの 建築 

!  rF^^ 'J! l :TI SJW^I ァツ シリアは ァラビアの 一部で、 今は ァジ ァト〆 コの 中に 含まれる。 最も 早 
く 開けた のは バビロンと ニ ヌァの 附近で、 两紀前 四千 五 百年の 頃に、 ユンナ デン 王が 始めて 此の 國に 
三 君臨し、 それょ リバ ビロン 國は 甚だ 盛で あつたが、 紀前 一千 七 fl 年に 北 ^ アツ シリァは 强立して ^ ,4 
^  國を 建設した。 元來 此の 地方の 民族は 勇猛で 侵略を 好み、 勝てば 捕虜を 使役して 土木 建築の 工事を 起 
ッ： したから、 前には バビロン 地方に、 更に 北方では コ〆 サバ ツ ドに 大 建築を 遺した。 しかし 紀 前にべ〆 
y  - •■ シャ の爲め 征服され、 また 7» 1^» パ ^« ンダ1大王に領せられ、つひに亡國の悲運を見たのでぁる。上の如 
ァ  ー： くで 建築 W: パ ビロン 期間 (又は 力〆 デァ 期) と ァッシリァ 期と に 別ち、 前者は 紀前二 千 二 ^ 一 ご 十四 年 力 
建、 ら千五 百 二十 年まで、 後者は 紀前千 二百 九十 年から 五 百 三十 八 年までの 間と する ので ある。 

築__: :| '/ ,-! ^^^^の'^^|-パビロン期七百餘年間には、殿堂を主として各；巾にこれが配下、卽ち門末の 
如き 殿堂を 造つ た。 土地が チ グリス、 ユ I フラ I 卜兩 河の 流域に 在つ て 低く、 石材 木材 等 も 乏し かつ 
一 たから、 粘土を 日光に 乾した 煉芨樣 の ものを 以て 建築した。 故に 今 H 遣 物は 殆どない ので ある。 殿堂 
は 五六 層を 有し、 頂上には 露臺を 造つて 天文 觀 測の 用に 充てたら しい。 今日 知られる 最古の 殿堂は エ 
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レ クに ある ボヮ ソ H 殿堂で、 凡そ 紀前二 千年 頃の ^ のとされ る。 遺跡を 見る に、 下層の 廣さは 二百呎 
四方で、 下層は 自然 乾燥 煉瓦を 以て 築き、 上層は 燒煉茏 も 用 ひた。 ビ， ス •一ー ム Tr ッドの 殿堂 及び コ 
ル サパッ ドの 觀測臺 も 有名で、 前者は 七曜に 因んだ 七 層と し、 最下 層は 二 百 七十 二 呎 四方 あリ 、各層 
毎に 四十 二呎 宛を 減じ ちれた。 これに 色彩が あつて、 黑 、橙、 赤、 黃 、綠 、靑 、白と いふ 順に 色煉蒐 
を 以て 下から 上へ 壁面を 積み上げて ある。 階段は その 正面に 設けられた。 しかし 後者は 階段が なく. 
緩い 勾配を 以て 螺旋 狀に昇 つて 行つ た。 (形は 方形で ある) 最下 層は 百 五十 呎 四方、 層は 七 層で あつ 
た 0 

| |7| ッ シリア 期の 建築 | アッ シリア 期では 宮殿と 市門との 建築が 重で あつた。 その 有名な 遺跡は-ー ム 
ロッド、 ニ ヌア 、コグ サパッ ド 等の 宮殿で、 前期と 同 D く 數十呎 の 高い 臺の 上に 建造し、 色 煉瓦で 壁 
面を 張つ たらしい。 ニム ロッド 北西の 宮殿 廢趾の 平面は、 正しく 東西南北の 方向を 示し、 入口の 重な 
ものは 北则の 左右に 二 個所 あ SN、 こ、 ょ h 階段を 上つ て 北に 向 ひ 高臺を 下る と 河岸に 至られた。 先づ 
入口を 入る と 幅 三十 二呎 、長さ 二百 五十二 呎 の大廣 間が ある。 東端に 王座を 設け、 西 端に 河を 下峨す 
べき 小 室を 設け、 そして 此室 から 東側の 多くの 室へ も連續 する。 廣い 中庭を 隔て、 南側に も數 室が あ 
る。 此の 宮殿は 谢前八 百 八十 四 年に 建てられた。 コル サバ ■ッド 宮殿 廢趾は 一屢 明瞭で ある。 中高の 平 


面を 有する 臺の 上に 立ち* 南東の 方位に 面し、 正面の 階段 上に 三百 三十 呎 の 幅員を 有する 建物で あ 
る。 三 個の 玄關 には、 各 左右 兩側に 人面 牛體の 彫像が 對立 し、 中央 玄關の それは 高さ 十九 呎で ある。 
多くの バット レスを 以て 飾られた 中庭が あリ 、これは 玄關 か £? 直通して ゐる 。次に 入口に 相對 して 王 
の 居室が あ h ノ 、中庭の 左側には 婦人 室、 右側には 事務室が ある。 その他 殿堂 及び 天文 測候所 等が 構內 
に 設けられる。 尙ほコ V サバ ッドの 市門 も 名高い。 市の 周圍に 築いた 城壁の 如き ものに、 大 なる 迫持 
で 造られた 門で、 通路は 人道と 車道に 分 たれて ゐ たとい ふ。 左右に 一對の 人頭 牛體 で、 羽翼を 有する 
大像が 立ち、 門の 迫持の 直徑は 十八呎 の半圆 形で、 裏面は 靑 色の 地に 黃 色を 以て 像 や M の模樣 等を、 
藥のか ゞ つた 煉瓦で 飾つ て ある。 そして 門の 扉は 靑銅か 、又は 木に 金 扉を 張つ たもの か、 孰れ か 明か 
でない。 
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第三 章 ギリシャの 建築 

CXA シヤ建 藥槪觀 I 。へ ニャは アツ シリア 地方 Q 南、 アジアの 西部に ある。 比較的 新しい 古國で 
西紀 前 五 五八 年 織 王 サィラスが 國 運を 興し、 附近の 諸國 — ギヮシ ャやパ ビロン や 5 ブト ー を 
初 服した 方 三 三 一年に アレ キサ ン f ^* 3E» の爲に 亡ぼされた 。その 間 僅に 二百 二十 年間で、 丑つ 建築 
の樣 式 等は 皆 隣邦から 取 入れた。 故に 特徴は 少 いが 石材 謹— つたから、 遺物を 保存され 1 
多い。 そ 11 讓物— 殿と 墳墓と で—。 嘉 はで ノセ ずス及 び パ ビロン 附近の スザ 並に ィ 
スタ クルに 在る。 一番 大規模で 且つ 完全に 近いのは ペル セ。 ホリスの 宮殿で、 紀前五 ニー ー 四 六 五 年 
に亘 つて 出 f も Q で、 山 Q 中腹を 利用し、 大 石を f 重ねて 基礎を 造气山 It 下に 達す 
ればナ なる 石の 階段を 設け これを 登れば プロ ビリ が ある。 営 殿 内には 種々 の 建物が あり、 百 
本の 柱數— する 廣間 や、 動物 S 他 q 精巧— ti i' l した 大階 段—賣 、中央 S1 十六 
本の 柱が 六列芸 ち、 二百 三十 呪 四方© 廣— 有する。 そして 室の 正面 及び 左右© 三 側には 入 側の 樣 
な# 所ガ ある。 柱は 槪 して 埃 及の ものょ” も 細く して 馨 S 來てゐ る。 陵 § 地上に 霞した のと 
天然 I 山を 掘 込んで 作つ たのと あ气 前者は 高い 階段署 上に、 切妻 形と なつて、 ギリシャのと 微 


似し、 後者よ 04 を® リ込ん で 正面を 柱と 蛇腹と で 飾つ た。 但し 蛇腹は 木造 だから 今は 腐朽し 
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第 四 章 ギリシャの 建築 

I ギリシャ 建築 槪觀 I ギリシャの 國情や 藝術 について は、 彫刻の 部で 詳しく 說明 する から、 こ X に 
は 略說に 止める が、 要するに 同國は 約 三千 年 以上の 古い 國で 、ィタ リ ー と アジア 西部との 中間、 地中 
海に 斗 出す る 小 半島 なれ ど、 昔は 弗 常に 榮え て、 歐洲 文明の 父と 呼ばれる 國で あつた。 最初に 居た 民 
族は ペラス ギ ー とい ひ、 その 時代を ミケ.- ネ 時代と も稱す る。 ついで 北部 地方から アル ケアの 種族が 
侵入し、 更に 北方から ドリア 種族が やつて 來 て、 つ ひには 此の 種族が 勝利者と なつた。 斯くてへ レネ 
スの 時代に 入つて は、 ドリア 種族の スパルタと、 ペラ スギ ー 種族の 後なる ィオ ーー ア 種族の アテネと が最 
も榮 えた。 殊に アテネ 人は 文學 、美術、 音樂 等に 秀で、 且つ 體育的 競技に も 優れて 國 威を 地方に 振つ 
た。 今日 現存す る 所の 著名な 建築物は、 此の 時代に 此の 民族が 主として 建てた ものであつた。 その 最 
高 發展の 極點は 西紀 前 四 四 四 年から 四 二 九 年までの 十五 年間、 卽ち大 政治家 •<• リ パ® レスの 時代で あつ 
た。 のち 次第に 國權 凋落して、 紀元前 後の 頃には 領土 分割の 憂目に あ ひ、 PT マ 帝國の 治下に 屬する 
こと、 なつて しまつた。 一 ^從 つて、 ギリシャの 建築は 主としてへ レ ネスの 時代に あるが、 順序 上べ 
ラス ギ I の もの かち 見よぅ。 
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1 ベラス： 建築； I ペラ スギ ー 族が 何時頃 ギリシャに 入り込んだ かは 不叨 であるが、 最初の 建築 
は 甚だ 幼稚で、 材料 も 木材を 用 ひたが、 後には 石材を 用 ひる やぅに なつた。 主なる 遺物は 城、 常 殿* 
門、 墳墓 等で、 その 獅子 門は 代表作と される。 城廓の 配置 設計は 嚴重な 防禦 設備が して ある。 ミケ ー 
ネとチ リンスの 城廓が その 好例で、 地勢は 風景、 要害と もに 優勝の 地を 選び、 その 高 丘上に 建造した 
チ リンス 城趾は 太古 宮殿の 完全な 一例で、 周 園の 城壁の 厚さは 平均 二十 五呎 、石 積と して 處々 に 三角 
窓を 設けられて ある。 正門と して プロ ピリ*- が あつて、 その 內部は 主權 者の 宮室で、 廣大な ものが あ 
る。 第二の プロ ピリ I、 中庭、 玄關 及び 居間 等が あリ 、そこは 男女 席の 區別が 嚴 重に 立てられて ゐ る' 
後世の ギリシャ 殿堂は この 式に 倣つ たもので ある。 クリ ー ト島ク ノソス に 在る ミ ノス 王の 宮殿は 同樣 
に 宏壯な 規模の もので、 双 斧の 模様を 施した 双 斧 室 や、 石材で 造つ た 椅子 等 も 遺つて ゐ る。 

ー ミケ ーネ 獅子 1 r ー  ミケ ー ネの 獅子 門は、 ミケ*- ネア クロ ボリスの 城廊の 正門で、 門前の 大道は 
幅 三十 呎餘 、道の 兩 側の 壁は 高く 整形に 積み上げ ちれて ある。 門は 左右に 巨大の 石柱 相對 して 立ち、 
その上に 大な る楣 石を 載せ、 この 上に 持 出し 迫持を 三角形に 出し、 この間に 立つ た 柱を 二 頭の 獅子が 
相狹 み、 向 ひ 合 ひに 彫刻され て ある。 この 中央の 石柱は 神體 で、 これを 二 頭の 獅子が 守護して ゐ ると 
の說 である。 尙ほ ミケ ーネの 蜂窠狀 墳墓 も 越 味 ある もので、 此の 墓には ドロ モスと 稱 する 大道 路と、 
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ト ロスと いふ 地下の 蜂窠 形の 圓 室と、 撗 手の 小 方形 室と から 成り、 ドロ モスは 長さ 百 二十呎 、幅 二十 
一呎 、兩 側は 石 壁で ある ° トロ スの 入口は、 楣 式の 上に 重量 除けの 三角形 迫持を 架し、 當時は 左右に 
片蓋 柱が 美しく 飾られたら しい。 トロ スは 眞徑 四十 八呎六 吋、 高さ 四十 五呎五 吋で、 天井は‘ 持 出しの 
先の 尖つた 穹窿 になつて ゐ る。 方形 小 室は 天然 岩石を 穿つた 納棺 室で ある。 

I 三 樣 式の 區別 I へ レネ 種族は 紀前千 二百 年頃 旣に ギリシャに 居たら しい。 此の 民族は イォ リ 
ャ 、イォ n ャ 、ドリ ャの 三に 區 別し、 彼等は 三 樣の藝 術を 出した。 ヘレ ネの 重な 建物は、 宗敎 的の 殿 
堂で、 日本の 神社の 如く 人家から， 隔つた 聖地に 一 廓を なして ゐた 。又 城廓 內の 一部に 營まれ る こと も 
あつた。 オ リム ビヤ、 デ〆 フ アイ、 デ ロス、 エピ ド ' B スの 如き 前例で、 アテネの 如き 後 例で ある。 才 
リム ピャの ッォイス 神殿の 例を 示せば、 中央に 大 神殿が あリ 、その 周 圍に小 神殿、 玄關 •寶藏 、社務所 
等 も附屬 し、 又廣大 なる 競技場が 設けられた。 蓋し 祭日 及び 競技の 日には、 全 國民擧 つて 參 集し、 想 
像 も 及ばざる 盛觀を 呈 したので ある。 

1 1  7 I ク I □  [ ボリス I へ レネ 市街は 多く 高い 丘の 上に 城廊を 築き これを アタ ロボ リス (II) と稱し 
た。 のち 此の 廓內に 殿堂を 造つて 神殿の 場所と した。 比較的 完全な 舊 態を 保つ ものは アテネの アクロ 
。ホリスで、 これは ギリシャ 建築の 模範で ある。 —— 殿堂の 平面 配置は、 H ジブ トの 神祕 的で 複雜 なの 


とは 異リ 、極めて 軍 純で ある 。面積の 大小で 多少は 異 るが、 多くは 長方形の'^ f て 極めて 稀に W 开 
平面 であ る。 最小の# は單に 一室で、 正面 或は 兩 面に 片蓋 柱が 賣 、これを アン タと稱 し、 その 間 
一に柱を二本(1§立てた0稍大きい室は柱が叫圍に一列に連立した0更に大きいと二列に連立する。 

™ 一列 Qf は篇兩 面 二列、 二列 KI4I 列と—、 柱數は 不定 艺 ど、 側面は 正面の 凡そ 
^ 倍数で—。 卽 ち.、； チ ノン— 面 八本、 側面 十七 本で—。 柱 及び 列の 數で— 式、 連 柱 式、 一 5 
〇一  連 柱 式 等の 名が ある。 そして 殿 党は 三 段の 石 aD の 上に 建ち、 ナオ スに神 使を 雲し 廣ぃ ナオ スは二 
り 列に 柱が あつて、 i-f 部と 兩側撕 とに 三分す る。 

シ 住宅は 普通： SS 狹小 で、〃 中庭を 設け、 その 謹に 柱を 連立して あ 
ャ ーる 0| |は中庭に面し、外侧に窓を設けない。石材の土臺の上に煉|積んだのと、木造のとあリ 
雄 一 家屋は 藝で 5 コッタ e 飾— けた。 劇場 S— なく 平面— で、 山腹— 用して 數十 段の 脾 段を 
梁：： 造り、 見物 席と し IQ 面 1 圓 上で 全 SI© 二— I。 その 中心 S 樂 1 、間口 
j 廣く 奥行 割—— 臺を 設けた。 紀前三§年 の アテネ •ヂ オニス 劇場は 1 百 六十 五— 有し、 ア 
クロ •ホリス 裏の 坂を 利用し、 大理石の 見物 席を 設けた。 中央に 神殿の 座席を 設け 精巧に 造られて あ 

る。 大規模で はない が、 三 萬 人の 見物— 容 された。 最大な ものは？ ドロス 劇場と メガ。 ホ i 劇場 

1 


^ ___ ^ — ギリシャは 民衆の 國 であっ たから、 公共 的 集 會に用 ひる 公會堂 ■事 堂の 
如— のが 雲して ゐた 。ストアと 稱 して、 柱と 廊とを 以て 周圍 を繞 った 廣大— もので、 有名な の 
は才 f ピャの それで— 。長さ 三百 吸、 幅 三十 呪の 柱廊 I、 反響 柱 廊と稱 せられる。 その他 
アテネ 5 フイ デ ロ ス 、エピ ト ロス 等に 在る ものは 劇場の 如く 丘 坂を 利用して 座席を 設け、 長さ 六 
•百 吸餘 ある 半圓 形の 徒步馨 場で、 これは スタ デオンと 稱 する。 アテネの ストアは 紀前三 三 一年に 落 
成し、 マ 時代に 修補され て 現存す る。 五 萬 人 以上— れ得 ると いふ。 ストアには、 神殿、 裁判所 
スタ チ オン、 パレス トラが 附屬 する。 パレス トラは ジ ムナ シアと もい ひ、 運 I、 浴室、 演奏 室を 具 
備 して ゐ る。 へ レネ S 墓は。 ヘラ スギの ものょ— 模 小さく、 簡單に 石材の 着を 立てる のみで ある 
が、 稀に— 板 形に して 優秀な— を 施し 51 った。— 上— 冬 模樣— 附け たもの 

も ある。 その 最大な ものは 小アジア S リカ？？ ^ ス2 ソ レウム で、 •モ ス王 S 墓で あつた。 

紀前 三五〇 年頃の 造營 であった が 今は 全く 絕滅 した。 

7 リサ^^ J さて、 ギリシャ 證 にっいて 是非 知らねば 1 ぬのは、 柱 及び 此の上に 載っ 
て ゐる小 壁 や I 等 Q 細部の 割合 か i 種の-法式、 卽ち ffs へ 念る— ドリ ャの f 


ダ 1、 イオニア QT ダ*-、 コリン タ の才* •ダ 1 これで ある。 ド ソヤの 建物は 最 4 いもので あれ ど、 
最初の 物は 現存し ない。 最初は 柱が 石 か 木 か 不明 だが、 粗末な もので、 長さの 割には 太く、 柱頭 上部 
の 卵 1Q 彫刻 等— f 精巧で なかつ た。？ だんく 進步 して、 把 頭劍 形の 美し が 出來た 
崇高 尊嚴 あつて、 神殿 議 sf 適し— §1。 そ I も 古くて—  —  © は、 才 
リム ピヤのへ レ-オン 殿堂で ある。 紀前— 年頃の 創建で、 一一 段の SJ ME J1L に 建つ 1 式 殿堂 であるが 
連柱の一部と^1產1一小部の|存する。柱には層積と一本柱と|、最初は木柱であつ 
1 しい。 次に アク 'ホリスの パ〆 テ-ノン 殿堂は、 紀前四 五 四 I 四 三 八の 間に 出來 たもので、 イク 
t: ノ  •ス 、•力” 2: r. — リ 、•フ i: r. r. s 彫刻が 施される。 一二 段 石 壇上に 連 柱 式で 立ち、 東西 
ニニ 人：^、 南北 10 一一 吸、 柱 身— 一四 吸 三 吋、 直 徑四吸 七 吋、 最下 部 直徑六 § 吋、 長 坪の 高さ 
二 吸で、 僅 S 壬 一本— 羞存 する。 奥 室。？ アノンに は、” s r. r» •ス 作の 黃金 象牙 製 神 像を 

霞す る— 根 Qlfds— 雲 稚— ft。 テブ オン— も、 霊 各部 u 例 

細部の 精巧 等 パ〆 テ ノンに も 劣らぬ、 日 一つ 多く© 部分を 現存して ゐ るが、。 へヂメ て、 切妻、 小 壁 等 

の彫靈 飾を 缺損 した。 年代は 不明 だが、 パ？ ノン も 大差な か 雪。  1 ル 
I イオ； §オ| ダ II イオ ニヤ Q 才 1 ダ-は、 ドリ ヤ の、 才* ■ダ. I よ-^ も 華麗で、 柱頭 部に 渦卷を 有し 
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てゐ る。 柱 身は ドリア •オ ー ダ f ょり 細く、 初期の 礎 盤は 卜 I ラスで 出 來てゐ る。 又 四 五 層の 圓 板の 上 

に 卜 i フスを 置いた が、 後には スコッチ アを用 ひた。 所謂 ア チックべ ー スを 完成した ので ある。 纪 m 

の 割合 及び 飾リが 華奢で •且つ ドリ ヤ では 色彩を 用 ひたが、 イオニアでは 用 ひずして 彫刻の みに 依つ 

た。 現存 例は 十一 あリ 、大 殿堂で ば アテネ、 アク p ポリスの ヱ レク テオン 殿堂が ある 0 意匠、 技巧 共に 卓 

抜で 裝 飩 彫 II も 精 美優麗 である Q 1- リア 式の パ，〆 テ ノン 殿堂と 隣リ 合つて イオニア 式の 範を 示して ゐ 

る。 平面は 他の 多くが 長方形な のと 異リ 、多少 繁雜 である 〇卽ち 內陣は 三つ あつて、 建物の 周 圍の柱 

が 圍繞せ ず、 故に 無 柱 式と 稱する 。東端 fo 六本の 柱 ある St , が あリ 、北側に も 小が 矿が あリ 、两侧 に 

は 人 像 柱を存 する ポル チを 設けた。 西側には 口，. マ 時代に 修補した と 窓と が ある。 小 殿堂では 

アテネのアクロボリスの西南端にあるニケ、アブ 0 .クス殿堂がある。三段_扣叫上に立ち、前後兩而 

に 四 本 宛の イオニア 柱が 立つて ゐる 。本土では ない が、 ミレトスの ブラン キデ I のア. ホロ ヂヂメ ウス 

殿堂は、 正面が 十本 柱の 二重 連 柱 式で、 この種 類 中 大規模の 物で ある。 

才 8 夕—  | コリント 式は イオ ニヤ 式ょり i 一層 細密 優麗で ある。 柱頭 部は ニ ジブ トの倒 

筛狀の 柱頭に 基因した もので、 最初の 物は 彫刻の 際 少なく、 次第に 進步 して、 四隅に 渦卷が 突出され 
た 0 
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此の 式は 紀前四 西 年 以降で、 ヘレ ネ 末期に 盛に 用 ひられた が、 殿堂 等には 餘 り >11 ひられな かつた。 現 
存 する ものは オリ ペィ オンの la! 形 殿堂の 如きで、 ィオニア 式 連 柱で 外部を 繞 らし、 コリント 式の 片蓋 
柱を 內部に 用 ひた。 又 模範的の 物と しては アテネの リシ クラ テ ■ス の紀念 塔が ある。 高さ 三十 四 吸、 圓 
I 形 塔に して、 方形 臺 上に 建ち、 六本の 片 蓋の コリント 式 柱が 周圍に 立ち、 建設の 當時は 金 光燦爛 とし 
|  て 人目を 眩して ゐた。 

— □  ! 丨マ式 建築 ー ギリシャ 衰 へて ロ ー マが 盛に なつた から、 口  I マでは ギリシャの 藝術 家を 聘 
\ して 盛に 建築 J 事を 起した。 けれどもへ レネ 時代の やぅな 優秀な ものは 出來 なかつ た。 ロ ー マ 時代の 
i m な ギリシャ 式 建築と しては、 アテネの 時計 臺と 同地の オリ ムビユ オン 殿堂で ある。 時計 臺は紀 前 W 
一年 頃、 ：: ' S” !: ;. パ © • 建設で、 八角形の 平面 圓形 をな し。 頂上に 風見が あつて、' <  角の 各面には A 
つの 風の 神が 彫つて ある。 故に 風神 塔と もい ふ。 S 時計を 壁面に 刻み、 内部には 水時計が 裝 置して あ 
|る。兩一3に入口があつて、コリント式の柱が建つてゐる。オリムピエオン殿堂は紀前一七四年にロー 
マの 技師が 造つ たもので ある。 規模の 雄大 壯麗 、當 時は 有名で あつたが、 建設者 シリア 王の 歿後 工事 
一を 中止し、 紀前 一一 〇 年に 他の 王に 依つ て 完成され た。 卽ちへ レネ 時代と ロー マ 時代と に 跨る 建物で 
ある。 正面は 八 柱の 二重 連 柱 式で、 側面は 二十 四 柱、 柱の 總數百 〇四木 巾 三 五 四 呎と一 五四呎 
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柱の 直 徑六呎 四 吋、 長さ 五六 呎の 美しい 巨石であった。 その他 アテネの アゴ ラの 西 門、 .; ト リヌス 門 
も有名であリ、アテネ、アクロポリスの山麓にはローマの富豪がその妻の紀念に建てた戈ディオン劇 
場 その他の 當時の 遺物を 見る ので ある。 
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第五 章 ローマ の 建築 

|  H トラスク 建築 ー ギッシ ャに ついで 文明 的强國 となつた 口-マは、 法律 その他には 秀でて ゐた 
が 藝術 的の 天分は 比較的 少な かつた。 た r  〇 丨マの 先住民た る ユ トラスクの 影響を 受け、 更に ギリシャ 
の 文明を 取リ 入れて、 建築の 上に も 稍 見るべき ものが 出来た。 故に C I マ 建築を 語る には H トラスク 
( H トル 9 ァ) の それから 始めねば ならぬ。 エト ラスク 民族は、 古く かち イタ リ-の 中部を 占有し、 海 
上の實權を提リ、紀前五百年頃には&1マもその配下に屬した。彼等の建築はさぅ優れてはゐなかつ 
たが" 構造 的 手法では ロ ー マの 先驅で あつた。 卽ち 市の 外壁 •市門、 殿堂、 墳墓、 地下水 道 等が 彼等 
の 重な 建築物と して 知られる。 市の 外壁は 市の 周 圍を繞 る 石造 摒で 、大 石を 平 積に したのと、 我が 石 
垣の 如く 龜甲 形に 積んだ ものと あ々、 ユ トラスク 建築中 最古の ものである。 市門は 外壁に 設けられ、 
市の 出入口の 門で ある。 ペン ジャ市 門 ^ パけ ス) は紀前 五 百年 代の 古物で、 破損 後 ァゥ ガス タス 帝の 修 
復し たもので ある。 これ も 石材を 以て 整然と 平 積に し、 門の 上部は 正圆 形の 迫持を 架し、 レーべ 火、 
モー， デ イングを 上部に 施し、 その上 部の 小 壁には 短 かい イオ ニ ャ式の 片蓋小 柱を 附し 、その 間には 
環 形を 附した 。殿堂の 現存 物は ない が、 稍 正方形に 近い 四角な 平面形で、 前後の 二つに 分れ、 前部 殿 
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堂は 圓 柱を 並列した 廣い廊 を 有し、 後部 殿堂は 本殿で、 これを 又 三つに 仕切つた 壁で 區 SIJ- され、 各 三 
神を 奉安して あつた。 柱は 簡易な ドリァ 式で、 柱間廣 く、 柱 身の 長さは 直 徑の七 倍 程で、 下部に 5ir 觀 
を附 した。 墳墓は 岩窟 利用と 地上 築造と 二 樣あリ 、岩窟 墳墓は 水平 天井と し、 中央 かち 屋根 形に 左右 
fc 傾斜す る 勾配 天井、 穹窿 天井 等 も あつた。 中央には 支柱と して 四角柱が 二本立てら れた 。丘陵 墓に 
は 全くの 丘陵 形と 家 根 形と あつた。 地下水 道 卽ち暗 梁は エト ラスクで 最初に 發 達した もので、 現に 口 
r マの マキシム 暗 梁は 當時の 遺物で ある。 

lla 丨マ の樣 式 1—) ロ ーマの 建築は、 これ 等 エト ラスク 風の 迫持 や ^ ^ やを 用 ひたと 共に ギリジ 
ャ 風の 柱を 應用 した。 そして ギリシャの 三 式に タス カン 式と コン. ホジ ット 式と を 加へ て 五と した。 夕 
スカン 式とは 最も 簡易な もので、 しかも 一種の 威嚴が あリ 、高遠の 趣を 充分 備 へて ゐる 〇 コ シボン ッ 
卜式は n リント 式と 區別す る ことは 困難で あるが、 大體に 於いて コリント 式ょ リー 層 華麗で、 且つ コ 
リント式渦卷を用ひず、ィオニァ式渦卷を柱頭に用ひてゐる。口1マ*タィタス凱旋門の如きに用ひ 
られ てゐ る。 その他 ド？ ャ形は ギリシャの それょ リ 細長くな 及、 同時に 拙劣で 趣味に 乏しく、 タス カ 
ン 式と 同じ ものと なつた。 ィオ, ー ァ形も 、ギリシャの それに 比して 高雅 優美を 失 ひ、 且つ 柱頭の 渦 卷 
が 左右に 在つた もの 四隅に 出で、 中心に 向つ てゐ る。 コリント 式は ロ ー マ 人の 最も 好んだ もの だが、 
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ギリ、、， ャ 風とは 餘程異 つて ゐ る。 

I  □  I マ 殿堂の 遺物 I  口 I マの 殿堂は ギリシャ 殿堂に 依れ ども、 柱廊 を周圍 に繞ら さず、 正面の み 
に柱列を設け、伽面は侧壁に附着して柱を建てた。構造も比較的簡易である。 11 1マの植民地であつ 
た フランスの- 1 I スに 現存す るメ ー ゾン •力〆〆 の 如き その 好例で、 ギリシャ 風に 似て ゐる所 かち、 
グレコ •口  I マン 式と 稱せ られ る。 ロ ー マに ある 遺物では ホル チナ •ゲィ リリス 殿堂 ^ 如 如) ジ ユピク 
1 •ステ ー ト〆 殿堂 (l 5t'; b)、 ジユ ビタ ー •卜 I ナニス 殿堂 (t£l) 等で、 後の 二つは 僅に 數本の 柱を 遺 
一一 すの みで ある。 それから 變つた ものと しては H 形 殿堂が ある。 エト ラスク 風の もので、 紀前二 七 — : 
マ  ー四 年に かけて、 7* デ ^ • •ス ^# ス帝の時に、グエスタとデヴオリに建つたものが遺つてゐる。共にコリ 
の  ント 式の 柱を 以て、 圓形 堂の 外を 柱廊で 繞 らし、 柱廊の 屋根は 堂 身の 屋根から 葺 下ろしたら しい。 後 
®  者は 党の 直 徑二七 呎あリ 、ギリシャ 風を 有して 高き 崖 上に 建て ちれ、 大に威 嚴を備 へて ゐる 。地下に 
築 も 室を 設けて ある。 

: | バン テオン 殿堂 | しかし 最も 代表的な 圓形 殿堂は 口  — マの パン タオ ン 殿堂で ある。 紀前二 七 年 
ス ?if* Q 時に 建てられ たと 稱 する H と フス ク式 殿<5 後部へ 紀元後 一二 一二 年に、 っ トリ ァヌ 
•ス f が 圓形 殿堂を 附け 加へ たとの 説で ある。 正面は コリント 柱 十六 本を 建て、 三 室と し、 材料には 工 
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ジプト 產花磬 及び 白色 大理石を 用 ひて ある。 後部の 圓形 殿蠢造 S し、 舊 時の ものを 取 崩して エ 

ー トラスクの 舊式 S? 建て f しいと e ことで ある。 圓 堂の 煉營 壁の 厚さは 二十 吸で、 平面 疆 

は內 vf- 八 四 二 吸ナ吋 高さ も仿樣 で、 半球 形の 家 根は 全體 コンク ソ—卜 を 以て 造々、 黃鑫 金の 靑銅 

第 瓦を 用 ひ 球形 天井  1 細く 格 間の 如くし、 これに 裝 飾を 施して ある。 圓窘 外壁は 白色 大现石 

編 一を ィ換迎 と」^- 壁は 色 大理石で 張つ たらしい。 正面 玄關 の 天井 も靑 銅を 用 ひたが、 今は 取 除いた。 

諸— I は 現存す る。 半球 形最の 頂上 中心は 蜃二七 吸の 圓 穴を 穿？ 明 放しの 天窓を 設けて 光親 

外を 管、 _ 1 の感 11 t?t。 こ フス ク S 墓から—.^ たも？  — 
國 |  50 


, - r ラムー ギニャ S トァに 比すべき T マ 5 才 1フム( ^ )は、一般公衆の爲に 

墓の！! 一を 爲し たもので、— 裁判所、 圖壽、 11 あつた。— の 5 いて 見る に、 
トラ ャン 11 面に 凱旋門が f 、左右 及び Iff した— け、— f した。 
次に ぶヒャ 裁判所を 設け 次の 中央 § トラ ャン S 勝紀念 柱を 建て、 S 左右 S 書 f 備へ てゐ 
广 その 次の 中央には 殿堂が 設けて ある。 市場の 廣 さは 二八 〇吸 角で、 左右は 二列の 柱 _ となリ 、そ 
の 外面には 各種の 商店が あつた。 マ ナム •フ ォ， ラム も 有名な もので あつた。 中に てァ y ピァの 裁 


判 所は 長さ 三百 六十 呎 、中央 ネーグ は 八 七 呎 、ァイ ルは 一一 三 呎四吋 で、 天井の 高さは 一二 〇呎 、入 n 
. は ニヶ 所に 設けられて、 市場に 向つ てゐ た。 戰勝紀 念 柱は 九七呎 を 有し、 その 表面には トラ ヤン 帝の 
一戰 記を 螺旋 狀に 彫刻され た。 又 これを 見物す るた めに、 柱の 周圍に 螺旋 狀の棧 敷を 設けられて あつた。 
第ー カラカラ 大 浴場 I その他 口-マ 建築と して 有名な ものには 、浴場と 劇場と が あつた。 浴場 建築 
五一 は 浴場を 本位と して 商店 及び 競技場 等を 設けられ、 恰も 一の 社交的 集合 所、 言は r 俱樂 部の 如き もの 
° であつ た。 皇帝は 勅して 人民に 自由に 使用せ しめたが、 その 以前には 小額の 入場料を 取つ た。 その 最 
二 も 有名な ものは a 1 マの カラカラ 浴場で ある。 ニー ー年 —— ニー 七 年頃の 建造で、 千 六 百 人の 多數を 
二 收容し 得る 大規模の 物で、 華 賭な 點に 於いても 他に 比較す る もの、 ない 最大 浴場で ある。 一一 五〇呎 
の | 四方の 內に 建てられた もので、 周圍に 商店、 競技場、 舞臺 等が あリ 、浴場の 間 P は 三 八〇呎 、奥行は 
速 一七 三 〇呎を 有し、 窓は 南侧廣 場に 面する 所には 廣く 設けた けれど、 北 束侧 にはた ゞ四ヶ 所の 小 窓が あ 
築 | る だげ である。 外壁は 粗 煉瓦 積で、 漆喰を 塗”、 これに 化粧煉瓦で 裝 飾した。 內壁の 下部、 床に 近い 
:一所 は大 抓 石を 張 リ附 け、 上部は 色 漆喰を 以て 華美に 裝 飾した。 床は 濃い 色の 配合を 以て モザイクを 施 
，し、 天井 穹蔭受 の 柱は 大理石、 雲紋石 等を 用 ひ、 穹蔭 にも 装飾を 加へ、 モザイクを 應 用した。 廣間に 
は ギリシャから 奪取した 彫刻物 及び ギリシャから 移住した 彫刻家の 手に 成つ た 物を 配列した。 しかし 

二 九 三 
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現今は 甚しく 荒廢に 歸して 居る。 また。 ハン テオン 殿堂の 後方に あつた アグ リッパの 浴場 も、 有名な も 
ので、 ミヶル •アン ゼ P の 手に 依つて 廣 間を 改築して キリスト 會堂 となつた 建物 も タィタス 浴場の 廣 
間で あつた。 

I 劇場 (テア— トル) I ギリシャの 劇場では 觀覽 席の 平面形が 半 圓形以 上であつた が、 P 丨マで は 半 
圓 形と なリ 、その 見物 席の 各階ょ リ玄關 の 階段に 通ず る やぅに なつて ゐた 。又 ギリシャでは 舞 薹と見 
物 席との 間に オー ヶス トラを 置いた が、 ロー マでは 議政官 の 座席を 設けた。 けれど 大體は ギリシャの 
を まねた もので あつた。 フランス 南部の オラン ヂに 在る 劇場 遺跡は 最も 有名で、 舞臺は 長方形で 周圍 
は 壁で 圍み 、木造 天井を 有し、 舞臺か ら 見物 席の 方に 向つて 次第に 傾斜して ゐ る。 舞臺の 後方に ある 
長さ 三 四 〇呎の 廣間も 現存し、 見物 席 も 直徑が 三 四〇呎 ある。 又 ' II 丨マ獨 特の圓 形 劇場は、 見物 席が 
演技 場卽ち 舞臺の 周圍を 全く 繞つた もので、 眞 實の圓 形で ある。 各 植民地に 遺跡を 見る。 その 構造は 
ロー マ 的な もので、 猛獣と 人、 又は 人と 人との 格闘を 目的と したので ある。 又 水を 充し 得る やぅに さ 
れ 、水中の 演技 も 行 はれた。 ゲエロ ナの圓 形 劇場、 ロ ー マの コロ シゥム の 如き これで ある。 

一 n 'D I シゥ IA! 劇場 I コロ シゥム 劇場は 一名 フラビア ン圓 劇場と も稱 し、 口-マの 一大 奇觀 とされ 
る。 JNT1 ": ハ •シ 7e 3t« n が 七〇年 に 建造した もので、 平面は 楕圓形 で、 六 二〇吸 の 長徑と 五一 三 吸の 


短徑 とを 有し、 正面は 四 層を なして 一 五 七 S 高さを 有する。 演技 場は 二八 七 吸の 長徑 、一八 OS 
短？、 見物 席 も 悉く 石造で、 場の 僵に階 霞の 層と なつて ゐ る。 猛獣 等の 出入口は 見物 席の 床下 

uf 1 。 すべて iB  f  i 上 1 を i 奮で、 111 ゐ 

る。 iQ 厚さは 七 S つて、 こ S 物を 支受 する S 全 厚さは、 全 建物® 面積®'^ 分の 一を 占めて ゐ 
3 る。 外部の 柱は 1 にし、 第一 層が ド ソヤ 式、 第二 f ーヤ 式、 望 一^： r ント 式で！ 
章 一が 彫刻は 粗 仕上げで ある。 壁の 雲は 最も 巧妙で、 重量を 最も 多く 受ける 所—— を 用 ひ 最も 少 
〇 ふは コンク ソ 1 を 用 ひ、 中 量 Q 所には 凝 灰 石を 用 ひて—。 そして 柱は 悉く 內 部ょ 及 外方へ 梭形 
一——、 穹—周 S 外壁 か— 物の 中心に 向？ 下方に 傾斜して f れ 、その 堅固— こと 
の 他に 例— 所で—、 の—、 市中 讓 用の 爲 め-に 石材を 取 f れ たのは 殘 10 
建一 ^ ^—0 iT  P- マには 大議な 宮殿— つたこと も、 遺跡 か— 像され る。 T マ府の 
i  ザ〆 嘉は 王座 室、 裁判所、 食堂 及び 中庭 等を 主なる ものと し、 猶ほ— 
II した。 一一 百年 S I: ゥ v ス •夕 •‘1 增築を 行 ひ、 •セ •ゥ 帝に 至つ て 大變更 を 行つ た。 乂 
一三 百年 頃の 霞なる 5 W •レ” 7# •ヌ •ス 奶 の嘉 も、 長さ 六 九 八 眠 巾 五 九 二 吸の 平面 开を才 し i の 
如き 構造で、 四隅に 塔を 設けた。 その 建物は 海に 面し、 入口には 各 左右に 序を^" し/ f  ®  — 
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二 九 六 

銅 門 等の 名を 附した 。內 部は 廊下で 十字形に 區 分し、 南の 二 劃が 宮殿で ジュ ビタ T 及び ヱ スキュラ ビ 
ーァ スを祀 つた 殿堂 も あつた。 持 送を 以て 柱の 下部を 支持し、 柱頭 直接に 迫持を 受け、 丄 ン タブ レチュ 
''ァ を 用 ひなかつ た。 此の 建物は 古典 式と TI マネスクとの 過渡の 物と 見られる。 その他 一般 住宅、 水道 
一橋梁、墳墓等は左して語ることもないか £> 、こ、には省くこと、する。 
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第 六  初期 キリス 敎 建築 

T マ ?. コロ” が、 三 二三 年に す スト 敎§® を 得て 帝位 
に卽 き、 キリスト 敎 を國敎 とし、 在來 の 都た る T マょり？ て ビザ ン チンに 都した 頃から、 六〇〇 
年” ク V コ ';• /• & ぎ 時 S るまでの 建築 様式を キリスト 敎 建築と いひ、 在來の T マ 市を 西口  — マと 
し、 ビザ ン チンを 衆 T マと 稱 した 〇而 して 西口-マのを 初期 キリスト 敎蠢 、ビザ ン チンのを ビザ 
ン fv— ム 式 S 築と 呼ぶ ので ぁる。 初め キジ スト 敎 徒は 他 敎徒 か— 常な— を 受けて 

土中の 蠢 くに 習 の 一? 管、 これに 8 を 管、 他義 S 章 段た る死體 霊の 纏を 豫防 

した。 v ン •ス VN -r: r. r の 公許 以後は 寺院 建築 も 起つ たが、 それ も 最初は 古代 口 1S 裁判所を 代 
用し、 el 力 QSI つれて— 1 た。 しかし そ S 式は 尙5 す赢 で、 これを パジ 
リヵ •ス タィ S 寺院と 稱 する。 後には 堂の 左右に 霞 ^ T 設けて 十字の 半而— すに 至つ た。 奥行は 
前方へ 長く 伸んで、 所謂 ラテン クロス 式と なつた が、 し ¢1 築の 廢 11 角した ので 様式 
に 統一を 缺 いて ゐる。 故に— 新 意匠を 出した 蠢 ではなくて、 古典 式 か 翁 マネスク 式への 雲の 
物で— is なくて は f ぬ。 先づ當 sf 謹 f  R ば S 如 4ぁる。 

二 九 七 
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二 九 八 

I サン クレメント 寺院 I サン •クレメント 寺院は 口-マに 在つて、 五〇〇 年頃 落成し、 のち 一 〇八四 
年に 再興した もので、 裝 飾は 華麗 燦爛たる モザイクを 施して ある。 廣 場の 中央に 靈泉あ リ* 堂 內に入 
る 者の 手を 淨める 用に 供した。 內 部の 配 ft は 古 〇 丨マの パ ジリ カに 似、 大僧 JH 席は 審判 長の 席、 長老 
席は 陪審宫 の 席に 法リ 、アップ スの 前の 祭壇は ロ ーマの 犧牲臺 を 用 ひた。 その上の 大理石 柱で 支へ た 
天蓋は 後ろの アップ スの 東側の 壁に 移された。 又 唱歌 席を 新設して、 講壇が その 左右に 造られ、 一は 
福音書を、 他は 書信を 讀む 所と なつて ゐ た。 

I サンボ ール 寺院 I サン ••ホ ール 寺院は 三八〇 年の 建造で、 一八 二 三年に 火災に 遭 ひ再篥 したが 
大體の 形式は 舊 形と 異らぬ やぅに して ある。 間口は 二百 呎 、奥行は 四百 呎あつ て、 ネ ー ヴの巾 七 八呎 
長さ 二八 〇呎 、壁の 厚さは 割合に 薄く 高さは 百呎 ある。 內部 正面の 大 迫持を 支受 する 大柱 には イオ-一 
ヤ 式を 用 ひ、 ネーヴ に 配列す る 柱は コリント 式を 用 ひて 對 照の 調和が ょい。 此の 寺院には 廻廊が あつ 
て 最も 有名で ある。 殊に これは 寺院ょ リも 後に 出來た が、 幸に 火災を 免れて ゐる 。柱は 繩 の槎れ の 如 
き 異様の 物で、 表面に 硝子 又は 大理石の モザイクを 嵌入して ある。 

| 洗  禮  堂 I 當時出來た洗禮室といふものも特殊なものである。その形は&1マの圓形殿 
堂 及び 墳墓に 類似して ゐて 、廣 場に 近接して 單獨に 建築され、 決して 寺院の 內 部には ない。 六 〇〇年 
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頃から 廊下を 以て 寺院と 連結した。 又 一一 〇〇 年頃からは 此の 建築を 廢 したので ある。 構造は ローマ 
の 墳墓に 似て、 内部の 柱は 全く 裝飾 的の 意味に 止まる が、 稀には 柱を 以て 構 遣 的に 圆 屋根を 支へ たも 
の も ある。 そして 圓 屋根 も 一個を 以て 全 建築を 被 ひ 得ぬ ので、 周圍に ァィ〆 を 設け、 これに 別な 屋根を 
订 して 柱で 支へ た、 故に 二 腰 屋根に なつた。 コンスタンチヌス 洗禮 堂、 ノ セラ 洗禮堂 等が 有名で、 サ 
ン •ステファノ •ロ トンドは 洗禮 堂では ない が、 圆形平 而の最 好例と される。 
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三 〇〇 

第 セ  東ロ ーマ 建築 

I ビザ ンチン 式の 特色 1 東ロ ー マ 式、 又は ビザ ンチン 式の Jt iK は、 束 口  r マ 帝 M の 首府が ビザ ン チン 
卽ち 今の コン スタン チノ ーブ\ に 定まつ た 頃から 始ま々、 同地が トルコの 領有と なる まで 建築され 
| た。 これは 漸次に ローマ 式から 轉 化した から、 初期 キリスト 敎 式と 區 別し 難いが、 後者の パ ジリ カ 式 
I を特徵 としたのに、 前者は CI 下狀の 飾を 有する 圓形 屋根を 特徵 とする。 卽ち ¢1— マの 圓形 殿堂に 倣つ 
たので ある。 平面形は 圓形 又は 多角形で 屋报を 架けた。 各種の 彩色せ る 材料を 用 ひて 內 部を 裝飾 する 
方法は、 アジアょ々 輸入され た。 ビザ ン チン 式 最大 特有の 圓屋根 は 中央に 大 なる liHI 屋根を 架し、 その 
周 園に 小圓 屋根を 設けた。 筒形 穹窿は 外部に も その 形を 表は して、 その外 ill が 異彩を 放つて ゐ る。 こ 
| の 式の 如く 斷面 形に 內 外相 一致す る 建築は 他に 決してない。 即ち 普通 11 下狀の 飾は 圓 屋根の 交錯して 
半球 形の 三部 合する 所で 此の 頂點を 水平に 切ぅ、 又 これを M 直に 切る 場合に 出来る ものであるが、 ビ 
ザ ン チン 式では 僞箠 下狀の 飾と 稱 して 持 送 及で 積 出し、 或は 四隅の 角から 半圓の 屋根を 架けて 造る も. 
のが 稀に 存 する。 屋根の 構造 や內 外の 裝飾 について 色々 面白い ことがある けれども、 玆には 宵いて 實 
物の 話に 止めて 置く。 


i ビザ ン チン 建築は 前期と 後期と に 分け、 前期 に屬 する 寺院 建築の 平面形は 四 
角 形 又は 八角形で、 中央 £ 屋根を 架し、 內部 S 屋根を 支受し 1$ 列し 5 ジ 、そして それで 

ネ 1 ゲと アィ〆 とを 區別 する。 又 後期の 物は 一般に 小規模で、 t ゥとト ランセ ブトの 交叉 點に 架つ 

た圓 屋根が 最大で あつて、 その他 S 屋根は 小さい。 ニ ツチ も 前期では 一般に 用 ひたが、 後期では 用 

^ ひなかつ た 。平面 上には 色々 と 優秀な ものが— 。前期の 代表は サンタ •ソ ヒア 寺院で、 後期の 代表 
章 

東 j は サン •マルコ 寺院で ある 0  •  •  •  • 

口 一  サンタ •ソフィア 寺院は パ シ-力 式— つて、 初めは コン スタン チヌ •ス 
】 一 その 首府た る コン スタン チノ-ブル (ビザンチウム) に建營 して、 善 智善能 ある 聖 神を 祀つた が、 ユスチ 
マ •ヌ •ス帝 Q 時に 火災に 罹'  五三 七 年に 再建 落成した。 平面 圖は 略々 四角で、 獨特 ©例を 有して ゐ る。 
建 卽ち 平面形の 特殊な のと、 ネ ふの 廣大 なのと、 各部 分の 釣合の ょいのと が これで— 。アィ〆 は 上 
築に 梭 敷が あつて、 柱で ネ- •ウ と區 別して ある。 ネ* ■ヴの 長さは ニニ 五 吸、 巾は 一〇六 吸で ある。 火災 
前は 二 個の 交叉 穹窿 で ; 1 はれ、 改築 後は 中央に 一の 圓 震を 覆 ひ、 その 前後に 半圓 屋根を 架けて— 
一內 部の 裝 飾の 優秀な ことは 世界 無比と 言 はれ、 大 なる 橫 迫持は 幅 二 五 吸、 厚さ 七 五 吸の 石 積で、 アィ 
y の 上に 架か”、 そ® 外 觀大に 異彩が— 。それには 靈な裝 飾を 施され、 柱 も 階下を 太く 階 4 

三 〇 1 
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細く して、 下の 四 本 S し 上の 六本を 立て、 柱 間を 交錯 1 て ft§—。 又內 部© 上方は す 
ベて？  C 用 6 て—。 壁は 石 積と— 積と Q 混用を 擬 したから、 赤色 及び 11 f、 
圓 屋根の 周圍 I 面に 近き 所 S 間 S る斜 壁は 鉛板— ひ、 彩— さず、 会 大圆 屋根が 
簡單に 架つ て 筆に 見える。 四隅 Q 、、、 ナム ツトは 千 五六 百年 頃に； 义が附 加へ た f もので あ 
る。 採光は 縱 i 下 の 窓、 小 大小の 半分 S 震 S 及 び アィべ 棧 敷の 大 窓、 大圓 屋根 S る周圍 
の 四十 個の 窓 等から 採つ てゐ る。 が、 それには 薄い 石板 又は 色 硝子を 用 ひて 光線の 加減を して あるか 
ら 明るく も 暗く もな (。 

厂サン マルコ 3—^ サン •マ〆 コ 寺院は 千 三 四百 年頃に 現存の 如き 大理石 等の 外壁を 被つ たが、 

その 以前— 4 なか S。 九 百年 代 S 築で、 九 七 六 年の 火災に 一部を 失つ た—、 二 年間で 
謹した。 大體、 パ シぶ式 寺院の 平面を 有し“ は 兩侧各 十本 i 十二 本の 柱を 並列し、 アィ 
及と 區 別して I。 一 〇 六 三年に 大 改築を なし 內 外の 趣を 全く 變 へた。 屋根の 構造 4 時の 木造 f ゾ 
シカ 式の ものが ギリシャの 十字形の 平面を 有する 圓 屋根に 改造され た。 一般の 他の ビザ ン チン 式の 如 
く 一つの s 屋根で なく、 二 個の 凋 屋根を 設け， その 大 さは 各々 直 徑四二 吸で、 又 三 個の 小圓 屋根を そ 
の 周圍に 施して ある。 最も 貴ばれる のは 東洋 趣味と 西洋 趣味との 混用で ある。 內部 S 飾は 床 こ— 
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邊 、即ち— Qi 目 S は 色 S1 石— 粧 f し、 上部© 方には 硝子 モザイクを 施し、 聖 
像は 色 モザイクで 現は し、 地色は 金色 モザイクで あつた。 柱の 飾 斗は 種々 の 形の 變 化が ある。 床は 大 
1 を 敷いて 模 f 現は した 。又 一つの 異例は 床の 表面に 凸凹が あつて、 海 波形に 模 して ある ことで 
ある。 建物は 入 nl 個 t、 しかも そ紮 各地から 輸送され た 種々© 色 大理石で 作つ た 柱で 管れ 
又, ^^ の邊 にも モザイクを 施し、 配色 相 映 じて 實に華 麗な ものである 
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第 八  ロ マネスク 建築 


ロマネスク 式 鐘は、 DI マ帝國 の權 勢が 衰亡を 來し 初めた 頃、 卽ち七 九九 
年頃 力ら 一二 8 年頃に 至る 間に、 西口* マの 部下に 在つ た 地方に 流行した 證 式で—。 殊に 紀元 
千年 頃から 各地に 盛に 用ひ艺 た。 此の 謹は 外觀 に威嚴 雄大の ft て、 f— 及び ト ランセ 
フト n ワイヤ ，e 出方 等が その美 觀を 助けて ゐ る。 これ も 初めは 古代 7 マの 蠢 から 材料を 取つ 
て 來て用 ひ、 別に 新 11 かつ—、 Kf 一千 年頃に かけて 大—雲 達して 獨特の 趣 
を 示した。 L かし これは、 その 發 達が 地方 的で ぁつて、 通常 左の 如く 大別され る。 

中部 イタ リ- 
イ  タリ I  •ロマネスク 式 j 北部 イタ リ  I 

一， 南部 イタ ジ-  ■ノ 

フランス •ロマネスク 式 
トイ ツ •ロ マネ. スク式 

イキ ソス •ロマネスク 式 (ノルマン 式) 
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I 中部 イタ リ—式 I 千 百年 頃から 中部 イタ リ ー の タス カ ニ 1 地方から 起つ たもので、 イタ リ ー に 
藝術 思想が 發展 する につれ て、 益々 隆盛と なつた。 建築の 意匠は 一般に 新機軸を 出さず、 大體 初期 キ 
プ スト 敎 建築の 樣式に 倣つ たが、 東ロ ーマ 建築の 影響 も 少なくな かつた。 そして それが 出來て も、 V 
1 マ 市では 依然として 古代 口  I マ 式を 繼續 して 居つ た。 その 代表的な 建物は ピサの 寺院で ある。 これ 
は 一〇六 三年から 一〇 九 二 年の 間に 建てられた もので、 ブず力 式に 似た 天井と 列 柱と を 有して、 そ 
れ ょりも 進歩し、 アツ ブスは トラ ンセ ブトの 兩端に 設けられ、 又ト ランセ ブトと ネ ー ヴ との 交叉 部に 
は圓 屋根が あつて、 それが 楕圓 形を なして ゐる 。建物の 外面の 色は 赤 又は 白の 大理石を 段 積に し、 連 
锖の盲 迫持を 以て 周圍を 飾つて ある。 兩側 正面には アグ ヶ I ドが あリ 、數 重の 層を なして 華麗で 且つ 
奇觀で ある。 北部 イタ 邊の 建物とは 大に 趣を 異にして ゐ る。 

I ビサの斜塔と洗禮堂 一 此の 寺院の 附近には 有名な ピサの斜塔が ある。 地上ょ々 傾斜して 建てられた 
圓形 塔で、 一一 一七 年の 建造で ある。 外部は 各層 相 重なつ て、 其の 各層に ア， ヶ し ドを 有し、 高さ 約 
十二 呎に對 して 約 一呎の 割合の 傾斜を 有して ゐ る。 全體七 層で、 頂上に 二十 七 吸の 高さ ある 小圓 塔が 
あつて、 この 中に 鐘を 吊して ある。 この 塔は 建築 設計の 當時 から 殊更に 斜に 傾いて 造つ たとの 說が確 
かで ある。 塔の 最下 部 地盤の 所から 上部 蛇腹の 突端まで 十三 呎程 傾いて 居つて、 實に 奇抜な 建築で あ 
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る。 又 ピサの 洗 禮堂は 一一 五三 年の 建築で、 直徑 一二 九 呎の圓 形 平面を 有し、 ナ理 石で 全體が 造られ 
そして 片蓋 柱で 周 圍を繞 々、その上に 半圓 形の 迫持を 頂き、 その上には 小さな 柱を 以て 受けた 二重の 
連續 迫持が ある。 千 四百 年代に ゴシックの 加工を した 所 も あれ ど 美しい 姿を 保つ てゐ る。 尙ほル ッヵ 
の サン •ミチ L ノ 寺院 0 .歡) 及び サン* マルヶ ー 寺院 (& 00 龄に)フロレンスのサン：、：ーァト寺院等 
も 此の 式の 名作で ある。 

ーギ部 个— タリ— 式 I  ロン パル ヂ I の ミラノで 盛に 起された ので、 一に ロン パル ヂ I 式と いひ、 ヴ 
エニスの ラヴ ユナ にも 及んで 盛大と なつた。 材料には 煉瓦を 用 ひ、 寺院は 間口が 廣く 、上部には 大な 
る圓 窓を 有し、 入口 ilir: 寄の 柱の 下部は 彫刻した 獅子で 支受 されて ゐる のが 普通で ある。 意匠は 活氣に 
富み、 奇抜で、 正面 破風 及び ァッ ブスの 上方に のみ 連續 迫持を 施した のは 中部 ィタ リ ー 式と 異つ てゐ 
る。 且つ 裝飾 彫刻には 狩 獵の圖 が 多く、 細部に 後期の ゴシック 式を 豫 表して ゐる 。その 代表作と して 
はグユ ロ ナのサ ン •ゼノン 寺院が ある。 正面は 切妻 形で、 軒下に 拱 持 送リが 並列し、 大 なる 圓窓 及び 少 
し 出張つ た 玄關が あつて、 玄關の 柱 下には 伏獅の 彫刻が ある。 此の 並列した 拱 持 送夕は 後期 ィギリス 
ゴシック 式に も 類似の ものが ある。 卽ち 城砦 等の 軒 上に 用 ひられた バット， メンテ ット •パラ ペット 
で、 軍事上 防禦 用に 充てた ので ある。 又 此の 種 宮殿の 遺蹟は、 ヴ H  -1 スに 見る ことが 出來 る。 


1-1^— 部-イタ リ—  5 南部 イタ y は ギリシャ、 アス リガ 等に 近くして その 影響を 受け、 且つ 囘敎 
式の 感化 も あつた。 寺院の 屋根は 木造で、 ビザ ンチン 式の 圓形 屋根を 架した の もあリ 、內 部は 色澤あ 
一る 大理石 張 若しくは モザイクで 裝 飾し， また 外部は 黑色 又は 薄色の 石で 積んで 造つた。 代表には シチ 
リアの レ〆 乇市 後方 丘上に 在る モン リ ー 火 寺院を 擧げら れる 。一一 七 四 年の 建造で、 平面形は ロ ー マ 
八 j の パ シリカ 式に 似て、 アイ ダが 繞リ 、端の 所で アツ ブスと なリ 、ネ I ゲょ 々一段 高くな つて ゐ る。 ビ 
章 ザン チン 式と 囘敎 式と が 混交して ゐる 。ネ ー ヴに 並列す る 柱は 斷面に 於いて 四角の ビザ ン チン 式 柱頭 
マ I を 有し、 尖 迫持を 支受 して ある。 アイ〆 の 所には 先の 尖つ た 窓が あ^'、 壁は モザイクで 裝飾さ れ ■緣 
ネには アラ ビャ 模様を 施し、 中には 聖蹟を 示して ある。 h 羽目は 約 十二 呎の 高さで、 白 大理石 張、 その 
スー 緣は 色彩 ある 大现 石で モザイクに して ある。 木造の 屋根は 囘敎 式の 色彩を 施し、 內部 は豐 富な 精材で 
見 細密に 裝管れ 、又 長方形の 天窓が 高所. に 設けて 霞に 飾つ て ある。 廻廊 や 古式の 靑銅扉 等 も tr' 
築 | パレルモ 寺宮內 には カペラ パラチ ナ寺院 とて 小 建築が あリ 、尙ほ 附近には 數 個の 同 式 寺院を 見る ので 
ぁる 0 

「 7! !1> >! |スロマ叫 1' スちフランス*ロマネスク式は、古代 -0 ^マ建築の燒直しのやぅなもので、其の北 
部 地方では 特別に 裝 飾を 施した 玄關 など 美しい 廻廊が あつて、 家屋の 外壁は 平坦で ある。 それは 柊 使 
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を 室內に 設けてあ つたから であ る。 f ' ヴ S 筒形 _で 、天井には 支 骨が t 强 固な 構造 的觀 念を 
j 與 へた。 此の 式では 穹窿が 非常 I 步 し、 或る 物は 圓形 迫持の 筒形を なし、 或る 物は 尖 頭 I 持— 
圓 形の 圓 屋根を 架した。 ツ1  了ヌの サン •せ レノ マン 寺院は 前例で、 ベリ f の ナン •フロント 寺院は 
第 I 後 例で ある。 

^  マネき ドイツ*  ロマネスク 式は、 フランスの 如く 地方 的の 相異は ■少なく、 北部 イタ 
諸 ーリ 1 式に 酷似して ゐる。 その 最も 發 達した のは， フイ ン 地方で、 ドイツ人 装？ 夕？ に 侵入して こ 
外 j れ— から、 二 一六 八 年 fslf 用 ひ—、 一方に 5 ランスで 盛に 行は 4 裏 窿— 
國 つて、 ライン 地方の 寺院に 應 用して ゐたの である。 その 代表は コ C1 ン 寺院で、 一ニ ニ〇 _ 二 五〇 
の 一年の 建造で、 立 面と 平面と に獨特 の 所が ある。 卽ち 平面形は 細長く、 ネ r グ の 幅は 廣 く、 アイ ル S 
M は ネしゥ の 半分で—。 アツ。 フスは 三つ— て、 八角形の 低い 塔が—。 軒下には ロマネスク 式 特有 
"の小さぃ連續迫持を見る 0 である。そして一般に二階建が多く、且つ城砦に附屬する0階上は貴人有 
| 階下は 寺院 常住 者 用で、 洪水の 時には 人民の 避 雛 場と もな つたら し (0 

イギリス •ロマネスク 式は、 ノルマン 式で あれ ど、 精密には アングロ サクソン 
式と ノ C ン 式と S 別す る。 卽ち 五六 百年 代 亿、 ドイツの 地方 か f ギ 1 S 入した アングロ  • 
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サクソン 民族は 一千 年代までに、 一種の 建築を 行つ た。 構造は 木を 用 ひた 爲めに 、遺物は 全く 現存し 
ない が、 ノ  I サム プン •シャィアに ある ア r ルス •パル トン 寺院の 塔は、 石材を 以て 木造に 模して 造つ 
たもので 、犬に 木造 時代の 物を 追想され る。 壁面は 半圓 形の 迫持 及び 三角形 迫持を 用 ひ、 窓 柱は 手摺 
子の 形を なし、 隅 石は 長短 交互に 積み、 窓は その 斷 面に 於いて 內部 に廣 くな つたのと、 これに 反する 
のと ある。 

ノルマーン式 | しかし ィギリス •ロマネスクの 重なる ものは ノ〆 マン 式で ある。 これ もィギ 
リスに 發 生した ものでは ない。 もと フランスの ノグマ ンディ 地方に 發 し、 ノルマン 人種の 勢力 範圍の 
土地で 行 はれた もので、 十一、 二 世紀の 頃、 卽ち ロマネスク 時代に 行 はれた。 故に ノ， マン ヂ ーとィ 
ギリスと、 シシリ ー 島と に その 遺風を 見る ので ある。 此の 式は 初期に 於て は フランス 在來の カロ リジ 
アン 式に 學び 、ついで ロン パル* シ ー 式を 模し たもので、 代表と してジ ユミエ ー ジ敎會 堂が ある。 十一 
世紀の 中頃の 建造で、 その 技能の 驚く 可き 發 達を 見る ので ある。 構造は 粗で あるが、 大體に 於け る 意 
匠の 着想が 優秀で、 ノルマン 式の 一機軸を 充分に 發 揮して ゐる 。特に その 長大なる 片蓥 柱を 天井と 床 
とに 通じて 立てた 如きは、 0 ンパ ，ヂー よ” 學んだ 所で あるが、 此の 式 中の 一大 特徴で ある。 そして 
此の 片蓥 柱は 迫持 一つ 置に 立つ てゐ る。 配置 構造 及び 裝飾 等に 於いて、 アベ r の 建築を 區劃 する こと 
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を 確定し、 また 交錯穹 窿を以 て アイ ルの 部分を 覆つ た。 十一 世紀末の 頃には コ ワイャ ーの 上に も 交錯 
穹窿を 架す る ことを 試みる ほどに 進步發 達した けれども、 ロ ンバ V チー 式の 格 樣穹窿 は 用 ひなかつ た。 
その他の 大特徵 も 多かつた。 その他 ウインチ. ンスタ I 寺院、 オック スフ オル ド シャイアの イフレ I 寺 
院等 も、 此の 式の 名作と される。 


築 建クツ 
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第 九 章 ゴシック 建築 

rrr ンッゥ 式の igi ゴシック 式 建築は 十二 世紀 頃、 フランスに 始めて 萠芽を 生 D、 十三、 四、 五世 
紀 と ' JI 續いて ml w ッパに 流行した 樣 式で、 ギリシャ、 ロ ー マの クラシック ー 古典) につ r 大 光 ^ を 
建築 史上に 投ずる ものである。 畢竟す るに、 P マネスク 式の 如きは、 クラシックから コシ ック への 過 
渡の 物で あつた。 元來 ゴシック 蠢の 名の 起因は、 昔 了 マ 帝國を i したと I ユ I ン 系の 
ゴ丨卜 民族 Q 名から 起つ たもので、 V リシ ャや口 1 マの^^ 築が 建築の 本流で あつた 所へ， その 系統を 
全く 離れて 發 達した ものである。 故に 後に 把 興 式が *- J8L;. ハ 式に 依つて 新 樣 式を 出した 時に 夷狄 建築と 
た 名稱で I。 そ Q 尖圓 の 迫持— 用した 所— 讎 ^ とも 稱 せれる。 當時此 の式で盛 
に寺 院が蠢 された ので、 宗敎的 I 寺院 式 議と稱 しても ょいので ある。 しかし 他 S 廓、 霸朋 
公锌 堂、 學校 、病院、 普通 住家 等 も出來 た。 

ク 式の 特^ n  S 式 Qf 14ば、 中期— た 1、 平面に 於て は 多 
くは ラテン クロッス (I 六 1 ) で、 W 侧を 正面と し、 東側を 內陣 として—。 アィ〆 と ネ丨ヴ との 交 又 
點及び 正 面には 尖 錐 形の 家 根を 有する 高 塔を 建て、 內部 構造は ネ ー ヴと アィ ルとの 間に 柱を 並立して 
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區 劃し、 ネ1ヴ の 壁と アイ， の 家 根との 接する 所は 連續せ る肓 窓を 以て 飾つて ある。 これを 稱 して 卜 
ライフ オリ アムと 稱す る。 その上 部には ネーグ の 光線を 採る 爲に 、尖 頭 迫持の 採光 窓卽ち クリア スト 
リ丨 •クイン ドが 設けて ある。 側壁の 控壁 は穹も 及び 屋根の 重量を アイ， の 控梁 壁を 傳 つて 支へ てゐ 
る。 內陣は 東側に あつて 高段を 設け、 階段で 昇降す るの も ある。 內陣の 平面形は 四角形 及び 多角形 等 
の ものが ある。 また この 東側に 聖母 祭殿の 附屬 した もの も ある。 また 國王 及び 聖 僧を 祭つ た チ ヤぺダ 
を 周圍に 設けた の も ある。 イギリス 寺院では クロ イス タ t とて 階廊で 中庭を 圍み 、僧院を 形成した も 
の も附屬 する ことがある。 そして これに も、 

イギリス •ゴシック 式 
フランス •ゴシック 式 
ドイッ •ゴシック 式 
イ タリ.一 •ゴシック 式 
スペイン •ゴシック 式 

等に 大別され るので ある。 

f イギリス I ®.l n l->l ツク | イ ギヲス ‘ゴシ ック 式は、 ノルマン 式から 發達變 化した もので、 これを 三 期に 
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分け、 一は 古 イギリス 式、 二は 華麗 式、 三は 垂直 式と する。 元來 イギリス 國民 は宗敎 信念に 强 固な 所 
ょ 及、 寺院 建築に 最も 力を ^ し、 學 校、 圖書 館、 裁判所、 寄宿 舍 、工作 場 等を 附屬 して 完全な ものを 
建設した。 他の 大陸 ゴシック 式に 比して 細長く、 思 ひ 切つ た トラ ンセ ブトを 突出し、 二重の ト ランセ 
ブト 等 も 稀には ある。 多くは 四角形の 內陣を 有し、 チャペルの 數は少 く、 兩侧に 一行の アイ〆 を 設け 
る。 大寺院には 正面に 二つの 塔を 立て、 中央に 大 なる 塔を 一つ 立てる のが 普通で ある。 けれども 小 寺 
院に は單に 中央 正面に 一つの 塔を 立てる のが イギリス 式の 特徵で ある。 內部は 狹い のです ベての 構造 
も 裝飾も 細密に 施して ある。 控梁 壁は 用 ひても フランス 等の もの、 如くに 必要 的では ない。 控壁は 壁 
面ょ も 出が 大きく、 後には パネ， や ニ ツチで 飾つ た。 內 部の 壁には 華麗の 裝 飾を 施し、 穹窿 も複雜 
して ゐる 。側壁の 上 頂 部に、 多くは 凹凸 形の パ狹剛 を附 して あリ 、出入口は 大陸 式の 樣 に複雜 でない。 
そして 穹窿は 後に 進步 して 華麗な 扇形の 獨 持の ものと なつた。 古 イギリス 式の 代表は サリ スべ リ丨寺 
院 で、 華麗 式の 代表は ゥェスト ミン スタ I アグ エ ー 寺の クロ イス タ I 及び ョ—ク •リンコ— ン •リツ 
チ フイ ー, ド 寺院 等、 垂直 式の 代表は ゥエスト ミンス ター アグ H  寺院のへ ンリ I 七 世禮拜 堂で ある。 
皆 イギリス 建築の 壯觀で ある。 

I フランス • ゴシック ー しかし ゴシック 建築の 發 生地と も稱 すべきは フランス 北部 地方で、 此の 式の 

三 一三 
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装飾的 材料と して 用 ひられた セ ーヌ の 石材は 有名な ものであつた 〇大體 此の 國の ゴシック 式 寺院の 平 
面 形は 間口が 割合に 廣く 、ト ランセ ブトの 出方は 至つ て 少なく、 階 廊卽ち クロ イス タ f は 稀で あつ 
た。 名 數の チャペルを 附屬 したる 多角形の 內陣 及び 二 行の アイ〆 を 有する ものが 多い 〇ネ f ヴは 高く 
第一 中央の 交叉 點には 塔を 設けず、 トラン セ ブトと 四隅と 西側 正面の 兩端 とには 塔を 一つ宛 設けて ある。 
li- l イギリス 式に 比して、 構造は 疎大 で、 柱と 柱との 間は 廣 く、 控 壁の その 初 因は 口  I マの 片藎 柱ょり 進 
諸 一 化した ものである 故に、 壁面からの 出方は 至つて 僅少で あつた 。後には 出方を 增し 、その 間に 禮拜所 
外 I を 設けた々 などした。 出入口の 裝 飾は 複雑で 華麗を 極めて ゐる 0- 控梁壁 も 美觀を 添へ る もので、 トラ 
國 j セリ ー を 以て 飾つ た 圓 窓を 多く 用 ひ'  石板を 以て 葺いた 家屋の 勾配が 急で ある。 柱 身は 圓形 で、 クロ 
の I ヶットを 附した 柱頭を 有する ものが 盛に 用 ひられ、 把， 皆紀は 四角形が 多く、 穹窿は 簡單で 細かき 格 
建 一緣を 有する もの 甚だ 稀で ある。 一般 裝飾 として 人 像 彫刻を 應 用した 。パ？ I 市の ノ f トルダ ム 寺院の 
築 i 如き この 式 中 最古の 名 建築で ある。 

\  L^- イツ • ゴ シツ ^ ドイッは 地方に 依つ て 建築 材料の 產出が 異なつて ゐ る。 卽ち 中部から 南部に 
互る 地方では 石材が 豐富 で. 西北 地方は 木材を 盛に 產 出し、 又 北部から 東北 地方には 何れの 材料 も少 
なく、 人工を 以て 煉茏を 製して 建築 忆 用 a た。 從つて 地方 獨特 色が 著しかつた 。フランス ゴシックを 


輸入した Q で、 技術に ど フン ス風 雪い。 初 S 寺院— 側に 二つ 11 が、 後期©  — 
r 中央に 一 つ 立つ のみで ある。 此の 點はイ ギリスの それに 似て ゐる。 內陣の 平面形は 八角形を 半切し 
た 如き 形で* 出入 nl に 設け、 窓 飾は 複雑、 アイ， が 高く、 窓を 二つ 重ねた もの も ある。 f 
グと アイ〆 には 一張 間の 屋根を 用 ひ、 屋根は 多く 穹窿 で、 化粧 屋根は 稀に 用 ひた。 鐵 細工 及び ステ イ 
ンド •グラスが 發 達して 優秀な ものが あつた。 ストラス ブべク 寺院、 コロン 大寺院、 ウイン ナの セン 
トス テフ H ン 寺院 等 最も 有名で—。 カウ* ウ 近傍の 城 磐 も 此の 式の 名高い もので—。 

n シツ^! イタ？ は 古 了 マ— 式を 套襲 して—、 ゴシック 式 震が 阻止され 
た。 け^ j も 北方の ロン パ VT 地方は ドイッと 交通して その 影響を 受けた。 I グニ ニス も 東方 諸 
國の 影響を 受け、 中部 地方は i の 石材® な S め 人工？ ラ コッタ 又は 煉著 製作して 用 ひた。 一 
般に 屋根 Q 勾配 緩く、 西側の 正面には 全く 屋根と 別に 破風 形に 壁を 築き上げた。 一般に 窓は 氣 候が 暑 
いので、 光線を 防ぐ ための 小 窓を 設けた から、 窓 飾の トラセ ミ 等進步 しな かつた。 奮の 装飾は 古 
T マ 風の 壁 1 イクを 施した。 ミラン 大寺院は 中 世紀 建築中の 白眉と 云 はれる もので、 その他 

シエナ 寺院、 ド I ヂ 宮殿 等 最も 有名な 代表作で ある。 

一體 スペインは、 種々 の 民族が 交錯して ゐ るので 建築 樣式も 統一を 缺く が、 
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ゴシック 建築は その 期の 終末まで 跡を 絕た なかつ た。 建築 構造の 一般を 略述す ると、 寺院の 平面に て 
は 間口 廣く 、コ ワィ T はネ f グとト ランセ プト との 交叉 點ょ i 则 部の 方に 設けられ、 チャべ ルは 大 
j きく江つ 數が 多い。 交叉 部には ド丨 チを 架し、 その 內 裏は 八角形で ある。 外部の 震は 一般に 平たく 
第 窓は 總じ て廣 く、 これに ステン ド •グラスを 應 用して ある。 穹窿は 多くの 模様を 以て 華麗 心 裝 飾し、 肜 
Ifil- j 刻 も 多く 施されて ある。 そして 彫刻には、 フランスを 模し たもの が 最も 多い。 裝飾は 複雑で、 內陣の 
諸 |:限 |^«:- の幅はネ！リ全體に亘つて、そして高く穹蔭まで達したものがある〇又ニッチ、 ^; 0/ 、充勤、^^ 
外 一 一 亥 # 等を 以て 美麗に rr £? れる〇 ブル ゴ ス 寺院、 セ グィ ユ 寺院の 如きが それで ある。 
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第 十 章 ル ネス サンス 建築 

I ルネ スサ ン 式の 多樣 I ルネ スサ ンス 建築は 十五 世紀に 起リ 、十九 世紀の 頃まで 專ら行 はれた 建築 樣 
式で、 はじめ イタ 91 の フロレンスに 起リ 、フランス、 ドイッ その他の 大陸 諸國 に入リ 、イギリスに 
は 一世紀 以上 後れて 入り込んだ。 尤も 等しく ルネ スサ ンス と稱 する 中に も、 建築家に 依つて 幾 十 種の 
差別が あれ ど、 その 根本的 精神は、 古典 建築の 復舊 で、 主として ローマ の ものを 範 としたのに ある。 
そして 直接には ロ ー マ 建築を 學んだ が、 その後の 建築、 殊に ゴシック 建築の 一部を 加へ、 新しい 意匠 
も 出して ゐ る。 從 つて 複な こと も 從來の 樣式中 第一で、 形式が 最も 發 達し、 構造を 離れた 見せかけの 
形式が 多く、 對 11 が 甚だ 豐富で める。 これを ゴ ッマク 建築に 比べる と、 ゴシック 式は 構造を 主ん じ、 
力の 美を 現は し、， ネス サンス 式は 形式を 主として 形の 美を 示した ので ある。 明治 年間と なつて、 我 
が 邦へ 西洋 建築が 入つても、〆 ネス サンス 式 最も 多く 用 ひられ、 十中八九は それで 新築され た。 しか 
し \A づれ も淺 薄な 模倣で、 貧弱な 材料に ょ リ、 眞 に〆 ネサ ンス 建築の 美 點を發 揮した ものは 少ない。 
此の 建築は イタ リ f に 起つ たので あるから、 同 國の それから 見て 行かぅ。 

レンス 派 ー イタ リ r  •ルネッサンス 建築には 三 派 ある。 一は フロ レレス 派、 二は 口.- マ 派 

三 一七 
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三 一八 

三は ゲエニ ス派 これで" 並 r に その 名の 大都市を 中心として V 各々 の 土地の 狀勢 及び 政治 上の 關係 から 
自然 建築の 上に も 亦た その 趣が 多少の 相違を 生じた。 フロレンス 派 建築は、 貴族の 住宅を 主と し、 恰 
も 城砦の 如き 風で、 野 面 仕上の 石材を 以て 外壁を 堅牢 且っ 簡易に 造って、 一見 粗野の 趣が ある。 そし 
て 建物の 高さに 相應 して 突出した、 雄 健なる 軒 蛇腹は、 P 者を して 壯大の 念を 禁ぜ ざら， しめる ので あ 
る。 その 最も 有名な ものには、 パラ ッオ •タカ〆 デイ、 パラ ッオ •ピッチ、 パラ ッオ •スト ロ ッヂ* ■(，ハ 
SSS.3SS) 等が ある。 リヵ〆 ディは 一四 三〇 年の 建造に して、 階下は 野 面 石造と し、 美しい 軒 蛇腹を 
用 ひて ある。 ピッチは 一四 〇四 年の 建造で、 スト p ッヂ I は 一四 八 九 年の 建造、 共に 宏壯 なる 外觀を 
以て 優れて ゐ る。 

1 17 ルネ ルス キー | 此の 派で 有名な 建築家には ブル ネグス キ t と ァルべ チ*- との 二人が ある。 ブ 
ダネ ダス キーは 一三 七 七 年に フロレンスに 生れ、 一四 四 年に 死んだ。 ロ ー マに 遊び パンテオンの 建造 
を學ん だが、 のち 競技の 結果 當 選して、 フロレンス 大寺院の ド f ムを 設計 建造した。 パラ ッオ •リカ 
ルディ 及び パラ ッォ- ピッチ、 また サン •スビリ ト I 寺院 (fio) パ ァスィ 禮拜党 (|麵わ〇)等は皆此の 
人の 設計で ある。 ァルべ チィは 一四 〇四 年に 生れて 一四 七三 年に 死んだ が、 クラシックの 文學を 深く 
硏究 して、 餘程裝 飾 的の惫 匠に 豐か であっ た 爲め か、 割合に 大 建築物は 設計し なかっ た。 パラ ッオ • 
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A セ ライ (I 顏 1 〇) サン •フランセス コ 寺院 (A 顔 i セ) 等が 最も 有名で ある。 

^ M ^ nyM XT 丨マ 派の 特徵は 建築物の 正面 及び 中庭に クラシック 式を 用 ひて" 手法は 簡 
單 、外觀 は壯嚴 偉大なる にある。 後期に なつて 調和が 巧に なり、 五六 層の 建物で も 下層ょり 上層まで 
通し 柱を 用 ひ、 爲めに 一見 大 なる 平屋の 如く 見える。 此の 派の 建築家と して 有名な のは ブラ マン テを 
主と し ;. \” ": ;. *  〇 へ 5: v(  j p ー ハ) r* パ”  •ディ •サンガロ  (一  五 四 六) ラフ ニ？ の 他が ぁる。 ブ 
ラマン テ (一 は フロレンス 生れの 賽家 で、 ブル ネ〆 スキ I と 肩を 比べる 大 建築家と なつた。 ァル 
》^ f-» I° に 師事し、 b- マに も遊學 した。 サン •ペトロ 寺院の 中庭の 圓形 堂、 パラ ッオ •ギラ ウド (ils 
1 j 建) ゲァチ カン 宮殿の ベル ウエデ I ル 庭 (|§§ 3 等 その 代表作と される。 

I ミケ ラン ゼ □ 一  しかし 此の 派を 代表す る ものは ミヶ ラン ゼロで ある。 彼は 一四 七 四 年 フロ レ 
ンスに 生れ、 一 五六 四 年に 死んだ 萬 能藝術 家と して 有名な 人で ある。 初は 彫 gl! 家で あつたが、 次に 畫 
にも 妙技を 揮 ひ、 後年に 至つ て 建築の 大家と なつた。 その 製作には ファ ル ニ ース 宮殿、 サン •ビ ーター 
大寺院の 圓形 屋根 及び 同一の 式を 以て 改造した カピト， 宮殿、 メジ シ禮拜 堂、 ' n レンチ ァン 圖書館 及 
び オ クリス テイ 等で、 •ウァ チ カン 宮殿の 天井 壁晝 は繪畫 として 最も 有名な ものである。 今 サンピ ータ 
1 大寺院に ょリて 述べて 置かぅ。 

三 一九 
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ンビ ""夕 ""大寺院 I は、 その 平面形が^^ ソシャ 風の 十字形で あつたが、 のち 西の方へ 擴げて 改築 
し、 ラテン •クロッスと した。 中央には 大な る圓 屋根を 架し、 その 下に 唐 銅製の 祭壇を 設けて ある。 堂 
內の 柱は コンク リ r 卜式の 太き 柱を 用 ひ、 穹窿を 支持して ゐる 〇圓 天井は モザイク にて 装飾し、 壁は 
漆 唆を 以て 大理石の 樣に 塗つ た。 この 建築は 最初 ブラ マン テの 設計で、 一 五 〇 六 年の 起工で あつたが 
のち ラ ファ 上 ル や ミケ ラン ゼロ 等が 盡 力の 結果、 遂に 一六 二 六 年に 完成した 。工程の 歲月實 に 百 二十 
年、 その 規模の 大 なること 低 界 第一で ある 〇卽ち 比較 表を 示せば、 


サン •ピ ータ ..大寺院 (口-マ〕 
ミラノ 大寺院 

セント •ボー ル 夫 寺院 ( ィギリス〕 
サンタ •ソフィア 大寺院 C ィタ リ ー〕 

ケルン 大寺院 

奈良 大佛殿 C 日本 舊物〕 

同  (現在) 


(建坪) 

四、 五 〇〇坪 
二、 五〇〇 
二、 三 四〇 
二、 〇四〇 
一、 八五〇 
1 、 三 一 五 
、八 七 一 


(奥行) 
一〇三 間 

七 四 
八 五 
五 九 
七 八 
四 七、 半 
三 一、 四 


(圓 屋根の 直徑) 

二三 間 

一八、 一 
一七、 五 
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卽ち奈 良大佛 殿の 建坪よ リ 五倍、 奥行 も 三倍 以上 多い ので ある。 

ーヴ H l— I ス派 I グヱニ ス 派は 十五 世紀に 盛であつた が、 •，フ & レンスの やぅな 城砦 式 建築では 
なくて、 華麗な 美術的 建築が 多かつた。 初期の 中は ゴシック 式 趣味を 混合して ゐたが 、後には 大 通路 
に 面して、 正面の 平面は 平坦で、 凹凸の ない ものが 建つ た 〇槪 して フロレンスよ リも 優美で、 且つ 如 
何にも 輕快で あつて、 柱 や 片蓋 柱が 巧に 應 用され てゐ る。 又 窓 も 多く、 各階の 床に 當る 所に 胴 蛇腹が 
用 ひられて ある 。主な 建築は パラ ツォ •グエ ンド ラミニ、 パラ ツォ •ぺサ ロ、 セント •マ タア •デ •ラ •サ 
リユ-テ 寺院、 ド ー ヂ 宮殿、 サン •マ， コ圖書 館 その他 甚だ 多い。 假に セント •マソ ア •デ •ラ •サッ ュ 
*- テ 寺院を 見る に、 一六 三 一 年の 建造に か、 リ 、大きな 渠の畔 に聳 立し、 周圍 には 調和の ある 附屬物 
が 建造せられ 實に 華麗を 極めて ゐる 。建物の 平面形は 八 角で、 その 八 角の 所に 外方へ 突出した 禮拜所 
が 設けられ、 また 圓形 屋根の 下よ リア ィルの 屋根には 奇異なる 控壁が あつて、 一 層外觀 美を 添へ てゐ 
る。 その他 皆 一々 特色を 發 揮した 美しい 建物で ある。 此の 派の 有名な 大 建築家には パラ ディ ォ 

「フランス •ルネ スサ ンス I フランス •ダネ スサ ンス は、 フランス 王シャ ~ ル 八 世 及 フランシス ー世が 
ィタ リーへ 兵を 進めた 時、 その 地の 技藝家 等を 伴ひ歸 つて〆 ネス サンス 式の 建築を なした に 始まる。 
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そして その 樣 式には、 十六 世紀 前年の フランシス ー 世 式、 十七 世紀 前後の ヘン リ-四 世 式、 十七 世紀 
後半ょ リ 十八 世紀の 初めの， イ 十四 世 式の 三 大別され る。 まづ それ 等と イタ リ ー •，ネス サンスと を 
比較 すれば、 フランス 式は ゴシック 式から 變 D たもので、 骨子は ゴシック、 細部は， ネ， サス ンスで 
ある。 イタ リ ー でば、 クラシックを 土臺 として あるのに 大に異 る。 從 つて フランス 式では 常に 建物が 
ゴシック 式の 箠 直で 力を 表現す るが、 イタノ ー 式では 水平 的で 何處 まで も クラシックな 優雅 趣味を 失 
はない。 且つ フランスでは 市外に 大 建築を なし、 イタ リー では 市內に 建てた。 

I フランシス ー世 式 一 而 して フランシス 1 世 式は 王の 在位 間に 行 はれ、 屋根は 急勾配で、 大なる 飾 
形を なした 彩 光窓が 設けち れ 、窓は ゴシック 式の 構造 及 ひ 装飾を して ある。 壁には ルネ ル サンス 式片 
蓋 柱を 施して 華麗を 示し、 軒 蛇腹は イタ リ ー •，ネス サンスと ゴシックと を 折衷して ある。 又 美しく 裝 
飾した 高い 煙突を 用 ひ、 總體 細部の 裝飾が 華麗 豐富 である。 又 建物の 多くは 隅々 に 塔を 設けて ある。 
ヘン リー四 世 式は、 同 王 在位 間に 流行した もので、 コリント 式の 柱を 以て 數 階を 通し 建と し、 圓形及 
び 三角形の 甍を 一つ置きに 配し、 又 粗 石 積を 用 ひ、 裝飾 としては グリ ッフ イン 等を 用 ひた。， イ 十四 
世 式は、 同 王 在位の 頃の 式で、 窓は 採光 上から 大窓に 造'  設計が 簡單で 廣大で 、且つ 華麗の 趣を 備 
へたが、 純粹の クラシックに 近い 樣相が ある。 
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1 T iv t—^x; ド 1. シヤン ポル Ihl r I 今 それ 等の 代表作を 四つ 五つ 擧げる a フランシス ー世 式は シャッ ト • 
ド •シャン ボルトが ある。 フランス 中部の tl 丨ァ 州に 建築され た 著名な 城砦 的 防備の 離宮で ある。 窓 
を 有する 圓錐 形の 屋根は 石盤 板を 以て 葺き 、この 屋根と 煙突と が 林立して、 屋上 甚 しく 繁雑して 空中 
に聳 へ、 一種の 壯 觀を呈 する。 平面 圃 上に 於いては 中庭を 設け、 その 周 園は 堅牢な 建物で 圍まれ 、一 
面には 壕を 設け、 ィギリスの 城砦 建築に 似て ゐ る。 又 中央の 高い 建物は 天守閣と も稱 すべき もので、 
平面形は 正方形、 天井に 筒形 穹窿を 架した 四つの 度 間が あり、 その 中央には 石造の 二重 階段が あるが 
これは 最も 有名な ものである。 出の 少ない 片蓋 柱、 小さい 刳形、 急勾配の 屋根、 裝飾 煙突、 その他 M 
直 的な こと 等は ゴシック 趣味の 最も 多い ことを 表して ゐ る。 

| ルーヴ ル 宮殿 | グ-グ グ宵 殿は、 フランス •ル子 スサ ンスの 進歩の 順序が 窺 ひ 知られる 有名 
な 建築で ある。 フランシス ー世が 1 五四〇 年に ィタ リ 1*〆 ネス サンス 式で 起工を 命じ、 十九 世紀の ナ 
•ホ レオン 三世 時代に 始めて 竣工した ものである。 大體一 一階 建で、 その 中庭は 四百 呎 角あリ 、階下は コ 
リント 式 柱を 用 ひ、 階上は ゴム ポジ ット 柱を 用 ひて ある。 低 階 も 亦 低い 柱 形を 用 ひて ある。 セ ーヌ河 
畔に 面する 遊廊は ヘン 9  ..四 世 式で、 卽ち一 五 九 五 —— 一六 〇 三年まで 九 年を 费して 落成した もので 
あるが、 構造と 裝飾 とが 適合せ ず、 全く墮 落した 建築の 風を 表現して ゐる 。また， ィ 十四 世 式に 屬 する 

Hi 
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のは、 東側の 正面に 加工した 建物で、 一六 七 〇 年に ぺ P 丨 の 設計に 成る。 その 構造は 堅牢の 地下室 上に 
コソン ト式 柱を 列 立した 幅廣の 廓に して、 ナポレォン 三世の 一八 五 二 —— 一八 五 七の 間には、 ルイ •ナ 
ボレ オン 宮殿の 南面と 北面と に 加工し、 在來 華美なる 建築で ある 上忆 一層の 盛 觀を與 へ、 フランスの 
代表 建築と 呼ばれる に 至つ たので ある。 

| ヴェルサイユ宮殿 I 講和 會議で 有名に なつた、 否 それ 以前よ リ 世界的 名 建築と して 知られる、 グ 
ェ， サイ ュ 宮殿は、 一 五三 二 年、 フランシス ー世の 時代に 建造され たもので 、ァッ ブスは 圓形 、それ 
に アイ ルは 五 通リを 有する 所の 平面形を なし、 この 建築の すべての 構造は ゴシック 式 的であつて、 イ 
タリ ネス サンスを これに 附 加した と稱 してよ い。 

I ド— ム •オフ •イン ヴ リード M その他 宮殿 中 有名な ものには、 フォン Jr ンブロ ー 宮殿 (パ it e 〆 ^ 
サンブググ宮殿(わ2|^ス)があリ、城砦にヵプロラ城砦( -; ^)亦知られる0寺院ではナン.ュ.-ス 
タッ ヒ 寺院 ( X7 4 h か) ナン •ェ チェン •デュ •乇ン ド 寺院 (同 y ド ー ム •ォフ •イング アリ 1 ド 寺院 等が あ 
る。 中に も ドーム •ォフ •イン ヴァリ ード 寺院は〆 イ 十四 世の 一六 八〇年 —— 一七 〇六 年に 竣工した 建 
物で.、 全く イタ リー •グ子 スサ ンス 式に 則リ 、ゴシックの 手法は 少しも 存 しない。 ギリシャ 式の 十字 平 
面 形で、 圓形 屋根は 八本の 柱で 支受 し、 圓形 屋根の 周 園の 長さは 九十 二呎を 有する。 鼓 胴には 窓を 設 


け、 內部は 頂 部 中央に 孔を 有する 天井を 架し、 その上に 又圆 形の 天井を 架して ある。 採光 窓は 木造で 
その上を 鉛版を 以て 包まれる。 天井は ペンキ 塗で 飾られた。 要するに 圓形 屋根の 下に 圓形 天井が あ夕 
その 下に また 中央に 穴を 穿つ た圓形 天井が あるの だ。 

, ン—宮 最後に パン タオ ン宮 殿は、 ルイ 十六 世の 一七 七 五 年に スー フロ ーの 設計した 
もので、 ギリシャ 式 十字の 平面形を 有し、 中央. には 直 徑六九 呎の圓 形 屋根を 架して ある。 その 構造は 
イング リード 寺院と 同樣 三重であつて、 屋根は 圓 板を 以て 葺き 、建築 材料は 石材で ある。 內 部の 柱は 
f 階を 有する コリント 式 柱を 用 ひ、 装飾は 華麗で、 構造 も 巧妙で ある。 壁面は 當 代の 名手の 壁 書を 用 
ひ、 玄 關は兩 端に 設けられる。 すべて 蛇腹は 建物 全體を 通 D て圍リ 、壁は 窓を 有せざる 無地に して、 
アイ， の 上の 採光 所から 光線を 採つて ゐる 。又 外部に コリント 式の 柱を 列 立した 柱廊を 設けて ある。 

一 H イッ •ルネ^ ドイッ •ルネ スサ ンス は、 十六 世紀の 頃に フランス •ルネ スサ ンスに 依つて 開 
發され たもので ある。 故に 粗大で 幼稚な ヘン リ r 四 世 式が 最も 盛に 行 はれ、 且つ 優美の 點 では 遠く フ 
ランス 式に 及ばない けれども、 施工 法の 雄大 さは イギリスの ヱ リザベス 式に 似て ゐる 。卽ち ヘン 9 
四 世 式と エリザベス 式の 結合と 見れば ょい。 但し 十九 世紀に 入つて は、 ベルリン、 ミュニヒ、 ドレス 
デン 地方に のみ クラシック •ルネ スサ ンスが 盛に 行は れた 。さて、 ドイッの 名 建築を 示せば、/ イデ 
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>グべ ダ ヒ 城、 コロ  I ン市公 會堂 、ベラ T  •ハウス (及び ヌレム ベ 〆 ヒ) 、ゾ r ウイン ジヤ r 宮殿、 レイブ 

i シッグ 市公會 堂、 スタ ットガ ル ト城 、フラウ ニ ンキル へ 寺院の 如きが ある。 

I ドイツの 名 建築 I ハイデルべ ル ヒ域は 一 五 五六 年の 建造で、 各階の 柱 式を 異にし、 且つ 各階に 
胴 蛇腹を 施して 各階の 柱 間に 龕を 設けて、 その 前に 種々 の 人物の 彫刻 像を 据兔て ある。 そして 窓周圍 
の 裝 飾には クラシック 風が 見える。 コロ ー ン公會 堂は 一 五 七 一年の 創建に して、 その 玄關は ドイッ • 
ル ネス サンスの 白眉と される。 コリント 式 柱を 用 ひ、 半 圓形の 穹窿庠 根は 石造で、' 迫持 及び 穹窿 はゴ 
シック 式の 如く 尖 頭 形を 成して ゐ る。 —— ドイッ 式の 特色と して、 高さは 比較的 高く、 層數も 多く、 
それが 主に 市中に 建つて ゐる 。且つ 建物 全 體に亘 る 大屋 根を 架して、 中世 ゴシックの 遺風を 示して ゐ 
る 0 

L スバ ニシュ •ルネ スサ ンス I スペインは 十五 六 世紀 頃に 盛んな 國 であつた から、 ルネ スサ ンス 風の 建 
築を 多く 殘 して ゐ る。 これは 前、 中、 後の 三 期に 區 分すべく  •前期は ブラ テレス コ 式と も稱 し、 應用 
の 拙い ゴシック、 ムーア 、アラ ビヤ 等の 諸式を 混へ た 不統一な 建築で、 十六 世紀の 半ばまで 行 はれた 
中期は クラシック •ルネ スサ ンスで 、ミケ ラン ゼロの 高足へ ル ララの 如き 大 建築家が 出で た 最も 見る 
べき 時代で ある。 後期は 十七 世粑に 入つ て、 イタ 91*¢ コ 、 式の 惡 感化を 受け、 奇を 好んで 常軌を 逸 
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した ものを 多く 造つ た。 チユ リグ エ レス クと稱 する の tr その 技術 家の 名に 因んだ ので ある。 著名な 
建築に、 サン •グレゴリオ 寺院、 ァグ カラ 大學 校、 ァルカラ 僧正 殿、 ゼグィ ル 公會 堂、 ァグ カサ ル 城、 
チ ャール ス 五世 背 殿、 H スキ ユ リァル 宮殿 等が ある。 

LH スキ ユリア ル 宮殿 一 は" 一 五六 七 年に フィ リップ ニ世の 時へ ル ララの 設計した もので、 マド リッ 
ド 市を 去る 二十 哩に ある。 此の 建築は 數 多の 棟數ょ リ成リ 、全體 の 幅が 五八 〇呎 、長さが 六 四 〇呎あ 
リ 、宮殿、 寺院、 大學 校、 僧坊 等の 群集 建築に して* その 様式は 各々 相 同 D い。 正面 中央の 大 なる 入 
口ょ 夕前 庭に 通ず る樣 にな 及、 その 右側に 大學 校が ある。 建物は 三階 建で、 四 個所の 中庭を 有し、 各 
各 六十 呎 ある。 これには 各連續 拱を 圍繞さ れる 。その 先には 大 なる 庭を 設け、 アト リアムの 左側には 
僧房を 設けて ある。 この 僧房には 六〇呎 角の 中庭を 三ヶ 所に 設ける 。その 先に 宮殿の 大庭 及び 中庭が 
ある。 宮殿と 大學 校の 中庭との 間に 長さ 三二〇 吸、 幅 二 〇呎の 寺院が あリ- 寺院の 彼方に 儀式 堂が 建 
つて ゐる 。平面形は 大體 ィタ ソ I 風で、 クラシックの 細部を 有する 。これ 等の 群集 建築が 山を 背景と 
して 優麗 な圓 形の 屋根 及び 二つ の 塔 等の 立ち並んで ゐるの は大に 趣が ある。 殊に 各種 建築の 調和が ょ 
く 取れて ゐ る。 淡 赤色を 帶びた 灰色の 花崗 石の 構造は 巨大なる 材を用 ひて 質素に 建てられ、 建築の 正 
面は 五 階 建で •飾 及の ない 角 窓を 用 ひ、 彩色は 內 部の 穹蔭 にの み 施して あるの が 却つ て 趣が ある。 
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rj リザベス in ルネサンス 建築が イギリス 島 國に入 々込んだ のは、 一 五 二 〇年に 、ヘン ソ 1 
八 世が 黃 金の 衣と 稱 する 野原で、 フランス 國 王と 會 見した 頃からで これを 式に 依つて 三 大別す る。 卽 
ち H リザベス 式、 ジャコ ビン 式、 純 ルネ スサ ンス式 これで ある。 ヱ 9 ザ ベス 式は、 過渡期の 建築で、 
野外 建築に 發 達し、 當時 イギリスの 權門 富豪は 大低 郊外に 住宅を 構へ、 盛に イタ リ T •ルネ スサ ン 式を 
參 酌して イギリス 趣味に 同化 させょぅと した ものである 〇モ r ァ トン •ホ r ル、 オック スフ オ r ド 大學、 

ケム ブ リッ デ 大學の 建築の 如き その 例で ある。 大廣 間に 高さ 八 - 十 吸の 樫材の 腰羽目を 周！！ に圍ち 

し、 その上 部には 祖先の 用 ひた 甲胄 又は 武器、 また 親族 故舊の 遺物 や 狩 獵の紀 念 物 等を 掛けて 飾々 と 
なし、 入口の 所には 摆材の 衝立 樣の 物を 置き、 その上 部には 音樂 席を 設け、 一方の 端の 所には 高い 出 
窓の ある 一段 高い 高座が ある。 この 高座の 出窓の 窓 臺は 、殆ど 地面に 接する 程で ある。 家長 ©' 紋章を 
華 かに 彫刻した 暖爐が あ j、 屋根は 槌梁 小屋で 屋根裏を 表は して ゐるが 、往々 美しく 裝 飾し ./ C もの も 
あつた。 

1 I . . N ヤ n ビン 式 一 一六 〇三 - 一六 二 五 年の ジ H 1 ムス ー世の 治世には、 エリザベス 式は 進步 

して ゴシック 式の 餘 風を 脫した 華麗な ものに なつた 。エン タブ レ チユァ を 有する 柱は 廣く 一役に 應用 
されて、 クラシックの 趣味が 著しく 加は つた。 ハット フイ，. ルド •ハゥス、 キルビ 1 •ホ— ルの 如き そ 
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の 代表で ある。 平面形は E 字形 又は H 字形を なして、 その 中央に 玄關を 有する もの、 また 不規則の 平 
面 形を 有する ものな どが ある。 屋根は 急勾配と 緩 勾配と を 混用し、 緩 勾配には 軒 飾を 附し 、これには 
彫刻を 施し、 透 彫と したの も ある。 屋根は 地方に 依 及 鉛、 瓦、 石盤 等を 以て 葺いた のが ある。 そして 
煙突が 家屋の 外觀上 有力の ものと なリ 、種々 の變體 をな して、 煉芨で 積み上げ 頗る 大膽に 造られて ゐ 
た。 

r I 4 ス1  ル^ r サン ス lr 1 乙れ は クラシックが、 イギリス 趣味に 同化され た 式で、 インゴ I ジョン 
( j  サ i クジス トフ •ァ ー レン (一贫1 =- 「) 等 有名な 建築家で あつた 。代表的 建築と しては、 前者 
の 所作に チル ハム 城、 ホア イト •ホ* ■•ルの 一部、 セント ボ ー ル、 デブ オン シャ ー 公の 別莊 、グリ ーンウ 
イッチ 病院 等が あ々、 後者の 所作に シェレ ドー I ァン 劇場、 セント •ポ ー ル 寺院 等が ある。 その 中 ホ ァイ 
卜 •ホ I ルの 一部、 卽ちバ ンク H チン ダ •ハゥスは 一六 1 九 —— 一六 ニー 年の 建築で、 大體は 各階 三〇 
呎を 有する 三階 建で、 最 頂の 軒 飾までは 百呎 ほど ある。 建物は 中庭の 周圍に 建てられ、 王宮の 一部と 
して 造られ、 フランスの ルー •ゥル 宮殿と 共に その 壯大を 以て 知られ、 殊に 細部まで 華麗に 行き渡つ た 
意匠を 以て 獨特 の稱が ある。 セント ボール 寺院は ロンドン 市に ある 有名な 寺院で、 一六 七 五 —— 一七 
一〇 年に 建造され た。 口  — マの ナン •ビ ータ ー 寺院と 對照さ れる 最も 與味 深い 建築で ある。 起工 當時 
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の 設計は 平面形が 十字形の ギリシャ 風であつた が、 竣成 當時に は ロ ーマ式 十字に 變 へ ^ れてゐ た 〇 十 
宇 形 平面 上に 圓形 屋根を 架し、 八本の 柱に てこれ を 受け、 圓形 屋根の 構造は 三重と な夕 、その外 部に 
は 軒 飾が あつて、 圓形 屋根を 廻つて ゐ る。 圓形 屋根 下の 外部には 柱を 列ね た廊を 廻して ある。 大體は 
二階建で 中央に 切妻 屋根の 玄關が あ^ N、 その 左右に 塔が 立つ。 向つて 右の 塔には 時計を 備 へる。 階 
下の 柱は n ヮン ト 式、 階上の 柱は n ン 5 ット 式で、 ァィ ル q みを 平家 造と し、 外部を 化粧 壁で 飾つ 
て 他の 部分との 調和を 保つて ある。 實に莊 嚴の外 觀を呈 した 建築で ある。 尙ほ ィギリス 國會 議事堂 
も 一八 四〇 年の 建造に か、 る クラシックに ゴシックの 外部 裝 飾を 施した 建築で ある 0 
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第 十一 章 ロシア 建築と アメリヵ 建築 

\  I  □シア 建築の 特色 I 以上で 西洋 建築の 各 樣式發 生の 筋道 及び 特色を 略述した が、 他に 近世の 發生 
一に か、 る 別植の 建築と して、 -P シア 及び アメリカの それを 擧げ ねばならぬ。 ロシアに 建築ら しい もの、 

一 出来た のは 十 世紀以 來で 、しかも 初めの 頃は 皆外國 人の 設計であつた。 ロシア 人の 手で 建てられる や 
一ぅ になつ たのは 漸く 十七 世紀 頃からで あるが、 しかし 外國 人の 手で なか^-優れた 建築が 起された。 
”  r フパ” が 5 < <&• が 建てた ヶル ソン 寺院と 聖バシ ル 寺院の 如き、 後者は 一 〇一五 年の 建造と して 小さい 
木造な がち も 現存す る。 蓋し 口 國 最古の 現存 建造物で ある 〇キユ フには ギリシャの 建築家が 多くの 寺 
一を 建てた けれど、 それは 悉く 火災で 燒 けて 了つ た。 それから モスク ヴアは 一三 〇 四年來 三百 年間の 帝 
一都で あつた だけに、 當 時の 造營に 成つ た 各 建築が 遺つて ゐる 。クレムリン 王宮の 如きは その 最も 優秀 
|  な ものである。 

Hcn レム リン 王 ^! | は、初め木造であつたが、0*ゥアン三世の時に石造に改築され、花崗石の営 

殿と 呼ばれた ので ある。 その 造罃の 年代は 一四 八 七 - 一四 九九に その 一部なる ベルグ H デ ー ル 宮殿 

を 落成した のを 古しと する。 その 最も 著名な 建築は ィヴ アン •グア リキの 時計 臺 で、 一六 〇〇 年、 ボリ 

i 二 
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ス帝の 建てる 所、 その 高さは 地上よ” 頂上 十字架の 頂 端まで 二 九六呎 、その 十字架の みの 高さで も 十 
八呎 ある、 中空に 聲 へて クレムリンの 一大 壯觀 をな して ゐる 。のち フランス 軍の 爲め に破壤 された が 
■再建され た。 一體 、クレム ジンは モスク ! 7'' の 中部に 一區の 市街を なす もので、 それを 取圍む 所の 街 壁 
には 所々 に 防備の 物見 用と 且つ 市の 外觀 上の 體 裁を 美しから しめる との 兩 用よ 及して、 櫓を 設けて あ 
る。 尤も 斯かる 街 壁は P シアでは 他の 凡ての 市街に も 造られて、 街 壁には 必ず 五っの 兜 形 屋根を 冠し 
た 寺院が あ j、 又 仰 候 門には 記念 門た る 神 門と 稱 する ものが ある。 その外 モスク ブに はスパ スキ？ 門 
とい ふの が ある。 

I  0 シアの 古寺 I  & シアには 寺院の 數が 非常に 多い® 殊に モスク ! 7* の 如きは 一千 六 百の 寺院が 
あ タキ エ フとゲ ラ デミルと には 各 四百の 寺院が ある。 すべて ギ？ シャ 風の 小 寺院で、 四 本の 柱で 支持 
した 兜 形の 屋根を 戴く が、 十二 三 世紀 頃に 出來た ツア ルス コィ セ ufc 遺る 古寺の 如きは、 內陣 アツ ブ 
スの 外面を 細長い 片蓋 柱で 飾リ 、屋根は 桃の 實の 尖った やぅな 兜 形 屋根と な”、 方形の 鏡 塔は 大體の 
建物から-孤立して ゐる 。中には 木造で 普通 農家の 如くな リ 、我が 3 ■倉 式に 木材を 平 積に 重ね、 その 隅 
角で 互に 組合せた 一見 粗野な、 しかし 雅致に 富んだ 建築 も 見る ので ある。 石材 建築の 內部は 彫刻は 多 
く 用 ひずして 壁畫で 飾つ て ある。 圓柱 に は 聖像を 描き 穹窿の 表面に も 描いて ある。 故に 表面は 平坦で 
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凹凸を 避け、 肋卽ち 格緣の 如き ものを 作らず、 內陣 と外陣 との 境界を 區別 する 所の 屛 障は 最も 人の 注 
目す る ものである。 

一 聖母 しかし 古 寺院 中の 大 建築と して 最も 有名な のは モスク ブに ある 聖母 昇天 寺で 
ある。 ィ 《 r* ン 三世が 一四 七 九 年に 建造した もので、 最好の 模範と されて ゐる 。長さ 七 百呎 、幅 五六 
呎を 有し、 その 平面形は 僅かな 長方形で、 內部は 六本の 柱を 以て 穹窿 を支受 して ゐる 。故に その 趣が 
ギリシャの 十字形 平面の 寺院に 似た 所が ある。 これまでの ロシア 寺院は 方形の 平面が 多く、 •ホ ー チを 
正面に つけたが、 これは 內部 にあつ た。 東端に 三つの アツ ブスが あリ 、その 左右は 中央の ものょ 及 小 
さく、 アツ ブスに 神 壇を 設けられた。 屋根は 中央に、 大兜形 屋根を 架し、 四隅に その 小なる ものを 架し 
た。 內 部は キエフの 聖 ソフィア 寺院と 同じく、 障壁を 有する 二 個の チャペルが あつて、 神 壇の 正面を 
塞いで ゐ る。 

「聖 171 ラセ ノィ 寺院 _ モスク ヴア には 今一つ、 l- ^'. T- Ai lti:. が ドィツに 特使を 派して 彼國の 建築家 
を聘 して 建造 させた 聖グ アツ シク •ブラ セ ノィ 寺院が ある。 最も 特色を 有した 建築で、 西部 ョーロ ツパ 
には 類を 見る ことの 出來 ない ものである。 のち 補修を 數囘や つたら しいが、 建築 當 時は 純然たる 靼辖 
式であつ秃。兜屋根は中央とその周圍に八つあつて、中央のものはアルメニャの趣を受け、他の八つ 
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ば 東口-. マ 式で t 且つ 韃靼 趣味を 加へ たも €> て ある。 印度 建築の アグラ 及び デリ ー にある ものと 比較 
對照 すれば、 その 關 係を 知々 得る。 その 配置は 八角形の 大 室を 中央に 設け、 その 周圍の 八邊 にな ほ 八 
個の 八角形 室を 附 し、 全 體 二つの 階段を 有する 段 上に 建築され てゐ る。 外 -m の 華麗 燦爛は 驚嘆すべき 
である。 意匠は 實に 複雑 精細で あるが、 色彩 粉飾の 燦然た る、 金 及び 靑 、綠 、赤の 色を 以て 兜 屋根を 
塗夕 、蠻的 美を 遺慽 なく 發 揮した ものである。 

I 近代 式 建築 I 都をぺ テロ ダラ ー ドに 移してから の 建築は、 勿論 首府に 最も 多い が、 しかし 
大體 はやは リ 西部 ョ ーロツ パ 人の 手で 建てられた。 こ、 にも 寺院が 甚だ 多く、 一千 二百に 近いが、 規 
模は 餘リ 優れた ものはなかつた。 近郊の スモ〆 ナ 寺院、 アレ キサ ンドル •ネ クス キ ー 寺院の 如き 最も 
古く、 聖ニコ ライ 寺院は 東洋 趣味の 半面 形を 有し、 印度の H  ロ ラ 岩窟 寺 等に その 例を 見る。 又 カザン 
にある 聖母 寺院は、 ペトロ ダラ I ド 市中 屈指の 大寺院で、 一八 ニー —— 一八 一四に 亘 及、 戰勝紀 念と 
して 造營 された もので、 ロ シア 人の 設計で ある。 イタ 91、 p r マの 聖 ビエ トロ 寺院に 範 を取リ 、圓い 
廊を 正面に 設け、 口  I マ 十字形の 平面を 爲す總 長さ 二 五八 呎 •トラ ンセ ブトの 長さ 二 四八呎 、十字 交 

r 

錯の 所に 徑六 三呎の 圓形 屋根を 蓥ひ 、地上から 頂黠 までの 高さ 二 〇〇呎 ある e 最も 有名な のは 銅の 飾 
斗を Vi た K く コリント 式花崗 石柱で、 その 數が 五十六 本 ある。 又聖 イサ ーク 寺院は フランスの 技師を 
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聘 して 1 八 一九 一 -1 八 五 九の 長年 月に 1: つて 建造した* 近世 ョ ー ロ ッパ 建築の 代表作で あるが、 建 
設地が 適當 して ゐ るのと、 材料が 優秀な のとで 勝れて ゐる 。建物の 長さは 實 に二〇 〇〇呎 、幅は 六 六 
〇呎 で， 河に 面して 建てられる 宮殿 建築と しては、 ぺ卜〇 ダラ ード の冬宮 、ツ アー〆 ス n  H セ n 宮殿 
ミ ハイ ゥイ ツチ 大 侯の 邸宅 等 皆 有名で あるが、 今は 帝政の 昔の 夢を、 あはれ を 止めて ゐ る。 又 ゾャ 
には 他の ョ f  〇 ツバ 諸 國には 見ない 大規模の 官 公用の 建築が ある。 例へ ばネブ ア河に 面した 間口 一三 
三〇呎 、奥行 五三 二呎 、平均 高さ 六 〇呎と いふ 巨大な 海軍省、 長 3 一  五 七 呎 、幅 八 二呎の 大廣間 ある 
取引所、 建物の 中央に 徑六五 建、 高さ 六三呎 の大 迫持の 出入口を 設け、 高さ 七 六呎の 壁を 有する エタ 
マジ ョール 等、 流石は 此の 國と 思は せる 建築が 多い。 

古 1^1 建築 _ 北歐の 新興 國か ら轉 じて、 新 大陸の 彼方に 眼を 向ける と、 玆忆 も異 つた 意味 
で 驚異に 價 する 建築を 見出す。 勿論 それは 主として 合 衆國で ある。 此の 國は 一七 七 五 年の 建國 である 
が、 建築 史の啼 期は 植民 期、 獨立 期、 近世の 三つに 大別す る。 而し て眞に 見るべき ものは 近世で ある。 
植民 期とは コ 〇 ンブス の アメリカ 發見卽 ち 一四 九 二 年から 建國 までの 約 三百 年間の 建築で、 それには 
植民 本國に 依つて イギリス 式、 オランダ 式、 スペイン 式と いふ 風に 分 たれる。 イギリス 式の 遺物には 
ボストン 附近に ある クレ .-ジ ー •ハゥス (卜針麟 七)、 チヤ ー レストンに 在る セント •ミケ I ル 寺院、- ーユ 
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1 ョ* -クに 在る セント ••ホ 1 ダス 寺院 及び フイ ラ デ ^ プイア に 在る クリスト 寺院の 如きが ある。 オラン 
ダ 式には-ー ユ ー ョ* -クの マノ  •ハウス、 フイ リツ ブス •マノ  I ル •ハウスの 如きが あリ 、屋根の 勾配 
や 切 棲 形 や 階段 等に オランダ 風が 表は される。 スペイン 式には フロリダ 地方、 カリフ オダ-ー ャ 地方 等 
に その 遺物を 見る ので あつた。 

I 獨 立 期の 建築— I 建國 後、 一八 六 五 年に 終つ た 南北 戰爭の 頃まで 約 百年 間の 建築は、 主として 
官署 であつ て、 植民地 風の 間に合せから 脫 して、 餘程 堅牢な 構造の 物と なつた。 著名の 建築物は 甚だ 
多い。 一七 九 五 年に 成つた ボストンの マサ チユー セット 州廳 
1 八 一七 年のブ 1 ジニ ア大學 
フイ ラデル フイ ャ 商業 取引所 
ニ ユ ー ョ r ク 中央 倉庫 支店 
フイ ラデル フイ ャ合 衆國 造幣局 
ジラ， ド大學 
ジラルド 公會堂 
ク を ントン 中央 金庫 
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アル パ ニ t 州廳 

グレ ース 寺院 

ッリ- 1 チ 寺院 

ボストン美術館 

フイ ラデル フイヤ 美術 學校 

ハ ー * ヮ-ド 大學 記念 會堂 

而 して 最も 優れて ゐ るのは ワシントン 新政 廳で 、特に 左右の 兩 袖と 中央部の ド ー ムが最 優の もので、 
これに 模した 建築が 多い。 

I 最近の^^^ ; jii 築 I 南北 戰爭 後の、 近世 ァメリカの 建築は、 その 阈情の 如く、 非常な 進步を 見る。 
一八 七 一年の シカゴの 大火、 その 翌年の ボストンの 大火に 依つて 一大 變 化の 生じつ、 あつた 所へ、 一 
八 七 六 年に フイ ラ デ〆 フイ ァに 、一八 九 三年に シカゴに 大博覽 會が ある や、 合 衆國の 建築は 大發 M を 
なした。 殊に” t: ャ 1* K* •ソ •ン (超3、 -: ノ.卜(ーー ^ 3の二大議2てふ|覺ましぃ活動を 
見た ので ある。” =f-« ^* ”^- v* >* には ボストンの 卜^'- 1 チ 寺院 ( -fc— 齡) を 第一 着に 建造して 傑作と 稱せら 
れ 、他に ピッッ パ ーグ •カウ シティ ー •ビルデ ィング ス 、ア， パ-一 1 公會 堂、 同市 法院 及び 控訴院、 ハ 
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rf ド大學 の 一部 等が ある。 •。一は 一般の 住蠢籠 計に 全力を 注ぎ、 一ー ュ  >ョ ふの 裏 ヴァ 
ンデ， ビルト 邸、 同 レノックス 圖書 館、 その他 住宅、 別莊 建築が 多い。 

6 —— ^ —— ^ —— 最 破に 合 衆國 名物 摩天蠢 を 語？ 置かねば f ぬ。 これは 同國が 諸般に 長 
足の 進步 をな し：；：； っ讓學 Q 研究を 積んで.. 構造 上 及び 實用 上ょ々 して、 上へ 向 ふ 鐘を 起す に 至 
つた もので—。 上下を 層に 重ねて、 十 數階乃 1 十 階の 高い 建 管な し. これには を附 して 
住居に 便なら しめた もので ある。 これは 二 T ョ I クのゥ if ン •ユニオン •ビルデ ィングが 最初 
の 建造で ( K sk l^ lf LT n) 同 布の トリ ビュ -ン •ビ v テ ィングが それにっ いで 建った ものである。 
その 好 模範と される のは、 

シラ ー 劇場 (シカゴ) 

乇ナド •ノック •ピ〆 デイン グ 
メ y- ニ ック •テン ブ， 

H 1 ムス •ビ y デ イング (ボストン) 

トレ モンド •テン ブ火 

ャヂ ソンス グエァ 劇 揚 ( -I ユ ，—ョ ー ク) 
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シティ •ィング H スチデ I チン グ •ビダ デ イング 
シン ガ ー •ビ〆 デ ィング 

而 して シン ガ ー •ビグ ディン ダは 最近の 設計に なリ 、地上の 高さ 六 1 二呎 、地下 以下には 猶ほ數 層の 地 
中 室を 設けて ある。 此の 建築 全體の 總階 數實に 四十 九 階、 我が 淺草 公園の 凌雲 閣、 卽ち 十二 階に 四 倍 
する ものである 。また 此の 傾向は、 啻に アメリカの みならず 都市 建築の 趨勢と して、 ® 界的 なち んと 
し、 日本に も 十 階に 近き 建築を 多く 見る に 至つ たので ある。 
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第 十二 章 印度 建築 

I 印度 建築の 六 種 I 印度 建築は 特色に ょリ 大別して 左の 六と する。 

(一)  佛敎 建築 

(二)  健駄羅 建築 

(三)  闍 伊那 建築 

(四)  波羅門 建築 

(五)  囘敎 建築 

(六)  シク 敎 建築 

n— 敎 I 建 ~ in 佛敎 建築は 釋迦の 減 後， 卽ち 西紀 前 二五〇 年ょ リ 紀元 七五〇 年に 至る、 凡そ 
一 千年間、 中部 及び 北部 印度に 行は わた 建築で、 遺跡と して 存す るのは 世 尊滅後 三百 年、 阿育 王の 時 
代が らの ものである。 而して その 遺物は (一) 紀念 石柱、 (二) 翠堵婆 、(三) 石 門 及び 石垣、 (四) 招提、 
(五) 精舍 とする。 紀念 石柱は 阿育 王の 石柱と 唱へ 、頂上には 獅子の 像を 載き、 柱 身は 圓 筒形を なし、 
これに 銘文を 彫刻して ある。 柱は 一塊の 石を 以て 造られ、 $ 措 婆に 附屬 して 建てた もので、 ユ ジブ ト 


築 


建 


度 


印 章 二十 第 


の オベリスクの 感が ある。 現存す る ものは アラ ハ バッドに ある ものを 最も 古しと する。 完全な ものに 
は 近世 發 見の ロ ー リア •ナゾ ンドガ ダの が ある。 寒 堵婆 (塔婆) は 塔 〇 起源で、 聖 僧の 墓で ある。 本來は 
釋 迦の舍 利奉藏 ょリ始 |ま る。 有名な のは 八 萬 四千の 寶玲の 一と 稱する サン チの 大塔で 阿育 d が 建て 
たと 傅へ、 石材と セメントで 造られる。 蜃一〇 六 吸、 高さ 四 二 吸、 四 門と 石垣と で 圍まれ る。 その 
形は ^ 礎、 ^ 身、 露盤、 相 輪の 四ょ リ 成る。 平面形は 多く 圓形 であ-る。 石 門 及び 石垣は 傘 坊 婆の i?f 圍 
を繞つ て 造られ、 最初は 木造で あつたが、 進 步 して 石造と なつた。 サン チの 北門 最も 有名 且つ 完全で 
表面は 精巧な 彫刻で 飾られる。 石垣は バム フ 1 卜、 アム ラヴ ア チ、 佛 陀迦耶 等に 在る 笠 木、 柱、^^ 道 
の! S で 造られ、 悉く 精密な 薄肉 彫を 施さ-^ る。 招提 の 古-^ も® は 皆 消滅して、 サン チ® 附屬に 半ば 崩 
れて殘 つて ゐる 。現存のは 岩山を 堀つ た石窟 で、 地平に 掘られ、 ヒ 部に 母屋、 廂を 設け、 母屋の 奧に 
ダコ丨 パを 安置した。 元來 これは ダ コムの 禮拜 所で ある。 西部 印度 地方の パジャ 、ベ ドサ 等 及び ァ 
ジャン タ I、 ナン ツク 、ユ ダ*. ラ、 カ ー ダラ、 カナリ 等に 模範的な ものが ある。 精舍も 殆ど 石窟で あ 
るが、 古代の 物で サン チには 石窟 でない 遺跡が ある。 石窟は 中央に 大廣 間が あリ 、前面を 入口と した 

元來 1 で— から、 そ QI  くの 僧房を 設けた s SJ rc is i) 後に 精舍 內に佛 像を 安置して 
佛 堂と 變じた 。最も 古 h 遺跡は 東部 印度の オリ ツサ 伽耶 地方 等に あリ 、ァジャンタ I、 ユグー ラ、 ナン 

一一! 四 一. 
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ック 等には 宏大な ものが ある。 アジャンタ， のは 壁畫で 有名で、 アハグ エリ. ホ ー ルのは 石造 四 階 造で- 
あつたので 有名で ある。 

「健 駄羅式 一 健 駄羅式 建築とは、 佛敎 建築の 一派で、 印度の 西北 地方に 行 はれた もので あ 
る。 健 駄羅は 今の ァフガニスタンの 東北 邊で あつたら しい。 ァレ キサ ンダー 大帝の 遠征 後、 大夏 に領 
屬し たが、 大夏は W 氏の 爲めに 征服され た。 月 氏は 今の ペシ ャヮ〆 に 都を 定め、 最も 盛で あつたのは 
迦 腻色迦 王の 時で、 五 七 八 年には 全く 減んだ。 玄奘 三藏は 亡國後 五十二 年を 經て ペシ ャヮ， を 巡遊し 
たので ある。 健駄 羅の藝 術は 月 氏の 佛敎 建築の ことで ある。 これを 三 期に 分ち、 紀前一 二八に パク ト 
リァを 征服した 頃から 西紀 元年 頃までを 前期と し、 パク トリ ァの 感化を 受け、 從 つて ギリシャ 趣味 t 
も 含んで ゐた 。中期は 西紀 二百 年頃まで、 迦膩 色迦 S-! の 頃で ある。 此の 時は 安息 及び 印度の 感化を 受 
けて ゐた 。後期は 月 氏の 末世で 薩珊ン 及び ペグ シヤの 影響を 見る。 而して 遺物の 存す るのは 中期の 僅少 
と 後期の もの だけで ある。 遺物は 窣堵 婆と 僧伽 監 とあリ 、翠堵 婆は 印度 地方の 物ょ リ 高く、 そして 二 
ヶ所 に紋樣 彫刻 又は 連 拱を 施した 帶を繞 らして ある。 基礎の 壇は 多く 方形で、 四方の 面に 佛 像を 彫刻 
した。 ペシャヮル 附近に 多く 發 見され る。 最も 有名な のは 迦膩 色迦 £• の 大寒 堵婆で 、總 高さ 四百 呎、 
百 五十 呎を 有する 五 層 段の 上に 二十 五 壇の 金1 相 輪が 立て、 あつたと いふ。 タキ シラ 地方の マン キヤ 
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ラ大翠 堵婆は 完全に 現存し、 半球 形で 礎 壇は 百 五十 九呎の 直徑を 有し、 周圍に 健駄羅 獨特の コリント 
式 柱頭を 有する 柱を 列ね る。 塔 身の 直徑は 一二 七呎で 、その 礎 壇に 接した 部には やは々 コリント 式の 
列 柱を 附 して ある。 此の 塔の 內 部に また 小 塔が ある。 小 塔は 迦 M 色迦王 時代、 大塔は 六〇〇 年代 遺物 
といし。 マン キアラに も 多くの 塔が あつて、 最古の 物は 紀前三 三年で あると いふ。 僧伽 藍は 翠堵 婆の 
僵に 設けた 三つの 小 房で、 第二に 佛像を 置き、 第三に 僧 室が ある。 小高い 丘上に 建て、 闕运 祝で、 
三つの 花形 迫持で 切妻を 設け、 入口の 左右 -r コ タリ 柱を 立てる。 材料は 綠泥片 石で 積み、 上を 泥 灰で 
彩色す る。 その 式に C  一} 印度 佛敎 式、 〇コ 。へ〆 シャ式 ( lg >^ 一一 一し ギリシャ 式 ( u v- br f? x ^*》 * マ 
式、 (五) 東 n 丨マ 式、 (六) ササ ン式 、(七) 健駄羅 特有 式と あり、 極めて 複雑して ゐ る。 

建！^— ー  ジャイ ナ敎 建築は 印度の 各地に 散在す るが、 北部 地方に 殊に 多い 0 4 ぼ 喊) 
九 百年 代 以後の もの 現存し、 西北 印度に 發 達した 北方 式と マイリ ル 地方に 發 達した 南方 式と ある。 囘 
敎趣味 を帶び る. のは 千 四百 年代 以後で ある。 北方 式は 前面に 拜 殿を 有する 本堂を 中心に 建て、 その 周 
圍に小 室を 聯ねて これに 本堂の 本尊と 同様の 本尊を 置く。 本堂の 屋根は グイ マナ または シク ラを 冠せ 
拜殿 は圆形 屋根、 周 園 小 室は シク ラ 又は 圓形 屋根と し、 精密の 彫刻 男) で 內 部を 飾る。 圆形 尾根の 
穹隆ば 石材 平 積、 柱頭は 獨特の 持 送 及を 附し た。 實例は クラ ゼット 地方に 多く、 ストル ンジャ 山、 ギ 

三 四 3. 
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ルナ r, 山、 アブ ー 山 等の 上には 多數の 大寺院で 充され る。 最も 有名な のは ァブ r 山上の グィ マラ • 
シャ- 本殿 ^ g -H ) で、 デシ パラ 及び グエ スパラ (一一 一一 一 1 价—) の 本殿は 大理石の 純白の ものに 彫刻した 
絕 世の 作で ある。 又グ ォリ ォリ 崖には 五 七 nx の闍 伊那 裸體 像を 刻んで ある。 南方 式には 二種 類 あリ、 
ベ ッツス と' バス チス これで、 ベ ッツス は E 大 な裸體 像を 有する 大 中庭が あリ 、スラ グ ァナ •ベルグ ラの 
が 印度 笫一の 大像 (或㈣ セ) で、 天然 石造で ある。 パス チス は！! 堵磬を 建設した 上に 小さい-- g を備 へ、 
神 像を 祠 る。 囘敎 趣味が 甚だ 多く、 岩窟 寺院 も 多く、 パ ダ ミの 第 四號窟 最も 有名で ある。 

印度 敎卽ち 波 羅門敎 は、 元來梵 MT 摩、 齡綠 、齡溼 g 三 體の 神を 尊信し、 それ 
に 多 數の屬 神が あリ 、神話から 創造され て 七 世紀 頃佛敎 を ® 倒して 國敎の 如くな つた。 此の 敎派の 建 
は 流行した 地方で ( 一 ) 印度 ァ丨\ ャ式 、(二) チャル キァ 式、 (三) ドラ ビダ 式と 分つ。 印度 ァー， ヤ 
式 (一名 北方 式) は、 北方の ァ丨， ャ 種族に 行 はれ、 曲線 形ょ リ 成る 塔の 上部は、 頂 端に 至る に從つ て 
細く した 無 層 單獨で ( その 先に 晻摩 羅迦 とい ふ 平たい 球形を 附し 、更に 上に 寶 輪を 有する 竿を 
.立てた。 作 俱羅を 段 積に した 平面は 方形で ある。 初めは 單純で あつたが、 次第に 複雜 とな リ數が 增し 
た。 近世は 囘敎 式圓形 屋根の 如き 作 俱羅を 生 D て變 化した 0 ジ银 配， その 前面に あ夕 、更に 前 fe マ ^ 
が あリ 、尙ほ 前に 贄 殿の ある こと も ある。 屋根は 段 積 三角 塔 形で、 殿堂 周 圍の廣 庭は 四方に 大門 あ 
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る 外壁を 繞らす (f; 21 JM io )。 これを M に 純正 式 (1、 オリ ツサ 式、 二、 ダル ワ〆 式、 中部 印度 派)、 囘敎化 
式 (r ペン ガル 式、 二、 現代 式) と 分つ。 

オリ ツサ 式 —— 最古 式で ぁる。 着實莊 重。 例は ブグ アネ シワ，。 

ダ， 7 ル 代 式 —— ド ラビ タ代 式と 印度 アー〆 ヤ代 式の 中間。 實 例パタ ダカ ル。 

中部 印度 代 式 —— 作 俱羅が 無 層の ビラ ツド 形と なる。 實例ヵ ジュラ ハ、 バロリ、 グオ リオ〆、 グ 
ダィ ブー〆 。 

ベンガル 派 —— 實例 カントナ ガル 

現代 派 —— 實例ビ ドラ パン 大寺院、 黃金寺 

その他 此の 式の 寺院は エル I ラの 第二 十九 號窟 (ドム ナダ) レナ 及び エレ フアン タ島に 在る。 佛敎 寺院 
と 類似す る。 又{呂 殿 建築で グオ リオ〆 の マンシン 宮殿、 チツト I ルの クン ボ ラナ ^ 殿、 クタ ィブ ー 〆 
の ウダ ヤ •シン 宮殿 等は 莊麗を 極めて ゐ る。 チヤ グ キア 式は アー， ヤ 領域に 隣接した 南部で、 千年 代 
から 千 三百 年頃まで 流行した。 本堂 その他の 建物は 後半 部が 星 形に 類した 平面形の 廣い壇 上に 設けら 
れる 。故に 建物の 平面形 も 星 形に 近い。 作 俱羅は 直線 的で、 平面形は 星 形、 全體に 横線が 多く、 住は 
牲々 直線 的、 彫刻 手法の 精巧 細密が 獨特で 、印度 建築中 最も 優 ぐれて ゐる 。それに 前期 後期が ぁって、 
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後期の 方が 美しい。 《モン マン ダ 大寺院、 クオ ランガ ルの 石 門 等は 翦 、マ イソ ふ 地方の ソム ナト 
フ上 、へ， ル， ル 等に 在る 大寺院 及び ハレビ ッ ドの ホ イオ レシ ユワ 丄 大寺院 等 有名で ぁる。 ドラ 
ピタ 建築 却は 印 傷 端 地方 ドラ ビタ 民族 獨特の 物で、 七 百年 代に 著しく 發 達し、 そ— を 初期と し、 千 
,11 =年 頃 以後を 後期と する。 特徴は 霧 S 層で、 頂上 S 形 屋根を 架し、 切 置 根— ひ、 籯 
羅迦 は 用 ひなかた。 外 S 璧 にも f、 本殿の 周 園を f、 蘇が—。 外 I 最も 大きく 
漸 々小さく、 故に——  —。 5 十 11 る。 そ 蠭 濃密—— 施した 
残に 門を 主と する。 柱— 合 柱で、 馬、 獅子 等の— なし、 奇想天外 的 でぁ る。 マドラス 附近の マ 
て ハリブ ふの 岩窟 If 古く、 H  T フ の カイラス (十六 號窟) は 本殿 及び 門— 丁鬆 か— み 

出して 壯嚴 驚く ベ 41。 近代の 例は 南部 印— 沉 く— し、 方錐形で 1 を 有する 夕 

ンジ； 大寺院 Q 本 1 層，^ f、 外—  —、 內 II る 千—、 本殿— 

トク チノ  f. 1Q スリランガム 大寺院は 世界的— 名で—。 マヂ ユラ 大寺院— 以て 知られ 

る 0 

そ q 他 印 ■は 囘敎 式と シク 敎 式と S 築を 見る。 囘 言 千年 代に 
印度に 入— んで 、一時———、 間 1 亡した。 し t その 間に 行茇— 
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は 流派が 非常に 多く、 學 者は その 十五 式を 擧げ る。 しかし それにつ いて 語る のは 煩雜だ から、 重な 建 
築の みを 語る。 デソ f 舊都 城趾に 在つて 有名な のば クップ 塔 (一一 一-一 談—) で、 缺損が あれ ど 意匠の 面白 
い、 圓形 屋根の 外觀の 特殊 さを 示し、 JL つ 豪膽で 健實な 趣を 充分に 示して ゐ る。 タップの 寺院、 外壁 
アル タシ ユの 墳墓 等 も 有名で ある。 ジャン. ホー， 大寺院 (  力， バグ ガ 大寺院 2 三 四 七—： > ゴ ル 
コン ダの 墓、 ビジャ*- プ f グ の マ ー ムツ ドの 墓、 タ ー ジ •マ ハ〆 の 墓 等、 非常に 多い。 シク 敎 とは 囘敎 
と 印度 敎 との 混合 敎で 、從 つて 建築 も 混合 式で ある 。しかし 外部 も內 部も樣 式は 囘敎 式に 近いので あ 
る 0 
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，.第 十三 章 支那 建築 

门皮 支那 建築は 木材、 煉笼 及び 石材 等を 混用して、 屋根の 勾®、 棟、 軒先が 悉く 
凹 W 線を なし、 殊に 軒の 兩 端の 曲線は そ® 曲線の 度を 一層 增 して I。 その 原因は 古代 ■天幕 生活 
11 と.^。 又— と_ 式— 混用し、 屋根の 中央 S? 戴き、 1 に— き 
下 4 及, 棟に 旁吻を 施し、— 隅 楝に蠢子 を 列 置す る。 これ— 支那 建築の 特色で ある。 平面 
形は 如何に 不規則で も、 屋根は 必ず 左右 均齊 をな し、 且つ 色彩を 盛に 應 用し、 屋根 f でも 1 
用 ひヶ」 彩が 建築の 生命と 稱 しても ょい。 しかし 意匠 も 構造 も 甚だ 幼稚で ある。 

-W 那 建築は これを 四大 期に 分つ。 (一) 漢人 特有の 建築物 i 太古 以來— に 
至る、 佛 敎渡來 までの 證 にして、 遺物は ない が、 1 建築— であつ た。 秦の 咸陽宮 、漢の it 
未央宮 —模 Q 非常に 大 fQV—f し い。 武梁祠 、孝 堂山祠 の 石 彫を 見る と 略 4 像され る。 
木造で 軒の—、 1 に 斗—、— ■1 ひ、 屋根に 4 飾 這し、 樓 f は 1 
を 設けた。 S) 佛敎 .寒 後漢) ょ 1 ハ 朝まで。 此の 時代の 遺物 もない が、 石窟 寺院は 多少 遺つ てゐる 
石佛 1 f 山 I 大同 府 QI、 11 f  © 地— つて 蠢 1 物 中 ff で— 
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時代の 遺物は 南 京大 平 門外 三十 五 里を 距る 梁蕭侍 中の 神 造 石柱 及び 石獸 、安成 康 王の 神道、 中武始 興 
王の 神道 等に 見られる。 (三) 唐から 宋まで の 問は、 初 唐と 唐 末と 五代 宋 とに 分け 得る が、 唐 初の 遺物 
には 慈 恩 寺の 大雁 塔、 薦福 寺の 小 雁 塔が ある。 その他 西 安 附近には 多くの 塔を 存す るが、 党の 遺物は 
一つ もない。 唐 初の 建築 法は 大雁 塔の 毛 彫で 知られる。 抗 州の 雷峯塔 及び 靈隱 寺の 石幢 等は 五代の 遺 
物で、 直隸宅 州の 開 元 寺の 塔 及び 杭 州 梵天 寺の 幢 等は 宋の 遺物、 山西将 應 州の 八 角 五重塔、 直 隸涿州 
の 塔 等は 遼の 遺物、 滿洲開 原の 石塔 寺の 塔 及 山 西 宵 大同の 大華嚴 寺 等は 金の 遺物、 雲 南 府の柬 塔、 西 塔 
及び 大理府 の 三 塔は 南 沼の 遺物で あらぅ。 (四) 近世は 元、 明、 淸 であつて、 元 代には 喇嘛 敎が傳 はリ、 
その 逍 物は 北京ょ リ 北、 萬 里 長 城門 內に 在る ^- 庸關 最も 有名で、 構造 及 ひ 彫刻から 全 體が 獨特の 手法 
に 成る。 杭 州靈隱 寺飛來 峰の 石 彫、 浙江省 南海 普 陀洛伽 山に ある 太子 塔、 直隸竹 Ilia 德府開 元 寺の 大聖 
塔、 湖南 省 辰 州 府龍興 寺の 大雄寶 殿 等は 堂塔の 遺物と して 著名で、 その 奇抜な 手法と 奔放なる 意匠と 
は赏 に枓 難い ものである。 明 代の 遺物は 南京に 在る 明の 故宮 、及び 太祖の 寺 陵、 北京 近傍の 明の 十三 
陵等數 多い が、 要するに 元 代の 模倣に 止まる。 淸代も 矢 張” 模倣で、 僅かに 康熙 乾隆 頃の 物を 見る 可 
きで あつた。 

「古— 代— {j rrl iilisj 築—一 支那の 古代 宗敎は 宇宙 (天) 崇拜 と、 祖靈 崇拜 とが 入リ 混つ てゐる 。その 建築 
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には 壇、 庭 及び 神祠が あ々、 M には 皇帝が その 祖先を 祭る 爲に 築く もので、 又 天を 祭る 天 壇 も あつた 
社卽ち 土神 •稷卽 ち穀 神を 祭る 建造物 も あつて、 現に 行 はれる 。中に も淸 朝の 天 壇は 北京 正 陽 門外に 在 
つて、 規模の 宏大、 建築の 美、 此の 種の 尤で ある。 壇は 圓丘で 、純白 色 大理石で 築かれ、 四方に 階段 
を 有し、 高欄を 繞ら して ある。 他に 先農堉 •(又 山川 壇) が 天 壇と 對 立して 築かれ、 その 內に 天神 壇、 地 
祗壇 •太歲 壇、 先 農 壇 等を 含まれ、 又 城 北に 地 壇、 城 東に 日 壇、 城 西に 月 壇を 設けられた。 太廟は 皇居 內 
に 設けられ、 皇帝が 皇祖を 祀る 所で あつた。 大體佛 寺の 風に 似た 建築で、 前面に 舞臺の 如き ものを 設 
け、 その 前に 中庭を 配す る 例で あつた。 裝飾が 細かく M. つ 濃く、 雜 然として 俗 氣に充 ちた。 以上は 皇 
室關 係の ものであるが、 支那には 到る 所の 町村に 關 帝廟 (老爺 廟又 武廟) とい ふのを 見る。 建築の 規模 
と 平面形と には 多少 異同 あれ ど、 關羽の 像を 本殿に 祀リ 、左に 關平 、右に 周 倉を 侍立 させて あるのは 
皆 同じで ある。 奉 天 小 西 門外 關 帝廟の 如き 模範的で、 崇聖閣 、戯臺 、軒轅 殿、 老君 殿、 太 殿、 皂君殿 
觀音 殿、 禹王 殿、 財 神殿、 城隍 殿、 前 殿、 西會 殿、 東 配 殿、 碑亭 、鐘樓 、皴樓 、馬 門 等が 建て 列ね て 
ある。 城 隍廟も 亦 全 國に 劣數 あり、 我が 鎭守 神社の 如き ものである。 文昌宮 、財 神廟 、火 神廟 、水神 
廟 、風神 廟 、娘々 廟 等* 各種の 淫祠が 非常に 多い が、 しかし 建築と して 見るべき ものは 殆どない。 
「沸— 敎— 建；— 築 ' 儒敎 建築は 孔子を 祀つ たもので 先師激 、夫子 廟 とも 稱 し、 武 廟に對 して 文廟 
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ともい ふ。 最も 有名な のは 山 東 省 曲 阜郡の 、孔子 出生地に ある もので、 規模の 壯大 なのは 南京の 文廟 
北京の 文廟 等で ある。 その 建築は 大成 殿を 主位と し、 石 壇上に 築き、 四 注 重層に して、 內 殿に 孔子の 
像を 安置し、 左に 曾 子、 孟子、 右に 顏子 、思 子の 像を 配し、 又别に 十二 高弟の 像を 列 置した の も ある 
建^^ 式は 略 ぼ 大同小異で、 配置は、 大成 門を 入つて 大成 殿に 到リ 、門前には 中央に 橋を 架けた 池が. 
ある。 池の 前に 欞星 門と 稱 する 牌 樓が あリ 、大成 門 内の 左右には 東廡 、西 廡が ある。 大成 殿に 鐘樓の 
設けられた の も ある。. また 後 殿を 有する の も ある。 我が 東京 湯 島の 聖堂は、 支那に 在る ものと 異 つて 
はゐ るが、 參考 になる 點も 多い。 又 文廟に 伴つ て -* 院卽 ち學 校が ある。 府學 、郡學 等が あつて、 中に 
は 稍 古い 建築を も 見る。 江 西 省 南康府 五老峯 山麓の 白 鹿 書院は 最も 有名で、 唐 代の 創建で あるのを 朱 
子に 至つて 規模を 宏大に した。 他に 廬 山の 廉溪 書院、 長沙の 岳麓 書院 等 世に 知られる。 次に 書院の 類 
で貢院 とて 選 拔試驗 を 行 ひ、 合格者に 學 位を 授ける 所が ある。 規模 最も 大きく、 南京 貢院の 如きは 一 
萬 人 以上を 收容 される。 しかし 建築 美は 餘リ 見る ことが 出來な い。 

建： J B 佛敎は 後漢 、明 帝の 永 平 七 年に 印度から 傳 へ、 六 朝から 唐の 頃に 盛に 行 はれ 
南朝の 廬 山、 建 業、 北朝の 洛 陽、 西 安に 多くの 大寺院を 營んだ 。唐 初に も佛寺 建築は 盛に 行 はれた。 
唐 末に 稍 衰へ 、南宋に 復活し、 慶元 、卽ち 現今の 寧波府 、臨 安卽ち 杭 州府 、金 陵卽ち 南京 等が 建築の 
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中心地で あつた。 けれど 元 代に 喇摩敎 が 入っ てから、 西藏 趣味が 加は リ 、塔の 如きは 全く 西藏 式と な 
つた。 奉 天の 東 塔の 如き、 喇嘛 塔の 代表で ある。 有名な 寺院 建築は 比較的 少い 。洛 陽の 白馬 寺は 佛敎 
傳來 最初の 寺で、 永 寧 寺は 北魏胡 太后の 建設した 高さ 九十 丈. Q 一大 高 塔を 有する ものである。 又雍和 
宮 、白 塔 寺、 天 寧 寺、 黃 寺、 五 塔 寺 (以上 北京) 臥佛 寺、 碧 雲 寺、 潭和寺 及び 支那 三 山の 稱 ある 五臺山 
蛾 眉 山、 普陀 山、 又は 宋朝の 五山 寺た る 天童 寺、 阿育 王 寺、 徑 山寺、 靈隱 寺、 淨慈寺 等多數 現存 すれ 
ども、 多. くは 荒 敗して 舊觀を 止めない。 五 塔 寺の 如き 最も 優秀で、 印度 佛陀迦 耶の佛 塔を 模 して ある。 
それ 等の 建築 配置は 決して 一樣で は ない が、 一般に 山門は 正面に 位し、 金剛 神を その 左右に 安置し、 
山門の 奥 正面に 天 王 殿あリ 、その 內部 中央に 彌勒菩 藤を 安置し、 それと 背 合せに 韋駄天 像を 据袅 、殿內 
の 四隅に 四天王を 置く。 火 殿は 天 王 殿の 背後に あって、 佛 殿、 大雄寶 殿、 大雄殿 等の 別稱が ある。 塔 
內 中央には 結伽趺 坐の 釋 尊像を 安置し、 時に 三 身 坐像を 安置す る こと も ある。 又 十八 羅漢 像を 左右に 
列 置し、 中央の 本尊と 背 合せに 觀世音 菩薩 像を 安置した の も ある。 而 して 大 殿の 後方には 法觉 又は 經 
藏 、或は 方丈 等 ある も ある。 天 王 殿 左右には 長 廊を以 て 他の 各 殿堂に 通じた ので ある。 塔は 印度の 翠 
堵婆に 起る けれども 樣式 構造を 異にし、 最古の 遺物た る 西 安 慈 恩 寺の 雁 塔の 如き、 平面形 四角の 七 層 
をな し、 西域の 物を 模し たと 傳 へる。 その他 一般の 塔は 平面形 八 角、 七 層、 九 層 或は 十三 層を 存して 
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ゐる 。時に 平面形 六角 も ある。 磚を以 て造リ 、軒は 木造であつた。 又 唐 以後には 經幢 とて 八角形の 石 
柱に 陀羅尼 經を 彫つ たもの が あリ 、頂 部は 塔 形を なして、 現に 4fc 支那 地方に 多く 發見 する。 

I 道 敎 建 ^ ^ 1 ' 遒敎は 無論 支那 特有の もの だが、 その 建築は これを 觀又は 道 觀と稱 すれ ど、 
全然 佛敎 寺院 建築の 模倣で ある。 只 殿內に 安 S する 神 像を 異にする。 その 有名なる は 白雲 觀 、玉 淸觀、 
呂祖宮 、圓 眞觀 、四 通觀 等で、 白雲 觀は 北京に あつて 大規模を 以て 知られる が、 その 配置、 構造 等佛寺 
と 選ばない。 その 靈婉 殿は 佛 寺の 天 王 殿に 當リ 、內部 中央に 王靈官 、東南に 劉靈官 、東北に 馬 靈官、 
西南に 溫靈官 、河北に 趙靈 殿を 安置す る。 又玉皇 殿は 佛 寺の 佛 殿に 當リ 、玉皇 を祀リ 、老律 殿は 中央 
に 丘祖を 初め、 左右に 組祖 、玉祖 、郝祖 、馬祖 、譚祖 、劉 祖の七 祖 を祀リ 、四 御殿には 天皇、 大帝、 紫 
微 大帝を 祭リ 、上層の 三淸閣 には 元始 天 尊を 中央と し、 道徳 天 尊、 靈寶天 尊を 祀つ てゐ るのは 喇摩敎 
の 影響で ある。 

- 囘 敎 — 0 ~~ iTi 囘敎 は隋の 頃 (gl) 廣 東に 傳はつ たに 初リ 、今に 盛で、 甘肅 、陕 西、 雲 南 地 
方に 信じられる 。但し 現存の 建物には 清朝 前の 物は ない。 大體は 普通の 支那 建築と 異ら ぬが、 平面 圖 
を 異にし、 囘敎 建築の 特色が ある。 卽ち 通常 本堂に 內 外兩陣 と參拜 所に 分 たれ、 從 つて 棟 も 三つに な 
つて ゐ る。 內陣 平面形は 六角 又は 四角形で、 二 或は 三重の 塔を なし、 外陳は 拱廊で 前後 兩部に 分れ、 
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內外陳 その他に アラ ビャ 風の 装飾を 施す。 しかし 囘敎獨 待の 手法は なく、 支那 建築に 囘敎 趣味を 附加 
した 2 けで ある 0 

「宮殿 城廓 建築 I 現存す る大宫 殿は 一 もな く、 記錄で 知る のみで ある。 今 北京の 紫禁 城を 見る 
に、 建築中には 明 末の 物 も あるが、 宮殿の 造リ 方は 一般に 九重 殿 門と 稱 する 午 門から 神武 門までの 間に 
九重の殿門が|§||^||:|||、、|@  )等が あり、 大 中保の 三 和 殿を 朝と 稱 し、 公儀の 所と した。 
又乾淸 門ょり 坤寧 門までを 廷と稱 し 私儀の 所と した。 重要な 殿 門の 屋根は 四 注で、 普通の 建物は 切 ^ 
又は 入母屋 造で ある。 殿 門の 瓦は 黃 色の 碧 料 % を 以て 葺き 、樓閣 等の 特殊の 建物は 巧妙なる 奇形の 屋 
根が 多い。 次に 城は 一般に 高 壁で 磚を 以て 築き、 頂上に 銃眼を 設けた。 門は 穹窿 とし、 S を 以て 築き 
上げ、 この 上に 重層 樓を 建て、 ある。 門扉は 釣し 下しで 鐵 板を 張つ た。 我國の 城の 如く 外 門を 入れば 
また 更に 內 門を 設けて 防備に 便なら しめる。 現存の 南京 城、 北京 城は 雄大 堅牢の ものである。 又 城內 
に鐘樓 、鼓 樓を 設け、 市民に 時刻を 知らし めた。 
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第 十四 章 朝鮮 建築 

INim の m! 朝鮮の 建築は 第一 新羅 時代、 第二 高麗 時代、 第三 朝鮮 時代と 大別す る。 上古 
の 建築は 木造で あつたから、 今に 傳 へる ものは 一つ もない が、 新羅 時代には 初期の 現存 物 中 僅に 陵墓 
を存 する のみで、 他に 殘存 物は ない。 中期 も 亦 陵墓の みで あるが、 我が 飛鳥時代の 藝 術に 影 ■した こ 
とから 推して 略 知られる。 後期は 支那 唐朝の 感化を 受け 大に 進んだ。 現今の 慶尙南 道 慶州邊 は 當時新 
羅の 王城が あつて、 遺物を 發 見され る。 意匠、 手法 共に 雄大 且つ 優美であつた。 新羅 時代の 陵墓は 一 
般 に平而 形は 圓形 又は 瓢 形を 成し、 平坦の 地に 築かれた が、 稀に 山腹 又は 自然を 利用した。 有名な の 
は 慶州瓯 方の 太宗 武烈 王の 圓形 陵墓で、 周圍 三四〇 尺、 高さ 四〇 尺、 前方に 雄 健なる 螭首 及び 龜跌を 
存 する。 築造 當時は 碑石の 胴 身の あつた ことは 明かで ある。 膽星 臺と稱 する ものは、 礎石は 方形に 造 
ちれ、 此の上に 圓形に 高く 築き上げ、 その 頂上は 四角形の 二重に 造リ 、その上に 木造 建築が あつたら 
しいが 今は 腐朽して 存せ ぬ。 道路の 高さ 三十 尺、 下部の 徑は 十七 尺 餘あリ 、慶州 東南 附近に あリ 、善 
德 女王 時代の 造螯で ある。 次に 佛國 寺は 慶州の 南 四 里の 地に 在夕 、新羅 人 ダ 5 < Ma なる 者の 創建で、 景 
德王十 年 (切五4}のものである。平面配置形は我が奈良時代に等しく、範を同じく唐朝に採つてゐる。 
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先づ紫 霞 門と 稱 する 單層家 根の 門が 二 段の 石 壇上に 建ち、 我が 中 門に 相當 する。 靑雲 橋は その 前に あ 
リ 、紫 霞 門內の 右手に 無 影 塔と て 我が 多寶 塔に 同じい 石塔 婆が あ”、 又 左手に も釋迦 塔と て同樣 なのが 
ある。 正面 中央に 大雄 殿あリ 、その 前方に 有名な 石燈 籠が ある。 此の 大雄 殿は 我が 金堂 (本堂) に 同じ 
く、 裏手の 無說 殿は 講堂に 相當 する。 紫 霞 門の 左手に 步廊が あリ 、その 角 隅に 涵影樓 が ある。 以上は 
一 廓を なして ゐるが 、廓 外に 爲祝 殿と て 我が 食堂に 等しき ものが あリ 、その 前方 左右に 僧房を 設け、 
正面に 小 門 及び 石 階が ある。 蓮 花 橋は 此の 前に ある。 又無說 殿の 後方 左右に も石燈 籠を 備へ 、その後 方 
左手に 羅漢 廳趾 、右手に 七星 閣 (觀音 殿) が ある。 卽ち 配置は 我が 東大寺、 興 福 寺， 唐 招提寺 等に 酷似し 
てゐ る。 東大寺、 唐 招 提寺寺 金堂 前 正面に 銅 又は 石燈 籠を 据袅 たと、 大雄殿 前の それと を對 比する と 面 
白い。 現存 物 中では 無 影 塔と 多寶 塔と を 主と する。 多寶 塔は 大雄殿 前の 高き 壇上に 立つ、 石造 塔で、 最 
も 優秀と される。 礎 壇は 一邊が 十二 尺 三寸 五分の 長さを 有する 四角形で 高さ 七 尺五寸 、四方に 十 級の 
階段を 設け その上に を 塔 建て. これに 高欄を 附 し、 頂 部には 九輪 樣の ものが ある。 凡て 花崗 石造で、 木 
材の 如き 意匠 手法を 自由に 用 ひて ある。 朝鮮 三 名 塔の 一と 稱せら れ る。 無 影 塔は 同じく 大雄 殿の 前に 多 
寶 塔と 對 立す る釋迦 塔で、 礎 壇 二 段の 上に 寶珠 露盤を 有する 三 層 塔を 立て、 多寶 塔に 比して 簡單 なる 
もので あつた。 けれども その 姿は 甚だょ く、 屋根は 下端ょ々 次第に 小さく 塔 身に 達して ゐる 。殊に 軒先 
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の 上端は 反リを 有し、 下端は 直線で、 趣が 優しく 輕快 である。 羅漢 廳 前の 石燈 籠も 完全に 存し ない が、 
その 一部は 我が 東京 上野 精 養 軒內に 持ち 來っ てゐ る。 因に 此の 種 塔 中 最大の 物は 芬篁 寺に ある 九 層 塔 
なれ ど、 現今は た 2 三 層の みを 存す る。 

「高  0 — 朝 ~~ 此の 時代は 最初は 宋朝の 感化を 受け、 後には 元朝の 影響を 受けた。 當時の 都 
は 開城に あつて、 京都を 北に 距る 十六 里の 山地を 利用し、 砂礫を 混じた 土を 以て 城壁を 築き、 宜義門 
は宋の 使節を 迎 接した 門で、 特に 宏大で あった。 遺物には 王宮、 塔婆、 陵墓 等が ある。 王宮は 太祖 王 
の 二 年の 建築で、 北は 松嶽 に據リ 、南は 平野を 俯觀 する 高臺に 建てら- れる 。固 圍 一一 千 六 百 間、 高さ 約 
五十 尺、 四方の 門は すべて 二十 個所、 規模 雄大であった。 正面 及び 左右 兩侧は 花崗 石を 以て 積み上げ 
正面の 急勾配なる 石 階三ヶ 所を 登る と 正殿た る會慶 殿の 在っ た 礎石が 現存す る。 その他 數 殿の 礎石を 
遺す。 又當 時は 佛敎が 盛であった から、 太祖は 都 城內に 十ヶの 寺院を 創建し、 英宗に 至って 益々 盛で 
あつた。 金 塔を 金銀を 以て 表裏と して 造つ たのは 此の頃で ある。 しかし 遺跡は 一 つも 存し ない。 たで 
塔婆を 存す る。 京 城內の 圆覺寺 大理石 塔婆の 如き 有名で、 精巧 優秀な 出來 である。 三 段の 礎 壇上に 十 
階の 塔 身を 立て、 礎 壇から 塔 身の 三階までは 方形の 平面で 各 四面に 張 出しが あって、 四 階 以上は 張 出し 
なき 方形 平面で ある。 塔 身の 各階は 屋根 及び 高欄 形を 附け 、下ょ リ初 階の 屋根は 平屋根、 二階 目は 入 
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三 五八 

母屋、 三階 目は 二重 屋根、 四 階 以上は 單 層、 頂上は 入母屋 形の 屋根で ある。 屋根は 茏葺 に模 し、 唐様 
組 物 及び 塗 木 形を も模 して ある。 全體が 純白 色の 大理石で 造られ、 塔 身の 四面には 精巧な 彫刻を 以て 
佛像 及び 花鳥を 表は し、 その 優秀な こと 此の 時代の 現存 塔 中 第一で ある。 下部の 直徑十 一尺 六寸 、高 
さ 約 五十 尺を 有する。 建造 當時 は寶珠 及び 露盤が あつたらし い。 次に 敬 天 寺の 大理石 塔婆は 豐 德郡扶 
蘇 山中の 敬 天 寺に 在つた が、 今は 寺廢滅 して 塔の みを 殘 す。 圓覺寺 塔と 略 同 D 形で、 優秀で ある。 た 
r 頂 部に 露盤を 存す るのと、 總 高さ 約 五 尺 程 低く、 且つ 總體 灰色 大理石で 造られる 等を 異にする。 尙 
ほ 開城 附近の 羅域 廢趾の 七重 石塔 婆、 開城 北方 數 里の 觀音寺 七重 石塔 婆、 華藏寺 七重 石塔 婆、 京城附 
近の 興 敬 寺 五重 石塔 婆 等 何れも 優秀な もので、 輕快 優美で あれ ど、 雄大の 氣に 乏しい。 

I 朝 鮮朝期 I 朝鮮 朝 期の 建築は、 初め 明の 影響が あリ 、後ち 淸朝 に範を 採つ た。 現存せ る 
古 建築は 甚だ 多く、 王宫 、域廊 、寺院、 文廟 、關 帝廟、 書院、 陵墓、 住宅が あるが、 その 主な もの 僅 
かを 語る。 王宮の 主な ものに 三つ ある。 京城內 にある 景 福宮、 昌 慶宮、 昌德宮 これで ある。 景福宮 は 京 
城の 西北 白 岳の 下に 在リ 、太祖 三年の 建造で、 規模の 宏大 三 宮中 隨一で ある。 豐 太閤の 征韓 の際燒 かれ 
のち 李 太王卽 位の 初年 (Iff) だ 院君の 計 劃で 再建され た。 一 般の 設備 配置は 整然として、 石 壁を 以て 
外周を 高く 圍み 、その 隅 角に 城廊を 設け、 光 化 門を 南面 正門と し、 神武 (北}、 建 春 (東)、 迎秋 (西) . 〇 
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三門 あ々、 光 化 門は 重層で 迫持 形の 三闕を 有し、 中央を 稍 大きく し、 三闕の 入口に 各々 扉を 設けて あ 
る。 石 壁の 高さ 二十 餘尺 、迫持の 厚さ 約 四 尺 一寸、 樓の組 物は ^ 一手 先、 內三 手先、 屋根は 四 注蚩吻 
鬼 童子を 附し 、天井は 鏡 天井、 色彩を 以て 內外 共に 華麗に 装飾され た。 光 化 門には 興祀門 が あリ 、兩 
門 間 左右 兩侧に 小 門が あつて、 左を 用 成 門、 右を 四 脚 門と 云つ た。 禮禮 門は 三 間三戶 重層、 門內に 錦 
川 橋 (石梳 )が 溝に 架リ 、それを 渡る と 三 間 三戶の 勤 政 門 (樓 門) が あリ 、その 左右に 日華、 月 華 門、 兩 
侧に 維和 門が ある。 勤 政 門內に 勤 政 殿が ある。 卽ち景 福宮の 正殿で ある。 二重の 花崗石 壇上に 立つ 五 
間 五 面 重層 入母屋の 瓦葺き 建築で、 二重の 某 壇には 各々 石 欄を 設け、 また 正面 及び 左右 兩側に 石 階を 設 
けた。 屋根には 蚩 吻を附 し、 殿 前には 白 大理石を 以て 位標 を造リ 、左右に 立て、 正 一品よ々 正 九 品に 
至る 十二 標が ある。 勤 政 殿は 國王 朝賀の 式を 行 ふ 所で、 外觀 宏大 森厳を 極めて ゐる 。しかし 細部の 手 
法は 繊細 燦爛 たれ ど 卑俗 拙劣で ある。 その他、 一廓內 には 多數の 宮殿 建築が あれ ど 悉く 略して 置く。 
昌慶宮 、昌 德宮 について は 略 同じ やうな もの だから 語らない。 
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第三 編 日本の 彫刻 

i  ,  .  •  一 

第一章 太古の 彫刻 

fl 取 古の 彫刻 I 誰に でも 氣附く 様に、 我國の 彫刻は 建築と 同じく、 大部分 佛敎 と關聯 して ゐ 
る。 殊に 我が 固有の 信仰には 像を 造つ てこれ を 崇拝す る ことは なかつ たから、 神社を 建て、 祖先を 祀 
つても、 その 神社の 內外に 神 像を 置く とかい ふ 例は 全くな かつた。 た r 埴輪 及び 石 人が、 古墳に 附屬 
して 用 ひられた が、 しかし これ 等 も崇拜 の對像 物でなかつた 2 けに、 國民の 信念を 打ち込んだ もので 
も、 藝術 的の 苦心の 費され たもので もない。 要するに、 佛敎 渡來以 後、 始めて 我が 國に 彫刻の 發 達を 
見た と 云は ねばならぬ。 けれども、 建築 や 繪畫の 遺物が 殆ど 全く 消滅して ゐ るのに、 石 刻 物 土器の み 
は、 多少の 遺物を 今日に 見る ことが 出來て 、日本 民族の 彫刻 藝 術に 對して 或る 暗示を 與へ てゐ る。 
5  輪  土偶 I 佛 敎渡來 以前の 彫刻は 埴輪の 土偶と 石 人 石 馬と である。 埴輪は 古墳の 封土の 
周圍に 立て 繞 £> された もので、 高さ 二 尺內 外の 赤褐色の 素燒で ある。 その 製法は 至極 簡單 で、 赤い 粘 
土を 素燒に して、 何等の 附屬 品を 用 ひなかつた。 形は 圓形の ものが 多く、 その他には 人物、 動物、 器 

三 六 一 


刻  彫  の  本  日 編三笫 


埴 
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具な ども あるが、 彫刻と して 見るべき は 主に 人物 卽ち 
土偶で ある。 土偶には 男 も あれば 女 も あるが、 男の 土 
偶には 平生 服の ものと、 武装の ものと あリ 、冠、 帽、 
笠， 鬉 、耳環、 帶 その他の 形式を 現は し、 婦女には 高 
鬍に 結つ たもの も ある。 馬、 兎、 鳥 等も往 々見る 所で 
ある。 埴輪は 靈仁 天皇 時代に 野 見宿禰 が發議 し、 殉死 
に 代へ て 用 ひたとは 古來傳 へる 所では あれ ど、 近頃 有 
力な 異說が あつて、 實は 陵墓の 守護神、 守護 物と して. 
立てたち しいと される。 これ 等は 彫刻と して 見る 時は 
未だ 寫實の 念に 乏しく、 技巧 も 勿論 極めて 穉拙 で、 全 
體の形 も 整は ねば、 面相 も 表現が 不充分で、 殊に 活動 
とか 表情と かいふ ことは 少しも 試みられて ゐな い。 要するに 人形の 程度 以上に 見るべき ではない が、 
一一 千年 以前に、 我等の 祖先が 斯ぅした 彫塑を 遺した ことは 大に考 へねば ならぬ。 それと 共に、 これ 等を 
見る と 古代 日本人の 特色、 趣味と いふ ものが よく 分る。 彼等は 戰爭 、掠奪、 狩獵 等の 殺伐 殘忍な 趣好を 
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有しな かつた。 ま 
た 現實を 離れた 怪 
奇 、幻妖 なる 空想 
にも 馳せ なかつ た 
た 2 淡々 たる 平凡 
な、、 しかし 親し V 
ベく 愛すべ さ 無 邪 
氣な 性格を 備へて 
ゐた ことが 知れる 
ので ある。 埴輪 遺 
物の 主な ものを 擧 

げ ると、 上野 國佐 波郡采 女村發 掘の、 髮を 耳邊に 結び 金環を 
耳に 揷み 、玉の 頸 飾を 附け 、頭に 笠を 戴いた もの、 下野 國河內 
郡 雀 宮村發 掘の、 筒袖で 裾の 長い 衣服を 着て、 左手で 乳房の 
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處の ふつく リと 高く 盛” 上つた 女の 土偶、 武 
藏國北 埼玉郡 中 條村發 掘の 甲冑を 着けて 腰に 
劍を 佩き、 嚴然 たる 武人の 姿を した もの、 或 
は 常陸國 行方 郡靑 柳村發 掘の 男子の 兩 手を 前 
について 跪拜の 姿を した もの 等が ある。 その 
他 武藏國 から- 發 掘した 馬 や、 河內國 かち 發掘 
した 埴輪な どは 有名な ものである。 

I 石 人  石 馬 I 石 人 及び 石 馬 も 亦 古 
填の 外部に 立つ たもので、 その 名の 如く 石材 
に 彫つ た 人物 及び 馬で ある。 埴輪ょ 及 も 大き 
くて 四 尺 內外あ ” 、圓體 と 扁平 體と あつて、 
大體の 輪廊を 作”、 その上に 極めて 簡單に 面 
相 や 衣服、 太刀な どの 形を 半圓彫 又は 筋 彫の 
やぅな 手法で 現は し、 大體に 於いて 埴輪ょ 及 
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も 原始的で ある。 これ も 古墳 

を 守護す る爲 めに 置いた もの 

木 

造らし い。 その 最も 有名な のは 
現に 東京 帝室 博物館に 置かれ 
る 石 刻 人 像で、 これは もと 筑 
後 國八女 郡長 峰 村岩戶 村に あ 
つた もので、 繼體 天皇の 時代 
に 叛逆を 企て ゝ誅せ られ た、 筑紫國 造 磐 井 
がその 生前に 作つ た 墳墓に 裝 置した もので 
ある。 その 墓 跡は 岩戶 山に 現存し、 昔は 石 
人 石 盾 各 六十 枚、 外に 石 猪 四 頭、 石 馬 三 頭 
並列して、 此の 墓を 守護す る狀 をな して ゐ 
たとい ふ。 此の 像の 外に 岩戶 山には 石刻武 
人の 像が 四 軀あリ 、何れも 缺 損して 不完全 
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であれ ど、 刀と 矢と を帶 び、 所々 に 朱に て 彩色を 施した 痕が ある。 その 技巧は 幼稚で、 眼 や 口な どは 

一 僅に 小孔を 穿った だけで、 何等の 美的 表現 も 試みて ゐな い。 尙ほ磐 井の 遺物で 今 福 島 城趾に 移して あ 

る 馬 形は、 首と 雨足とは 缺 損して ゐるけ れど も、 鎧な どの 装飾 物が 浮彫に して ある。 これは 各 高さ 二 

第 尺 二 三寸、 幅 三尺 餘 ある。 筑後國 八 女 郡 一條 村に も 石 刻 武人の 像が ある。 これ も 多分 磐 井の 遺物で あ 

編 | ちぅ /- 「は 大に 損傷せ ちれて ゐるが 、德川 末年の 模 寫圖 •"£ 見る と、 is を 着た もので、 岩戶 山の ょリも 

日 j 稍 ^ 密であ る。 そして 腋下に 朱痕が 殘っ てゐる C 又 大和 國高市 郡 平 田 村 かち 發 掘され、 同 郡 原 田村吉 

本備 王女 御 墓の 棚 內に 置かれる 四 個の 石像が あって、 各 二 三面に 奇妙な、 人 か獸か 分ち ない 彫刻が あるけ 

の t も、 時 f 作 f 不明で—。 1 $§1、 1 讓 iQ 蒙 彫 謹 物は 凡そ 
こんな ものである。 

彫 
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I 佛像 の傳來 I 我が 國の 彫刻術は、 あるには あつたが 全く お 話に ならぬ ものであつた。 その 
見るべき ものの 出來た のは 佛敎 と共に 海外から 傳來 し、 推 古 天皇の 時代から 始めて 進步の 端を 開いた 
ので ある。 始めて 佛 像を 彫刻した ことの 記 錄に兑 える のは、 欽明 天皇の 二十 九 年、 茅淳 海に 樟木が 漂着 
したので、 天皇 これに 依つ て佛像 二 ® を 刻まし めら れた とい ふので あるが、 佛 像の 輸入せ ちれた のは 
繼體 天皇の 十六 年、 支那 南 梁の 人 鞍作 村 主 司 馬 達 止が 來 朝して、 草堂を 大和 國高市 郡 坂 田 原に 結び、 
本尊を 安置して 禮拜 したの が 最も 古い。 しかし その 頃までは まだ 佛敎を 信仰す る 人が 極めて 少な かつ 
た。 欽明 天皇の 十三 年に、 百 濟の聖 明 王は 佛 像、 經論幡 蓋 等を 献じ來 つたので、 こ、 に 朝臣の 間に 佛 
敎 信仰 可否の 大 議論が 始ま リ 、結局 崇拜 主義者が 勝を 占めて、 聖德 太子の 如き 佛法 擁護、 同時に 藝術 
保護の 偉人が 出で ゝ •急に 佛敎 彫刻の 全盛時代が 開けて 來 た。 

一佛僳 の^— 作— _ 上述の 如く、 佛像 は旣 に繼體 天皇の 時^ |§ ;5 ' に傳來 し、 欽明 天皇の 十三 年 
(五 五 二) に 信ぜち れたが 、ついで 敏達 天皇の 六 年： 五 七 七) には 百濟 から 造 佛を献 D た。 そ' れ ょり 引き 
續いて 佛 像、 佛エが 績 々として 入々 込んだ ので、 急速なる 技術の 進步を 見た ので ある。 卽ち旣 に 推 古 
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”5,1 の 十三 年 (六 〇 五) には 大和の 飛鳥の 法 興 寺に 安置す る 丈 六の 釋迦 像を 鑄 造せられ た。 これ 大なる 
佛像の 最古の 遺物で、 我 邦で 大 銅像を 鑄る と 聞いた 高麗 王は その 材料と して 黃金 三百 兩を献 像した 程 
である。 それから 同じ 十五 年には、 法隆寺 金堂の 藥師 像が 造 ちれ、 同 三十 一年には 同じく 金堂の 釋迦 
三 尊. を 鑄た のを 見る と、 我國の 彫刻術が 甚だ 速に 發 達した ことが 知られる" 勿論 それ 等は まだ 朝鮮 支 
那から 歸 化した 人々、 又は その子 孫の手に 待つ ものが 多かつた。 

□ 0 田 代の 佛顬 エー それ 等の 中で 最も 有名な 佛像 H は 鞍作の 止 利 (烏) である。 彼は 前述、 支那 南 
梁のず&_の孫で、父は4露とぃひ、旣に卽 5: }|1の時に丈2佛像及び脇侍を作つて大和の南 
淵に 安置した 人の子で ある。 1]® 馬 達 等、 多 須奈を 始め、 司 馬 達 等の 女 島 も 出家して 善 信 尼と 稱した 程 
に、 皆 熱心な 佛敎 信者であつた が、 it® , も 厚い 信仰を 存 して ゐ た。 法 與 寺の 丈 六釋迦 像の 如き、 此の 
人の 雛 形が 天皇の 御氣に 込つ て、 製作の 命を 受けて 鑄 造した ものである。 しかし 惜しい ことに、 この 
法 興 寺の 像は 現に 飛鳥に 存在す る けれども、 後世の 修補が 非常に 多くて、 鳥 佛師の 手法は 殆ど 殘つて 
ゐ ない。 寧ろ その 作風 や 技巧 やは、 法隆寺 金堂に 現存す る 藥師や 釋迦 等に 見る ことが 出來 る。 尙ほ止 
1 :は河 內國澀 川 郡 鞍作 村に 居て* 位階 食 田を 賜は j、 造佛 H として 最も 重きを なされた が、 他に 百濟 
I： 太と いふ もの、 大和 國吉野 郡 世 尊 寺の 本尊を 欽明 天皇の 十四 年に、 勅命に 依つて 造つた と傳 へる。 
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I 飛鳥 彫 r::.  1 1EIJ I の 由 iTf 所で 當 時の 彫刻は、 斯んな 次第から 口 本 固有の 萌芽が その 儘に 育つ たので な 
く、 思想 や 技巧 やが、 全く 大陸から 新に 入 込んだ もので あつた。 故に 飛鳥 朝 彫刻を 語る には、 その 源 
流から せねば ならぬ。 しかも 此の 源流が 甚だ 遼遠で 且つ 祓雜し r ゐる 。これは 建築に 於いても 又繪畫 
に 於いても 同樣 であるが、 要するに 次の 系統 [ii の 如き 次第、 V ある。 

HT ジブ^! 

j ギリ シ—ャ T 一卬度 (佛 敎)！  —  | 支  那 | ー  ー  j 朝  鮮」 ~  I 飛鳥 戟 1^ 術 一 


卽ち 飛鳥 朝の 彫刻 (建築、 繪畫) は、 直接には 朝鮮から 入リ 込んで、， 殆ど その 直 譯とい .ふ 程で あるが、 
(從っ て 何等の 獨創も 含まれぬ かと 思 はれる も) しかも 朝鮮は 大陸 支那の 出店で ある、 門 戶で ある、 
本家本元は 支那で ある。 支那は 南北朝で、 殊に 佛敎は 梁を 始め 北魏 地方が 盛であって、 その 影響が 最 
も 多い と 云は ねばならぬ。 然るに その 地方の 佛敎 美術は、 今日 大同 雲 岡 石 佛寺や 、洛陽 龍 門 やその 他 
の 古跡に 故 在して ゐる 彫刻 遺物を 見る と、 それ も 支那 H 有と いふょ リ も、 佛敎本 地の 印度は 勿論、 エ 
ジブ ト 、ギリシャ 等 西域 諸國の 古代 美術から 受けた 感化の 著しい ことを 知られる。 

佛師と 止 利^! 此の 時代の 彫刻 —— それは 殆ど 悉く 佛像 であるが — は、 材料 かち 見て 金 銅 
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と 木と が 多く、 木彫は 腐朽し 易い ので 今は 金 銅佛が 多く 殘つて ゐる •支那の やぅに 石 刻、 石 彫は 少な 
かつた と 見えて 傳はら ない。 その 樣式 には 流派が 種々 あるら しいが、 殊に 著しい のは 止 利佛師 派で あ 
る。 それは 面相が 細長く、 且つ 大きく、 眼が 寫生的 V なく、 廣く 短く、 その上 下の 線が 波を 打つて 居 
ない。 耳 も 無器用に 大き-く、 鼻 も寫實 ょリ遠 く 離れて、 稍圓み を 帶んだ 三角形と なつて ゐる 。口は 上 
唇と 下唇との 間の 線が 兩 側で 上の 方に 反つ て ゐる 、これ も波狀 にならない。 口の 下に 窪みの 孔の ある 
の も 一つの 特徵で 、頤も 奈良時 作 以後の やぅに 二重の 傾には なつて ゐない 。手 や 足の 椿へ 方 も 比較的 
大きくて 無器用で ある。 殊に 手の指の 先に 爪を 少し 長く 延ばして ゐ るのは、 注意すべき 特徴で、 奈良 
時代 以後には 全く 見ない ものである。 天衣は 多くは 兩 肩を 覆 ひ、 その 皺を 表は す 線が 甚だ 勁 健で ある。 
そして その 製の 線と 線とは 殆ど 平行に 並んで、 且つ 左右 シム メト 91 である。 壁の 切斷 面を 見る と 直 
角 又は 鈍角で、 至極 幼稚な 手法を 用 ひて ある。 それに 坐像で も 立像で も 衣の 裾が 擴 大して、 坐像では 
往々 臺 座の 三方に 垂れて ゐるの もあリ 、立像では 衣の 兩端が 鋸齒狀 をな して 肩から 脚下に 垂れ、 裾が 
鑛がつ て 足を 覆 ふ樣に なつて ゐる 。また 寶 冠、 背 光 等の 透 彫の 裝飾 や模樣 などには、 忍 冬 唐草が 多く 
使つ て ある。 しかも それが 甚だ 雄 健な 特色を 示して ゐる 。それから 今一つ 注意を 要する のは 不格好と 
いふ ことで ある。 例へ ば 頭と 手足と が 大きくて 不鉤合 だと か、 丈が 高 過ぎた々 低 過ぎた” する、 而相 


など も 甚だ 非寫實 的な、 云は 7 とぼけた 趣が ある。 

31 さて 當 代の 遺物で— が、 その 大半は 法隆 寺に 集まつ てゐる •篇 寺に つい 
I ては 建築の 部で 詳しく 說 いたから、 遺物の 彫刻の みを 語らぅ。 先' づ 金堂の 藥師三 尊が ある。 光背の 銘 
I 文に 依つ て、 推裏皇 十五 年 成る と S ことが 知 1る。 11:* |^名は$が、釋迦1に照してその 
1 作で ある と 想像され る。 釋 迦一靠 は 光背に ぎが, の 一一 一千一 年 Jh« 利を"^ St めた との 銘が t、 
章 I 紛れ Q ない 代表作— る。 昔は 藥師が 本尊で 中央— f わ、 今は 釋迦 ©方が 中央に なつて ゐる 。大 
^  I は 釋迦— が大真 。共に 金 銅像で、 面相© 奇異な こと、 釣合 S いこと、 S 形式的な こ 
時 i と、 その 截斷阳 Q 角 ある ことな ど、 飛 烏 時代の-特色を 現は し、 光背 S や模樣 、寶 冠、 腕 飾 S 樣な 
代 j どに も 皆 飛鳥 式 Q 雲が t。 その 古ハ點 で、 雲な 點 で、 歴史的 價 値に 於 ハて、 實に畫 な 作品で 

彫 ぁる“ 

刻 I  numlllMIi 本邦 木彫 中 S 作で、 高さ 六尺 五寸 t、 議 太子© 作に て 等身の 像で ある 
と稱 し、 古 來祕佛 として 特に 尊重せられ、 長く 開帳され ずに あつたので、 完全に 殘 つて ゐ る。 木彫の 

上に 金 し、、 頭 S 甚だ 雲な 蜃篇 Q 露 の|鑫_ を 戴き'  覃を 前で 意、 震の 

上. に 立つ た 姿 Q 氣高さ 、實 に當代 唯一の 逸品で ある。 そ® 樣 式は 止 利 派に 屬し 、面相は 前記の 釋迦像 
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など、 ょく 似て ゐる 。木彫で あるた めか、 衣 文の 襄の 曲線が 餘程 流暢に なつて ゐるが 、全 體平扁 で 衣 
の兩 端が 腰 以下の 部分に 於いて 魚鰭狀 に擴が つて ゐる 。その 光背は 龍 門 や 石佛 寺に ある 北魏の 物と 同 
じく、 硏究 材料と して 貴重な ものである。 

「法 隆寺 金堂 四 天 s  f は、 金堂 佛 壇の 四隅に あつて、 西北 二 天 王の 圆 光に 銘文が あつて、 西の方に 
「山 口 大口 費上而 次木閏 二人 作 也」 とあリ 、北の方には 「藥 師德保 云々」 と、 作者の 名が 彫つて ある 
その 山 口 大口 費なる 人は、 書紀 にも 勒を 奉じて 千佛 像を 刻む とい ふこと が 出て 居^''、 孝德 天皇の 頃に 
も 生存した らしい が、 此の 佛 像の 作風は 全く 飛鳥 式で ある。 此の 四 天 は 滑稽な 面貌を 具へ た 鬼 形 
の 上に 立ち、 腰までは 冑を 着け、 その 下は 衣に なつて ゐ る。 衣の 褶のや リ方 などは 多少 圓み を帶び て 
來たが 、殆ど 直立の 姿勢を 取リ 、面相な ども 忿怒の 相を 現は さず、 至極 眞卒な ものである。 しかし 寶 
冠の 透 彫 や 光背の 模樣 等は 流暢で、 止 利 派とは 異つて ゐ る。 多分 當代 末期の もので あちぅ。 

I 法隆寺 金堂 觀音像 一 これは 目下 奈 良の 帝室 博物館に 陳列せ ちれて ゐる 。身の 丈 六尺 五寸 ある。 ひ 
ょろ 長い 木彫の 上に 乾 漆を 施した ものである。 左手は 塗れて 寶 瓶を 持ち、 右手を 直角に 折つ て 掌を 開 
いて 何物 か 受けん とする 形を なして ゐる 。面相 や 身體 各部 ITS 衣の 手法は 甚だ 古拙で あるが、 全 體の表 
現の 古雅なる、 一種 名狀し 難き 崇高の 感じが ある 像で ある。 
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I 中宮 寺 彌勒像 I 法隆寺 中宮 尼寺に ある 木像で、 等身 半 踟趺の 像で ある® 此の 像 本來は 法相 宗 
の 木 # ' M 勒菩薩 であるけれ ども、 古くから 如意 輪 觀昔 となして 來た 。飛鳥時代 末期の 作らし く、 當代 
の 作が 多く 腰部 以下を 輕視 したのに、 それ 等に も大に 意を 用 ひ、 手足の 釣合 等も考 へて ある。 且つ 衣 
文の褶 の 截斷面 も 著しく 圓哝 を帶び 、流麗な 調子の ある 極めて 立派な 作で ある。 卽ち止 利 派とは 趣を 
異にした、 比較的 寫生味 の 勝つ たもので ある。 光背は 寶珠 形で、 竹の 竿の 柄で 支へ てゐ るが、 これ も 
飛鳥時代の 特徴で、 同 D く 北魏の 風で ある。 

I 法輪寺藥師^^^^1 法 輪 寺は 法 降 寺の 來 北 約 十 丁 餘の生 駒 郡 三 井村に あつて、 推 古 天皇 兰十年 の 
創立で あるから、 此の 兩像 も當 時の 製作で あらう。 共に 木彫で、 藥師 像は 須彌植 の 上に 趺 坐し、 衣の 
末端が 臺 座の 前面を 覆 ひ、 衣紋の 線狀の 極めて 剛健な、 線の 切斷 面の 殆ど 直角を なした ものである。 
顏 耳は 比較的 - M く、 眼は 大きくて、 全體に 古樸の 中に 法. 隨寺 金堂の 釋迦 像ょりも 一層 優美の 趣を 發揮 
して ゐる 。恐らく 止 利 派 以外の 大家の 作で あらう。 虛空藏 菩薩 も 同じ 頃の 同じ 手法に 成つた ものでは 
あるが、 间^ *€感 が 著しく、 遙に 劣つ て ゐるや うに 思 はれる ものである。 

|御物四十八1^佛— もと 法隆 寺に あつて、 同 寺から. W 內朽へ 献上され た 四十 八體佛 は、 何れも 金 
銅の 小 像で あるが、 法隆寺 の 前には 橘 寺に あつた ことが 記錄で 知られる。 中に 銘の ある ものが あつて 
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恐ち く崇峻 天皇 四 年の ものら しく、 以て 我 邦 在 銘佛像 中 最古の ものと される。 併し 同時に 製作され た 
もの かは 不明で、 止 利 派の 物と 他派の 物と が 混入して ゐる 。形式は 何れも 飛鳥時代の 特色を 示して ゐ 
る 0 

一 その他の 作品 I 尙ほ その外に、 推 古 朝 作品と して 知られる ものは 
法隆寺 金堂 長身 觀 音像 
同  玉蟲 厨子 內容佛 
同  綱 封 藏虛空 像 
同  同上 釋迦三 尊 (右 脇 侍缺) 

同  同上 四天王 像 
同  金堂 天蓥 天人 及 鳳 鳳 (木彫) 

法 起寺觀 音像 
法 興 寺 釋迦像 (飛鳥 大佛) 

山 域 太 秦廣隆 寺 如意 輪觀 音像 (木彫) 

同桂宮 院 如意 輪觀 音像 


河 內觀心 寺の 彌陀 如來 
伯耆 大山 寺 m 音像 
尾 張 正眼 寺 誕生 佛 
大和 神 野 寺 如意 輪觀 音像 
同 金峯山 寺 釋迦像 
j 等が あると される。 
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第三 章 白 鳳 時代の 彫刻 

I 白 鳳 彫刻の 槪說 I 此の 時代に 入つて 支那との 交通 大に 開け、 兩國の 使臣が 絕ぇず 往来して、 彼 
の 文物の 影響を 受けた ことは 言 ふまで もない。 殊に 引き 續き 佛敎が 盛に 行 はれ、 寺 も 多く 建つ たので 
それに 安置す る佛 像、 又は 装飾に 用 ひる 彫刻 等 も 多く 作られた が、 それ 等は 支那の 隋及び 唐の 初期の 
影 ip を 受ける ことが 著し かつた。 概して 飛鳥 特 代に 比すれば 著しき 進 步を M 、 殊に その 體 格の 比例が 
餘程 ょくな”、 釣合が 取れて 來た 。飛鳥時代の 物は 頭部と 手足と が 大きくて、 不格好の 物が 多かつた 
が、 當代 になる とその 弊が なくなつ た。 卽ち それだけ 寫實 的に なつた と共に、 技巧の 醇化を 見る ので 
ある。 けれども 藝術は 畢竟、 技巧の 精妙の みではなくて、 中に 永遠 性 —— 僞ら ざる 自己 表現の 自然 性 
が 充實 して ゐ なくて はならぬ。 飛鳥時代の 彫刻は 幼稚で 且つ 奇妙では あつた けれども、 さぅ 云つ たも 
のに 富んで ゐた が、 白 鳳 時代の 物には それが なくなつ た。 そして 天平 時代への 過渡期と いふ ことを 免 
れな かつた。 材料は 銅を 主と し、 木 もあリ 、乾 漆 や 塑像 も あつた。 多くは 丸 彫で あれ ど、 一種の 浮彫 
と 見るべき ものが あリ 、群像に して 背景を 有する もの も ある" その 製作 法は 飛鳥時代ょ リ遙に 進歩し 
て、 随分 精巧な 大作 も 出 來るや ぅにな つた。 無論、 主として 佛像 で、 觀 音、 薬師、 彌陀 、四天王、 仁王 
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等で あるが、 中には 涅槃 像 や 維 m 像の やぅな 趣を 異にした もの も ある。 それから 伎 樂の勃 與に っれて 
伎樂面 の 彫刻が 出來た こと も 注目すべき である。  ‘ 

の 手法 一 rl 鳳 時代の 彫刻は 前代の 止 利 派の 物よ リも 寧ろ、 別派であった 法 輪 寺 金堂 藥 
師如來 の 作者に 近い ものであるが、 作者は 別に 新しく 支那 又は 朝鮮から 來たの かも 知れない。 兎に角 
前代の 彫刻よ リも寧 ろ 支那の 废の 初期の 遺物と 非常に 酷似して ゐる 。蓥 し、 飛鳥時代には 六 朝 殊に 北 
魏の 影# を 見る ので あるが、 白 鳳 時代になる と ;, ff と 交通の 結果* 新しい 感化を 受けた ので、 例へ ば 支 
那山 來教靑 州、 K 門 山駝 III 及び 濟南府 歷城縣 龍 洞 玉：！ 山、 佛 111 谷 寺 等に 遺っ て ゐる隋 代の 遺物と 比較 
すると、 大なる 差が あれ ど、 洛陽龍 門、 西 安 府寶慶 寺 及び 濟尙府 神道 寺千佛 崖に 於け る 唐の 遺物と 比 
ベる と 驚くべき ほど 似通つ てゐ る。 しかも その 起源に 遡つ て考 へる と、 唐は 文明 史上 甚だ 注意すべき 
時代で、 その 境域は 遠く 中央アジアに 達し、 印度との 交通が 楹で 、殊に 西方は アラ ビャ 地方との 牲來 
も あって、 古代 } li 方 諸 阈の文 m も、 六 朝 時代よ リず っと 頻繁に 入リ 込んだ。 卽ち 支那 初 唐の 美術は、 
從來の 系統 以外に 多く 印度 及び 中央アジア、 殊に 健駄羅 式を 混入し、 これを 支那 化した ものである。 
それが 又 n 本に 直接に 傳 はった ので あるから、 唐 式 以外 忆アラ ビャ、 東ロ ー マ 0 ン) 印度 等の 美術 系 
統の 物を 看取す るので ある。 
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殊 ，に 佛 像の 衣を 通して 體軀が 透いて 見える 如きは、 著しく 印度 又は 西域の 影響を M るので t る。 

第一 一白 鳳の 造 像 法 一 此の 時代の 造 像 法は、 大作 物は 多く 鑄 造で あるか、 鑄 金 術の 發達 して ゐたこ 
三 | と實に 想像 以上で ある。 今 現存 物に ついて その 作法を 案ずる に、 推 古 時代には 原型を 造る に 土を 用ゐ 
日 | たが、 當 代に 入つ ては 進んで 木 及び 白蠟 を用ゐ たので ある。 想 ふに 鑄 造の 法は、 先づ 木彫に て 原型を 
本造夕 、この 上に 粘土に 木炭 又は 紙寸莎 などの 混和した ものを 押して 雌 型を 取リ 、その 雌 型の 內面に 紙 
j 又は 雲母を 貼つ て熔 銅を 注入すべき 中陪 となし、 それから 再び 中に 粘土を 押し込めて 雄 型を 造リ 、そ 

の 乾燥す るを 待つて 中 陪を拔 き 去^ N、 所々 に鐵 棒を 通して 雌 型と 雄 型との 間を 支へ、 鑄 口を 一方に 開 

建  <1 

I いて この 雌雄 兩 型の 空隙に 熔 銅を 注入し、 その 冷却す るを 待つ て兩 型を 取 リ去リ 、つ ひに 什 上げを な 
築 j した もので、 近時の それと 大差は なかつ たらしい。 又 金箱を 押す には 下に 水銀を 布いた 樣で ある。 

,1 橘 夫人 念 持 佛彌陀 三 尊像 一 橘 夫人は 光明 皇后の 御 母で、 此の 三尊佛 は rnj 夫人の 念 持 佛と稱 せられ、 

-  法隆寺 金堂 內に 安置され て ある。 木製の 有名な 厨子の 中に 入れられた、 小形の 黃 銅像で、 阿 彌陀及 ひ 
觀音勢 至の 三 尊が、 蓮 池から 柚んで た 三莖の 蓮華の 上に 座して ゐる 。現に 法隆寺 金堂 内に 在る U そ © 
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製作 頗る 鮮か で、 白 鳳 時代の 遺物と して 傑作た るに 足る ものである。 光背には 菩薩 像を 鑄 出し、 分化 
佛 とて 小 佛像六 個を 點裝 して ある。 本尊は 高さ 一尺 八 分、 脇士は 高さ 九寸 。面相の 圓滿 、衣紋の 流 M 
は 唐 式の 影 _ 最も 美は しく、 光背の 技巧の 洗練と 相 待つて 見るべき である。 

I 藥師寺 東垸 堂聖艱 f  I この 像は 古 來孝德 天皇 造 立と も 云 ひ、 また 百 濟將來 の ものと も傳 へて 確說は 
ない が、 飛鳥時代の 樣 式とは 全く 異リ 、印度の 影響を 受けた 唐 式の 直寫 であるから、 孝德 天皇の 頃に 
我が 國で 製作され たもので あらぅ。 面相は 端厳で、 衣紋は 非常に 流麗に な々、 腹部 や 足 部な どに か、 
つて ゐる 衣は 非常に 薄くて、 衣を 透して 現 はれて ゐる こと、 卽ち 印度 —— 唐 式で ある。 鼻 や 唇の 下な 
どに 幾分 生硬な 處も あるが、 一見して 飛鳥時代の ものに 比して 技巧の 進 步を認 めら れる 。しかし 兩足 
を 並べて 直立した 姿勢は 幾分 li-il いところ が あ 分、 その 天衣が や、 鰭狀 をな して 裾の 方で 瘀 大して ゐる 
ところは まだ 前 時代の 特徴を 止める ものと 言は ねばならぬ。 

i 藥師寺 講堂 藥師 Igl lml i 現在の 藥師寺 講堂は 明治の 少し 前に 再建され たが、 その 際 寺の M に 在つ た 齡 
佛の三 尊を 本尊と して 安置され た。 これは 藥師 寺が 平城京へ 移 建され た 時に、 僧 行 基が 藥師三 尊を 作 
リ 、もとの 佛體は 八條 村へ 堂を 作つて 移 安した が、 のち 露佛 とな 西院 堂が 再建され た 時に、 それ 
を 本堂と し西院 堂が 亡んで からまた 露佛と なつて ゐた 。それを 講堂 再建の 際に 移して 本尊と したと 傳 


刻 彫の 代 時 風 白 編 三 第 


へられる。 これには 異說も あつて、 金堂 本尊の 方が M に 古いと も 云 ふけれ ど、 事 W 藥師三 尊が l1.* いら 
しい。 光背は 安政 五 年の 新作な ので 感じが 惡い けれども、 その 體格 •而 相、 衣 文 等は すべて 唐 式の 初 
期で、 未だ 飛鳥 式を 殘 して ゐる 。技巧は 充分 圓 熟して 居ない けれども、 I1U は凜 として 强みが あリ 、口 
元 も締リ 、鼻筋 も 通つて ゐる 。本尊は 丈 六の 座像で、 挾 侍は 立像に して 高さ 二 間、 少し 腰を ひねつた 
姿勢を 取つ てゐ る。 大體の 手法は 同様で あるが、 その 姿勢の 自由な 點や 、衣紋の 線の 幾分 IU! みのある 
點な どは、 一層 寫生 的で あると 云は ねばならぬ。 

I 藥師寺 金堂 藥師三 尊 I これ も 同じく 銅 鑄 像で、 中尊は 臺座 とも 一 丈 四 尺、 挾 侍は 蓮 座と も 一 丈 三尺 
ある。 此の 像は 佛像 彫刻 中の 最 傑作と 稱せち れてゐ るが、 しかし その 製作 年代に ついては 古來 美術史 
家の 間に 種々 議論が ある。 一つは 藥師寺 移 建の 際 新に 造つ たものと し、 他は 元の 藥師 寺から 移した もの 
とする ので あるが、 實 物の 上から 見る と！！ 堂の 藥師三 尊よ リ進步 し、 殆ど 天平 時代の 作と 云つても よい 
位で、. Q 鳳 末期の 養老 年間、 卽 ち藥師 寺 移 建の 後間 もな く 作られた ものと 考へ てよ い。 最初は 全體に 金 
箔を 置いて あつたが、 慶長年 中 兵火に 罹つて 殆ど 全く 剝 落した。 所謂 三十 二相を よく 現は し、 藥帥と 
しての 慈悲 深き 溫容は 見る か £> に 崇高の 感に 打たるべく、 流麗なる 衣紋の 技巧の 如き も、 JJi 洋造像 術 
の 一大 發遂 を吿げ たる 標誠 と， 認む べき ものとの 說も 首肯され る。 作者に ついては 明かで ない けれども 
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面に 區 劃して 種々 の 模様を 現は して ゐ る。 三 階段の 最上 部 中央 四而 に靑 龍、 白 虎、 朱 雀、 玄武の 四 神 
を 現は し、 階段の 上の 臺 座の 腰の 而に は、 裸體の 異邦人の 箕 座した 所を 彫 出して ある。 そ. の 上. 卽ち 
臺 座の 最上 部は 極めて 流麗なる 葡萄 唐草模様が ある。 これは 支那 海 獸 葡萄 鏡の 模樣に 一致して ゐるも 
ので ある。 佛 像と 相 待つ て、 口 本の 卓絕せ る藝術 品の 一で ある。 

I 法隆寺 五重塔 內塑像 I これは 法隆寺 五重塔 初 重 中心 柱の 四方に、 塑 土を 以て 須彌 山を 築き、 こわを 
背景と して佛 像 人物を 作つた もので、 天平 十九 年 二月の 「流 記 資財 帳」 に、 『合 塔本肆 面具增 、一具 
涅槃 像 土、 一具 彌勒佛 土、 一具 維摩 詰 像 土、 一具 分 舍利佛 土、 右 和 銅 四 年歲次 辛亥 寺 造 者』 と あつて 
確かな ものである。 卽ち 北は *; fA 槃 、南は 彌 勤、 來は 維摩、 西は 分舍 利と 四而に 配して ある。 これ 等は 
すべて 塑 土に 彩色を 施した もので、 寫生 風の 中に a 逸の 趣 も 含んで ゐ る。 一尺 五寸內 外の 小 彫塑に し 
て、 堂內の 金銅佛 像と 等しく 見るべき ではない が、 唐 風に ょつて R 由な 腕の 奮つて あるの が 面白い。 
殊に 卿-像で 彩色の ある こと、 一穐の 群像で ある ことな どは、 奈一艮 時代 及び それ 以前に 他に 類似がない 
但し 後世の 附加 物が 多 5 乙とは 注意せ ねばなら-ぬ。 

一長 谷 寺千體 釋迦銅 坂 I これは もと 大和 國長谷 寺に あつて、 今は 奈良 博物館 內に 陳列され、 銅板 打 出 
し佛像 彫刻 中古 來 最も 有名な ものである。 千 體佛法 華 說相圖 とも 云 ひ、 縱二尺 七 寸餘 、橫二 尺 四寸餘 
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1 1 r 八 四 

'厚さ 六 分 程 あつて、 中央に 三重の 寶塔が あリ 、その 左右に 釋迦說 法の 形、 兩側に 菩薩 羅漢の 像が ある 
これは 銅板と 共に 鑄 出した ものであるが、 その上 部は 一面に 打 出しの 千體佛 を 現は して ある。 その 下 
方の 銘文の 末尾には 天武 天皇の 朱 鳥 元年に、 僧 道 明が 天皇の 爲めに 造つ たこと を 記して あつて、 大に 
參考 となる (If, s ^ q ハ) 佛像 その他の 様式は 一見して 天平 時代に 移らん とする R 鳳 末期の 手法が 示 
されて ゐ る。 

|法隆寺東院繪殿夢違喔11 これは A 鳳 時代 初期の 傑作で 橘 夫人 厨子の 三尊佛 と IT.-J じ 系統に M して ゐ 

る。 別に 技巧を 凝らして はない が、 面相の 表現 優れ、 衣を 透して 美しい 體 格を 見る 乙と が 出來 る。 そ 

して 至極 高雅な 趣を 現は して ゐ る。 f.'.I ほ 法 除 寺 綱 封藏に ある 白檀 九面觀 音は、 一尺 二寸 九分の 小 立像 

であるけれ ども、 その 手法の 鮮かな こと 驚く ばか リで 、正に 天平 時代に 入らん とする 頃の 傑作た るを 

示す" その他 當 代の ものと して、 

法隆寺 
唐 招提寺 
奈茛 博物 舘 
同. 

Jli H 博物館 


金 銅 押出 阿 彌陀三 尊像 
同 

靈 山寺 ^ 佛 
壺坂 寺發見 埤佛 
橘 寺 遺趾發 見填佛 
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第 四 章 天平 時代の 彫刻 

I 天平 彫刻の 槪觀 I 天平 時代は 佛敎藝 術の 最も龅 に、 最も 榮えた 時代であつた のは 申す まで もな 
く、 建築に 彫刻に 繪畫に 、百般の 技術は 非常な 進步 をな し、 彼のギ ソシャ の ペリクレ ス 時代に 匹敵す 
る ものが あつたのは、 我等が 今日 その 遺物に 接して 想像して だに、 愉快の 念を 禁ぜざる 所で ある。 殊 
に 我が 國 彫刻 史上には 黄金時代と 稱 すべく、 一代の 人心は 佛敎の 信仰に 集ま 夕 、佛敎 の 信仰は また 佛 
像の 製作に 集ま リ 、心 力と 財力とは 主として これに 傾け 注がれた ので あるかち、 その 意匠の 巧、 技術 
の 精 共に 究まれ る ものが あつた。 蓋し 聖武 天皇が、 五 丈 三尺 五 寸の大 佛を造 立せ ちれた のを 始めと し 
南部の 七大寺 及び 各地の 名刹、 諸 國の國 分 寺 等に 造ち れた佛 像の 數は 、無 廬數 千に 上つた。 その 多く 
は 一千一 一 百年の 歳月を 經て 、汚損 燒 亡廢滅 したので あれ ど、 尙ほ奈 K を 始め 各地の 古刹には 殘存 する 
もの 數多に 及んで ゐ る。 

一種 類 及び 材料 I 先 づ當代 彫刻の 種類と 材料と について 見る に、 その 殆ど 全部が 佛敎 彫刻、 殊 
に佛 像で ある ことは 勿論に して、 その 種類は 益々 多き を 加へ、 同じく 觀世 音に て も 聖觀音 、九 面觀音 
十一面観音、 不空 s 絹 索觀 音、 千 手觀音 等 多種多様なる 新 題目を 加へ てゐ る。 それと 共に ff 像 彫刻が 始 
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三 八 六 

ま j、 主として 傑 僧 智識の 實 像を 寫すの であつ て、 手法 等は 沸 像 彫刻と 異る ところは 少な かつた が、 
現實 味と 寫實 味と を 著しく 加へ、 一生面を 開く もので あつた。 伎 樂の面 も 前代よ リぼ つ^-- これを 見 
たが、 伎樂の 流行に つれて 盛と なリ 、正 倉院 等に その 遺物を 見る ことが 出來 る。 而して これに 用 ひる 
材料 も、 多種 多樣 にして、 しかも それが 何れも 何等の 不都合な く 自由自在に 扱 はれた こと、 我が 彫刻 
史上 他に 見ない 所で、 且つ 飛鳥 白 鳳 時代には 木彫と 金 銅 鑄佛を 主と し、 稀に 打 出し、 塑土磚 等に 及ん 
だに 過ぎない もの、 此の 時代に 入る と 乾 漆 あ 及、 紙 塑あリ 、石 あ j、 各々 縱撗に 使 ひこな されて あつ 
た。 中に も 乾 漆と 塑像とは、 最も 當 代の 好 尙を 表現す るに 都合が よかつた ので、 最も 好んで 用 ひられ 
たもので ある。 故に 此の 兩 つの 製法に ついて 略述し よぅ。 

j 塑像の 製作 法 一 塑像は 白 鳳 時代に 述べた 如く、 法隆寺 五重塔 內 四面の 塑像を 最も 古しと し、 
元 明 天皇の 和 銅 四 年に 造つた ものである。 通常 塑像の 製法は、 先 づ大體 の 骨 組を 木を 以て 組み立て、 
それを 藁に て 縫 ひ 繩を卷 いて 荒造リ をな し、 その上に 土と 粒 糠と を 混和した ものを 塗つて 中 造 9 とし 
更に 粘土に 紙 切を 入れた ものを 以て 充分に 形狀を 造々、 細部の 點まで 造 j 出し、 最後に 雲母の 類を以 
て 上塗を なし、 又 彩色を 加へ る こと も あつた。 そして 手 又は 或る 裝飾 物の 如きは、 別に 製作して 附着 
させる を 常と した 。その 製は 天平 時代に 入つて 最も 精巧と なリ 、遂に 東大寺 戒壇 院四大 王 倥、 同 寺 法 
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雲 執 金剛 神 像 el を 出す 墨つ た。 1?— と^ふ 含、 同じく 此の 時代に 現 はれ 
て 唐 招提寺 Q 鑑眞 像の 如 1 作が— が、 これは 大體は 土から 出來 て、 塑像と 同じ 衾、 その上に 紙 
を 貼つ て 中を て、 張子 ©やぅ にして ある。 從 つて 骨 組に 繩を卷 きつける こと もやつ てない。 
「乾漆像の 製^ 1 乾漆像 も 天平 時代に 入つ て大に 流行した もので、 平安時代 以後は 全く そ S 
術を 用 ひなかつ た。 こ 4 は 割合に 面倒 f ので、 そ® や々 方に 今日はょ く 知れな £1 れ ど、 大體 
j 三靈が ある とされる。 第一 種は 木彫 乾 漆 であ つて、 これは 大體 細部まで 木で 彫刻し、 その 一部分を 
一 乾 漆で 補つ たに 過ぎない。 飛鳥時代 か 美 はれた® はこれ であ？、 固 拙© 點に暫 紫—。 天平 
| 時代に 人つ ては 伎樂 面に 此 S 類に 入るべき ものが t。 第二 種は 木 心 乾 漆で あつて、 最初 木を 以て 
| 大體 q 像を 造々、 これに 粗 t 乾 漆 e 材料を 以て 下 塗— し、 その上に 布を 貼 又 精密— 漆 液を 塗 
リて 仕上げを なす も？、 その 法は 比較的 簡便で t けれども 製作 物の 重量 S くして、 はつ 精緻な 
エを 施す ことが 出來 ない。 東大 室 月 f 四天王が 踏んだ 邪鬼 形な どが 斯ぅして 作つ て—。 第三 種 
は 卽ち眞 Q 乾漆像— つて、 反は 夾— 、又は 脫活 漆と も 5、 隨分 製法の 面倒な も？ ある。 始 
一め に 木 又は 土で 墨を 作リ 、その上に 土を 塗つ て 大體の 形を 作 及、 その 固まる のを 待つ て 漆を 糊と し 
で 麻布を 幾重に も その上 かち 張る ので ある。 それが 乾 ▲ぼつく 內 部の 土を 取ぃノ 出す。 その 際には 
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どうしても 首は 首、 手は 手、 胴 や 足 等と 別々 に 分割して 土を 取り出さねば ならぬ。 さう すると 張子の 
首 や 手 や 胴 や 足が出 來る 。これの 內 面の 凹所に 雲母を 塗つて 置く。 そこで 大體の 荒 作リが 出來 ると、 
本體の 外部と なるべき 所へ 精密なる 漆 液ょ”、 漸次 粗なる 漆 液を 施し、 又 布を 張リ 、棺の 葉と 皮と を 
細 末にして 乾かした 抹香に、 砥 粉、 磁粉 などを 混和して 塗リ 、最後に 又 布を 全 體の內 面に 貼リ 、漆を 
施す ので ある。 然る 後 これを 木造の 骨 組の 上に 装し、 別に 同じ 法で 製作した 手 や 足 やを、 針金 か 麻糸 
の やうな もので うまく 繼ぎ 合は せ、 漆 液を 以て その 繼 ぎ 目を 塗り 固める とその エを 終る 譯で ある。 斯 
う， やる と隨分 面倒臭くて、 當世 向きでは ない が、 その代り 至極 細密な 黙まで 造り 出され、 且つ 顏 面の 
表情 や 衣紋の 襞な どに 無限の 趣 致を 出し 得る のみならず、 何となく、 柔かい 流麗な 感じを 與へ るので 
ある。 東大寺 三月 堂の 諸 尊、 四天王の 如きは、 これに 依つて あれ だけの 傑作と なつた ので ある。 

I 天平 彫刻の 樣式 I 尤も 此の 時代の 彫刻の すぐれて ゐ るのは、 材料 や 製法ょ リも 、その 由來 する 
樣 式に 待つ た 次第で ある。 蓋し 當 代の 彫刻は、 前の 白 鳳 時代を 繼 承して これを 發 達させて ゐる と共に 
唐の 彫刻の 樣式 、手法を 輸入し、 更に これを 進步 させた ものである。 唐との 交通は 旣に白 鳳 時代から 
盛に 行 はれて ゐるの であるが、 天平 時代に 入つ ては 一方で 相變ら ず 唐の 影響を 受けながら、 これを 巧 
に 變 化して、 頗る 洗^^ 熟した ものと したので ある。 卽ち 益々 日 木 固有の 趣味、 藝術 化が 行 はれた。 


故に 此の 時 C に 入る と、 印度 —— 唐佛 像の 特徵 たる 衣の 透けて 肉體の 見える やうな や リ 方は 見られな 
い。 また 支那の 龍 門 や 飛鳥時代の 物の 如く 比例の 惡い體 格の 物 も 極めて 稀な ことにな つた。 その 面相 
i の豐 宛な點 などには 餘程 唐の 感化を 受けて ゐるが 、それに 優る ものが 多い。 殊に 崇高なる 表現と か、 
理想 美と かでは、 唐の 彫刻は 遠く 我が 天平 時代の 傑作には 及ばない。 こ、 に當代 彫刻の 獨絕せ る價値 

四 i ある 次第で ある。 けれども 微細に 見て 行く と、 印度 風、 健駄羅 風の 俤は ちよい — 認める ことが 出來 

章 

天る。 今少し これを 具體的 に 述べて 見よう。 

平 先づ 天平 時代 佛 像の 細部の 手法を 見る に、 その 體格の 均衡が 非常にう まく 取 
時 I れ て、 利學 的に 割り出した 最近の 西洋 彫刻に 優る とも 劣ち ない。 殊に 乙れ を 飛鳥時代の 作に 比較して 
M 一見る と、 白 風 時代を 經て 次第に 完成 II 熟して 來た ことが 知られる。 そして 體格が 硬くな く、 柔和に 颦 
彫一麗 こ、 如'^ にも WI かい 肉と 血と を 包んで ゐるや うで ある。 けれども 同時に 少しも 威嚴を 失つ てゐ ない 
刻 I 爾陀 、觀 音の 如きは、 富麗 艶美の 裡に 、犯す 可らざる 威 嚴を俱 へ、 或は 天 部 諸 尊の 如く 勇猛 魁偉に し 
I て 雄 II 沈實の 氣魄を 示した ものが あつた、 人間 美の 理想化、 神性 化、 男性 化が、 極度にまで 行 はれて 
ゐる 。卽ち 天平 彫刻の 一大 特色と して 寫實の 理想化、 理想の 寫實 化が 最もよ く 合致して 行 はれて ゐる 
ことを 知る© で ある。 中に も而 相は、 造形美術 本來 ©中心 1 、殊に 信仰 S 象と し 5 卵の 爲 
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めに 佛 像を 造つ たので あるから、 面貌には 最も 注意を 拂はれ 、圓滿 に 諸相を 具足して ゐる 。本尊 及び 
佛 菩薩は その 顔面が 圓 くて 福々 しく、 所謂 天平 式であつて、 眼は 最も 寫生 的であつて、 上下の 眼瞼が 
波を 打つ て ゐ るのは、 前代と 著しき 進步を 見る。 鼻 や 口の 形 も、 飛鳥時代の 固 拙な や リ 方とは 全く 異 
リ 、耳朶に も孔が あリ 、何れも 形が 立派に 整 ひ、 肥滿 せる 面相を 現は す爲 めに 二 重頋 になつ てゐ る。 
喉 や 胸の 肉つ きも ふつく リと 曲線の 美を 現は し、 手 や 足 も 頗る 見事に 出 來てゐ る。 それ 等 も 亦 寫生風 
に、 如何にも ふくょかな 感じを 與 へる。 次に 衣紋は、 飛鳥時代の ものは 甚だ 勁 健なる 線から なリ 、襞 
の 切 斷面も 大抵 直角 かそ 4 に 近い ものであるが、 天平 時代® も S 非常に 籠で、 淀みな く 波を 打つ 
てゐ る。 璧 =E すれば 飛鳥時代の 彫刻は 直線 的の 感じが あつたが、 此の 時代の 物は 曲線 的で あ-る 又此 
の 時代の 本尊は 飛鳥 式の ものと 異つ て、 唐 式が 勝つ かち 天衣の 着 方が 著しく 違つて 來 た。 光背 藻 座 後 
冠 等の 技巧 も 進步し 且つ 精緻に 複雜 になつて ゐる 。その他 天平 時代の 思想、 手法 等に ついては 諮 美す 
べき 點が澤 山 ■あれ ど、 要するに 日本に 於け る 彫刻の 黄金時代で ある。 

i 天平 時 ^ の 彫刻家 _ 此の 時代の 彫刻家に ついても 餘嘉く 知られない 二體 、上代は 彫刻家に 限 
ちず、 作者は 餘リ傳 はつて ゐない が、 天平 時代の 作家と して 名を 知られる のは 僅に 七 八 人に 過 r ない 
卽ち 大佛の 作者と して 有名な &|- |: 1- §# 鑄エ長)、が8、&„、^墨(以上鑄エ)が 


あ リ、 i ぼぎ 1511— 濟ょ 4 化した 人で—。 雲 I 御 願を 起され、— 那佛の I 

一が、 つ ひに 身を 挺して そ© 大任を f、 幾多 1 心 息 5H せし— ので、 宫隻大 寺 次官 大佛邮 
I とし 1 ヶ下に 叙せられ た。 又當 代に 有名で あつた 兄弟の 鑄エが ある。 稽文會 、稽 主動 これで、 河 

^  ^  ir  si 

1 丈甞 て聖武 天皇 Q 神龜 元年に 大和 長 谷 寺の 本尊 十一 面觀 音を 刻む ために、 蒙を 求め 山に 入つ て その 
平 ー エに從 事した。 樵 夫 某 その 場所に 至つ て 偶然 これを 見る に、 稽文會 は六臂 の地藏 尊、 稽議 はこれ 亦 
時 一六 臂の不 籠 索で、 その 手每に 或は 懲 を執リ 、或は 刀を 持つ て 彫像に 從 事して ゐ たとい ふ。 斯 f 奇 
u  If 依つ 511 S つた けれども、 一方 諸 所に その 作と せられる 傑出 •  b t -i 刻 1 
I 幾つか 遺つ て ゐる。 又 東大寺— に 在る 伎醫の 裏書に、 聖人 作と t、 僧 置、 將 
刻： l: k s: 寺 も 亦當 代佛師 として そ© 名を 知られる。 又 唐松 提 寺® 古佛 像に 佛エ 軍法 刀、 思 1 どい ふの 

も あ-つて、 二人共に 唐人で あると 傳 へる 二 £、 歡 ©如き 高僧® 所作と する 遺物 4 わ ど、 その 眞 

僞は 保し 得る 所でな ハ。 兎に角、 當 代© 代表的 遺品を 左に 語つ て 置かぅ。 

nsmsiswl 當 代の 傑作と しては、 東大寺 境 內—堂 i 存す f  い。 中に W 

三 九 一 


刻  彫  の  本  口 編 三 第 


三 九 一一 

法 華 ^ 卽ち三 パ ^ には、 實に 天平 時代 彫刻の 粹を m めて あると いふべき 程數 多く  ■の 傑作を 見る ので あ 
る。 此の 寺は 建築の 部に も 詳しく述べた 如く、 天平 五 年の 建築であつて、 餘リ 大きな 堂では ない が、 
一中には 堂と 殆ど 同時に 出来た 諸 佛像が 、十 數體 ある。 先づ 本尊は 不空潁 索 M 音の 立像で、 良 辨 僧正の 
: 作と 傳 へて ゐる 。八 角 二重の 臺 座の 上に 立つた 乾漆像で、 高さ 一 丈 二 尺 あるから、 なか {高く 仰が 
| れ る。 三 目 八臂を 具へ、 莊嚴な 姿勢を と”、 體 格の 比例は まことに ょく、 面相 も ISI 滿で あつて、 彼の 
j 三 目の 如き も 何等 怪奇の 感じを 與へ ない。 その 慈悲 深 t 溫容や 、流麗なる 衣紋の 現は し 方は、 殆ど 5-C 
一 今. 無缺で ある。 これ ^ 優秀な 技巧と 敬虔な 信仰の 力と を 以てせねば 出來 ない 傑作で ある。 尙ほ 此の 本 
| 尊の 寶冠は 非常に 立派な もので、 高さ 約 三尺、 直 徑二尺 許リあ る。 全部 銀の 透 彫に して、 寶相 花の 模 
樣を 現は し、 水晶 や 眞珠や その他の 珠玉 二萬顆 以上を 以て 鏤めた 逸品で ある。 その上 所々 に 八稜の 鏡 
を 吊し、 頂上には 寶珠 火炎 等の 裝飾が あ 4、 更に 正面に 八 寸許リ の 小佛を 安置して あるが、 その 小佛 
の 光背が 矢張リ 至極慘 美な 唐草模様の 透 彫で、 蓮華を 現は して 居るな ど、 技巧の 優秀、 意匠の 警抜、 
表現の 富. ■、誠に 申 分の ない 結構な ものである。 その 光 肯も亦 他に 餘リ 例の ない 奇拔な 形を なして ゐ 
る。 

111 大寺法 華 堂 日光 月光 j 此の 本尊の 左右には 同じく 八 角の 壇上に 立つた 挾 侍佛が ある。 左は 梵天、 右 
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は 帝釋 天で あるが、 普通 これを 日光、 月光と 呼んで ゐる 。共に 本尊の 約半分の 高さ、 卽ち 六尺 八寸あ 
る 塑像で、 本尊は 蓮 瓣の上 に 立つ けれど、 日光 月光は 壇上 直接に 立つ てゐ る。 その 體 格の ' t 例 申し分 
なく、 面相は 殊に 傑出して ゐ る。 圓滿 にして 崇高、 梵天は 殊に 傑作 中の 大 傑作で、 7'T 來最も 有名な も 
ので ある。 尙ほ 本尊の 左右に 少し 離れて、 別な 梵天、 帝釋が あリ 、何れも 高さ 一 丈 三尺 二 寸の大 きい 
乾漆像で あるが、 寺傳に 依れば これを 梵天 帝釋 となし、 本尊の 挾 侍に して、 前述の 塑像 佛は 日光、 月 
光で あると して ゐる 。製作は 本尊 佛と 同じで あれ ど、 前記 塑像の 梵天 帝 釋よリ も 劣つ てゐ る。 又 本尊 
の 背後の 兩 方に 吉祥天 及び 辨財 天の 兩塑 像が あつて、 これ 等は 何れも 寫實と 理想との 巧に 調和され た 
ものである。 

華 堂 四天王と 仁王 i 尙ほ 堂の 四隅には 四天王が あリ 、本尊の 前の 左右には 仁王が 立つて ゐ 
る。 何れも 同型の もので、 天平 時代の 天 部 彫刻の 代表 物て ある。 高さは 各々 一 丈の 乾漆像に して、 胄 
を 着けて ゐるが 、その 彩色は よく 殘つ て鮮 かで、 天平 時代の 模樣を 見る ことが 出來 る。 その 模様には 
寶相 花を 主として、 幾何 的の 模様な ども 多い ので ある。 體 格の 比例 姿勢は、 二王 四天王と もに よく 出 
來て居 j、 特に その 相貌の 所謂 憤怒 相を よく 現は し、 勇 偉に して 莊重な る、 しかも 沈着の 趣の ある點 
窒 に 稀世の 作で、 此の 時代の 外に 見る を 得ない。 
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I 東大寺 法 華 堂 執 金剛 神 これは 本尊 背面の 厨子 中に 安置せられ" 頁 辨 僧正の 念 持 佛と稱 して 古來秘 
佛とせ ちれて ゐた 。高さ 五 尺 五寸の 乾漆像に して、 彩色が 頗る 鮮明に 殘つて ゐる こと 上の 諸 像と 同 D 
い。 高さ 五 尺五寸 、右手は 金剛 杵を 執つて 上げ、 左手は 下げて ゐる 姿勢が 實 にょく 勇躍して ゐる 。梵 
天が 靜を 現は す 代表作と すれば、 これは 動を 表は す 傑作に して、 法 華 堂に 於いての みならず、 天平 時 
代 彫刻の 双璧と いふべき である。 此の 像 或る 戰爭の 時、 口ょ リ數 萬の 蜂を 吐き出し 敵 兵を 刺し殺さし 
めた と 傅へ るのは、 その 作、 眼 圆く腰 細く、 頭に 觸角に 類す る ものが あ夕 、手に 劎を 持し、 おの づか 
ら その 形の 蜂に 類す る 所から 起つ た說 であらぅ。 因に 前に 述べた 辨財 天と 吉祥天と も 傑出して ゐる塑 
像で あるけれ ども、 惜しい 哉皆缺 拟 して 昔の 俤を 傷け て ある。 

I 東大寺 戒壇 院 四天王 I 別に 柬大 寺の 戒壇 院にも 四天王が ある。 此の 戒壇 院は 日本 三 戒壇の 一にして 
聖武 天皇の 天平 勝寶七 年に、 唐 僧！！ 眞が 勅を 奉 D て 創立した ものである。 堂宇は 早く 燒 亡した が、 幸 
に 此の 四天王を 遺して ゐる 。朔 像に して 各々 五 尺 四 寸あリ 、四體 とも 同時代の 作に して、 三月 堂の そ 
れに 優る とも 分らぬ 傑作で ある。 元來 四天王とは 東を 持國 天、 W を廣目 天、 两 を增長 天、 北を 多 聞 天 
となし、 古. 來大に 尊崇せられ、 當時 國家鎭 護の 神と せられた。 當院の 像、 四體各 多少 狀貌 の變 化が あ 
れど 、何れも 體格 とい ひ 面相と いひ、 雄武 沈 寶、 一様の 名作と せねば ならぬ。 但し 四體 とも 皆 彩色を 
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施して あつたが、 今は 剝落 して 僅に その. M 跡を 止めて ゐ る。 又 それ 等の 眼 睹に は黑曜 石を 嵌入して あ 


I 東大寺 大 佛殿盧 舍那佛 I 天平 時代には 乾 漆、 朔像 等に、 上の 如き 傑作が あると 共に、 鑄 金 術 も 亦 非常 
に發 達して、 遂に 高 深 雄大なる 鬼 大寺盧 舍她佛 、卽 ち奈 良の 大佛を 鑄 出す るに 至つた。 但し 不幸に し 
て 天平 時の 作は 二度の 大火に 罹つた ので、 下腹部 以下 蓮 座に 於いて 當尔の 技巧を 想 兄し 得る に 過 r な 
いが、 天平 時代の 佛敎 及び 藝 術の 核心と も稱 すべきで あるから、 その 大體を 語つて 置かねば ならぬ。 
その 由來に ついては 建築の 部で 語つた 通リ 、天平 十五 年、 聖武 天皇の 御辨 願に ょリ 、近 江_ 甲賀 寺で 
佛體の 骨 組を 造られた が、 のち これを 中止して 奈 良の 東大」 寸の 所で、 天平 十九 年ょ リ鑄 造を 始められ 
たので ある。 その 翌々 年 大體の 鑄 造を 終 6、 同 四 年 鍍金し、 その 年に 開眼 供養せられ たので ある。 何 
分 我が 美術史 上空 前絕 後の 大事 業に して、 聖武 天皇が 幾 僮の 國帑を 抛たれて 試みち れた 大佛像 だけ あ 
つて、 銅像と しては 東西 古今を 通 D ての 大作で あるの みならず、 その 技巧に 於いても 決して 拙劣な も 
のでは ない。； 雄 深 豊麗な 趣を 十分 發揮 した もので あつたに 違 ひない。 惜しい 哉 治 承 四 年に 平重衡 のた 
めに 兵燹に 罹 リ 、その 頭を 落し、 また 手を も 毀損して しまつた。 それを 源 M. # が 再興した のを、 又 永 
祿十 年に 松 永久 秀 のために 燒かれ て 大破 損を したので ある。 現に 見る のは 元祿 時代の 修補に 成つた も 


一一: 九 八 

ので、 天平 當 年の 鑄 金の 妙を 見る ことは 出來 ない。 

j  一, 奈頁 大佛の 規模 I 大佛の 大きさは、 高さ 五 丈 三尺 五寸 、面長 一 丈 七 尺、 廣九 尺五寸 、鼻高 三尺 
眉 長 五 尺四寸 五分、 目 長 三尺 九寸 、口 長 三尺 七寸 、頤長 一尺 六寸 、耳 長 八 尺五寸 、頸 長 二 尺 六寸五 
第 分、 肩 徑長二 丈 八 尺 七寸 、胸 長 一 丈 八 尺、 腹丧一 丈 五 尺、 臂長一 丈 九 尺、 肘ょ リ 腕までの 長さ 一 丈 五 
® H 尺、 掌 長 五 尺 六 寸 、中指 長 五 尺、 脛 長 二 丈 三尺 八寸 五分、 膝 前 徑三丈 九 尺、 膝 厚 七 尺、 足下 一 丈 三尺 
日 蛸 形 九 百 六十 六 個、 高さ 各 一尺、 徑 各六寸 、これ だけが 大佛 の 體で 、座は 銅 座高 一 丈、 徑六丈 八 尺、 
本 j 上 周 一一 十一 丈 四 尺、 某 周 一一 十三 丈 九 尺、 石壽八 尺、 上 周 三十 四 丈 五 尺、 薔三 十九 丈 五 尺、 圓 光一 
の j 基 高 十一 丈 四 尺、 廣九丈 三尺。 これが 材料と して 熟 銅 七士一 一 萬 九 千 五 百 六十 斤、 gg り 一 萬 二 千 六 百 十 
一八 斤を 用 ひて 鑄 造し、 その 鍍金の 材料と しては、 鏤金一 萬 四百 三十 六 兩 、水銀 五 萬 八 千 六 百 二 十一 兩 
j を 用 ひ、 銅 S 解 や 鑄 造 Q 際の 燃料と して、 木炭 一 萬 六 千 六 百 五十六 斛を 使用した とい ふ。 而し てこ 
$ れが 挾 侍は 東觀 音、 西 虛空藏 で、 高さ 各 三 丈の 乾 漆 座像、 四天王 も 高さ 三 丈の 乾 漆 彩色 像であった と 
j いふ。 而 して 現在の も 0は、永祿の大破後 〇]* §|^なる者、頭を木で造々銅板を張って假修繕をなし 
たが、 赛 子、 一兀祿 の頃 公慶 上人が 胸 以上を 改 鑄し、 寶永九 年 九月 成リ 、十 年 三月 開眼 供養を 行っ たも 
ので ある。 蓮 瓣も六 七 分は この 時の 改 鑄で、 天平 當 初の ものは 胸 以下 胴 體と蓮 瓣十餘 枚に 過 r な (が 
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手法は 胴 體に 依つ て 多少 わかる。 また 蓮瓣 には 一 牧每に 筋 彫が あるので、 その 様式 手法を 見る ことが 
出來 る。 

一 東大寺 現存の 遺物 I その他 東大寺に 現存す る 主なる 遺物を 擧げ ると 
彌勒 菩薩 像 (木) 

如意 輪觀音 (金 銅) 

多 寶如來 像 (金 銅) 

誕生 佛像 及び 銅盤 (金 銅) 

西 大門 勅額 (木) 

伎樂面 (木、 乾 漆)  . 

火佛殿 前燈籠 (金 銅) 

右の 內 、彌勒 像は その 手法 雄 健に して 法 華 堂の 諸佛と 手法が 異つ てゐ る。 故に これを 平安朝の 初期に 
入れる 人 も ある。 西 大門 勅額は 雄 健の 筆法で 『金 光明 四天王 護國之 寺』 の 十字を 二 行に 彫リ 出し、 額 
の 左右に 梵天 帝 釋 四天王な どの 小さな 木像を 添加した、 非常に 大きい 額で、 聖武 天皇の 宸翰で あると 
傳 へて ゐ る。 大佛殿 前の 燈籠 には 富麗 なる 天人の 透 彫が あるので 有名で ある。 これで 束 大 寺の 遺物は 
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終って、 他の 諸 寺に 移ち ぅ。 

一新 藥師寺 本尊 薬師 一 新藥師 寺は 奈良春 日 山麓に あって、 天平 十九 年 創立の 儘殘っ てゐ る。 その 本 
曾 藥師は 天平 時代と しては 珍しい 木彫の 座像で、 衣紋の 線條は 頗る 自由自在で あるが、 三月 堂の 諸佛 
像の や々 方の 如く 圓味 がな く、 彫リ 方が 鳥の 嘴 形に な”、 從って 雄 健 勁 直な 表現を 有して ゐる 。その 
ために 次の 弘仁 時代 ^ 入るべき もの かとの 說も あるが、 木彫の ことでは あるし、 別派の 彫刻家の 手に 
成った もの かも 知れない。 その 面相を 見る に、 眼が 非常に 大きくて、 他に 餘リ 類似の ない ^* ので、 鼻 
の 輪廓 も寫實 的で 强 く、 口元 もし まリ 、體軀 肥満して 一見 豪壯 雄偉な 趣が ある。 その他 手の 形な ども 
非常に 寫生 的に 出來て ゐ る。 光 肯も亦 同し 時代の 作で、 日本 有數の 彫刻と 見ねば なち ぬ。 
j lfil 藥師寺 十二 赖將 I 本尊の 周圍の 圆 壇の 上に 圓く 安置され た藥師 十二 神將 も、 傑れた ものである 
今は 一體缺 損して ゐるが 、此の 十一 體は皆 塑像で、 着 彩せ ちれ、 高さは 六尺 ある。 その 表現は 雄健簡 
勁に して 寫生 的な ものである。 天平 時代 天 部 彫刻の 傑作と して、 三月 堂の 執 金剛 や 四天王に 比して、 
稍 氣魄の 雄大は 缺いて 居る けれど、 左まで 劣る ものでは ない。 

| 唐 招提# 金堂 本尊 一 此の 寺は 天平 寶字 三年に 唐 僧 鑑眞の 開基に か、 3、 ， その 彫刻に 一種の 特色が 
ある。 それは 鑑眞 と共に 來 朝した、 思 託、 義淨 、曇韓 、如寶 、軍法 刀 等 二 十四 人の 中に 彫刻の 術に 秀 
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で、 ゐた者 も あつたので、 苋 大 ■寺 派とは 異つた 特殊の 手法を 傳 へたので あらぅ 〇中 にも 金堂 本尊の 廬 
舍那佛 は 唐 僧 義淨の 作と 傳 へられる 丈 六の 乾漆像で ある。 雄大 高遠に して 慈悲の 妙 相を 備 へ、 奈良時 
代 獨特の 名作と 稱 すべきで ある。 手法 こそ 異れ 、宛 かも 創建 當 時の 東大寺の 大佛を 見る 心地が する。 

一 且つ 開山 鑑 眞の傳 へた 律宗の 影響を 具體 化した ものであつて、 眉 長く 延びて、 末尾 少しく 止 i?. 、 口元 
一し まれる 處に 多少 幽晦の 趣を 暗示して ゐる 。その 衣紋の 曲線が 自由に 波立ち、 技巧の 滯らざ る 所に 天 
一平 時代の 藝術が ある。 その 光背は 千 釋迦を 現は し、 その 周圍に 火炎を 出して あつて、 それが 甚だ 雄 健 
| なる 唐草 模樣 となつて、 光肯 としてはなか^^ 凝つた もので あれ ど、 後世の 修補が 甚だ 多い。 

: [I ig^ g Q 其 他の li 像 唐 招攀 には その他に も 天平 時代の 遺作が 若干 ある。 此の 木 尊と 同型の 勿て 
| は K 侍の 藥 mm 2 が ある。 これは 木 心 乾 漆で あつて、 衣紋の 曲線な どは 多少 固くなつ て ゐるが 、面相な 
一 どは 殆ど 同じで、 肥滿 した 體軀に 雄大の 趣を 發 揮して ある。 且つ 表情には 神 M.' 的の 分子が 現は されて 
ゐる 。金堂の 千手觀 音は、 寺傳 には 天人の 作と あるが-表現の 式は 本尊 及び 藥師佛 とは 異リ 、東大寺 
一三 B 堂の 諸佛と 似た 手法に なつて ゐる から、 これは Q 本流の 彫刻家の 手に なつた もので あらぅ。 比較的 
大きな 乾漆像で、 四十 臂の 普通 形の 手の 間に 無 數の少 さな 手が 柿 入され てゐ るが、 頰る穩 健な 大作で 
千手觀 音の 代表と すべきで ある。 その 光背 もまた 注目に 價 する。 なほ 本， .- 1: 前面 左右に 梵天 帝 ^ や、 四 
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四 〇二 

隅に 四天王が あリ 、何れも 木彫 着 彩で、 同 D 頃の 作で ある。 又 同 寺の 講堂には 二 天が あつて、 これは 
軍法 刀の 作と 傅へ、 金堂 本尊と 同じ 様式の ものである。 而し てこれ には 甲冑の 模様を 半 肉 彫で、 唐草 
などを 現は して ある。 その他 同寺內 には 破損 佛を 合して 十 數體の 天平 式 彫刻が ある。 獅子吼、 十一 面 
觀 音、 衆寶 王、 藥師 等の 木像は 何れも 唐 招 寺 風の 特色を 帶び たもので あるが、 獅子吼 菩薩が 最も 傑出 
して ゐる 。それ 等は 現に 奈 頁の 博物館に 陳列せられ て あるから、 觀 るには 便宜が ある。 

I 法 華 寺 十一面観音 これは 木彫に して 高さ 三尺 二寸 ある。 法 華 寺は 聖武 天皇の 十三 年. 光明 皇后 
の 御 願に 依つ て 建立せられ た 尼寺で、 此の 像は 皇后の 御 姿を 模し たもの だと 傳 へられる。 十一 面觀世 
音とは 前の 三面は 慈悲、 左の 三面は 忿怒、 右の 三面は きば 上に むかひ 善を 見て は 喜び、 惡を 見て は 嘲笑 
する ことを 表は して ゐる 〇而 して 正面 本體 は不 笑不瞋 にして、 善惡 不二で あると する。 又 頂上の 佛面は 
正 法 明如來 にして、 對果形 因の 像と する。 而 して 此の 像は 本堂 本尊と して 祕佛 となつ てゐ たので よく 
保存され てゐ るが、 その 手法には 稍强い 所が あるので、 新藥師 寺の 本尊と 共に 弘仁 初期に 擬せら れる 
こと も ある。 しかし 矢 張々 木彫で あると、 多少 流派の 異 るのと でさぅ 見える ので、 實は當 代の 物 £> し 
い。 その 意匠 手法 共 妙を 極め、 全身を 右卿に 支へ て 稍 體を斜 にし、 左 脚は 輕く 出して 輕く指 端を 上げ 
左手は 印を 結び、 右手は 膝下に 塗れて 衣 端を 持ち上げて ゐる 。その 配合 まことに 宜しき を 得、 自ら 優 
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美の 趣を 表は して ゐるが 、た r 顔面は 正眼 嚴 然として 『大光 普 照 救世を 誓 ひ、 大悲を 衆生に 施さん と 
する』 の 風貌を 備 へて ゐ る。 白木 造に して 彩色は 施さず、 殊更ら の 技巧を 弄しないで、 しかも 刀銳く 
面 平滑に して 金工の 如く、 非常な 熟練を 示して ゐ る。 實に 此の 時代の 遺物 中の 最 優等 作と すべきて あ 
るの みならず、 木彫と しては 我が 邦 無二の 傑作と 稱 してょ い。 

j 秋篠 寺の 三佛髅 I 秋篠寺 は當代 末期の 寶龜 十一 年に 創建され たもので あるが、 今は 全く 頹廢し 
てゐ る。 天平 時代の 遺物と しては、 暇 梵天、 帝釋 及び 技藝 天の 三體の 頭部 だけが 殘つて ゐ る。 その 體 
軀は 鎌倉時代に 補修した ものである。 しかし その 而相は 何れも 優雅な 傑作で、 殊に 技藝 美の 如きは そ 
の 性質を ょく 現は し、 美の 神を 髪 髴せ しめる 最も 優れた ものである。 又帝釋 天は その 彩色の あとが 今 
は 赤黑 くな つて ゐるた めに、 非常に 嚴 格な 中に、 幾分 暗 愁を帶 びた 樣な 表現を 示して ゐる 。蓋し これ 
は 天平 末期から だん^^ 勢力を 得て 來た密 敎の 影響と 見るべき であらぅ。 兎に角、 技藝 天の 如きは 得 
易から ざる 出來 である。 目下 三體 とも 奈頁の 博物館に 出陳せられ て ゐ る。 

I 法隆 寺の 諸佛像 I 法隆 寺は 飛鳥時代の 建立で あるけれ ども、 その 建築物と 彫刻とは、 共に 殆ど 
各 時代に 亘つ てゐ る。 卽ち 天平 時代の 彫刻には、 三月 堂な どの 佛 像の やぅな 傑作は ない けれども、 優 
れた ものがないでも ない。 その 有名な ものには 
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金堂 十一 面觀音 (木) 

傳法堂 藥師三 尊 (乾 漆) 

綱藏九 面觀音 (木) 

同彌 陀如來 (打 出) 

食 1: 日光 月光 (塑) 

食堂 四天王 (塑) 

西圓 堂胎內 佛藥師 (銅) 

彌勒 菩薩 

その 中 十一 面 響は、 木彫 彩色の もので 天平 十 年 前後の 作と され、 九面觀 音は 頭部が 少し 大き 過ぎる 
けれども、 面相 優秀に して、 裝飾の 非常に 精巧を 極めた 名作で ある。 食堂の 日光 月光 兩像は 、表情 閑 
雅に して、 全體 に飄 逸の 氣の 溢れた もので あ 9、 同 四天王 像は 手法は 優秀では ない が、 粗造リ の大膽 
な 所に 面白味を 含んで ゐ る。 又彌勒 菩薩は 天平 時代の 特色を 帶び 、面相の 表現が なか^" ょく* 寶冠 
頸 飾が 殘っ てゐ る。 綱 封 藏の彌 陀如來 は 打 出しの 半 肉 彫で、 挾 侍 も 一緒に 遺って ゐ る。 

厂大 安寺の 諸佛像 I 大霉は聖武天皇が天平元年に„に勒して造らしめた大寺で、飛鳥の里で 

四〇五 
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は 大安 大 寺と 言った 由緒の 古い もので あ-る。 ^: • 慈は 甞て 唐に 行き、 西 明 寺の 圖を寫 して、 歸朝 しその 
圖に 依って 大安 寺を 建てた とい ふ。 此の 寺 も 今は 全く 廢頹 したので、 當時の 佛像は 僅に 十數體 を殘す 
のみで あるが、 その 樣 式を 見る と、 東大寺 風の 富麗 一方の 佛像で はない。 幾分 唐招提 寺 式に 近い 嚴格 
な 緊張した ところが ある。 重な 遺物は 次の 如くで、 これ 等も奈 良の 博物館に 出陳せられ て ゐる〇 
馬頭観音 (木) 

楊柳 '# Ji 音 (木) 

不空羅 索觀音 (木) 

十一 面觀音 (木) 

聖觀音 (木) 

四天王 (木) 

右の 中、 四天王 像は 甲胄の 模樣を 半 肉 彫で 現は し 出した や 及 方は、 唐 招提寺 講堂の ものと 同一 手法で 
日本 彫刻 史上 珍しい ものと されて ゐ る。 

I 室 生 寺彌勒 菩^! 大和 宇陀の 山中の 室 生 寺は 女人の 高野山と 稱せら れ 、建築に 金堂 及び 五重塔 
が 弘仁 時代 唯一の 遺物で ある ことは 建築の 部で 詳しく述べた が、 こ、 の彌勒 菩薩の 本尊 彌勒 菩薩は、 
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木彫の 三尺 程の 小さい ものであつて、 その 光背は 唐草模様を 透彫リ にした 精巧な もので あリ 、本尊は 
少し 强い 彫り 方で 溫 健の 表現を なした ものである。 寺傳 では 弘法 大師 作と なつて ゐる けれども、 今は 
一天 平 末期の 彫刻と されて ゐる 。頭の 稍 大き 過ぎる のは 手法 上の 癖で あらぅ。 

I 聖林寺 十一， 面觀音 I 聖林 寺は 大和の 飛鳥の 東方 櫻 井から 多 武峰 地方に 行く 道に ある 寺で ある。 こ 
の觀 音は もと 大神々 社に 預つ •てあつた のが、 維新 後聖林 寺の ものと な $、 今は 奈一艮 の 博物館に 出陳 さ 
れて ある。 木 心 乾 漆の 立像で、 全體の 均衡 もょ く 取れ、 右手を 輕く 前方に 延ばし、 左手を 曲げて 寶瓶 
を 持ち、 天衣は ゆるく 兩手 に懸 つた 點な ど、 頗る 自由な 手法で、 面相は 奈良時代 特有の 高 深の 氣に滿 
ちた 傑作と 稱 する ことが 出來 る。 

j  -  蟹滿 寺の 釋迦像 も 有名な ものである。 高さは 八 尺八 寸あリ 、金 銅の 坐像と し 
一て 斯 くの 如き 大作は 一寸 稀ら しい。 面相は 峻嚴な 感じの する 方で、 姿勢は 剛直に して、 全體の 表現が 
富 麗とい ふょ々 は大に 雄 健な 特色を 發 揮して ゐる 。しかし その 衣紋の 曲線は 寫生 的で、 藥師寺 金堂の 
一本 尊と 似て ゐるが 、面相は 彼れ ょリも 一層 立ち 優つて ゐ る。 

>  510 その外には、 大和 西大 寺に 僅少の 遺物が ある。 < 此の 寺は 天平 神 護 元年の 創立 
で、 南都 有數の 寺であつた が、 今は 全く 廢頹 して 創建 當 時の 彫刻は 殆ど 全部 散逸して しまつて、 四 王 

四 0 七 
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堂に 四天王の 踐んで ゐる 鬼の 像が 三つ ばか リ あるに 過ぎない。 しかし その 像は 皆 雄渾な 出來で 、天平 
時代の 特色を 見る ことが 出來 る。 又 山城 國高尾 の 神 護 寺には 乾 漆の 釋迦 坐像が ある。 その 面相の 高遠 
崇高、 衣紋の 曲線の 甚だ 流麗で、 變轉の 自在なる こと、 一見して 天平 時代の 傑作で ある ことが 知れる 
近 江 國渡岸 寺の 十一 面觀 音像は 木彫で、 手法の 比較的 淺い 、簡單 な 手法から 出來 たもので は あるが、 
殆ど 半裸 體の 肉つ きの ふつく りした、 胸の 肉の 現は し 方 や 面相の 至極 柔和な »| 滿の 表情が、 何とも 云 
へぬ ものである。 頭上の 七觀首 が 少し 大き 過ぎる ので、 全體の 均衡は 何ぅ かと M はれる が、 それ も大 
した 缺點で は 勿論ない。 山城 太 秦廣隆 寺の 不空藕 索 觀音も 乾 漆の、 一 丈 二 尺の 高さの ある 大像で ある 
衣紋の 手法は 奈 良の 三月 堂の 本尊に 類似し、 矢張リ 天平 時代の 一名 作た るを 失は ない。 それから 名 だ 
けを 擧げて 置けば 

山城 太 秦廣隆 寺彌勒 (塑) 

大和 岡 寺 如意 輪觀音 (金 銅) 

近 江 善 水 寺 誕生 佛 (金 銅) 

法隆寺 献納 法 物 四十 八體佛 中の 若干 

を 始め、 個人 所有の 物 や、 海外へ 出で たもの が 可な リ多い であらぅ。 尙ほ佛 像とは 別に、 肖像に つい 
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て 語つ て 置かねば ならぬ。 中で 有名な のは 

I 興 福 寺 十大弟 子 一 が ある。 「興 福 寺由來 記」 に 依れば、# の 像は もと 法隆 寺の 東 一里 許リ なる 額 安 
寺に 在つ たもので、 佛師 の 作で あると 云へ ど、 これは 確說 ではない。 時代は 矢 張々 天平に 紛れ 
なく、 釋迦 の十大 弟子を 乾 漆で 現は した もので、 現存す るのは 四體 に過ぎない。 それは 奈良の 博物館 
に 陳列して あるから 何人で も 見られる。 乾 漆で あるから 衣紋な ど 極めて 内 由に やつて あるが、 一體に 
精巧と いふ 方では なく、 餘程 手を抜いた やうな 粗 造の 感 D がする。 同 寺には 他に 天 龍 八 部 衆が あつて 
これ も 全く 前の 物と 同一の 手法で、 乾 漆の 立像で ある。 十大 弟子ょ リは着 彩の 跡 も 綺麗で、 手を 込め 
て あるが、 稍 活躍 飛 動の 趣を 缺いで 居る。 

それから 東大寺 開山 堂に ある K* , 像は、 高さ 三尺 一寸 程の 坐像の 着色した も 
ので、 奈良時代の 肖像 中 最も 傑出 するとされ る。 面相 豪邁に して、 如何にも 此の 時代の 傑 僧大德 とし 
て、 赴 も 勢威の あつた 人は、 こんな 風貌を 具へ てゐ たらう と 思は しめられる。 岡 寺に ある 義淵 僧正の 
乾 傑 像 も、 □下 奈良の 博物館に 陳列せられ てゐ るが、 餘程の 老體を 現は した ものら しく、 立派な 體格 
であ リなが ら 、額に 幾條の 皺を 刻んで ゐる點 や、 法衣の 間から 肋骨の 見える ところな ど、 寫實 的に 技 
巧のう まさを 示して ゐ る。 か 物 や" TT» 3£» の師 として、 當 代の 元老で あつた 涕が t {と 浮んで 來 る。 

四〇九 
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それから 唐招提 寺の 開山 唐 僧鑑眞 和尙の 像は 紙塑に した もので、 肓目 なる 此の 大和 何の 姿を 寫し 出し 
てゐ る。 二 尺 七寸餘 の 着色の もので、 作者は 鑑眞 の擧 である M# E* と傳 はつて ゐる 。また 法隆寺 夢 殿 
にある 行 信 僧都の 乾漆像が ある。 此の 人は 法隆 寺東院 伽藍 再興の 大德で 、頰 骨の 高く 秀でた 眼 尻の 釣 
リ上 つた、 頗る 峻嚴な 表現に 個性を ょく 寫した ものである 。法 華 寺の m* i»* ®# ±* も 目下 奈 良の 博物館に 
陳べ て— が、 自由な 姿勢を 取つ 裏 生 風の 塑像で、 決して 出 來の惡 いもので はない。 又 橘 寺に ある 
日羅 S も* 此の 時代の 名作の 一つと して 擧げ なくて はなちぬ 。その他 エ圓術 品に 現 はれた 彫刻の 
名を 記しせば 

正倉院 御物 鏡鑑 模樣 
唐招提 寺 * 太鼓 外枠 
與福寺 華原馨 

の 如きで あるが、 それ 等は 他の 人に 依つて 別册で 講述 される であらぅ かぅ、 玆には 省いて 置く。 
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r^Ti 彫刻^ 弘仁 時代の 彫刻は 警 すれば、 茲に 天平の 黄金時代に 於いて 行く 所まで 行つ 
たので、 それ 以上に 發 達した ものとは 言 はれなかつた が、 その 手法 や 表現 や、 殊に 樣 式の 上に 於いて 
は 前代と 違つた 時代 的 背景の 下に、 別趣の 藝術的 創作と なつて 現 はれた 。しかし その 一般的 特色は 天 
平 期の 潑淛 たる 淸 新の 氣が 活躍した、 動いた 萠ぇ 出る やうな ものではなくて、 丁度 當時 の密敎 その物 
の やうに、 否 密敎が 表現され たもので ある だけに、 D つと 沈んだ 陰欝な 光明 的ょ， リ ■!/.. ■幽玄 的な 暗い 
蔭の 中の 物で あつた。 

密—汝 ^0^ ^ 關 ■係 一 兎に角 最初に、 弘仁 時代の 彫刻と 密敎 との 關係 について ざつと 見て 置かう。 
辑敎は 必ずしも 弘法 大師 S 慕 敎 、並に 傳敎 大師® 台密に ょつ て、 平 震の 初期に 傳 はつた もので 
はない。 奈良時代に 於いて 旣に これに 類似した もの も あつたが、 しかし それが 明かに 宗敎的 勢力を 得 
たのは 弘仁 期に 入つ て か 41 。而 して 密敎 i 想 はつひに 奈良時代 S 敎的 精神に 代つ て 時代を 
風靡した ので、 此の 宗敎 上から 製作され た佛 像— 矢 張々 此の 時代の 彫刻の 大部分は 佛像 彫刻で ある 
F _ は密敎 的な もので あつたのは 言 ふ 迄 もない。 何を か密敎 的と いふ、 日く、 第一 開放 的で なくし 
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て 秘密 的であつた。 奈良時代までは 時に 厨子 等に 納めて 置く 特別な 秘密 佛も あつた けれども、 大體は 
開放 主義の 宗敎 'で、 本尊は 直接 我等の 面前へ 現は され、 また 大佛の 如く 隱さ ぅに も隱 されない もので 
あつた。 然るに 密敎 、殊に 眞言 宗で は佛 殿の 構造に 內陳 と外陳 とを 區 別し、 佛像は 內陣の 奥深く 安® 
され、 多くは 厨子 內に 入れる こと V なつて、 容易に 人目に 觸れ なくなつ てし まつた。 それと 共に、 秘密 
佛には 三つの 條件が 生じた、 一つは 比較的小 形で ある。 卽ち 奥深く 秘めて 置く の だから、 そんなに 大 
きい ものは 出來 なかつ た〕 他の 一つは、 密敎で は佛 像を 念じて 祈る ことが 多 かつた から、 各 寺と も 多 
くの 佛 像を 要求す るに 至リ 、割合に 多數の 遺物を 見る ことで ある。 第三には、 密 敎の佛 像には 儀軌の 
やかましい ことがあつ て、 且つ 重んず 可き ものと された から 何人で も 刀を 執る を 得ず、 多くは 高僧の 
手に 成 ■& か、 若しくは 開眼 等の 大切な 部分は 高僧が やつた ことで ある。 

一密敎 の 儀範 I 而し てこれ が 彫刻 その物の 上に 表 はれて 來た 著しい 特質は 此の 密敎の 儀軌と 
いふ ことで ある。 儀軌 とは 佛像 についての 種々 の 約束で、 佛 像の 種類に 依つて その 相好、 衣 相、 印 契、 
持物 等に、 樣式 上の いろ-^ やかましい ことがあ リ 、普通の 人には 一寸 それが 會 得されない。 又 光背 
や 臺座裝 飾 等に も 細密な 制約が 設けて ある。 例へ ば 佛 菩薩の 身 色に ついても 金色に 塗る 場合、 黃 金色 
に 塗る 場合、 或は 黄色、 淺黃 色、 白黃色 等、 一 々に 劃然たる 區別が あ リ 、適然 たる 制裁が あつた。 
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衣装に 於て は、 天衣、 羯摩 衣、 甲冑、 _ 等の 區 別、 印 契に 於いても 手 印と 契印との 區 別、 その 契印 
にも 響は 手 S 華を 持つ て 大慈大悲を 表は して ゐる とか、 文殊 菩薩は 利劍を 持つ て當摧 破を 示し 
てゐ ると か、— I に f、 孔雀 明 11 々、實 に その  一 S 瑣 なること 語 るに 堪へざ 
る 次第で— た。 そ SQ 思想 や 制約から して、 S て 表現す る氣分 S 疆 つて 來た 。卽ち 一方に 
は 形式主義と なり、 他方には 幽晦 神秘と なつた。 その 表現は 明る かつた ものが 暗くな'  陽氣 で— 
たもの が、 陰氣 とな リ 、圓 滿豐麗 であつ たもの が 幽 晦森嚴 となつ た。 

次に その 種類 か—、 新しい 管が 餘程 加は つた。 例へ ば 大日 如來 、不 
動 明 王、 地藏 尊、 孔雀 明 王 Q 如きで ある。 それから 一方には、 建築の 部に も 語つ た 本 地'^ 跡 沿から 神 
像が 出来る やうに なつた。 佛 寺に 佛 像を 据童 傍、 神社 S 體 として 神 像を 刻む ことが 行 はれた ので 
ある。 而 して 材料と しては、 前代には 乾漆塑 及び 銅像が 主と なつて ゐ たが、 此の 時代には 木彫が 多い。 
塑や乾 漆 も 少しは あつたし、 銅像 も 見ないで はな かつた が、 先づ 木で あらた* 材料が 木で— ことは 
從 つて 手法 H 影響し、 又 表 1 f 興へ た。 卽 I 像 や 乾 漆の 如く 滑らか—、 刀 法が 明か 
に 現 はれる やうに なつた。 從 つて 以前の やうに デリ T 卜 な、 柔 かい 感じは 出 r ことが W 難と なつた 
代 多に、 衣软の 彫刻な どの 勁 健な 黠に 於いて、 直に 精神 m 魄の 擦然た る點を 現は す ことに 適し、 當代 
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の 傑作と なると、 技巧の 精密 巧妙で 多少 簾ち ぬ 所 も あるが、 莊重 森嚴に 至つては 十二分に 發揮 せられ 
てゐ た。 

一當代 知名の 彫工 _ 當 代の 佛師 として その 名を 傳へ たものは、 武藏村 主 多 利 丸、 高 男麻呂 、志 比 
が ぁる。 41 ^ は紀伊 國感應 寺？ 一面 響を 造 リ、？ s- i s# は多武 峯の雪 が S 
を 彫リて 1 I- ?n Me 5n は 同じく 多武 峯の佛 像を 造つた。 又 ft* m* i- は 長 谷 寺の 佛 像を 作つた と傳 へる。 そ 
の他以が5<&は造像の軌範を以て、各種の圖式を傳へたのみならず、また自ら刀を執つて多くの佛像 
を 彫刻した。 今日 現存す る 所の 東 寺の 不動 像の 如き 然ぅで あると 傳 へる。 また 世に 傳敎 大師、 智證大 
i などの 作と 稱 する 像も少 くない。 台密 敎當 代の 名僧が、 その 技の 巧拙に か、 はらず、 何れも 造 像の 
事を 以て その 業の 一とした のは 疑 はれない らしい。 而して それ 等の 造 像は、 假令 技巧は 不熟練で あつ 
て も、 儀汍に 通じて ゐる爲 めに 嚴乎た る 威容を 存し 、殊に その 燃 ゆるが 如き 敬虔なる 信念に 依つて、 
精神の 煥發 驚くべき ものを 製 出す る ことが 出來た ので ある。 例に 依つ て當 代の 代表的 遺物を 見て 行か 

$o 

南河內 の觀心 寺は、 南朝に 關 係の 多い 由緖の ある 寺で、 境內 には 後村上 天皇 
の 御陵 も ある。 觀心 寺樣の 模範た る 現存の 金堂は、 建築の 部に 語つた 如く、 南北朝時代に 楠 正 成が 再 
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建した と傳へ る〇そ 0 本尊た る 如意 輪觀 音は、 古 來秘佛 となつて、 完全に 保存され てゐ るが、 今に 見 
る ことは 容易で ない。 高さ 三尺 餘の 木彫で あつて、 寶冠蓮 座、 光背 等 完備し、 これを 乾 漆を 以て 補 ひ 
彩色を 施して ある。 立 膝に 右の 一つの 手を もたし かけ、 他の 一つを 頰に あて、 今一 本の 手を 胸に やつ 
て 寶珠を 受けて 居る。 心 持 頸を 傾けて 下目 勝に 沈思 默考 して ゐる 姿は、 實に 優美な もので、 見る 者に 
何とも 言へ ない 崇高の 感じと、 恍惚たら しめる 婉美の 趣と を 味は しめる。 此の 崇高に して 婉美 なと い 
ふこと が、 弘仁 期の 一つの 特色で ある。 六臂の 比例 も 頗る 巧に 出來 て、 彫 法に も 些の漩 滯な く、 至極 
小氣 味の ょく 鮮か な處 は、 傑作 中の 傑作と 稱す べきで ある。 弘仁 時代の みなち ず、 日本 彫刻の 一つの 
誇夕で ある。 

I 觀心寺 十一面観音と 四天王 一 觀心 寺には すべて 觀音が 六體 ある 中で、 上の 一體の みは 弘仁 初期に 屬 
し、 他は 皆 その 末期の 物と される。 中に も 十一 面觀 音は 最も 傑出して ゐ る。 全 體の 比例 巧に して、 面 
相の 表現 も溫 和で あリ 、衣紋の 形式 や 手法が、 殊に 柔に出 來てゐ る。 しかも 同じ 柔かさ でも 初期の 物 
の やぅに 天平 風が 殘つて ゐるの ではなくて、 藤 原 時代に 見る 婉柔な 美し さで ある。 他の 四觀音 も大體 
の感 D は それに (Ja てゐ る。 同 寺の 地藏尊 もなか^-^ ょい 出来で、 當代の 特色を 發 揮して ;,^ るし 四 天 
王 も 姿勢が 奇抜で、 中々 勇壯に 出來た 木彫で ある。 而相は 寧ろ 怪異で、 體軀は 重々 しいが、 彫 法 や 表 
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現は 當 代の 美 點を 示して、 面白い ものである。 

一室 生 寺 金 銅 釋迦像 I 其 他 室 生 寺の 遺物は 天平 時代の 項で も お話した が、 その 金觉の 本尊 及び 脇 侍 
i 當代の 傑作で ある。 その 釋迦 尊は 木彫 着色で、 豊滿 なる 體軀を 包める その 天衣には、 線を 澤山 並行 
して 襞を 表は し、 餘程 形式的の 美を 發迆 して ゐるが 、それが 角の ある 雄 健な もので、 舟 形の 光背には 
胡 粉 地に 唐草_ 鐧 色を 施し、 七 體の 坐像 佛を畫 いて ある。 高さは 約 八 尺 も あるから-、 弘仁 時代と して 
は 大作に 屬 する。 この 像を 本尊と して、！： 右に 藥師 •地藏 、左に 文珠 、十一 面觀 音と 四 體佛が 並んで ゐ 
る。 文殊 菩薩の 衣 文 も 同樣な 手法で あるが、 他の 三體 は異 つて ゐる 。しかし 釋迦 と地藏 との 光背の 繪 
は 全く 同樣で あつて、 佛體 も五體 とも 同時の 作に 違 ひない。 文殊 及び 同じく 金堂に ある 釋迦幽 像が 同 
樣の 形式で、 f 他には 唐招提 寺の 地藏 堂の 地藏が 同樣な ものである。 尙ほ rnj 寺の 灌頂 堂には 木彫の 如意 
輪 観音が あるが、 觀心 時の それと 同じ やぅな 手法で、 非常に 面白い 出來 である。 天 長年 間 灌頂堂 創建 
の 際に 安置せられ、 時代 も觀心 寺のと 同じであつて、 傑作に 數 ふべき であらぅ。 又 室 生 寺 金堂には 他 
に 二 天 像が ある。 もとは 四天王で あつたが、 今は 二 天 だけ 殘 つて ゐる 比例は 餘リ ょくない が、 釣合が 
取れて ゐる のと、 活動の 趣の 表 はれて ゐる のとで" 見る に 足る ものである。 

I 太 秦廣隆 寺の 諸佛 „ 山城 太 秦廣隆 寺は 推 古 天皇 十一 一年の 創建で、 推 古 時代の ものと して 如意 輪觀 
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音の 木彫な ども あるが、' 弘仁 年間 再建の 際に 出來た 佛像が 最も 多い。 卽ち 講堂の 阿彌 陀如來 は貞觀 年 
間の 作、 その 脇 侍は 承 和 年間の 作で、 その他に 名作が 幾つか ある。 阿彌 陀如來 は 高さ 八 尺、 木彫 乾 漆 
の 坐像で， i'i M 十九 年の r 廣隆寺 資財 材替 實錄帖 j に 出て 居リ 、時代の 明かな ものである。 蓋し 弘仁 
九 年金 堂 火に 燒け たのち、 新に 造 像した もので、 弘仁期 中の 代表作で ある。 木彫に 乾 漆を 補つて は あ 
るが、 當代の 特色は 手法に も 表現に も 明かに 見えて ゐ る。 彌陀 としては 當代に 珍ら しく、 次代に 澤山 
作られた 彌陀と 比較 研究す ると 面白い ものである。 その 脇 侍は 虛空藏 と地藏 とで あつて、 同時代の 作 
には 違 ひない が、 本尊ょ々 は 稍 劣つ てゐ る。 その 手法は 本尊ょ リも 一層 當 代の 特色を 示して ゐる 。そ 
の 他 15] 寺の 地藏 堂の 地藏は 弘法 大 i の 作と 傳 へる もので、 當代 初期の 手法を 傳へ てゐ るし、 四天王、 
千手觀 首、 吉祥天、 不動明王 等、 皆 佳作に 屬する ものである。 

11| 城國高尾山神護寺は高雄寺ともいひ、於115<511の神護年間の創建であれど 
淳和 天皇の 天 長 二 年に これを 弘法 大師に 賜 ひ 神 護國祚 眞言 寺と 改號 したので、 當 時の 建築物は 遺ら な 
いが 彫刻には 有名な ものが 二 三 ある。 先 づ藥師 三 尊が ある。 手法は 寧ろ 天平 時代 末期の 感じが あれ ど、 
當 代の 特色を 備 へて ゐる 。その 中尊は 弘法 大師の 作と傳 へる。 體格が 衣を 透して 見える のは 注意す ベ 
き點 である。 木彫 等身の 大きさが ある。 同 寺の 五大 虛空藏 も、 ^- の 所作と 稱せ られ 、高さ 二 尺 
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五六 寸の小 坐像で、 彩色を 施した 木彫で ある。 寶冠や 胸 飾 等 も 附随して ゐ る。 豐滿 の輪廊 では あるが、 
弘仁 時代の 表現を 有し、 傑作 中に 數ふ べき ものである。 

I 東 寺の 諸 佛像一 東 寺は 延曆 十五 年の 創立で、 弘仁 年間に 弘法 大師に 賜は つた 寺で あるから、 
當 代の 名 彫刻が 多く 遺つ て ゐる 。中に も 不動 尊は 弘法 大帥 一刀 三禮の 作と 傳 へられる 最も 有名な もの 
である。 その 細部に ついて 見る と、 佛帥の 作と しては 熟練を 缺い で銳 利で ない ところ も あるけれ ども 
全體の 形狀は 雄偉 te して、 自ら 高邁の 氣象 を帶び 、眞に 弘法 大師の 作と して 信ずる に 足る ものである 
殊に その 撗に ぐん-^ と 力に 任せて 大きく 囘した 襞の 如きは、 大師の 筆蹟と 相 通 ふ ものが あつて、 他 
人の 追隨す ベから ざる 氣魄を 示して ゐる 。別に 講堂に ある 不動明王、 降 三世 明 王、 大威德 明 王、 軍荼 
利 夜 匁 明 王、 四天王、 梵天、 帝釋 、五大 虛空藏 、十二 天 面、 文殊 坐像 等、 皆當 代の 佳作と して 保存 S 
れてゐ る。 

I 金剛峯 寺の 諸 像 I 高野山金剛峰寺は弘仁年間弘法大師開山の靈場であるか £> 、2、にも當時ょ 
及の 有名な 遺品の 多く あるのは 申す まで もない。 しかし 金堂の 本尊は 祕佛で あつて、 未だ 何人も これ 
を 見た 者は ない が、 左右に ある 六 體の佛 像、 卽ち 普賢 延命 菩薩、 不動明王、 金剛 菩薩、 金剛 薩睡 、虛 
空藏 菩薩、 降 三世 明 王は、 何れも 寺傳に 弘法 大師 作と ある。 しかし 寧ろ 中期に 近い もので、 且つ 傑出 
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して ゐ るとは 言へ ない。 それよ リも 普通 枕 本尊と 稱 して ゐる 厨子 入 釋迦三 尊は、 精緻の 作に して 延 
るに 足る ものである 。厨子を 開く と 中央に 釋迦を 刻み、 左右に 普賢、 文珠を 刻み、 猶ほ三 尊の 外に 多 
くの 佛 像を 刻んで ある。 しかも その 樣式が 我が 天平 風と も弘仁 風と も異リ 、健 駄羅 式の 影響が 著しい 
ものである。 釋迦の 衣紋の 線を 細く 重ねた 所は 室 生 寺 金堂の 釋迦の 如く、 それよ” も 一層 著しく、 後 
に 藤 原 時代 初期に 箭然 によつ て將來 せられた と傳 へる 淸凉 寺の 釋迦 像に 似て ゐる 。果して 當代 邦人の 
手に なつた もの か 否は 分らぬ が、 寺傳に 依れば、 弘法 大帥が 將來 した ものと いふ。 他に 當寺に 四天王 
も あるが、 それは 腰の ひねつた、 表現の 珍ら しい 作品で ある。 

一東大寺千手觀音僳 一 もと 東大寺の 千 手 堂に 本尊と して あつた 千手觀 音は、 高さ 八 尺の 木彫で ある 
手法、 表現と もに 全く 天平 時代の 特色を 有し、 別に 記錄 もない ので、 これを 天平 末期と 見る 人 も ある 
が、 今 ここには 弘仁 初期の もので、 前代の 手法を 繼 承した ものと して 語る。 比例は 少し 低く きに 過ぎ 
る樣で あれ ど、 此の 種の 作と しては よく 出來 てゐ る。 且つ 乙 わを 唐 招提寺 金堂の、 天平 時代の 千手觀 
音の 乾 漆な のと 比較して 見る と、 面白い ものである。 

FW 招 提寺 大日と 地^ 一 これは 目下 奈 K の 博物館に 陳列され てゐ るが、 高さ 一 丈 一 一尺の 木彫で、 弘仁 
時代の 最も 大きい ものである。 しかも それが 坐像で あるので、 威風 堂々 として、 館內に 一 偉 彩を 放つ 
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て ゐる 。手法は これ も 天平 時代を 繼 承して ゐる けれども、 表現に 於いては 多少 當 代の 特色を 示し 比例 
も 巧に 取れ、 溫 和な 面相の 中に、 高遠なる 威嚴が ある。 衣紋の 線 條の彫 法は 割合に 淺い が、 多少 角が 
i ある。 木彫と しては 各 時代を 通じての 大作で ある。 但し 上 か £> 乾 漆を 以て 補つて ある。 

:一 I その他の 諸 作品 1—1 弘仁 時代の 佛像 彫刻の 他の 遺物と しては 次の 如き ものを 擧げら わる。 

三  法 隆寺夢 殿觀音 

n  興 福 寺 十二 神將  . 

法隆寺 聖靈院 木地 藏 
本 

同 金堂 虛空藏 

の 右の 中 法隆寺 夢殿觀 音は 飛鳥時代の 代表作た る 本尊の 前に 立つて ゐる もので、 通例 前 vr 觀 音と稱 へて 
刻 | ゐ る。 夢 殿が 貞觀 年間に 改築され て 後 安置され たもので、 弘仁 期の 末から-藤 原 時代に 入リ かけた 頃の 
窗|  もので あらぅ。 

|  | 藥師寺 神 像三體 I 當 代に 至つ て 現は れた神 像の 遺物と して 最も 有名な ものが 三體 ある。 卽ち藥 
一師 寺の 僧形 八幡、 又は 應神 天皇 像と 云 ふのと、 その 左右に ある 神 功 皇后 像 及び 仲 津姬像 これで ある。 
これは もと 藥師 寺の 鎭守 であつ た 八幡宮の 社殿に 安置され たのを、 明治の 初年 神佛 分離の 際、 僧形た 
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るを 以て 社殿に 置く ことが 出 來ない ので、 三體 とも 社殿から 出して 藥師 寺の ものと なリ 、更に 今は 奈 
良 博物 fn に 陳列して ある。 僧形 八幡は 高さ 一尺 五寸 、彩色を 施した 木彫で ある。 もとょ 9 寫生で はな 
く、 一個の 理想を 現は した もので、 その 面相の 表面は 溫和 であるが、 衣 文の 手法は 弘仁 時代の 特色を 
示して ゐ る。 神 功 皇后 及び 仲 津姬像 も、 同じ 大きさの 彩色 木彫で、 矢張リ 理想的な ものである 。その 
面相の 表現は 美しい 中に も 凛と した 所を 含み、 觀 音を 人間 化した と 評する 人 も ある' 

一; S 仁 時代の 肖像 此の 時代に も 肖像 彫刻は 行は れたが 、遺物は 比較的 少ぃ 。法隆 寺の 勸勒 僧正 像 
は 木彫で 面相は 雄偉に 出 來てゐ るが、 衣 文の 手法の 粗大な ものである。 此の 人は 推 古 天皇の 時に 高麗 
から 來 朝した 人で あるから、 固ょ 6 全く 想像 的に 製作した ものである。 同 寺には 今一つ、 夢 殿に 道詮 
#* 4の像がぁる。 31* ^* #* &は貞觀年間に夢殿を修繪した人で、夢殿の創建者たる行信僧都像( -^ 項參) 
と共に 安谠 される。 これは ® 像で、 しかも 寫實 味の 勝つ てゐる ことは 共に 當代 としては 珍ら しい もの 
である 。その他 河 內の觀 心 寺と 山城の 法 金剛 院と にも 聖 僧の 肖像が あつて、 前者の 如きは 甚だ 傑出し 
てゐ るが、 何れも 何人の 像なる か、 又 作者を も傳 へて ゐない 。 


四 二 一 


刻  彫  の  本  日 編 三 第 


第 六 章 藤 原 時代の 彫刻 


I 藤 原 彫刻の 槪說 I 時勢の 變遷と •それに 伴ふ藝 術の 方向 轉換 にっいて は 建築の 部に その都度 語 
った 所で あるが、 彫刻 も 亦 天平 時代に 最も 盛榮の 頂點に 達した もの、 弘仁 時代の 密敎佛 像と なって 異 
一る 針路を 示した。 然るに 更に 藤 原 時代に 至つ ては、 一轉 して 前の 二 時代とは また 異る ものに なつた。 

一 それは 淨土 佛敎の 俄然と P て 勃興した 爲め に、 阿彌陀 如來の 彫刻が 盛に 行 はれて 來た ことで ある。 無 
I 論、 阿彌陀 のみを 造っ た 譯では なく、 諸佛 像が 依然として 出來た けれど、 樣式や 手法、 殊に 氣分に 於 
一いて、 著しく 異つ て來た ので ある。 それ 等に ついて 先 づ槪觀 して 置かう。 

一 g €  土 敎の影 響 1 當代 建築の 精神は 阿彌陀 堂に 表現され てゐる ことは 前に 言つ たが、 此の 種の 
堂は 大抵 平地に 建てられ、 內 部の 構造は 內外 陣を嚴 重に 分つ ことを なさな かった。 此の 二っ が、 その 
堂內に 安置すべき 彫刻に 大なる 影響を及ぼした。 即ち 山地 佛敎の 如き、 幽晦 なる 氣 分に 調和すべき で 
なく、 平明に して、 人間味に 勝つ た 光明 的な ものである ことを 要した。 又 秘密 的でなくて 開放 的で あ 
るから 大きい 像を ぶつき £> に、 剝き 出しに 置く やうな ものに なつた。 それと 共に、 淨土 敎の敎 旨は 
淨土 欲求の 光明 敎に あったかち、 奈良時代の 如く 雄渾 富麗 なる 趣を 出さう とする でもなければ、 弘仁 
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期の 如く 森厳 高邁を 期す るので もな く、 極めて 溫雅な 端麗な 表現を 以て、 圓滿最 勝の 極 樂淨 土を 此の世 
に 持ち 來す のが 日 的で あつた。 その 結果は、 彫刻が 婉 美な、 華麗な ものと なリ 、面相 も溫 和に して 親 
しみの ある、 慈悲 光の 溢れた ものと なつた。 それと 共に、 現實 化、 寫實 化が 益々 行 はれた ので ある。 

I 材： ^ j— 法、 特 色 I—J 當代も 前代と 同じく 木彫が 多かつた。 そして これに 金箔を 貼夕 、又は 彩色を 
施して、 莊嚴と 優美との 表現に 最も 意を 用 ひた。 そして その 手法は 前代の 如く 刀 法を 明かに 示さず、 
圓 味を 帶びた 流暢な も のとな つたが、 後には 優美の 極 繊巧に 過ぎる もの さへ 生じた。 殊に 光背* 臺座 
の 如きは 益々 優美と なリ 、透 彫、 浮彫、 彩色 等の 技巧を 盛に 用 ひた。 その 樣式は 藤 原の 初期、 中期、 
末期と 三分して 比較 すれば、 初期 卽ち定 朝 以前の 作は、 專門の 彫刻家で ない 僧徒の 手に 成つ たもの が 
多く、 且つ 概して 弘仁 時代と 同 D 特色を 示して ゐた 。卽 ちその 面相には 何處か 威嚴が あ，々 品格を 備へ 
刀を 施す こと も 亦 精密で あつたが、 た r 體軀の 全體は 頗る 不 整頓に して、 或は 比例の 權衡を 失 ひ、 或 
は 四肢 及び 服飾の 如きを 粗漫 にして、 彫刻の 精を 得ない ものが 多くて、 これを 藤 M 時代 初期の 最も 著 
しい特色とする。然るに 5£* ^# 出で、ょリは、面貌は勿論全體の表現に威嚴あらしめるか又は品格を出 
さんと すると 共に、 殊に 寫實 の點に 意を 用 ひ、 木 割の 法 や 彩色の 術 等に も大に 工夫を 凝ち して、 技術 
的 方面には 非常な 進歩を 見た Q 中に も 全身 豐滿 にして、 顏面 W く、 眉目 細長く、 襞 褶柔か く、 すべて 
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上品で 優雅な 趣 致を 出さぅ とした。 然るに 當代の 末期になる と、 技術は 益々 巧緻を 加へ たけれ ども* 
次第に 氣魄を 失つ て 繊弱に 傾き、 『佛陀 も夜贝 も 羅漢 も 鬼畜 も 等しく 柔和なる こと 小兒の 如く、 婦女の 
如く、 唯 優美の 點にの み 流れた』 と 評せられ るに 至つ た。 そして 未 期の 頃ょ リ 支那 宋 代の 影 ip が ぼつ 
ぼつ 見え 出して、 裝 飾の 如き 甚だしく 浮華 繁縟な ものに 墮 して 行つた。 

I  cilf 初期の 彫刻家 一 所で 當 代に 入つ て 著しい ことは、 前代までは 專門 彫刻家の 名の 餘リ 世に 知ら 
れな かつた もの、 俄に 知名の 作者が 出で た。 それ も 初期には 僧侶が 多く、 延舴 、感 世、 康 仰 等の 僧 あ 
つて、 延祚 は延曆 の頃感 世は 應 和の 頃の 佛 エ にして。 康尙は 一條 天皇の 勅命で 多くの 佛 像を 造つ たと 
いふに 過 r なかつ たが、 ひとたび 名匠 定朝が 出づ るに 及んで、 忽ち 時代は 眼覺 めた ので ある。 しかし 
定朝は 僧 康尙の 子で あるから、 康 尙ょリ 語らぅ。 康 何 は 一條 天皇の 長 保 四 年に 禁裡 御 八講の 本尊 白檀 
の 佛體を 刻み、 寬弘二 年には 一條 天皇の 等身の 金色 薬師と 十 一而 觀音 とを 作つ た。 それ 故 無論 彼 も 一 
世の 大家で あつたに 違 ひない。 他に 會理 僧都と 惠心 僧都と も 亦、 當 代に 知ち れた 高僧に して 彫刻を 行 
つた 人で ある。 

I 佛師定 朝と その 一派 _ 一世の 大家 定朝 は、 父の 遺傳を 受けて 生れ •.更に 父の 業 技を 繼いだ のみなら 
ず、 恰かも 藤 原 道 長の 獎勵に 促されて その 天才を 發 揮した ものである。 蓋し 道 長は その 法 成 寺を 造營 
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する に當 つて 最も 大規模なる 佛像 及び 裝飾的 彫刻を 彼に 命じた ので ある。 法 成 寺 造 營の規 嘆に ついて 
J は 建築の 部で も 述べた が、 その 金堂の 本尊は 定 朝の 靈腕 にょつて 成リ 、三 丈 二 尺の 金色の 大日 如來に 
I U て、 百葩の 蓮華に 趺 坐し、 その 左右には 高さ 二 丈の 釋迦藥 師の兩 像 各 金色なる を 安置し、 その他 文 
一 殊彌勒 梵天 帝釋 四天王 等を 彫つた。 又阿彌 陀堂 には 丈 六 金色の 九 體彌陀 を 安置し、 その他 釋迦 堂、 講 
一堂、 文殊 堂、 法 華 堂、 三味 堂 等、 數 多の 建築に 無 鹿 幾 百 千 體の佛 像を® き、 fl. つ 臺座 、光背 その他に 
も 夥しき 彫刻 装飾を 施した ので あるが、 その 殆ど 全部は 彼の 手に 成る か 又は 彼の 監督の 下に 出來 たの 
\ で、 本尊 諸怫は 無論 悉く 彼の 所作であつた。 彼は 此の 功に 依つて、 治安 二 年落慶 供養の 際、 法 橋 位に 
I 叙せられ た。 これ 佛師に 僧位を 賜は つた 最初であつて、 永 承 三年 三月、 更に 法眼 和 上位に 上リ 、淸水 
寺の 別當 となつた。 ついで 長曆四 年には 後朱雀 天皇の 御 持佛を 彫み、 永 承 年間 it# s* が 興 福 寺を 再興し 
I た 時には その 佛 像を 刻み、 鳳凰 堂の 本尊 も 彼の 手に 依つて 作られた。 定奶 は當代 貴族の 優美なる 好 f.'.J' 
; にょつて 刻み出し、 佛像の 相貌は 實に 古今 比類な き 至高の 韻 致を 盡し 、以て 後代の 模範を 垂れた のみ 
，なち ず、 常時に 在つても その 作の 世に 尙ばれ たこと 非常な もので、 須彌の 後 身と 稱せら れ 、また 阶 tl* 
親王の 爲めに 造つた 佛 像の 如きは、 天下 佛體 の本體 として 仰がれた ので ある。 

定朝は 始めて 七 條の佛 所を 開き、 子弟を 養成し、 彫刻の 專門 家を 作つ たので 
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その子に 覺助 、その 弟子に 長 勢の 如き 名人を 出した。 1  見 «]• は 父の 業を 繼 r て 七 條の佛 所に あり、 法 橋 
に 叙せられ、 法眼に 進み、 法 成 寺の 無量 寺院 及び 五大堂の 佛 像を 刻み、 また 平等 院や輿 福 寺の 諸 像を 
も 造った。 長 勢は 別に 三條 に佛 所を 開き、 法 成 寺、 圓宗 寺、 法 勝 寺、 廣隆寺 等の 佛 像を 彫んで、 法 印 
第一となった。實に彼等二人は定朝と共に藤原時代の三大彫刻家と稱すべきであった。その他|见_の長男 
^ 一賴 助、 次男 院 助、 賴 助の 子康 助、 康 助の 子 1^^、 又ぽ ％ の 長男 ^ * ^- 二 男 ^ # T I: 見の 二 男 ^ • #• 等 並 
日 | びに その 業を 盛に して 當 代の 末に 及び、 #6 # • の 末 も 亦、 そ s Mr ^# 、 III* ^* QlllKi^k、％ ^ s* Ill* Jl 
本 一男 賢圓 、長 圓の男 長 俊 等 相っ いで 三 條の佛 所に 在った。 又 僧！^、 等 も、 藤 原 時代の 中期 以後 弗 
め | 像 彫刻を 以て その 名を 知られた。 斯くて 511 :ふ！ ：、 SII* «: JQ 數 朝なら びに 佛 寺を 崇敬せられ、 

™ 六 勝 寺、 卽ち法 勝 寺、 尊 勝 寺、 圓勝 寺、 最勝 寺、 成 勝 寺、 延勝 寺、 その他の 大 寺を 起す 度每 に、 無數 
彫 一の 名 彫刻は 刻まれた ので あるが、 しかし その 傑出した 遺物は 比 軟的少 い。 

刻 | 111 _ 藥師堂 本尊 及 脇 侍 | これは 實に當 時代 初期の 代表的 傑作で ある。 醍醐 寺は 建築の 部で 語った 如 
く" 延喜七 年理源 大師の 創立に か、^,、 此の 本尊は 會理 僧 fr の 作と 傳へ てゐ る〇實 物の 上から 見ても 
寺傳の 通々 に延喜 年間に 會理 僧都の 作と してょ いで あらぅ。 僧都は 延長 六 年 十二月 東 寺 二の 長者に 任 
じられ た 人で、 晝僧 としても 有名で ある。 本尊は 座像に して、 高さ 六尺 餘、 大 なる 蓮 座の 上に 生つ て 
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比 列 頗るょ く、 面相の 表現 も 亦 頗る 雄偉に して 藤 原 時代 初期の 特色た る 優美と 反して、 衣紋の 女き も 
力强き 手法に 依つて ゐ る。 脇 侍 も 本尊と 同様な 製作で ある。 藥師 堂には 猶ほ炎 摩 天、 吉祥天、 帝釋天 
の 三 象が ある。 何れも 寺 傳には 1 1* 斯撤の作となつてゐるが、兎に角藥師三尊に餘リ劣|い出來で 
當代 初期の 物と 見なくて はならぬ。 

I 法隆 寺大 講堂 藥師 三 Igl 法隆 寺の 大 講堂は 一條 天皇の 正曆二 年に 移 建され たもので あるが、 堂 內の藥 
師三 尊な 及 四天王は その 當時 新しく 作つて 安 傲され たもので、 本尊、 脇 侍と もに、 光背、 臺 座に 至る 
まで 完全に 殘 つて ゐ る。 本尊は 比例 整 ひ、 而相溫 和に して、 全く 藤 原 時代の 特色を 具備して ゐ るが、 
まだ t 疋 斬 式の 典型には まつて ゐる もので ない。 何處 となく 初期の 物ら しい 威嚴を 有する。 しかし 光背 
のエ八 ：： など、 醍醐 寺の 藥師 とは 系統を 異にして ゐる 。而 して 光背の 透 彫の 唐草模様 及び 臺座の 浮彫な 
ども 當 代の 特色を 示した 美しい ものである。 大 講堂 內には 別に 四天王が ある。 これは 殊に 意匠を 凝ら 
して 彩色の 裝 飾を 施し、 その 模様には 多くの 種類が あリ 、極めて 鮮か に殘 つて ゐ る。 

I 法隆雷 〖翁 師三尊 I 法 降 寺の 新 堂に も 藥師三 尊 及び 四天王が 遺つ てゐ る。 新 堂は 西 院の南 大門を 
入'  中 門 £ る S 西側に 在つ て、 讓は審 時代の 物で あれ ど、 l&is 初期に 屬す 
る。 本尊は 比例ょ く、 面相は 溫和 にして、 優美な 趣を 備へ 、衣の 裾は 臺 座の 下へまで 垂らして ある 所 
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此の 時代の 物と しては 餘程 面白い が、 しかも 推 古式の やぅな 固い 感じな もので なく、 流餹な 技巧を 表 
はして ゐ る。 臺座も 同時の ものであるが、 これ もまた 當 代の 臺座 としては 至極 簡單に 出來 て、 且つ 形 
が 面白い。 脇 侍は 少しく 腰を ひねつた 姿勢が 甚だ 美しい ものである。 面相の 表現は 本尊と 同樣で 、豐 
頰 にして 優雅な ものである。 四天王 も 亦 同時. の 作らし く、 當 代の 特色を 失は ない。 

寺の 聖 觀 1 F1 觀心 寺の 聖觀 音は 等身の 木彫で ある。 先年 修繕 S れた 際に、 胎內 から 延 
喜 通寶が 出で たと ころ、 その 錢が 少しも 磨れて 居ない ので、 造 像の 時 新ら-しい ものを 入れた ことが 解 
リ 、且つ 延喜 年間から 遠から ぬ 時代の 所作で ある ことを 知つ た。 溫 和な 表現を 有して、 比例 も 可な々 
ょく 出來 てゐ る。 他に 陸 中天 臺 寺に 藏 する 聖觀音 も 亦 木彫で あつて、 1 i 軀は 所謂 新作に て 極めて 粗で 
あれ ど、 顔面の 彫刻は 殊に 精密に して、 品位と 威嚴 とを 備 へて ゐる 。此の 寺は 慈覺 大師の 開基と 稱す 
るが、 像は 稍 後れて 藤 原 時代 初期の 物で あらぅ。 他に 十一面観音、 吉祥天、 四天王 等の 類 もあリ 、何 
れも同 じ 頃の 作で、 狀貌 の森嚴 にして、 刀 法の 頗る 豪放な 出來で ある。 

一道 明 寺、 藥師 寺、 秋 篠寺の 十一面観音 I 河 內の道 明 寺は 推 古 天皇 時代の 創建で、 菅原道 眞に緣 故が 
ある^ j される。 其處に 有名な 十一 面觀 音が 二體 あつて、 共に 道眞の 刻む 所と する が、 それは 固ょ リ確 
かで ない。 しかし 時代は 相當 して ゐ る。 一體は 姿勢 面相の 表現が 極めて 優れた 作で、 他は 簡軍な もの 
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である。 藥師 寺の 十一 面 觀音も 出來は 非常によ い。 少し 腰を ひねつて 荘だ 溫雅な 表情を して ゐるが 、 
衣紋の 0 味を 帶びた 流麗な 點は 、他に 多く 類例を 見ない ものである。 秋篠 寺の 十一 面 M 音 も 同じ 時代 
の 傑作で、 彩色の 鮮明に 殘つた 部分が 多く、 木彫の くリ— •した 傑作で ある。 藥師 寺のと 秋條 寺のと 
は 今奈 良の 博物館に 陳列して ある。 

I 凰 凰 堂 本# 鳳凰 堂の 本尊は その 建築と 共に、 藤 ; i;1: 時代 中期の 代表的 藝術 である。 建築 
について は 別犏に 詳細に 語つて あるかち 今は 繰 返さない。 その 落成が 天 喜 元年で あると される が、 本 
像 も 亦 同年に 作られ、 佛師定 朝 一代の 傑作と して 最も 有名で ある。 高い 臺座の 上 •に、 幾 十 葉の 重なつ 
た 厚い 氣持 ちの よい 蓮瓣の 上に 趺 坐した 丈 六の 座像で、 その 姿勢と いひ 比例と いひ、 申 分の ない 出來 
で、 殊に 面相の 表現は、 優美 溫藉を 極め、 眉に 眼に M に 口に 鼻に、 一として 觀 者を 惹 きつけす ば 止ま 
ざる ものが ある。 衣紋 もまた 流麗に して 手法圓 熟の 域に 達した と 云へ る。 又 光背、 臺座 もよ く殘つ て 
居々、 光背は 一種の 牌 草を 透 彫と し、 臺 座には 寶相 花の 彫刻を 施して ある。 要するに 一世の 大家 定朝 
の 傑作た る こと 疑 ひなき もので、 阿彌陀 彫刻の 範と して、 法 成 寺の 佛像 のない 今日では、 他に 得難き 
重寶 である。 因 忆、 淨 瑠璃 寺 本堂の 本尊、 法界 寺 阿 彌陀 堂の 本尊は、 共に 定 朝の 作と 傳へる けれども 
法界 寺の 物 は 他の 二つと 稍 手法を 異にして ゐ る。 ^1 ほ 鳳凰 堂の 小 壁には、 五十二 佛 を！^ 中 供養の 形に 
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四三〇 

懸け 列ね て あるが、 これ も 本尊 同 樣定 朝の 作と 傳 へて ゐ る。 確證は ない けれども 同様に 同人の 手に な 
つたら しく、 その 姿勢は 樣々 で、 皆 優美な 趣を 備へた 佳作で ある。 

|  1 淨 瑠璃 寺 本堂 九體彌 陀一 淨 瑠璃 寺 も 建築の 部で 旣に 述べた 通リ 、山城の 南部に あリ、 奈一艮 から }!■ 北 一 
里半ばかりの山中にあ9、藤原時代初期に建つた金堂の中には、 ^# %作と寺傳にある本尊を中心とし 
て 九體が づちリ と 並んだ 彌陀佛 が ある。 故に 此の 寺を 九體 寺と 稱す るので & る。 本尊は 丈 六の 座像で、 
他の 八體は 稍 小さく 出 來てゐ る。 これを 鳳凰 堂の 木 尊と 比べる と、 本尊は 頗るよ く 似て ゐるが 、也の 
八體は 少しく 違つて ゐる 。故に 本尊の みは 定 朝の 作で、 その他は 定 #J# 指揮の 下に 弟子 達が 作つた もの 
| との 說も ある。 關野 博士な どは その 主張で ある。 本尊は 比例 も 面相の 表現 も、 衣紋の 手法 も 鳳凰 堂の 
| 本尊と 略 同型な、 圓滿 優美の 趣の ある 傑作で ある。 蓮 座 も 同時の 作で あるが、 光背は 後世の 拙作で あ 
一る。 他の 八體も 優美の 點 では 寧ろ 本尊よ リ勝れ てゐ るが、 雄大の 風を 缺 き、 少しく 劣る と 云へ よぅ。 

なにしろ 大きい 佛像が 本尊を 中に して 左右に 排列され た 壯觀は 他に 見られぬ もので、 當時は 法 成 寺を 
| 始め、 大 寺に屢 々行 はれた けれども、 今は 僅に 此の 1 寺の みに なつた の だから、 貴重な 遺物と 云は ね 
|ばなちぬ。尙ほ同寺には、本尊のすぐ傍に四天王像がある。同じく ^* %の作と傳へ、作風も可な”す 
ぐれて ゐる 。定 朝の 作と 定めて よから ぅ。 殊に 他に 定朝 作の 天 部 彫刻の ない こと 故 珍ら しい もので あ 


る。 比例 もょ く 整 ひ、 姿勢 も 間然す ると こ 
ろが なく、 且つ 而相 も溫 和に 出 來てゐ る。 
鎧には 彩色を 施し、 その 模樣は 種類が 多く 
て 且つ 甚だ 美しい。 法 隆寺大 講堂の 四天王 
と 典に、 當 代の 彩色 模様を 研究すべき 材料 
である。 

一爭溜 璃 寺吉诗 天 I--I 尙ほ淨 瑠璃 寺には 
有名な 吉祥天 像が ある。 その 華麗な 彩色、 
優婉な 表情、 繊巧な 手法は 誠に 當代の 特色 
を 十二分に 發 揮した 稀 有の 作と 言つ てょ い 
現に 蒐 京の 博物館に 陳列され て ゐるが 、も 
と ® 子に 入つ て居リ 、その 厨子は 東京 美術 
學杈 に藏せ られて ある。 本尊の 年代は 始め 
天平 時代と 考へら れたが 、今では 多分 藤 原 
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時代の 中葉 以後の もので あらぅ とされる。 寶 冠、 胸 飾、 蓮 座 笛 完備し、 全部に 彩色を 施した のが、 今 
もょ く 保存され た 木彫で ある。 天女で あるから でも あちぅ が、 艶美の 極に 達して ゐる 。その 表現は 天 
平時 代の 繪畫 吉祥天と 共に 忘るべからざる ものである。 

I 法界 寺阿彌 陀如來 I 法界 寺は 宇治と 桃 山との 間の 日 野に あるので、 その 阿 彌陀觉 は 藤 原 時代の 中 
頃の 建立で あつて、 本尊 も それと 同時の 作と される。 丈 六の 阿彌 陀如來 で、 これ も /£• ©,• の 作と 傳へら 
れてゐ るが、 鳳凰 堂の 本尊 や 淨 瑠璃 寺の 本尊と 比べる と 表現、 手法と もに 異 つて、 兩像 ょリは 時代 も 
遲れて 見える。 しかし 淨璃瑠 寺の 本尊 以外の 八體佛 とは 同じ 調子を 有する から、 或は 定铆が その 弟子 
に 命じて 作らせた もの か、 さもな くば 定朝晚 年の 作 かも 知れない。 何れにせょ 古來 上の 二つと 共に 定 
朝 三 傑作と 考 へられた だけに、 實に 傑作で ある。 面相は 最も 優美に して、 手法 殊に 流暢を 極めて ゐ る。 
光背 も臺座 も 完全に 遺つて ゐ る。 その 光背は 飛 天 光と 稱 する もので、 飛 天を 模様 化して 雲 中に 配し、 
その 意 E の 頗る 巧な ものである。 飛 天 光は 定 朝に 依つて 好んで 作られた と傳 へられる が、 當 代の 遺物 
は 此の 外にない。 臺座も 亦 巧妙に 造られて ゐ る。 

「法 隆寺 金堂 毘沙門天 及び 吉祥 liTl 法隆 寺は 實に 我が 美術を 歴史的に 見せて くれる、 おの づから なる 
唯一の 美術 博物館で ある。 此の 時代に 入つ て も 代表的の 逸品が 幾つか ある。 金堂の 毘沙門天と 吉祥天 
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との 如き それで" 何れも 白！； 天皇の 承曆二 年の 作で あるのは、 記錄に 依つ て 明かで ある。 共に 彩色 裝 
飾を 有し。 吉祥天は 頗る 優美で あつて、 淨 瑠璃 寺の 物ょ” も. その 度を 增し 、爲 めに 幾分 繊巧に 過ぎる 
威が あるけれ ども、 藤 原 時代の 特色を 充分に 發 揮した 逸品で ある。 毘沙門天は 吉祥天に 稍 劣つて ゐる 
が、 それは 手法の 上の 關係 であるべく、 肩には 截金 七寶 文様を 施して、 同樣に 美しく 出來 てゐ る。 而 
して 此の 兩像は 、鎭 護國 家の 思想の 具體 化した ものと して、 歴史的 價 値の ある ものである。 

一法 隆 寺の 諸 彫刻 I その他 法隆寺 金堂には、 當期の 物と して 普賢 延命 菩薩と 聖觀 音像と が ある。 
前者は 優美な II 橺 彩色を 施され、 後者は 艷麗 なる 大花丸 紋の施 彩が 美しく して ある。 皆 これ 當 代常套 
手段で、 佛 像を 極端に 莊 飾した ものである。 又法隆 寺 聖靈院 にある 太子 像は、 當代 肖像 彫刻の 隨一で 
あつて、 木造 彩色の、 高さ 二 尺七寸 五分 あリ 、心 もち 釣リ 上つ た 眼を 有する 端嚴 なる 相貌で、 拜 者を 
して 想は ず 平伏せし める 名作で ある。 實に 聖德 太子を 最もょ く 示して ゐる が、 目下は 容易に 拜觀を 許 
さない とい ふ。 他に 同型の 山背 大兄 王、 殖栗王 等の 四 像が ある。 何れも 木彫で あるが、 厚き 下地の 上 
に 彩色し、 截金 彩色の 模樣 美々 しい ものである。 又 法 隆寺夢 殿に ある 二體 の阿彌 陀如來 も、 藤 原 時代 
の 作と して 見て 置くべき もので あらぅ。 

一 蜂定寺 吉祥天と 廣隆寺 十二^^ 一  峰定寺 吉祥天は、 淨 瑠璃 寺のと 法隆 寺のと 共に* 當代の 三 吉祥天 
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として 比較 さるべき ものである •無論、 最上の 傑作は 淨 瑠璃 寺ので あるが、 これは そんな 豐艶 濃厚な 作 
ではなくて、 寧ろ 淸楚 なと ころを 睨つ たもので ある。 併し その 面相は やは々 當 代の 特色を 發 揮した 優 
美を 極めた ものである。 たで 裝飾 のない ところが 變つ てゐ る。 他に 太 秦廣隆 寺の 十二 神將 は、 今は 講 
堂の 後部に 置いて あるが、 定 朝の 弟子た る 長 勢の 作と 傳へ られ 、年代 も相當 して ゐ る。 全體の 氣魄に 
於て は奈 A 朝 時代の 雄大な 趣な く、 また 鎌倉時代の 奔放の 妙味 もない が、 しかし 手法の 圓 熟した、 當 
期の 作と して 注目すべき ものには 違 ひない。 

I 長 千手觀 音と 法 金剛 院阿 彌陀像 | 近江國 長命 寺に ある 千手觀 音像は、 高さ 一一 尺 九 寸餘の 木彫 立 
像で あるが、 古 來秘佛 とせられた ので、 衣紋の 截金 模様な どが 鮮明に 殘つ てゐ る。 面相 手足 共に 精微 
を 極め、 氣魄は 稍 乏しい けれども、 藤 原 時代の 風格を 備へ てゐ る。 多分 當代 末期の 物で あらぅ。 その 
光背、 臺座 、寶 冠の 類は、 何 わ も 後世の 作で あるけれ ども、 本體 のみは 新作を 見る 如く 鮮かに 舊樣を 
傳 へて ゐる ので、 得難き 參考 品で ある。 山城 國法 金剛 院は 51|奶5< 1:# の大治 元年 間の 造 立と 傳 へられて 
ゐる 。その 本尊 阿彌陀 如來は 丈 六の 木像て、 面相 高雅で あるが、 手法は 稍 保守的で ある。 その 蓮臺に 
は寶相 花の 彫刻が されて、 その 巧みな 技を 見る ことが 出來 る。 

L 禪林 寺の 釋迦像 と 中尊 寺の 一字 金輪 像 I, 京都の 禪林 寺傳法 堂には、 木彫に て 高さ 三尺 許 及の 釋迦如 
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來像が ある。 小さい に 拘らず 、貌姿 優美に して、 彫刻の 極めて 精巧な、 衣 襞の 如き も 細かに 眞を寫 し 
出し 優秀の 作で ある。.：：： 河 天皇の 承曆 年中に、 高德の 聞え の あつた 僧永觀 が 住持で あつた 頃の 作で あ 
らぅと される。 又 陸 中の 平 泉 中尊 寺の 一字 金輪 像は 珍奇な 美 作で ある ° 兀來 一字 金輪 佛は 、平安朝に 於 
ては 天變 a ;-] 蝕 等の 時に 本尊と して 修法され たもので、 しかも 他に 餘リ 類例を 見ない。 但し 此の 像は 
玉 眼が 嵌入して あるので 運座 以後の 作と する說 も あるが、 その 寶 冠、 蓮 座、 背 光、 佛體 等、 何れも 皆 
當 代の 趣味を 以て 飾裝せ ちれ、 表現の 溫 雑な 優美な 作で あるから、 當 代の 遺物と しても 差 支 ある ま 
ぅ '  〇 

I 清 凉寺 釋迦像 最後に、 日本の 製作では ない けれども、 頗る 珍ら しい 遺物と して 語らねば な 
ちぬのは、 京都 近郊の 嗟 峨淸凉 寺の 本尊に して、 『如來 二 傅』 と 昔の 物語に ある 釋迦 尊で ある。 これは 
一條 天皇の 永延 元年、 宋の大 宗皇帝 の應熙 四 年に、 僧齋然 が宋 から 將來 した ものと 傅へ られる U 臺座 
の 裏に 銘が あつて、 唐 购亭： 州 開 元 寺 僧 保 寧と 書いて ある" その 様が 全く 藤 原 時代 及び その 以前の も 
のとは 異つ て、 衣は 兩 肩を 被 ひ、 その 襞は 數 多く 重 リ合 つて ゐる 。この 様式は もと 中 印度 邊で行 はれ 
それが 支那へ 入リ 、裔然 によつ て 將來さ れた ものである 。然るに 此の様 式は 後に 至つても 我 國に何 f 
の 影饗 を與 へな かつたら しい。 


刻  彫  の  本  日. 編 三 第 


四 三 八 

一 その他の 諸佛像 I その外、 當 代の 有名な 遺物と して、 名のみ を擧 ぐれば、 

大原 三千 院彌陀 三 尊 
伯耆 大山 寺阿彌 陀如來 
近 江 西敎寺 藥師佛 
京都 安樂 壽院 阿彌 陀如來 
京都 仁 和 寺 彌陀三 尊 
大和 當麻寺 講堂 本尊 阿 彌勒 陀如來 
奈茛興 福 寺 北圓堂 本尊 彌 菩薩 
圓成寺 本尊 阿彌 陀如來 
，■京都 極樂 院本 尊藥 師如來  . 

大和 新 藥師寺 不動 二 童子 像 

右の 中、 三千 院の 彌陀三 尊は その 脇 倚が 普通の 形式とは 違って 趺 坐の 姿を 取って ゐ るのは、 當代 末期 

の 日本 趣味 化を 示す ものである。 又 安樂 壽院阿 彌陀は 鳥 羽 天皇の 念 持佛で 、全體 具足した 傑作で ある。 

西敎 寺の 藥 師如來 は、 舊法勝 寺の 像を 移した ものと 稱 し、 賴る 圓滿の 作なる のみならず、 法 勝 寺に あ 
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りし 涕を 忍ぶべき である 

I 神 像 及^^ 像 彫 刻— 最後に 神 像 及び 肖像 彫刻を 一瞥す るに、 神 像は 前代に ぼつ^^ 行 はれて、 上記 
の如き遺物もあるが、當代の初期、延喜年間には、全國の神社に數千の神像を刻んで分配されたこと 
が 「延喜 式」 に 書いて ある。 これに 依 つても 當代 にには 多 數の神 像の 出來 たこと を 想像し 得る。 故に 今 
日 國寶 となつ て ゐる神 像には、 當代の ものが 最も 多い が、 しかし これを 美術と して 見る 時は 甚 /f 物 足 
々ない。 さして 名工の 手に 成つ たもので もない らしく、 その 形式 も 略 一定して ゐる 。有名な 地主 神社 
の 神 像 三— これで、 弘仁 時代に 語つ た 僧形 八幡で 大體 推察す S ょい。 又 Is 代に 入つ て 
頗る 少なく、 前記 法 隆寺聖 靈院の 太子 像の 外に、 法 隆寺繪 殿 安置の 聖德 太子の 七 歲の 像が 一つ 有名で 
ある。 これは 治 磨 五 年に 出來 たもので、 聖靈院 のよ リも 古い。 もと 聖靈會 の 本尊と された もので、 胎 
內に銘 が f、 佛師 & »• &、 繪師 ^• かル と、 作者 も 明かに 知られて ゐ る。 
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第 七 章 鎌倉時代の 彫刻 

LMM gjl 代 彫刻の 槪觀 I 鎌倉時代は 武人が 始めて 政權を 掌握した 時で、 平安朝の 貴族 時代の やぅに、 
優跑閑 日 ; J の 裡に藝 術を 嗜む とか、 或は 宗敎的 恍惚に 心 醉 すると かいふ ことは なかつ たが、 それでも 
事 實上你 ほ 貴族の 生活は 存在し、 且つ 佛敎の 信仰 も衰 へなかつた ので、 人間 生活ょ 及暌き 出で たる 藝術 
の 華は 失せな かつた。 殊に 當 時の 政權 家は、 政略の 一つと して 敬神 崇佛 を獎勵 し、 M* #r の 如き 旣に奈 
茛の 大佛 殿を 始め 多 數の佛 寺を 再興し、 或は 鶴 岡 八幡宮の 儀を 盛に するな ど、 頻”に 尊崇の 思想を 實 
現した が、 北 篤歷代 S つても 亦同樣 にして、 殊に 京都 鎌 倉 等 匕禪宗 の 諸 寺を 起す に 及んで 益々 甚 
しきを 加へ た。 それに 彫刻は 建築に 伴 ひ、 また 宗敎を 背景と して 隆盛. に發 達を 見る こと、 中世までの 
一般 狀態 にして 殊に 日本に 於け る 如き 佛敎國 では 然 々で， ある。 されば 鎌倉時代に 入つ て も 或る 種の 彫 
刻は 勃然として 與 起し、 別殊の 特色を 以て 一 時代. を 劃し 得た ので ある。 

一剛 健なる 思想 及； S, 手法 | 鎌倉時代は 言 ふまで もな く 所謂 鎌 倉 武士の 時代で ある。 その 中には 和歌に 
巧みな 將軍實 朝が あリ 、又 他の 一方には n 豕や M* ” の 如き も あつたので、 未. だ 藤 原 時代の 隋力は 働いて 
ゐたが 、しかも 武人ら しき 凛と した 氣風は 、當 時流 行し 出した 禪 宗の见 想と 結合して、 新ら しい 時代 


刻 彫の 代 時 倉 鎌 京 七笫 


的 性格を 形 ^: せんとして ゐた 。その 中に 生れた 彫刻の ことで あるから、 また その 影 tj を 受けて、 極め 
て 勇 壯活潑 な M 想と なつた。 隨 つて 釋迦 とか 彌陀 とか 觀音 とかの、 活動の ない もの、 形は 寧ろ 不得意 
であつ て、 四天王、 仁王、 鬼 形な どには 感嘆 措く 能は ざる 程の 傑作が 多い ので ある。 

實 的と 個性的 _ それと 共に S 時代は 頗る 露 的の 世の中と なつた® で、 彫刻の 上に も現實 
的な ものが 多くな つた。 その 著しき 現象は 寫實 的と いふ こと、 肖像の 多い ことで ある。 寫實 的の 傾向 
は 時代の 降る に 隨つて いよ^-* 顯著に .なつた が、 鎌倉時代に 入つ て その 最も 甚 しきを 見る。 また f 像 
彫刻は 從來は 例外的に 存 したので、 當 代に 入つ てはなか^^ 多くな つて 來た 。それと 同時に これ 等が 
同性 的に 取扱 はれた の も當然 の歸 結で ある。 佛敎 彫刻なら ば、 槪念 的な もので よかつた、 それ も 天平 

には、 お ほ ろげ に 或る 種の 思想を 表現す れば よかつた し、 密敎 美術の 時代には 密規に 依つて 槪念 
を具體 する ので 充分で あつたが、 肖像の 如きになる と 最も 個性的でなくて はなら なかつ た。 

E ェ の 出—^- 1 しかし これは 取に 對 像が 個性 化した Q—、 技術者 も 亦 個性 化した。 固 
よ 4 來も 作者は 1 の 個性を 意識的に 無意識的に 出して はゐ るが、 個性的 H 覺も 近世に 至る に從つ 
て 益々 著しくな つた 一つで t から、 作者 Q 名 も 知られず、 又 そ© 名を 特に 明に する 必要 もなかつ た 
もの ^ 、 此の 時代に 入る と 作者と 作品との 關係が 世間 的に 明かなる を 加へ た。 こ、 に 於て 所謂 名工の 
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四 四 二 

出現を 見た ので ある。 これは 旣に藤 原 時代に 佛師定 朝 等の 出で た 時に 然 ぅであつた が、 此の 時代に 入 
つて 一層 その 著しき を 見た。 殊に 運慶の 出現は、 當 代の 特筆すべき 一事 項と なつた。 

一 佛師運 慶と父 康 『一 鎌倉時代の 名工の 先鋒と して 出で たのは 佛 師康慶 であつ た。 此の 人は 定朝五 
世の 孫で、 奈 一良 興 福 寺南圓 堂の 本尊 不空穎 索觀音 及び 四天王、 六祖 像な どを 作つた 人で ある。 運慶は 
實に その子に して 當代隨 一の 彫刻家で あるの みならず、 一度 その 鑿を 揮 ふや、 雲を 呼び 龍の 舞 ふ 入神 
の 技を 以て、 或る 意味に 於て は 我が 彫刻 史上の 第一人者と 目すべき であつた。 東 寺 大佛師 職に 補せ ら 
れて備 中 法師と 號し 、その 妙 腕を 揮つた が、 のち 賴 朝に 召され 鎌 倉に 下つて 大倉新 御堂 及び 持佛 堂の 
佛 像を 造つて 名聲を 天下に 藉甚 した。 彼の 特色は 雄偉の 面貌と 剛健の 姿體 とを ょく 調和し、 その 手法 も 
また 頗る 俊拔 にして、 一々 寫生に 基き、 姿勢から 筋骨まで 靈活を 具へ たと ころ、 他に 比類な きもので 
剛健なる 鎌倉時代 彫刻の 特色は 實に 彼に 依つ て 出された と稱 してょ い。 彼の 代表作と して 現存す る も 
のは 甚だ 多い。 

I その他の 名工 I 尙ほ運 慶に稍 先立つ て快慶 、法名 安阿彌 なる ものが あつた。 康慶の 弟子に し 
て、 運慶に 劣らざる 名士と して 知られ、 運慶 その他 當 時の 名家と 共に 製作に 從 事して 多くの 逸 作を 造 
して ゐる 。殊に 菩薩 像の 彫刻に 秀で、 蓮 慶と好 乎の 對照 をな して ゐ る。 又運慶 以後に 至つては、 その 
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弟子に 法 橋 定覺が あリ 、その子に 法印湛 慶が あリ 、湛慶 殊に 非凡の 名工を 以て 稱せら れ 、湛慶 の 弟子 
僧 亦 有名で あつた。 康 運の 男には 法 印 康圓が あつて、 何れも その 家系を 繼 承した。 又 別に 法眼 康 
^• 、僧&纪あリ、中佛所と稱し、法眼康 ## 、法印康#*法眼康尊、法印康祐、僧康榮等は別に两佛所 
とい ひ、 これに 對 して 法眼 康祐 を東佛 所と 呼んだ が、 これ 等は 皆 京都 七 條佛 所の 一派であつて、 東西 
とその 中間と に佛 所が、 あつたから 斯く稱 したので ある。 又 三條佛 所には 法 橋定圓 、法眼 宣圓 、その他 
法眼 院康 、法 印院尋 、法 印院範 、法 印院 賢、 法 印院繼 、法 印院審 、法 印院宗 、法 印院 信、 僧院 乘 、法 
印院忠、法眼院瑜、法眼 51» |;、法印運助、僧運覺、僧舜慶、法橋快兼、僧惠等が當時の佛師として知 
られ てゐ た。 而 して 中には 優秀の 彫刻家 も あつた が、 何しろ 傳統の 久しき につれ て、 次第に 舊 法を 墨守 
する の 固陋に 墮し 、末期に 至つ ては つ ひに 見る に 足る の 技を 出す 者な きに 陷つた 。 
HMWMnaM® 今 左に これ 等の 人々 に 依つて 作られた 代表的 作品を 列記し やぅ。 勿論 その 中 
には、 寺傳に 依る もので、 確徵 のない もの も 含まれて ゐ る。 

興 福 寺 南 w 堂不空 潁索觀 音'!  康慶 
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東大寺 四天王の 內增長 天 像 建 久八年  同 
東大寺 南 大門 二王 像  建 仁 三年 (運慶 合作) 快慶 
同  二 天の 內多聞 天  建 久六年  同 
同  四天王の 內廣目 天 像 建 久八年  同 
同  觀 音像  (定覺 合作) 同 
同  僧形 八幡  同 
高山 寺 本尊 釋迦 如來  同 
同  十三 重 塔 本尊 彌勒 菩薩  同 
東大寺 雨 大門 二王 像  (快慶 合作) 運慶 
同  四天王の 內持國 天 像 建 久八年  同 
高山 寺廬 舍那佛  同 
同  四天王の 中 多 聞 天 像  同 
苋寺二 王の 中密迹 金剛  同 
蓮華 王院巾 尊 及 二十 八 部 衆  同 
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建 久六年 
建 久八年 

(快慶 合作) 


高野山 遍照院 彌陀三 尊 
興 福 寺 世 親 無 著兩像 
m 福 寺 山門 十六 羅漢 
祇固社 獅子 泊 犬 
東大寺 二 天の 中 持國天 
同  四天王の 內多聞 天 
同  觀 音像 
東 寺 二王の 中那雜 延 堅固 
同  增長天 像 

高山 寺 金剛 力士、 梵天、 帝釋 天、 毘沙門天 像 
高野山 遍 照陀彌 陀三 尊像 
高山 寺 四天王の 中 廣目天 像 
大和 白 毫寺間 魔 天 像 
興 福 寺 天燈 鬼、 龍燈鬼  建 保 三年 


同 

同 

同 ハ？〕 

同？) 

1: 見 

同 

同 

.勤 

同 

同 

同 

职 [11* 
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敎王護 國寺中 門 持 國天像 
法 降 寺 金堂 彌陀三 尊 銅像 


貞永 元年 


康勝 

同 


一 東大寺 南大 


門 仁王 I  鎌 

連 倉 時代には 仁 
慶 

快 王、 四天王 等 

作 忿怒 部 彫刻の 

M 全盛時代 であ 

寺る が、 殊に 脚 
仁 

王を 東大寺に 踏 
像 入れた 者は、 
vl その 南 大門に 
置いて あ. る 仁 
王の 名作に 接 
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箱ぽ ^ 一. 

r  \L 


して、 大佛を 
見る に 先立つ 
て 一驚を 嘆せ 
ぬ 者は ある 1 
い。 これ 敎法 
護持の 爲めに 
寺 門に 安置 さ 
れ る、 左を 密 
迹 金剛、 右を 
那羅延 堅固と 
稱 する 佛像に 
して、 建久年 

間、 運 慶快慶 の兩 手に 成つた もので、 その 高さ 二 丈 六尺 五寸 、實に 日本に 於け る最 巨大の 仁王 像で あ 
る。 手法の 雄 健に して 宇 氣剛壯 なる、 殊に その 姿態の 飽くまで 寫實を 失は ずして、 しかも 筋骨ょ々 姿 

四 四 七 
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四 四 八 

勢に 至る まで 悉く 靈活の 妙 あると 乙ろ、 他に その 類を 見ない® その 眼、 その 口、 その 胸 腹に、 啊呍〇 
一 呼吸 痛烈を 極めて ゐる點 は、 啻に 當代の 傑作で あ. るの みならず、 日本 彫刻 史上の 一大 名作た るを 失は 
一ない。 此の 像 あつて 始めて 運慶 等の 偉大 さを 知るべし と稱 しても よいので ある。 尙ほ同 寺に ある 快!} 
一作 地藏 像は、 面相の 圓滿 なる、 全體の 均衡 も餘程 巧妙なる 傑作で、 その 衣 文には 非常に 細緻なる 裝飾 
模樣が 施して ある。 

I 興 福 寺 南圓堂 四天王 一 與福 寺は 奈頁 時代の 創立で 鎌倉時代の 再建であつて、 當 代に 出來た 遺物が 隨 
分澤山 ある。 その 重な ものと して、 南圓 堂の 四天王は、 文治 年間 康慶の 作と 傳 へられて ゐ る。 何れも 
當代 忿怒 ^ 彫刻 中の 傑作と すべきで あるが、 中に て 多 聞 天が 最もよ く出來 てゐ る。 三 又戟を 左の 手に 
持ち、 右手を 固く 握リ しめ、 脚を 强く踏 張つ て、 前方を 睥睨した 姿は 凛と した ものである。 その 太 t 
眉、 銳き 眼、 ひき 緊つた 口、 今や 將に 大喝 怒號せ ん として 尙ほ 未だ 發せざ る 相貌の 恐ろし さ、 まこと 
j に 一代 名工の 作なる ことを 暗示して ゐ る。 尙ほ同 寺には 金堂に も 四天王が あれ ど、 どれは 稍 劣 作で あ 
一る。 た 2 その 脚下に 踏みつけられて ゐる四 體の鬼 形の 中、 西北 隅の ものは 簡單素 撲の裡 に、 刹那の 表 
情を 面白く 取扱つ たもので、 見る に足リ る。 

I 興 福 寺 西 金堂 仁王 I 西金堂は燒亡したので今は存在しないが、此の仁王は ^# &の子,|^、後に定 


刻 彫の 代 時 倉 鎌 章 七 第 


慶と稱 した 人の 作と 傳へら れ 、東大寺の 仁王 や 南圓 堂の 四天王と 共に、 鎌倉時代の 最 傑作と されて ゐ 
る。 何れも 上半 部は 裸體 にして、 その 怒號 せる 面相、 その 活躍せ る 手、 その 緊張せ る 胸 腹な ど、 何れ 
も寫實 の 巧妙を 盡し 、今にも 飛び か、 らんと する その 勇壯 なる 態度、 眞に 迫れる 表現は、 他に 多く 比 
を M ない ものである。 これ 亦 激越 痛烈なる 點に 、剛健なる 時代相を 語る ものと して 名作に 數 へねば な 
ら ，ぬ。 これは 目下 奈頁 博物館に 出て ゐて 、見る に 便で あるが、 衣 文に 華麗なる 室 相 花模様の あとが、 
鮮かに 看取せられ るので ある。 

I 興 福 寺 天燈鬼 龍燈鬼 I 鬼 形の 代表作と せられる 天燈鬼 及び 龍燈 鬼を、 目下 奈 K 博物館に 陳列して あ 
る。 傲 辨の 作と傳 へられ、 その 意匠の 奇抜と 一種の 遵 勁なる 刀 法と に 依つ て、 簡 m な 作で あリ ながら 
も、 無限の 趣を 表出して ゐ る。 兩 者と もに 高さは 二 尺 六寸の 木彫で、 天燈 鬼は 左 肩に 燈を 載せて 左手 
で これを 支へ るた めに 體を 捻つて ゐる 姿を なし、 龍燈 鬼は 龍を 首に 卷 きつけて、 燈を 頭上に 載せて 兩 
手を 拱き 白 ilu をむ いて ゐる 。が、 それ 等が 如何にも 眞に 迫つ て、 何とも 言ひ樣 のない 味を 含んで ゐ る。 
これ また 日本 彫刻に 餘 々比較すべき もの \ な い 珍品で ある。 

I 興 輻寺 文殊、 維摩 像 I 此の 二 像は 共に 東 金堂に 安置して あつた が、 維摩 像の 方は 目下 奈良 博物館に 
出て ゐる 。何れも 着色せ る 高さ 三尺 餘前 後の 木像に して、 運慶 作と 稱せら れる 。面相、 衣紋、 臺座等 

四 四 九 
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の 裝飾が 全然 寫生 的に して、 巧に 全體の 調和を 取ク 、彫 法 頗る 剛健な ものである。 ^ に 文殊 [t は その 
面貌 雄壯 なれ ども おの づから 穩 和の 風を 備 へ、 所謂 威 あつて 猛かち ざる もので あリ 、又 維摩は 峻嚴犯 
... ，:  すべから ざる 

面相の 生ける 
が 如き 出來で 
け ある。 共に 奈 
菩 頁 時代の もの 
に 比して また 


別種の 面白味 
が あり.、 決し 
時て 凡 H の 作と 
は M はれな 
い。 中に も 維 
摩 像は 李 龍 眠 
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等の 描く 所の 

圖樣と 頗る 相 

似て ゐる のを 
維 

© 見る と、 或は 

居 宋朝の 影響を 

士 受けた もので 
木 

像 はない かと 疑 

即 はれる。 その 

福 

I 他與福 寺南圓 
.堂 内の 法相 六 
相 像 も、 康慶 
の 手に なつた 


もので、 何れも 個性を 發 揮した、 見る に 足るべき 佳作と 稱 してよ い。 

一一 蓮華 王院 風神 雷神 像 _ 京都 蓮華 王院 、卽ち 有名なる 三十 三 間 堂は 後白河 天皇の 時の创 立で あるが、 
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建 興 元年に 燒けて 文 永 三年に 再建した が、 本尊 並に 俗に 三 萬 三千 三百 三十 三體 あると 言は れてゐ る 千 
手觀音 —— 實は 一千 有餘體 は、 大抵 鎌 倉 初期の 作で、 決して 凡作では ない が、 それょ リも 此の 堂の 裹手 
にある 風神 雷神は その 意匠と いひ 表現と いひ、 甚だ 面白い 別趣を 出して ゐ る。 兩像 共に 木彫に して 三 
尺 七 八寸餘 、風神は 風袋を 首にして 雲を 踏んで 下界に 向つ て 飛躍 せんとす る 姿を 示し、 雷神は 紫電 一 
閃黑 雲に 乘じて 今し も 天空を 馳驅せ ん とする 勢を 現は し、 何れ 劣らぬ 勇 壯縱撗 、峻烈 痛快を 極めた も 
ので、 實に風 雷 二 神の 典型と せられ、 後に 宗達 、光琳 等が 同一の 晝 題に 着 筆す るに 當つて も、 大にこ 
れを參 照して ゐる 。凡庸 作家の 企及す 可から ざる ものと 言は ねばならぬ。 

一一 蓮華 王院 二十 八 都 衆 I 尙ほ 三十 三 間 堂內の 二十 八 部 衆は 初め 運慶の 製作した ものを 安置した ところ 
燒 失した ので 更に 湛慶が 再 造した との 說が ある もので、 それ も 全部を 傳 へない。 その 十 數體が 、堂內 
又は 京都の 博物館 等に 残存して ゐる 。勿論 洗練を 經た 傑作と 稱 する ことは 出來 ない が、 野 武士 的な 剛 
健の 趣 致に、 捨て 難い 味の ある もの もないで はない。 殊に 寫生の 加味と、 個性の 躍動とは、 此の 時代 
でなくて は 見られぬ ものである。 その他 婆薮 仙人の 木像は 高さ 三尺、 定 朝風の 溫 和な 作品で、 鎌 倉 時 
代の 物と しては、 變つた 味の 示された ものである。 

一 謙 倉の 大佛 I 普通 鎌倉大 佛と稱 する ものは、 淨泉寺 高德院 にある、 阿 彌陀如 來と傳 へる 坐 
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像で ある。 今は 露 佛に なつて ゐるが 、もとは 堂內 にあつ て、 今 も 礎石が 殘つて ゐ る。 建 長 四 年、 大野 
p が 造つた とぃ ふ。 吾妻 鏡に 依れば 『建 長 四 年 八月 十七 日、 今日 彼岸 第 七日、 深 澤里奉 鏡 金 
銅 八 丈 釋迦如 來像』 と ある。 但し 此の 八 丈とは 建つ た 時の 高さで、 現在は 四 丈 八 尺 ばか リの 銅像で あ 
る。 そして 釋迦 ではなくて 阿 彌陀と せねば ならぬ。 與謝野 晶子 女史の 和歌に、 

鎌 倉 や 御佛 なれ ど 釋迦牟 尼は 美男に おはす 夏木立 哉 
と あれ ど、 正に これは 訂正せ ねばなる まい。 明應四 年の 海 嘯で 堂が 破壤 して 今日に 至つて ゐ る。 大佛 
の 規模 等は 奈 頁のに 劣る けれど、 奈 頁の 大佛 は屢 々火災に 罹つて、 昔の 俤を 止めない のに、 兎に角 舊 
狀を存 して、 鎌倉時代と しては 最大の 銅像で あるの みならず、 面相の 表現 や、 全體の 均衡 も 可な” 巧に 
出 來てゐ る。 た r 雄渾な 趣 致 も、 優雅な 氣品も 乏しい のは、 時代の 特色 だから 咎める は 酷で あらぅ。. 
piM 膳^ これは 快慶が 建久八 年 十 パに 作つ たもので ある ことは、 その 胎內の 墨書に 
依つ て 明かで ある。 唐 招提寺 講堂 彌勒 像な ど、 略々 同様 式の 坐像で、 光背の 兩侧に 十二の 飛 天を 配し 
中央に 舍利 塔を 彫んで ある。 而相 は定朝 式の BI 滿な ものとは 違 ひ、 少しく つ々 上つた 眼には 德乎 たる 
一種の 威嚴を 現は して ゐ る。 彫 法 も 自由で、 彩色 も 壯麗で ある。 鎌倉時代の 特徵 のょ い 方面を 出して 
ゐるの はょ ろ こばし いが、 惜しい ことに、 これ また 氣品も 雄大 さも 見られない。 

四 五三 


四 五 四 

I 唐 招提寺 講堂 本尊 I これ も 有名な もので、 殊に 奈頁 地方に あるので、 飛鳥 天平 等の 作品と 比較し 
て 興味が ある。 彌勒 菩薩の 坐像に して、 蓮 座の 手法な どは 極めて 巧緻を 極め、 光背 も 同時代の 巧妙な 
技法を 以て 飛 天を 彫つて ある。 本尊の 面相は 端厳に して、 しかも 濃雜 なる 装飾を 弄して ゐない ので、 
第 却つて 尊崇の 趣を 傷け ない が、 これを 天平 期の、 金堂の 本尊と 考へ 合せる と、 何となく 物足リ ない は 
.一一 一 やは リ 雄渾 壯大の 趣が 伴つて ゐない 爲めで あらぅ。 

日 一 i 问野山 金剛 ! HI 味 院玉尊 ffl これは 三昧 院の多 寶塔內 に 安置され たもので、 中央に 大日 如來の 坐像が 

本あリ 、四隅に 殆ど 本尊と 同じ 手法の 四 尊像を 配置して ある。 何れも 木彫に して、 運慶の 作と 傳 へて ゐ 

る けれども その 確證 はない。 本尊の 表現は 頗る 端嚴 にして、 その 彫 法 も 亦 雄 健、 そのき び^— したと 

ころは 鎌倉時代の 特色を 備 へて ゐる が、 體軀の 丸々 と 肥つて、 何處 かに 優しい 寫生 的の 感じを 持つ が 
彫 

如きは 當 代の 傑作と 許して ょい。 他の 四 尊像は 何れも 同型で、 面貌は 本尊と 同じく 温和な 中に 威嚴を 
刻備 へて ゐ る。 

: I 大和 法樂寺 愛染明王 I 愛染明王は 密敎の 寺で 念ずる 五大 明 王の 一で、 害毒 消 除の 神と される。 三面 
一 六臂 忿怒の 相を 現は し、 その 目は 赤色に して、 頭には 獅子 冠を 戴いて ゐ る。 法樂 寺の 此の 像は、 當代末 
期の 作に して、 種々 裝 飾を 凝らした 厨子の 中に 安置され てゐ る。 忿怒の 相貌 も 相當の 現は し 方を して 


刻 彫の 代 時 倉 鎌 章 七 第 


ゐるが 、その 裝飾の 技巧が 大に 繁雜に 流れた 爲めに 氣品や 生氣は 甚だ 少く 、一種の エ藝品 的の ものと 
なつた。 例へ ば その 天蓋 及び 蓮 座には 無数の 瓔珞を 懸け 垂らし、 厨子の 扉は 莊麗 なる 佛畫を 描いた 如 
きで ぁる。 こ 4 實 に？ 末期 か 4 町 時代に かけて 巧 S した、 藝術 S 落を 語る 
ものである。 

|  | 山城 法 金剛 院十 | 面觀 音像 一 その 一層 甚 しきものは 法 金剛 院の 十一 面觀 音で ある。 これは 高さ 凡そ 
| 二 尺 七 寸餘の 木像に して、 その 形狀 態度は 穩當 にして、 大體に 無難の 作で あるが、 た  < 裝 飾に 至つて 
一は 大に 凝らして、 凝らし 過 r てゐ る。 衣紋には 盛 上げの 紋様を 描き、 光背は 透 彫に 鍍 銀を 施し、 蓮 座 
| には 無數 の 理路を 下げて ゐ るが、 そ® 技巧 や餘 々に 巧緻に 過ぎ、 前述® 愛染 王 明と 同じ様に、 俗人を 
一喜 ばせ る ものと 難 ぜられ て も 言葉がない。 隨つて 面相は 圆滿 であれ ど氣魄 を缺き 、姿態は 整齊 して ゐて 
i も 崇高の 念を 催さし めな n た-- 装飾的の 技巧は、 中 ^ 寺の 金 ^ 堂 R 1 項) など、 同 D く、 參考 にす 
j べきで—。 因に 此の 像は 元應 元年に 製作され たこと、 臺 座の 記銘 にょ？ 明かに 5 ちれる C 

i  遺物 — I を 示せば 左の 如し。 

\  •  •  、 

京都 鞍馬 寺聖觀 音  定慶作 

奈頁福 智院 地藏尊 

V  四 五 五 
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像 木 音觀而 一十 院剛金 法 
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鎌 倉 新居 間 魔 十 王 像 
東大寺 重 源 上人 像 
吉野 水分 神社 玉 依姬像 
鎌 倉 明月 院上杉 重 房 像 
六 波 羅慶運 寺 湛寺像 
唐 招 提寺行 某 像 
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四 五八 

第 八 章 室町 時代の 彫刻 

I 室町 彫刻の 槪說 I 室町 時代の 彫刻を 述べる 始めに 語つて 置かねば ならぬ のは、 當代が 禪宗 流行 
の 全盛期で あつた こと、 而 して 禪宗は 從來の 諸宗の 如く 彫刻の 發 達を 必然的に 導く ものでなくて、 却 
つて これを 殺した とい ふこと である。 こ \ に 至つ て 宗敎と 彫刻との 道連れは 明かに 別途を 進む こと、 
なつた。 而 して 不幸に も宗敎 から 見離された 彫刻は 德川 時代の 末期に 至る まで、 一本立ちが 出來 ない 
ほどに あはれ な ものと なつて、 僅かに 建築の 一部を 裝飾 する か、 或は 床の 置物と なる かして、 果敢な 
い 存在を つ r けたと いふ ことで ある。 隨つ て、 室町 時代から、 彫刻は 一頓 挫を 來し 、ずん"'-^" 降リ坂 
になつ て 行つ たと 言は ねばならぬ。 これ 實に 我が 彫刻 史上の 一大事 實で ある。 

「佛像 彫刻の 衰退 I 蓋し 禪宗は 內觀的 冥想 的の 宗敎 で、 對社會 的 若く は實 人生の 活動を 擁護す る 
のが 目的では なく、 自己の 完成 —— それ も 虚無的 涅槃 境に 入る のが 眼目で あるから、 この 敎には 偶像 
を 要せな かつた、 信念の 的を 外部に 置く を 要せな かつた、 そして 拜跪渴 仰の センチ メタ〆 な、 或は エ 
クス タチ ックな 或る 種の 激情を 味は ぅとす る ものでは なかつ た。 況んや 淺 薄な 形象 崇拜を 斥けた から 
彼等と 佛 像とは 畢竟に 於て 交渉は なかつ たので ある。 ただ 時として 象徵 的な 達 摩 や 維摩 や 或は 十六 羅 
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漢を 現は すのを 喜んだ が、 それすら 畫像 などを 主として、 彫刻にまで 持つて行く 場合は 乏し かつた。 

一 故に 禪宗の 榮える 限り、 彫刻は 顧みられな い 勝. ' 3 であつ た。 況んや 藤 原 時代 末期から 鎌倉時代に 及ん 
で 一 傾向を 示した 華麗 繊巧なる 技巧の ための 技巧 主義の 裝 飾の 如きは 無用の長物 視せら れた。 —— け 
わ ども、 禪宗 のみが 當 時の 宗敎で はなかつた。 一方に 舊來の 密敎も あれば、 新 與の淨 土敎も あつた、 
n 蓮宗の 如き も佛 像を 捨てる もので なかつ たから、 依然として 佛師が 製作に 從 事した けれども、 固ょ 
9 何等の 生 氣を出 n ず、 新樣を 示さ  <  る、 傳習 墨守の 彫刻を 行つ たのに 過ぎない。 

I】 刻界の I 生面 一 然れ ども 宗敎と 離別した 彫刻には 、狭いながら もまた 別種の 道を 奴 見した。 
それは 建築 裝 飾、 fi 像、 及び 能面の 如き 方面であつた。 建築 その物が だん-^ 佛 敎の覊 絆から 脫しか 
けて、 金閣 とな リ '銀閣 とな々、 東 求 堂と なつて、 書院 や 茶室の 新 様を 出さぅ として ゐたが 、殊に そ 
一の 書院 建築と 彫刻とは 結合すべき 運命に あ夕 、更に 足 利 末期から 桃山時代に かけて は、 城廊 及び 邸宅 
(建築 等が 非常に 彫刻を 應 川した ので、 所謂 彫物は 彫刻の 主體 たるの 觀を呈 した。 しかし そ. れは 後期の 
| ことで、 足利時代には まだ その 兆候が あつたに 過ぎない。 次に 肖像 彫刻は 從來 ょリ牲 々行 はれた とこ 
ろで あつたが、 しかし これは 主として 高僧 大徳で、 依然として 佛敎附 屬の観 が あつた。 然るに 鎌 倉 時 
代ょ リは當 時の 武將 名士の 像を 刻む ことが 行 はれ、 室町 時代に 及んで は 威儀 嚴然 たる 武士の 而 目を 表 

四 五 九 
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四六〇 

はすのを 主と する に 至つ た。 蓋し 彫刻 人 像の 藝 術的獨 立を 見た ので ある。 又 能面の 彫刻は 當 代の 注目 
すべき 特産物で ある。 

一能 面の 彫刻 I 假面の 彫刻は 旣に奈 頁 時代 あた リにも 盛に 行 はれ、 伎樂や 舞樂 等に 使用 せら 
れた ので あるが、 當代に 於て は 能樂の 流行 頗る 盛なる もの あリ 、各 諸侯は その 技に 長け たる ものを 擧 
げて 一家の 專業た らしめ るに 至つ た。 隨つて また これに 用 ひる 所の 假面の 製作 も 各々 その 專業が あリ 
精神を 凝して これを 彫刻す るに 至つ たから、 頗る 精巧な ものが 多く 出來た 。假 面の 彫刻は 實に 當代以 
後に 盛で ある。 その 製、 木彫の 上に 漆を 塗夕 、これに 粉 彩を 施し、 中には 頗る 寫生 的な もの も あるが 
多くは 能の 思想に 通ず る簡 古樸實 にして、 しかも 洗練を 經 たもので あつた。 今日 現存す る 所の 能面の 
中に、 前代の 作者 115 右衞 門、 4 鶴、 日 氷、 越智 、小牛、 德若 等の 作と 稱する もの も 多い けれども、 そ 
の實 物に ついて これを 縫鑑 すれは 室町 時代の ものが 最も 多く、 中に も 後世 六 作と 稱す もの、 如きは 最 
も 美事で ある。 

I 當代 彫刻の 手法 一 當代刻 像の 種類は 略 上に 依つて 知られる が、 その 佛 像は 主として 木を 用 ひ、 
その上に 彩色を 施して、 頗る 華麗を 盡した ものが 多い。 その 彩色には 截 金を 用 ひ、 萡押 をな し、 或 
は 極めて W く 粉 彩を 施し、 或は 蒔繪 又は 色 漆な どを 用 ひたの も あつて、 精緻の 點に 於いては 見るべき 
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(藏館 物 博 室 帝京 東） きぶそう 面 言！ E 作 水 洞 


ものが あれ 
ど、 高渾勇 
壯の氣 もな 
く、 優麗流 
暢の 美も缺 
けて、 末期 
の 藝術 たる 
ことを 思は 
しめる。 又 
銅禱の 如き 
も 間々 ある 
けれども、 
甚だ 少い。 
假面 にも 古. 
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四 六 二 

作なる 乾 漆 又は 紙 製の 物 も あるけれ ども、 當時の 物は 槪ね 木彫に して、 表面には 主に 厚く 粉 彩を 施し 
鬚髮 等は 墨に て 書： き、 般若 等の 如き 怒つ たものは、 眞に金 屬を篏 入して 光彩の 燦爛たる もの も あらし 
一め た。 そして 裹面は 鉋 目 荒く、 粗 削 及の ものに 黑或 は赭 色を 施し、 薄く 漆を 塗つ たもの も ある。 又單 
I に 白木の 儘の もの も あつた。 この 鉋 目は 鑑定 上の 目安と されて ゐる 。その他 能面に ついては、 『骨董の 
智識及び鑑定法』に於いて、別に語られるでたらぅか £> 、此の位で措く。 

|  i 撇鼹 彫刻家 一 當時の佛師として有名であつたのは、七條中の佛所の一流に、前代の纪紀か 
ら相承けて、子孫相繼ぃで康秀に至つたものがあ々、西の所佛に前代の廒榮ょリ繼承して以斯に至つて 
徼かに 家系を 存し たもの が ある。 その他に も尙ほ 家を 立てる 者は あつたが、 皆 工人の 列に あるに 止ま 
| リ 、精 藝を以 て 一代の 師表た る 者は 出で なかつ た。 僅かに 名を 知られた る 者、 康 俊の 子に% 依が あつ 
た。 法眼に 叙せられ、 定朝 十四 代の 孫と 稱して 巾を 利かせて ゐた 。その子 法眼 康湛 、康湛 の 子 法眼 康 
吉 、康吉 の 子 法 印 康永等 皆 東 寺の 佛師 職に 補せられ て 家業を 襲つた。 法 印康グ 、法眼 廒琳 、僧 康秀の 
如き その 累孫 である。 一方 西 佛所榮 の 男には 大野 法眼 康秀が ある" 應永 頃の 人に して 同じく 束 寺怫師 
職に 補せられ、 その子 豐後 法眼 康淸 と共に 稍 世に 知られた。 

I 假面 彫刻師 I-J 假面エ としては、 增阿彌 、福來 、春 若、 寶來 、千 種、 三 光 坊を六 作と 稱 し、 
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各々 假面 彫刻に 於いて 當代の 名工と 稱せ ちれ その 作品 も 世に 珍 賞せられ る。 增 阿彌久 次は 永 和 年中の 
人で、 足 利 義滿の 童 朋で あつたと いふ。 その 刻す る 所は 女 面が 多い。 福 來石王 兵衞正 友は、 應永顷 の 
人で、 越後 國 一條に 住した。 般若 面 等の 額に 筋を 刻んだ のは 彼の AS IC に 出で ると される。 春 若 丹 波 守 
は德 若の 甥で、 俗に 油 肌と いふ 彩色の 粗に して 堅く 光澤 ある ものを 作つ た。 寶來は 福來の 子で、 彩色 
の柔 かな 細かな ものを 出して ゐ る。 又 千 種は すべて 彫刻に 巧みであつて、 鍔 や 鼓の 胴を も 作つ たが、 
彩色の 粗に してし かし 柔か なのを 特色と する。 最後に 三光坊 とい ふのは 文明 頃の 人に して、 初め 越 前 
に 住し、 のち 近 江山 城 等に 居た。 假 面の 彫刻に 妙を 得、 その 作る ものは 頗る 精巧で ある。 而して こ 
j の 三 光功の 門から 三 派の 能面 彫刻家を 出し、 相つ いで 德川 時代に 及んで ゐる 。卽ち 三 光 坊の甥 二郞左 
衞門滿 照 及び その子 則滿に 出で る 越 前 出目 派、 弟子なる 上 總介親 信、 その 門下の 次 郞左衞 門 等に 始ま 
る 近 江 井關 派、 弟子に して 僧なる 大光坊 幸 賢ょ 及 起る 大野 出 H 派 これで ある。 

I— エ藝的 彫刻 品 一 尙ほ 此の 時代は エ藝 美術の 方面に 優秀な 作品の 多い 時代であつた から、 彫刻 
に 密接なる H 藝的の 品に 面白い ものが あつた。 例へ ば、 彫鏤の 非常に 緻密な、 意 K もまた# 拔 な金鈒 
細工、 殊に 刀 劍の目 貫、 小柄な どには 非凡の 技巧を 凝ち した ものが ある。 後藤 祐乘の 如き 天才は 實に 
その 獨特の 技を 揮つ たので ある。 それから 甲胄の 製作 も 盛で、 その 兜には 彫刻 的に 見て 傑作と すべき 

四 六 三 
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四 六 四 

ものが 少なくない。 兜の 眼、 鼻、 口 等の 如何にも 凛 然として 勇氣を 表は した 技巧の、 鎌倉時代 特有の 
忿怒 部 又は 鬼 形の 彫刻と 比すべき ものである。 しかし それ 等 も 『骨董』 若く は 『ェ藝 美術』 の 部で 語 
られた であらう から、 こには 省いて 當時の 彫像 彫刻の 遺物の みに ついて 解說を 如へ て 置かう。 


I 東京 帝室 博物館 觀 音像 j 


-れは 足利時代 初期の 製作と して 代表的の ものである。 高 S 約 三尺 八寸の 
■  -  ^  • . . . 木彫の 上に、 全體色 


% 


fc 


\1 [a ... - 


漆を 塗リ 、截 金を以 

0 

世 て 頗る 精密に 文様を 
普 

木 描き、 且つ 面部には 
M 金箔を 押し、 眉と 髭 
g とは 墨 線を 以て 現は 
I し、 眼 及び 白 毫唇等 

物 

雜 には 水晶を 嵌めて あ 
る。 そして 胸から 腹 
にかけ ては 諸種の 珠 
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玉を 連ねた 五彩 燦然た る 瓔珞を 垂らして ある。 衣紋の 線な どは 寫生 的で 流麗で あるが、 技巧を 凝らし 
た裝 飾には 全く 佛 像の 精神を 忘れた かとさへ 思は わる。 斯 くの 如きは 當代の 初期に 偶々 見る 所で 莊麗 
精緻と いへ ば 言へ るが、 何となく 趣味の 墮 落し /^ 時代 的 精神を 見せられる やうな 氣も する。 けれども 
これを 當 時の 他の 作に 比する と r.'.J ほ 見る に 足る のは、 初期の もの だからで あらう。 

これは 當代の 初期、 卽ち文 和 四 年 {^後村上天皇の正平十年)に ^* «- )1* &、# 
禪等の 作と 傳へ られ る。 これ も 型の 爲めに 型に 墮して 、何う も 根本の 精神を 忘れて ゐ る。 例へ ば特更 
に IF1I 相を 奇醜 にして 活躍の 表現を なさう とした 如きで、 藝 術を 尊重し 愛撫す ると いふ 樣な心 持に 缺け 
てゐ る。 たぐ 常 代の 物と しては 比較的 大きくて 纏つ てゐ るのと、 法隆 寺に 在る とい ふことの 爲め に、 
，記憶 すれば それでょ い。 

£ 谷 寺 本尊と 不退 寺 五大 明 王 | 大和の 長 谷 寺には、 本尊と なつて ゐる 十一 面觀 音が ある。 高さ 二 丈 
六尺と いふ、 窜 •町 時代の 最も 大きい 佛像 である 。手法 や 表現な どには 常 代ち しいい やな 處も あるけれ 
ど、 凡作 lb 中では 先づ 優秀 Q 部に 入わねば 1 。大和 不退 寺の 五大 明 王は、 旱奈 5 博物 
館に 在る から 見る ことが 出 來るが 、當代 彫刻の 特色を 最も 明かに 示す もので、 內面か ち 見ずに 外面 か 
ち、 それ も淺 薄な 誇張に 依つ て 型 的に 表現し ょうとした ものなる ことを 看取せ しめる。 

四 六 五 
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I 金 閤義滿 、東 求 堂 義政像 _ 勤|と辦がとは、足利時代の模型的人物である0_&はその初期を.詰リ 
義政は その 末期の 頹廢を 示して ゐ る。 今 義滿の 像は 金閣に 安置せられ、 僧服を 纏っ た 法體の 姿を なし 
てゐ る。 彫 法は 粗雜で あるが、 その 面相は 寫生 的で、 豪邁な、 一癖 あリ さぅな 表現は、 比較的 巧に そ 
の 眼に 依って 現は されて ゐ る。 ^ • &• の 像 も 僧服で、 彼の 茶室 東 求 堂に 安置せられ、 表現は 義滿 像に 較 
ベて 見劣リ する 樣で あるが、 寫生 的で、 誇張の ないだ けに 見る に 足” る。 先 づ當代 肖像 彫刻 中の 傑作 
としてよ からぅ。 

一達 磨 寺 達磨 像と 法 隆寺弘 法 大^ Ml 大和 達磨 寺の 達磨 像は、 室町 時代の 中期、 卽ち 永享二 年に 作ら 
れた もので、 その 手法は 繁雜に 流れず、 粗笨に 失せず、 衣紋が 流麗で、 その 面相 も 達磨の 表現と して 
は 可な リ巧み に 出來 てゐ る。 法隆寺 護摩堂に 置かれる 弘法 大師 像は、 それよ” も 少し 古くして、 應安 
八 年 (後 龜山 天皇 天授 元年〕 慶 ダ、 舜慶 等の 作った もので、 等身の 坐像で ある。 至極 簡單な 手法の 裡に 
大師の 面貌が 可な リ巧に 現 はれて ゐる 。尙ほ 同じ 梨に 舜慶の 作と 稱せら れる 不動明王と 兩 童子の 像が 
备る〇 


第 九 章 桃山時代の 彫刻 

I 桃山時代 彫刻の 特色 I 桃山時代は ' 時期と して 劃す るのは 惜しい 程に、 極めて 短 かい 僅に 二 
三十 年間で あるが、 しかも 美術史 上、 その 前後とは 大に異 つた 特色を 發 揮した ので ある。 所で その 特色 
も 要するに 豐 臣秀吉 その 者の 造つ たもので あると 思へ ば、 彼は 實に 美術の 大きい 背景 的 人物と して、 聖 
德 太子と 共に 我が 日本に 稀 有な 恩人で ある。 而 して 當代の 特色とは、 自由にして 豪壯 且つ 華麗な とい 
ふこと に 歸す る。 彫刻に 於いても さぅ であつ た。 日本 彫刻には これまで、 種々 の 美を 發 揮して 來たが 
男 £> しいと いふ 點で は餘及 華々 しい ものは なかつ た。 鎌倉時代の 彫刻なる もの すら、 豪快 爽颯 、一世 
に 氣を負 ふ 男子の 風が あるとは 言へ なかつ た。 た r これ あるは 後に も 前に も 桃山時代の みで ある。 

I 建築 裝飾の 彫刻 I 桃 山 彫刻と して 最も 特色が あリ 、最も 優秀なる は 建築 装飾的の 物で ある。 蓋 
し當 代は 城堡 及び 邸宅の 大 建築の 起った こと、 前編に 詳說 した 所で あるが、 彫刻は 城堡 には 餘”應 用 
されな かつた けれど、 邸宅には 盛に 用 ひち れ 、且つ 神社、 宵 殿、 佛閣 等に も 主なる 裝飾 として これを 
用 ひた。 而して それを 見る に、 技 功は 時として 粗雜に 流れる こと も あつたから、 精巧と か 優美と か、 
或は 細部 的の 巧妙と かには 物 足々 ない 場合 も あれ ど、 全體に 百 一っての 豪華 雄麗の 趣は、 實に 比類な 妾 


ものにして、 意匠の 警拔 、手法の 雄 健、 表現の 豪華、 相 待って 珍と すべきであった。 末技に 拘泥せ ず 
ょく 大局の 精神を 發揮 する ことは、 秀吉の 時代でなくて は 能は ぬ ことで あつた。 —— 右の 次第で ある 
から、 當 代には 佛像 彫刻の 見るべき ものは 全くな くして、 徒に 前代の 手法を 繼 承し、 技巧 も 精神 も 共 
に 劣惡 なる もので あつた。 偶々 方廣 寺の 大佛の 如きが 營まれ て、 五 丈 八 尺餘の 木彫を 刻んだ とは 言へ 
たで その 形骸を 構へ たに 止ま リ 、此の 種の 物は 全然 時代と 背馳して ゐた 。た r 一方に 能面の 彫刻、 目 
貫、 小柄 等の 金工が 精緻なる 特殊の 技術を 達成した ことは 注目に 價す る。 

I 當 代の 彫刻家 I 更に 當 代に 如何なる 彫刻家が あったかと いふに、 織 田 氏の 時に 宮 彫の 名手 游 
佐 某が あリ 、又 岡 部 又左衞 門、 宮西游 左衞門 等が 頗る 手法に 精し かった と傳 へられ、 その 安土 城を 營 
む や 七重 高樓の 柱に 昇 龍 降 龍を 刻んだ とのこと である。 又當 代の 末期に 至っ ては、 俗間の 傳說に 有名 
なる 左 甚五郞 が 現 はれた。 彼は 京都 伏 見に 住し、 木工 頭と なって 桃 山城 や 聚落 第 等の 建築 彫刻に 從事 
し、 また 諸 社寺の 造 營に當 っても 彫刻を なした。 殊に 桃 山、 聚落の 承 塵 欄間 等の 作は、 最も 人口に Hf 
炙して ゐる 。た r 彼の 系統に ついては 世間に 傳 へる 所の 說甚だ 多く、 一代で あつたか 否 も 不明で ある 
し、 彼の 作と 稱する もの、 眞疑も 確で ない が、 その子に 宗心 、孫に 勝 政 等が あつたのは 事 實ら しい。 又 
能面の 彫刻家には、 越 前 出目に 古 秀滿が あつた。 源 助と 稱し と 呼び、 名手に して 殊に 萬媚 とい ふ 
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pit. 


女 面の 作に 
長した。 是 
閑 も 亦 大野 
大 出目 派の 名 

エ にして、 

^  •  •  •  •  • 

大光坊 幸 賢 

寺  Q 弟子に し 
唐 て 名を 吉滿 
とい ひ、 豐 
太閤の 寵を 
受け、 天下 
一の 名 # を 
許され、 「天 
下一是 閑」 
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四 七 o 

の 燒 印を 用 ひて ゐる 。此の 人は 元 和 二 年に 年 九十で 歿した とい ふ。 

: 「京都大隱一^^一 此の 門は 建築の 部に も 書いて 置いた が、 もと 聚落 第の 遺物に して、， -±« 口の 豪 
華なる 生活の 半面を 現は して ゐる もので、 最も 人目を 惹 くのは、 その 正面の 柱の 上に 載せて ある 虹 梁 
g  (頭 貫) に、 一面に 浪を 彫’、 % の 兩端に 鯉の 尾を ば 水の 間に 見えし め、 その 身は 水に 隱 して、 更に 柱 

^  こぶし ぽを 

三を 貫いて 頭の みを 拳 鼻の 代々 として 兩 端に 現は して ゐる 。その 彫刻が 自由自在で、 意匠の 新奇なる 眞 
編 j 

日 に 感嘆の 外ない ものである。 また その 虹 梁の 上に も 双 龍が 珠を爭 ふ 所を 極めて 巧妙に 寫し 出して ゐ る。 
見て ゐて も氣 持ちの ょい ほどきび-^ した もので、 その上には 寶珠を 浮べた 雲と 水と が あ夕 、更に 門 
の侧 面の 裝飾 としては 鞺鞯 たる 瀧と、 これに 杭して 上る 鯉 魚 一双と が 彫り 出して ある。 その他 紅白の 
牡丹 や、 活躍せ る 獅子 や、 麟麟 などを 隨 所に 配置した 優秀なる 技巧は、 當代藝 術の 精と して 恥 かし か 

m l 

|ら ぬ ものである。 

刻  I 京都 西 本願 1^1 ま 門 I これは 桃 山城の 遺物で あつて、 その 發 揮した 精神では 幾分 か 大徳 寺の それに 
劣る かも 知れな v> が、 その 軒 廻々 の裝 飾の 如き 決して 輕々 に 看過すべき ものでは ない。 殊に 扉と 虹 梁 
上部の 極めて 精緻なる 彫刻は 見る に耐 へる もので、 牡丹に 唐獅子 や 雲と 麒麟 や、 また 欄間の 龍 や、 竹 
に 虎な どの 装飾は 決して 德川 時代の 物の やぅない や 味がない。 豪快に して 雄渾な 華々 しさは 建築と 共 


部 


面 正門 废社 神國登 


に 長く 傳 ふべき ものである® 

Idlli 院と豐 _ 社 唐門’ | 醍醐 三 寶院の 
勅使 門は 豐公 醍醐の 花見の 名 殘リを 語る もの 
で、 粗末な 門で あ々 ながら、 他に 一寸 類例の 
ない 當代 獨特の 趣味を 有する。 門は 文祿二 年 
の 建立に して、 門の 扉の 中央に 大きく 桐の 花 
左右に 菊の花を 直徑 三尺の 大きさに 半 肉 彫に 
して あるの が、 他の 雜煩な 技巧を 弄して ある 
以上に、 ぐつ と 引き立つ て 見える。 豐國 神社 
の 唐門は、 これ も 桃 山城の 遺物であつて、 そ 
の裝 飾は 西本願寺の ものょり 簡單で あれ ど、 
冠木の 上の 大 蟇股の 左右には 松 や 竹を 現は し 
丸 彫の 鶴を 鈎リ 下げた リな どした その 手法が 
大膽で g 由で まことに 申 分がない。 
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四 七 二 

I 現 嚴寺 玄關と 都 久夫須 磨 神社 一 この 二つ についても 旣に 建築の 部で 詳しく 語つた が、 瑞 M 寺は 陸 前 
の 松 島に あつて、 その 玄關の 軒 廻りに 當 代の 趣味を 現は した 彫刻が ある。 時代が 時代で ある 上に、 一 
世の 英傑 伊達正宗の 命令で 出來 たの だかち、 京都 地方に ある ものに 劣らぬ 出來榮 えを 示す。 殊に 曲線 
の 運用の 頗る 自由な ものである。 近 江の 都 久夫須 磨 神社 社殿は もと 桃 山城 中の 建築を 移した ので、 文 
祿二 年の 造 立と 稱せち れ る。 社殿の 諸 所に 桐の 花を 大きく 半 肉 彫に して 裝 飾した、 極めて 趣味の ある 
ものである。 

I その他の 當代 遺物 | その外、 桃山時代の 建築に 装は れた 彫刻は 非常に 澤山 あるが、 中に も 
西 太 願寺鴻 の 間 欄間 彫刻 

は、 もと 桃 山城に あつた もので、 古 來左甚 五郞の 作と 傅へ られ 、華 一 is な 彫刻が 別趣を 有し、 

大和 法 華 寺 本堂 向 拜透彫 

は、 同 堂が 慶長六 年に 淀 君の 命に 依リ 、片桐 勝 元を 奉行と して 再建 させた ものであると いひ 
近 江 園 城 寺 金堂 向奔 彫刻 

も、 同年の 再建に して、 やは リ向拜 の 組 物 及び 蟇股の 間 等に、 當 代の 特色を 明かに 示. した 彫刻が 施さ 
れて ある 0 
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第 十 章江戶 時代の 彫刻 

I 江戸時代の 特色 一 江戶 時代は m に 我々 に 近い か £> とい ふ ばか々 でな く、 彫刻に ついては 語る に 
足らない。 寧ろ 繪畫の 時代に して 彫刻の 時代では なかつ た。 勿論 彫刻が 絕滅 した 譯で はなく、 量の 上 
から 言へ ば 何時の 時代ょ々 も 多かつた かも 知れぬ。 卽ち德 川 氏は 政策の 一つと して 佛敎の 普及を 圆リ 
津 々浦々 まで も佛 寺を 建立した。 佛 寺の 建立には 佛 像を 耍した のは 言 ふに 及ばぬ が、 しかも 見るべき 
ものは 殆ど 全くない。 建築 裝 飾の 彫刻 も、 日光 その他に 將軍の 廟を營 み、 各 雄 藩 も それに 似た 靈屋を 
營む とか、 或は 盛に 大 建築を 起す とかした から、 勿論 空前の 多量なる 彫刻を 要した ので あれ ど、 これ 
また 徒に 繊巧な 作爲的 技術を 弄した のみで ある。 

^ 名の 佛 H たで 需要が 多かつた のと、 官邊の 保護が あつたとの 爲め に、 世に 名を 知られ 
る 工人は 比較的 多 ^ つた。 その 寺院の 装飾、 佛 像の 彫刻に 從つた 所謂佛 帥の 名 ある ものを 擧げ ると、 
寬 永年間には 僧祖一 ?、 法眼 定喜が あ”、 寬文 年間に 法橋康 乘 、左 京 康祐が あリ 、延寶 年間に 湛海 律師、 
f.l# 水 降 慶が あリ 、貞 享年 間に 僧 松 雲、 元祿 年間に 淨慶 、佛師 民 部、 同 左 京が あリ 、享保 年間に 法 橋 高 
山、 寶曆に 駒 井 朝 抑、 安永に 僧 愚傳の 如きが あつた。 けれども 固ょ 及た r 手數を かけ 費用を 惜まず し 
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て、 詰らぬ 所に 金銀 珠玉を 施し、 俗眼を 眩惑せ しめんと したまで、、 藝術 的に 見るべき ものを 造らん 
とはし なかつ た。 

| 宮彫铈 その他 | 又斯る 佛師が 佛像 彫刻を 行つて ゐる 一方に、 建築 装飾の 彫物を なす 人々 に宮 
彫師 なる ものが 出來た 。必ずしも 神社 建築と 限らず、 佛寺 廟堂 邱宅 等の 彫刻に 從つた ので ある。 その 
最たる 人々 には &* 1* 3:* 奶の一派があリ、また紀 |10 氏、島村氏、石川氏等は代々江戶に住して宮彫の家 
系を 繼だ 。その他 岡 本 友輔が 三河國 ょ々 出で、 京都に 住し、 彫物に 妙を 得て 京都 祗園 祭に 用 ひる 各種 
の 山車 及び 淸水觀 音 堂 欄間の 鶴 等を 遺して ゐる 。けれども 彫刻の 範圍は 更に 擴 つて、 舊來の 能面， 目 
貫 等の 外、 或は 根付 彫に、 或は 人形に、 或は 漆器 その他の 器物に、 別種の 彫刻を 試みる こと 甚だしく 
なリ 、彫刻の 本業は 却つ て斯 かる ミ于チ ユァ藝 術に あるかの 觀を呈 したが、 それ 等は 寧ろ エ藝 美術の 
一項 目た る もので あらぅ から、 玆には 省略して それ 等の 手法と 作者に ついて 槪說 する。 

I 當代 彫刻の 手法 一 當 代の 佛像は 多く 木彫に して、 偶々 銅像が あつて も 技術 拙劣に して 見る に 足 
リなか つた。 建築 装飾は 勿論 木彫を 主と し、 堅木に 花 井、 鳥獸 、紗綾 形、， 雲形 等を 彫刻して、 或は 木 
地の 儘に、 或は 濃 彩を 施して 用 ひたが、 一般に 精巧なる 末技に 流れた。 假面 彫刻は 江戶 時代の 中期以 
後 ® も 盛に して、 それ t の 流派が あリ 、秘博 を 守つ て 家業を 他に 洩らさな かつた。 木材を 主と した 
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が、 時に 紙の 貼拔 、煉製 等の 物 も あった。 根付の 材料は その 種類 甚だ 多く、 玉石、 紫檀、 黑檀 、鐵 刀、 
木 竹 及び 象牙、 鹿 角 等よ リ 、瑪瑙、 琥珀、 珊瑚 等を 用 ひた。 次に 人形 彫刻には 木を 主と し、 鋸 M の 練 
物を 用 ひ、 その 精巧なる ものには 甚だ 見るべき ものが あった。 嵯峨 人形、 淺草 人形、 奈 K 人形の 如き 
それで ある。 その他 吉野 彫、 象眼、 切 透 等 も 彫刻の 一種と して 行 はれた。 

I 著名の 工人 I 傳 記の 知れて ゐる 著名の 工人には、 先 づ湛海 律師が ある。 字は 寶 山、 實永六 
年 伊勢 國 安濃 郡に 生れた。 書晝 をよ くし、 また 彫刻に 巧に して、 造 像の 技術に 至っては 當代隨 一で あ 
った。 延寶七 年 大和 國生駒 山に 上リ 般若 窟を 開き.、 元 和 元年 八月 初めて 不動 尊像を 彫刻した。 これよ 
り 彌勒、 虛空藏 等の 尊像を 鑄 出して 雲上 閣に谠 き、 また 聖 天と 役 小 角との 像を 鑄て これを 鹊洞 中に 納 
め、 また 一刀 三禮 して 十一 面馨を 刻み、 常 念馨院 を？ てこ ゝ極 置した。 それ 等は 現に 生 駒 山 
中の 寶山寺 に藏 せられる。 彼に 從 って 技を 學んだ m* 7]c* l5t* s* は 京都の 人に して、 佛像を 彫刻す る こと 甚 
だ 巧妙なる を 以て 法眼に 叙せられ た。 また 僧 松 雲 も 京都の 彫工に して、 甞て豐 前の 羅漢 寺に 詣で 、羅 
漢 創立の ことを 思 ひ 立ち、 貞享 中江戶 に下リ 、淺 草花 川戶に 住して 彫刻を 始め、 元祿八 年、 本 所 羅漢 
寺の 五百羅漢を 作っ た。 寶永七 年 七月" 六十 五歲で 歿した ので ある。 また 假面エ としては 河 內大椽 家 
^• ^• ^: |- '. 1- 、？ ^- ^* &、& 6* |: 『&%&&等がぁ夕、根^^エには野2立圃、吉村周山、 
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樋口舟月、小簾一齋、和蠢友忠、爲隆、班江、三輪、上 #* ^. ^- ||* ^ ^* ^ ^# が^|が |: 』. 
% ;fr “l; i: v  ? I- fi# fi* 、 ai# p* Kr  &PIT  &■ #• 、 1 : «* A* ,i. I: I- 等®  名が  t、 人 
形師 には 松 本 喜三郞 (安本 龜 八) の 如きが 最も 知られた が、 これ 等は 他 卷に詳 說を讓 る 0 
L 東大寺 大 補修 一 さて 當 代の 遺物 二三に ついて 語ち ん に、 佛像 彫刻の 代表作と しては 奈 K の大 
佛 を擧げ て 置かぅ。 乙れ は 屢 々述べた 如く、 腹部 以上が 元祿 年間の 補 作で ある 〇所で 、皮肉な ことに 
は 天平の 作 跡を 止める 腰部 以下は 藝術 として 優秀な ものであるのに、 面部、 胸 腹、 兩手 等は、 比較に 
なち ぬ 程劣惡 である。 第一、 全體 としての 均衡が 取れない ので 無 格好 極まつ て ゐる 。殊に 面相の 醜 劣 
俗惡 さは 何とも 言 ひ 樣が ない。 以て 德川 時代の 佛像 彫刻は、 吾々 から 敬して 遠ざかつて 置いた 方が 無 
難で ある。 

— 日光 靈廟の 彫刻 I これ も 全 體に 於いて 子供 証し と 評せら わても 辯 解 8がぁるまい。％肥、ダ 
光の 兩廟 ともに 全く 同じ 手法で あるが、 無闇に 金銀 珠玉で 粉飾を 凝らし。 華麗なる 彩色を 縱橫に 弄し 
誠に 日光は 結構と いふ 外は ない。 殊に 陽 明 門の 装飾は、 形容の 出來 ない ほどに 濃雜な もので、 精巧 細 
緻 、これで も かこれ でも かと 盛リ 立て、 ある。 例へ ば その 柱を 見る と、 胡 粉 塗 及を して、 その上から 
彩色を なし、 金銀の 金具 や 諸種の 彫刻が 隙間 もな く 施して ある。 虹 梁 も 組 物 も勾關 も壁閜 も、 塗らね 
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ば 損と 紅白 靑綠黑 紫、 彩色の 見本、 彫刻の 見本が 羅列され て ゐる 。その 努力と 經 費と 根氣 とには 驚く 
外は ない が、 さて、 藝術 としての 眞價 如何と なると、 我輩は これ 以上に 語る を 欲しない。 東京の 芝 及 
び 上野の 靈廟 にしろ、 その他 諸 寺 諸 社に 見る 所に しろ、 皆 同巧異 曲で、 斯 くして 我が 彫刻が 落ち行く 
所まで 落ち行きた る ことを 感ずる 外は ない。 幸に して、 明治の 維新と 共に 藝術は 再び 復活し、 殊に 彫 
刻には 新しく 泰两 風の 彫塑術を 學び 、天平の 昔を も 凌駕せ A とする の 意 氣込 みを 示す に 至った のは 慶 
すべき 次第で ある。 
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